


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　初夏の抜けるような青い空の下を、一本の白い道が延びていた。

　緩ゆるやかな曲線を見せて幾重にも重なる緑の丘からやってきて、そのまま草原のど真ん中を突っ切り、地平線のかなたへと延びているその道の名前は『北域行こう路ろ』。

　延えん喜ぎ帝国の北部辺境と都を結ぶ重要な道路であり、荷物を運ぶ荷馬車や旅行者が数多く行き来する重要な交易路でもあった。

　その行路の上を、さまざまな荷物を山のように積んだ一台の荷馬車が、のんびりと北に向かっていた。

　木箱やら、布包みやら、むき出しで丸めた敷物やら、そこからぶら下がった鍋なべや薬や缶かんなどの金物やらを、荷馬車から落ちないように綱で縛しばり付けた山積みの荷物には、古びた木でできた『蒼あお橋はし商会』という看板がぶら下がっていた。その荷物の上に、十四歳くらいの女の子が一人ひとり、ちょこんと座って、ぼんやりと辺りを眺ながめている。

　そばかすまじりの顔に、やや太めの眉まゆ毛げが乗っている。だが、全体的な形は整った娘だ。

　馬車の上で揺ゆられ続けるのもいいかげん飽きた、そろそろ何か面白いことはないかしら、でもそんなのあるわけないよね、という表情で、その子は大きくあくびをしながら、右手を上げて大きく伸びをした。

「ふ、ふぁあああ、あふぅうぅぅ」

　その、あくびの声を聞きつけたのだろう。日よけのための灰色のフードを目深にかぶって馬の手た綱づなを取っていた御ぎよ者しやが、後ろを振り向いて怒鳴った。

「こら！　銀ぎん麗れい！　ぼーっとしていないで、ちゃんと荷物を見張っていなさい！　あくびなんてしてたら、振り落として放っていくわよ！」

　それは若い女の声だった。

「はーあーいー、見ぃーてぇーおーりぃーまぁーすよぉー」

　少女はやる気のカケラも感じられない口調で答えを返した。

　御者席に座っていた若い女は、日よけのフードをかなぐり捨てるように脱いだ。

　フードの下から現れたのは、色白で、長い黒髪を持つ、二十代前半の理知的な風ふう貌ぼうの女の顔だった。

　美人、というよりも、清せい楚そ。

　派手、というよりも、地味。

　一言で言ってしまえば、色気が無い。

　見るからに事務員的な風貌の女性は、形のよい眉まゆをつり上げて、怒ったように荷物の上にいる少女に話しかけた。

「何言ってるのよ！　この前の行商のときにも、敷物一本落としたのに気がつかなかったくせに」

「違いますわ、玉ぎよく麗れい姉さま。あれはどっか途中の街で盗まれてしまったのであって、あたしのせいじゃありませんわ！」

「街を出たときにあったものが、次の街に着いたら無くなっていたのよ？　落としたに決まってるでしょう！　とにかく、ちゃんと見張っていなさい！　それが銀麗の仕事なんだから！

「ぶー……わかりましたわ……」

　銀麗と呼ばれた少女は、不満そうに唇くちびるを尖とがらせて、言葉を付け足した。

「そんなことよりも、早く、日よけフードかぶったほうがよろしいかと思いますわ、玉麗姉さま。二十四歳過ぎると、シミやソバカスが増えてしまいますもの……」

「私は、まだ二十三よ！」

「大して違わないじゃありませんか」

「すっごく違うの！　全っ然違うの！　その一年は！　いいからあなたは見張り番をしっかりやりなさい！」

　玉麗が荷物の上に座っている銀麗をにらみつけながら、日よけのフードをかぶろうとした、そのとき。

　荷台に積み上げられている商品の上に座っていた銀ぎん麗れいが、いきなり立ち上がった。

「あ、こら、銀麗！　危ないわよ！　座ってなさい！」

「見張ってろっておっしゃったのは玉ぎよく麗れい姉さまでしょ！」

「馬ば鹿か！　荷物の見張りをしろって言ったのよ！　落ちたらどうするの！　危ないから早く座りなさい！」

「はいはい、わかりましたわ。まったくもう、怒ってばかりいると、またシワが増えますわよ」

　不満そうに答えて腰を落とそうとした銀麗の視野に、何かが見えた。

　それは丘の向こうに立つ白い土煙だった。

「あれ？　何かしら？　丘の向こうから、何かやってくるみたい……」

「何かって……何よ？」

「えーと、あれは、馬。ええ、馬ですわ。馬が一頭すごい勢いで走ってきますわ」

「馬？」

　銀麗の言葉の通りだった。

　大草原に延びる道の向こうで立つ白い土煙の下に、一頭の馬が見えた。

　馬はそのまま一直線にこっちに向かって走ってくる。

　馬に乗っているのは、頭のてっぺんから足の先まで、目にも鮮やかな真っ赤な鎧よろい兜かぶとに身を固めた、これまた目に鮮やかな真っ赤な長い赤い布を背中になびかせた兵士だった。

　馬はみるみるうちに近づいてきた。

「はぁっ！　はぁっ！」

　どどっ！　どどっ！　というリズミカルな馬の蹄ひづめの響ひびきに混じって兵士の掛け声が聞こえる。

　真っ赤な鎧兜に身を固めた男の乗った馬は、猛スピードで荷馬車とすれ違った。

　その一いつ瞬しゆん。全速力で走っている馬の口の脇わきから白い泡が飛んだのが見えた。

　白い土煙を残して走り去っていく兵士を見送った銀麗は、目を丸くした。

「……めちゃくちゃな走らせ方ですわね。あんな走らせ方をしたら馬が持たないんじゃないかしら？　もったいないわ。いったい何を急いでいるのかしらね？」

　馬車の御ぎよ者しや席に座った玉麗は、答えなかった。

　何も言わず、真剣な目で、じっと、遠くの山を見ている。

　──あれ？

　いつもと違う玉麗の反応に、銀麗が戸惑っていると、玉麗が、ぐい、と馬の手た綱づなを引いた。

　馬が立ち止まるのと同時に馬車が、がくん、と揺ゆれて止まった。

　荷物に縛しばり付けてある鍋なべや薬や缶かんが、チャカポコカラカラと賑にぎやかな音を立てる。

　荷物の上から転がり落ちそうになった銀麗は、慌あわてて荷物を縛っていた綱に摑つかまって身体からだを支えた。

「きゃ！　何で急に止まるんですか！」

　玉ぎよく麗れいは何も言わずに握っていた手た綱づなの片方を引きなおして、馬車の方向を変え始めた。

「え？　何やってますの、姉さま！　これから延えん声せいの市場に行くんじゃありませんの？」

　驚く銀ぎん麗れいを見上げて、玉麗は怒鳴った。

「馬ば鹿か！　あなた、さっきの馬を見なかったの？　あれは『赤の乗り手』よ！」

「『赤の乗り手』って……何？　何でしたっけ？」

　ぽかん、と口をあけて聞いた銀麗を見て、玉麗はあきれたように言った。

「あなた、何も知らないの？　七十年前にシムールが攻めてきた、あの北ほく擾じようの役えきのことを！」

「だって、それって、あたしの生まれる、ずっと前のことですわよ？　年とし増まの姉さまなら知っておられるかもしれませんけど、うら若き乙女おとめのあたしが知っているわけないじゃありませんか」

「誰が年増よ！」

　玉麗はそう叫さけぶと、方向を変え終わった馬の尻しりに、軽く鞭むちを当てた。

　馬車は、がくん！　と一ひと揺ゆれして、そのまま今来た道を戻り始めた。

「生まれていなくたって、この帝国に暮らしているなら、北の辺境に住んでいるシムールの恐ろしさを知らない人はいないわよ！　いいこと？『赤の乗り手』っていうのは、シムールが攻めてきたことを知らせるための帝国軍の伝令のことよ！　赤い鎧よろい兜かぶとを着こんで、赤い布を後ろに引くの」

「そういえば、確かに赤い鎧を着ていたように見えましたけど……赤い鎧なんて、どこにでもありそうだと思いますけど？」

「違うわ！　帝国の軍隊の軍装に赤だけは無いの！　軍人は階級と部隊ごとに鎧兜が色分けされている。だけど、赤だけは無いわ！　赤い鎧はシムール来らい寇こうを知らせる『赤の乗り手』だけが着ることになっているのよ！」

　銀麗は目を見開いた。

「さっすが姉さま！　伊だ達てにお年を取ってませんわね！」

「何ですって!?」

「あれ？　違いました？」

　首を傾かしげた銀麗に、玉麗は怒鳴り返した。

「全然違うわよ！」

「あれ？　じゃあ訂正いたしますわ。さっすが姉さま、トシですわね！」

「省略するんじゃないわよ！　いいかげんにしないとくびり殺すわよ!?」

「違いました？　じゃあ言い直しいたしますわ。姉さま年増！」

「何で『ま』が増えるのよ！　いいかげんにしなさい！　馬車から振り落として轢ひき殺すわよ!?」

　青筋を立て始めた姉を見下ろして、さすがにやりすぎたかと、銀ぎん麗れいは首を引っ込めた。

　そして、さっきの姉の話を振り返って……今度こそ目を見開いた。

「……じゃあ、さっきの早馬は本物ってことですの!?」

「そうよ、間違いないわ！　七十年前に起きた北ほく擾じようの役えきのときに走ったのと同じ『赤の乗り手』よ！　つまり、シムールが来たのよ！　東の峰にある狼煙のろし台からも煙が上がっているわ！　一刻も早く逃げないと！」

　玉ぎよく麗れいはそう叫さけぶと、馬車を引っ張っている馬の尻しりにもう一度鞭むちを当てた。

　荷物を満載した荷馬車は、前後左右に危なっかしく揺ゆれながら、ガラガラ、という車輪の音を立てて速度を上げ始めた。

　ゆさゆさと揺れる荷物に摑つかまった銀麗が、周りでチャカポコカラカラと音を立てている金物の音に負けないくらいの大声で聞いた。

「でも、姉さま！　延えん声せいの街はすぐそこ……あの丘の向こうですわ。ここから引き返すくらいなら、このまま延声の街に入ってしまったほうが早いのではないかしら？」

「何を馬ば鹿かなこと言ってるのよ！　シムールは帝国の北に広がる草原地帯を本拠地にしている遊牧民なのよ？　北の方から攻めてくるのに、北に行ってどうするのよ！」

「でも、こうやって、街道の上をのたのた走っているところにシムールがやってきたら、あっという間に襲おそわれちゃうんじゃありませんかしら？　だったら、北にある延声の街の中に逃げ込んじゃったほうが、安全な気もいたしますわ」

　銀麗の言葉を聞いた玉麗は考え込んだ。

　──そうか、この子の言っていることにも一理あるわね。

　平原の中の一本道を、荷物を満載した荷馬車で、とことこ逃げているところをシムールに見つかったら、まず助からない。シムールは遊牧民で馬に乗っているのだから。

　玉麗は周りを見回した。

　周囲には何も無い。

　地平の彼方まで草原が広がっているだけで、見えるものといえば西の方の低地に流れる川沿いに黒く帯状に伸びる灌かん木ぼくの森と、北に連なる丘の向こうにそびえる万年雪を戴いただいた霊れい峰ほう山ざんの白い峰々があるだけだ。

　玉麗の視線が、西の森に吸い寄せられた。

　ついさっきまで……そう、あの『赤の乗り手』とすれ違うまで、その森のことなど気にも留めていなかった。

　だが、今の玉麗の目には、その森が不気味に見えて仕方が無かった。

　森の木々の間から、シムールの軍勢が今にもわらわらと姿を現すような気がして、玉麗は小さく身震いした。

　──そんなことがあるわけない。シムールがこんなところまで来ているわけがない。それは単なる気のせいよ。疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられているだけよ！

　玉ぎよく麗れいは一生懸命理性的に考えて、自分に言い聞かせようとした。だが、恐怖心は押さえ込むことができなかった。

　玉麗は西の森から視線を引き剝はがすようにして、北の丘に視線を移した。

　──あの丘の向こうにある延えん声せいの街はこの北域の県都で、周囲を城壁に囲われている城じよう塞さい都市だわ。

　軍隊も駐留しているし、ちょっとやそっとの軍勢に包囲されても、充分生き延びることができるだけの食料の蓄えがあるはずよ。

　──どうしよう？

　このまま南の方に逃げるか、それとも近場の安全な場所に逃げ込むか。

　玉麗はしばらく考え込んでいたが、やがて思いきったように手た綱づなを引いた。

　馬が立ち止まるのと同時に、荷馬車が、がくんと揺ゆれた。

「わきゃ！」

　荷物の上に座っていた銀ぎん麗れいが悲鳴を上げた。

「しっかり摑つかまっていなさい。馬車の向きを変えるわよ！」

「向きを変えるって……延声に行きますの？」

「そうよ、あなたの言う通り、延声に入ることにするわ」

　銀麗はため息をついた。

「姉さまって、本当に移り気なんだから……どんな男の人とも長続きしないのも、わかるような気がしますわ」

「……何か言った？」

「え？　あ、ううん別に何も言ってませんわよ」

　二人の姉妹を乗せた荷馬車は再び向きを変えると、北にある延声の街に向かって、ごとごとと走り始めた。

　玉麗は、後ろの荷台にいる銀麗に向かって呼びかけた。

「延声の街に行けば、そこで篭ろう城じようすることになるかもしれないけど、すぐに帝国軍が救援に来てくれるから、きっと大丈夫よ。シムールなんか、あっという間に追い払ってくれるわ！」

「それに、街に立て篭こもれば、どこからも品物が入ってこないでしょうから、きっと品物も高く売れますわね！」

　嬉うれしそうに答えた銀麗の言葉を聞いて、玉麗はため息をついた。

「……あなたって、本当に商売に向いている性格しているわね」

　銀麗は、自分の脇わきにぶら下がっている『蒼あお橋はし商会』と書かれた看板を、ぽんぽんと叩たたいて、答えた。

「だってもう一度、あの都みやこ大おお路じに、この看板を掲かかげるんですもの、がんばって稼かせがないと！」

「そうよね……あの店を取り返すまで、死ぬわけにはいかないものね」

　そう言って小さくうなずいた玉ぎよく麗れいが、馬の尻しりに鞭むちを当てると、馬車はゆっくりと丘を登り始めた。

　シムールとの全面戦争が勃ぼつ発ぱつしたことを知らせる『赤の乗り手』が帝国の都に届くのは、この日から二日後のことだった。

　北部辺境の街、侘タ瑠ル徒トに赴任した新総そう督とくが、赤塩の利権を独ひとり占じめするために、帝国に恭きよう順じゆんしていたシムールの一支族、シャン族の宿営地を襲おそうという暴挙に出た。そのことに端たんを発したこの戦いが、五代続いた延えん喜ぎ帝国の存亡に関わる大動乱に発展することを、まだ誰も知らなかった。







　　　第一章「開戦の儀式」







　延喜帝国の最北端の辺境の街『侘瑠徒』は、四方を城壁に囲まれた城じよう壁さい都市である。

　この街がいつごろから現在の場所に作られたのかは定かではない。もともとはロクト高地のふもとを流れる小さな流れが、一つになってタリム川になる辺りに作られた渡し場だったという言い伝えが残っている。

　渡し場に集まった人々の間で品物の交換や取り引きが始まり、市場となり、やがて小さな村ができたらしい。

　周辺の野盗の群れから村を守るために城壁が築かれ、やがてその城壁は大きく堅固なものに変わり、ついには都市国家としての体裁を整えるに到ったが、その後台頭してきた北ほつ方ぽうの遊牧民であるシムールに攻め落とされて、彼らの支配下に置かれることとなる。

　その後、北域に領土を拡大し始めた帝国とシムールの間で何度か攻防戦が行われ、この街は、そのたびに主人を変えた。

　七十年前の北ほく擾じようの役えきのときもシムールに占領されたが、その後帝国が奪だつ回かいし、シムールへの抑えとなる国境の街として現在に到っている。

　その『侘タ瑠ル徒ト』の街は、今、再び赤と黄色の長い帯のような軍旗をなびかせたシムールの軍勢に包囲されていた。

　侘瑠徒の街の周囲を囲む城壁の上に立って、街をぐるりと取り囲むように布陣したシムールの部隊を見ていたミーネが、どこか嬉うれしそうな口調で言った。

『おお、すごいなタッケイ族は、部族総出で出で張ばってきているようだな。ユルム族の馬ば鹿かどもと合わせて、総勢二万五千というところかの？』

　横に立っていたミリンは、遠くに張られた包建パイクーの脇わきに立つ金色の狼おおかみの旗印を指差して、小さく首を振った。

『いえ、あそこにタッケイとユルムの大将旗が二つ立っています。三万は超えていると思います』

『タッケイ族は石頭で頑固者だから、間違いなく一万五千を超えているだろうが、ユルム族は見栄張りで姑こ息そくな連中だからな。一万五千を超えなくとも大将旗を立てるかもしれんぞ？　それを考えれば多く見積もっても二万七千というところじゃろう』

『いいえ、もっと多いと思います』

『うーむ、じゃあ、二万八千でどうじゃ！』

『いいえ、どう見ても三万です』

『二万八千五百でどうじゃ？』

『いいえ、三万です。それ以上はまけられません』

『ならば、二万九千。これなら納得じゃろ？』

『何をおっしゃっているのです。三万です。三万しかありえません』

『えーい、強情なやつじゃ、では二万九千五百！　どうじゃ、これならよいであろう？』

『……五百人くらいなら、まけてあげてもいいです』

　ミーネはにっこり笑うと、自分の脇に立っている晴せい凛りんと伏ふせ龍たつに向き直った。

『……というわけで、我らの敵の数は二万九千五百人と決まったぞ、晴凛！』

　街を囲っている城壁の上に立って、ミーネやミリンと一緒にシムールの軍勢を偵察していた晴凛は、思わずため息をついた。

『いやいや、決まったぞってそんなに元気よく言われてもなあ……度胸が据すわっているというか、何というか。よくもまあ、そんなのんびりしていられるよな……いつ攻めてくるかもわからないっていうのに……」

　ミーネはきょとんとした顔で聞いた。

『まだ攻めてくるわけがないではないか。口こう上じようも言い合ってはおらんし、開戦を知らせる矢合わせもやっておらんのに……」

『口上？　矢合わせ？　何ですか？　それ……』

『何だ、何も知らんのだな、晴せい凛りんは』

　ミーネはそう言うと、城壁に飛び出している凸とつ型がたの胸壁から、ぴょん、と城壁の上にある通路に飛び降りた。

『よいか。よーく聞けよ。我らシムールは何よりも礼儀と面めん子つを重んじるのだ。部族同士の戦いというのは、それぞれの部族の誇りと名誉をかけて戦うのだからして、作法にのっとって始めるのが当然であろう』

　胸を張って滔とう々とうと述べるミーネ。だが、晴凛は首を傾かしげるばかり。

『戦争に、作法……？』

　そんな様子を見て、今度はミーネが首を傾げた。

『帝国では戦いの前に、この戦いの理は我にあり！　という口こう上じようを述べたりはせんのか？』

　晴凛は横にいた伏ふせ龍たつを見た。

「帝国が戦争を始めるとき、何か儀式のようなことをやるんですか？」

　シムールの言葉でのやり取りがわからなかった伏龍は、晴凛の質問の意味が受け取れなかったのだろう。きょとんとした顔で聞き返した。

「え？　どういう意味だ？」

「えーとですね、どうやらシムールには、戦いを始める前に、いろんな儀式というか作法みたいな手順があるらしいんです。帝国にもそういったものがあるのかと、ミーネが言っていまして……」

　伏龍は考え込んだ。

「うーん……帝国が戦争する相手ってのは、もっぱらシムールだったし、それ以外に戦争というと、地方の太たい守しゆや領主が反乱を起こしたことが何度かあったくらいだが……どっちにしろ、戦争を始めるときは作法も何も無い。反乱を起こしたやつは問答無用で死刑だから、降こう伏ふく勧かん告こくをする理由も無いしな」

　晴凛はミーネに向き直ると、シムール語で説明した。

『帝国では、戦争をするときに、特に作法なんか無いそうです。僕もそんな話は聞いたことがないなあ……』

『それはおかしい。戦いとは一族の名と戦士の誇りをかけて行うものであろう？　武ぶ勲くんも怯きよう惰だな行いも末代まで語り継がれるものではないか！　人と人が戦うのであれば、そこに礼儀と作法が無くてはならん。礼儀も作法も無い殺し合いは、人のやることではない。それでは禽きん獣じゆうと変わらんではないか！　晴凛は帝国では礼儀と格式を重んじると言っていたが、それは噓うそなのか？』

『いえ、噓じゃないです』

　慌あわてて首を振った後で眉まゆをひそめて考え込んだ晴凛を見て、伏龍が聞いた。

「ミーネ姫は何て言っているんだ？」

「……戦争とはいえ、礼儀と作法の無い殺し合いは人のやることじゃない。帝国は礼儀と作法を重んじるというのは噓うそなのか？　と聞かれたんです。噓じゃないとは答えたものの、そう言われてみると、シムールと帝国と、どっちが野や蛮ばん人なのか、わかりませんよね……」

　伏ふせ龍たつは腕を組んで、うなずいた。

「うーん、ミーネ姫の言っていることにも一理ある。帝国で考えられている戦争というのは、つまるところ勝てばいい、という戦争だ。

　なぜなら、敗者には何一つ残らないからだ。名誉も誇りもすべて否定され、負けた一族は女の人も小さな子供も、一人ひとり残らず皆殺しにされる。

　どんなに正々堂々と戦おうが、礼儀と作法を守ろうが、負けてしまえば意味が無い。礼儀とか作法とかは、余裕があって初めて意味を持つ。つまり帝国の人間は余裕が無いってことなのかもしれないな……」

　伏龍はそう答えた後で、顔を上げて晴せい凛りんに聞いた。

「なるほど……すると、そのシムールの作法ってのをこなしたとして、この街を取り囲んでいるシムールの軍勢が攻撃を仕掛けてくるのはいつ頃なのか、ミーネ姫に聞いてくれないか？」

　晴凛が聞く前に、ミーネがにっこり笑って帝国語で答えた。

「ムズカシイ言葉は、まだわからない。でも、その言葉なら、わかる。戦いが始まるのは、きっと、ええと、明日あしたの明日。明後日あさつてだ」

　伏龍と晴凛は目を丸くした。

「明後日だって？」

　ミーネと晴凛たちのやり取りを聞いていたミリンが、真ま面じ目めな顔で答えた。

「ええ、マズ、双そう方ほうの代表者が進み出て、この戦いの理ハ我にアリ、という口こう上じようを言い合いマス。口喧げん嘩かミタイナものデス。

　その次ニ、双方の弓の腕自慢が進み出て、弓の腕比ベヲシマス。これが矢合わせきデス。その後、次の日の日の出を合図に、いよいよ戦いガハジマリマス。それが明後日の朝デスネ」

　伏龍は納得できない、という風に首をひねった。

「俺が読んだことのある北ほう擾じようの役えきのときの記録とは、ずいぶん違うな。その記録には、シムールは何の前触れも無く、いきなり都市に攻め込んできたって書いてあったぞ？」

「それハ帝国が礼儀知ラズだったからデス」

「礼儀知らず？」

「ハイ。七十年前の大遠征のきっかけとなった馬泥棒のトキ。シムールは正々堂々と延えん声せいの街を取り囲み、作法通りに口上を申し立てに使者を差し向けマシタが、帝国は口上を聞きもせずに、いきなり矢を打ち掛けて使者を射殺しタのデス。

　シムールの部族の戦いハ、相手に正々堂々と勝負を挑いどむコトです。時の族王エンクルは怒り、シムール全軍の兵士に向かって『礼を持たぬもの、すなわち人に非あらず。これ獣じゆう狼ろうなり、慈じ悲ひの心持つことなく即座に屠ほふれ！』と命令を下したノデス。

　それ以来、シムールは帝国軍ト、帝国の街にハ、一切の礼法なしに襲おそい掛かるコトニなっているノデス」

　ミリンの言葉を聞いた晴せい凛りんは怪け訝げんな顔になった。

「ちょっと待ってよミリンさん。じゃあ、どうしてあのシムールたちは攻めてこないんだ？　この侘タ瑠ル徒トの街は、帝国軍が守っている帝国の街なのに……」

　晴凛がそこまで言ったとき、伏ふせ龍たつが目を見開いた。

「そうか！　わかったぞ！　シャン族の族長イシルの考えていることが！　ミーネ姫たちは、そのためにこの侘瑠徒の街に来たんだ！」

「どういうことですか？」

　今ひとつ意味がわからない、という顔をする晴凛を見て、伏龍は答えた。

「ミーネ姫たちシャン族の戦士が、この侘瑠徒の街を守れば、この街は帝国の街じゃないってことになるわけさ。

　この街を攻めるシムールの部族は、同じシムールの部族と戦うのと同じ戦争の作法を守り、シムールの掟おきてに従って戦わなくちゃならないってことなんだ。

　イシルは、この戦いをシムールの部族同士の戦い……つまりシャン族とタッケイ族、ユルム族との戦いってことにして、帝国との全面戦争に発展しないように仕向けたんだ！」

「そうか！　だから、ああやって侘瑠徒の街を取り巻いただけで、攻めてこないのか！」

「ミーネ姫の言う通りだとすると、少なくとも明後日あさつての朝までは大丈夫だ。今日きようと明日あした、二日あれば篭ろう城じようの準備もできるし、県都の延えん声せいに逃げ込んだ人から、シムール来らい寇こうの知らせが伝われば、都に向かって『赤の乗り手』が走るはずだ！」

「赤の乗り手ですか！」

「そうだ、赤の乗り手の報告を受けた帝国軍は、最大戦力をこの北ほつ方ぽう辺境に差し向けるはずだ。応援部隊が来るまで、ここで持ちこたえることができれば、俺たちは助かる！」

　伏龍は力強くうなずくと、城壁の内側に広がる侘瑠徒の街並みを指差して言葉を継いだ。

「よし！　そうと決まれば、この街に残っている人間と、食料と、使えそうな物を全部集めて作戦を立てる！　俺たちの戦いは、勝つための戦いじゃない、負けないための戦いだ！」

　ミリンから伏龍の言葉を通訳してもらったミーネが、不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

『わしは、戦って勝つために、父から一騎当千のつわもの千人を預かって来たのだ。負けぬための戦いなどという戦い方をすれば、臆病者と謗そしられるのではないか？』

　その言葉を聞いた晴凛が、諭すような口調で答えた。

『いいえ、違いますよ、ミーネ姫。シャン族の戦士は、たった千人で押し寄せる三万の敵に胸を張って堂々と立ち向かうんですから、ちっとも臆病なんかじゃありません……それに正面からぶつかるだけが戦いではありません。知恵と勇気を使って大軍を翻ほん弄ろうするのも、立派な戦い方だと思いますよ』

　ミーネは晴せい凛りんを見上げた。

『知恵と勇気で大軍を翻ほん弄ろうすると言ったな？　どうするのじゃ？』

『えーと……つまり、それをこれから考えようってことですよ。まず、自分の手の中に何があるのかを知らないと、作戦の立てようがありませんから……警戒に当たっている兵士の人を除いて、今、この侘タ瑠ル徒トの街に残っている人を全員総そう督とく府に集めましょう。シャン族の人たちも、帝国の人間も関係ない。この街にいる人間はみんな同じ仲間……そう、生き延びるために一緒に戦う仲間なんですから』

『うむ、そうか、そうだな、わしらは仲間じゃ。晴凛がシャン族の仲間になったように、この侘瑠徒にいる帝国人もきっとわしらの仲間になってくれるじゃろう！』

　と嬉うれしそうに笑うミーネを見て、ミリンは肩をすくめた。

「すっかり、懐なついてやがりますね、この山やま猫ねこハ」




　総督府に戻ってきた晴凛と伏ふせ龍たつを出迎えたのは、三十代半ばの落ち着いた風ふう貌ぼうの役人の男だった。

「ああ、晴凛殿、どうですか？　シムールの様子は？」

　机の上に積み上げた書類の束を崩さないように気を遣いながら立ち上がった、この男の名前は諒りよう秦そう。この侘瑠徒の街にある、総督府に勤めていたベテランの役人である。

「シムールの軍勢の総数は約三万、矢の届かない距離を保って、この侘瑠徒の街をぐるりと、取り囲んでいます。ミーネ姫の話では、シムールには戦いの前にさまざまな儀式というか、しきたりのようなものがあり、それが終わるまでは戦いは始まらないそうです。おそらく本格的な戦闘が始まるのは、明後日あさつての朝だろう、ということです」

「明後日の朝！　それはまた、のんびりというか、悠長というか……」

　驚く諒秦を見て、伏龍が笑いながら説明した。

「こっちには、ミーネ姫が率いるシャン族が一緒にいるからな。この戦いはシムール対帝国の戦いじゃなくて、シムール内部の部族抗争と同じことになっているんだ。

　シムールは帝国と戦うときは無む慈じ悲ひな戦士として、とことん戦うけど、同じシムール同士で戦うときは、同じ戦争でもルールを守った戦争をするらしい。

　まあ、部族が違うとはいえ、同じシムールだ。遠い親しん戚せきだったり顔見知りだったり、いろいろあるんだろうな」

「ハイ、いろいろアリマス。でも、戦うときは本気デス。手加減するコトハ、すなわち礼を失うコトにナリマスから、全力で攻めてキますヨ」

　ミリンの言葉を聞いた晴凛が、小さく「はあ……」とため息をついたとき、総督府の建物の玄関辺りで、何人もの人間が集まってがやがや言い合う声がした。

「ああ、街に残っている連中が集まってきたようだな。龍りゆう飛ひのやつ、仕事が早いぜ」

　そう言って嬉うれしそうに部屋の入り口に振り向いた伏ふせ龍たつの表情が凍りついた。

　伏龍の視線の先を見る前に、晴凛の鼻先にふわっと甘い香りが漂った。

「お招きに預かりまして、光栄ですわ……」

　聞き覚えのある、色っぽい声と共に現れたのは、見事なまでにメリハリの効きいたボディラインとあり余るほどの色気の持ち主、アイリーンだった。

　その姿を認めるが早いか、伏龍が叫さけんだ。

「誰もお前なんか呼んでねえ！」

「あらあ、おかしいわねえ。さっき龍飛さんが、息せき切ってやってきて『伏龍の兄貴が姉さんを呼んでます！　すぐに行ってください！』って」

「俺が龍飛に言ったのは『この侘タ瑠ル徒トの街に残っている人間を今すぐに総そう督とく府に呼び集めろ』ってことだけだ。別にお前を名指しで呼んでこいと言ったわけじゃねえ！」

「あらひどい。私は、この侘瑠徒に残っている人間の仲間に入れてくれないの？」

「あ、いや、お前もこの侘瑠徒の街に残っている人間に変わりはないんだが……」

　伏龍が言葉を濁にごしたとき、アイリーンの後ろから、声が聞こえた。

「この人ですか？　姉御の、いい人ってのは！」

「何年もずっと追いかけているのに、ちっともなびかない野や暮ぼ天てんだって？」

「ふうん、インテリっぽいいい男じゃん。あんたが夢中になるだけのことはあるねえ」

　そこにいたのは、老人から少年まで混じった十人ほどの男女の集団だった。

「……この人たちは？」

　目を丸くする伏龍を見て、その集団の中にいた五十代後半の白髪しらがの男が小さく頭を下げながら進み出た。

「ああ、申し遅れました。私たちは、こちらのアイリーンさんと一緒に旅を続けてきた、からくり人形芝居の一座の者です。私は座長の歳さい台だいと申します」

「なんで逃げなかったんですか？」

　座長の歳台と名乗った男は、アイリーンをちらっと見た後で微笑ほほえんだ。

「逃げてもよかったのですけど……こちらのアイリーンさんから、ここに残ると面白いものを見ることができるかもしれないとお伺うかがいしまして……」

「面白くなんかない！　これからここで始まるのは戦争だ！　俺たちみんな、ここで死ぬかもしれないんだぞ！　……ったく、アイリーンのやつ、いいかげんなことを言いやがって！」

　怒る伏龍を見た座長の歳台は、慌あわてて首を振った。

「あ、いや、アイリーンさんに責任はございません！　我々がこの侘瑠徒に残ったのは、我々の意思によるものです！」

「意思ですって？」

「そうです。我々は芝居の一座です。からくり人形とはいえ芝居に変わりはありません。そして芝居とは物語です。観客は常に新しい物語を欲しています。

　新しい物語は新しい経験から生まれます。机の前に座って、昔の物語を焼き直してばかりいたのでは観客に飽きられます。新しい物語を欲しているのは観客だけではないのですよ」

「でも、これは物語じゃないんですよ？　戦争なんです！　本物の矢が飛び交い、本物の槍やりや刀を相手の体に突き刺し合う、殺し合いがこれから始まるんです！」

　歳さい台だいは動じなかった。

「ええ、わかっております。これから、ここで行われる戦いが物語ではない、ということは、我々も重々承知の上です。

　物語は事実ではありません。しかし、事実とまったくかけ離れたものでもありません。今、帝国のあちこちで演じられている演目の多くは、歴史上の事実を下敷きにして、そこにさまざまな脚色を加えたものです。この戦いは、我々にとって、新しい物語、新しい伝説を作り出す絶好の機会チヤンスなのです！」

　歳台と伏ふせ龍たつの会話を横で聞いていたミーネが、つんつん、と晴せい凛りんの脇わき腹ばらを突付いて聞いた。

『おい、晴凛。何やら難しい話をしているが、あの者たちは何者なのだ？』

『ああ、からくり人形芝居の一座の人たちだそうですよ』

　晴凛の言葉を聞いたミーネは目を見開いた。

『おお！　あれか！　いつぞや、お前と一緒に行って、飴あめを買って見た、あのからくり人形芝居の一座か！　あれは面白かったな！　……で？　何を言い争っているのだ？』

『あの人たちは、この戦いを物語にするために、侘タ瑠ル徒トの街に残ったそうなんですよ。それを聞いて、伏龍さんが怒っているんです』

『なぜ怒るのだ？　シムールでは戦争のときに、戦いのありさまを見て、後のちの世に語り伝える語り部を連れて行くのが当たり前じゃぞ？　そうでなくては、一族の武勲いさおしを誰が知るのじゃ？』

「そうデス。それに怒ったところで、今さらどこにも逃げられマセンから、怒るだけ無む駄だデスね。怒るより、あの人タチも仲間にして戦うコト考えたほうが前向きデスね」

　ミリンの言葉が耳に入ったのだろう、伏龍は苦笑いを浮かべた。

「……確かに、俺が何を言おうと、今さらどこにも逃げようがないな」

　晴凛は歳台と名乗った座長に聞いた。

「一座の皆さんは全部で何人でしょう？　何か特技のようなものをお持ちの方はいらっしゃいますか？」

　歳台は自分の後ろにいる一座のメンバーを振り返った。

「特技と言えるかどうかはわからんが、この連中は色々使えますよ。絵を書くやつ、図面を引けるやつ、からくりを考えるやつ、実際にそれを作って組み立てることができるやつ、いろんな連中が揃そろっています」

　座長の言葉が理解できたのだろう。ミーネが目を輝かせた。

『なんと！　からくりを作るのか！　それはすごい！　では、でっかいからくり人形を作ってくれ！　家ほどもある大きなやつを！　それで、あの頑固者のタッケイ族と、こすっからいユルム族の連中を蹴け散ちらすのじゃ！』

『いや、いくら何でもそれは無理だろうけど……』

　晴せい凛りんが苦笑いを浮かべて答えると、シムール語がわかったのだろう、歳さい台だいの後ろにいた二十台半ばの瘦やせた男が、真剣な顔で答えた。

「いや、無理じゃありません。設備さえあれば、大きなからくりを作ることはできますよ。それを動かす動力さえあればいいんです」

「いや、いくら動力があったって、そんな、子供の夢物語のような話が……」

　晴凛が笑おうとしたとき、瘦せた男の横に立っていた、がっちりした体格の三十台半ばの男が真剣な顔で答えた。

「笑ったな？　この思し量りようの言うことに間違いはない。こいつができると言えば、そいつはできるんだ。そりゃあ確かに、そんなものはこの世に無い。あるのは思量の頭の中だけだ。だが、作れと言われれば、そして材料さえあれば、この那な刳ぐり様が、たちどころに作り上げてみせる！」

　ミーネが目を輝かせた。

「なんと！　できるのか！　こう、のしのしと歩き回って、敵を蹴散らすような巨人のからくり人形が！」

「ああ、材料と、人手さえあればな！」

　那刳の言葉を聞いたミーネは、期待に満ちた目で晴凛を見た。

「晴凛！　これはもう、作るしかないぞ！」

「駄だ目めですよ、ミーネ姫。今はそんなことをやっている場合じゃありません。この侘タ瑠ル徒トの街には材料も人も無いんです。材木一本だって貴重なんですから」

「むう……」

　ミーネが不満げに唇くちびるを尖とがらせて黙だまり込むと、役人の官服を着た若い男が部屋に入ってきた。

　その若い役人は部屋の中にいる一座の面々を見て少し驚いたが、奥の机のところに諒りよう秦そうと晴凛がいるのを見て、ほっとしたような顔で報告した。

「諒秦様に言われた通り、納税倉庫に行って穀物と木炭の備蓄を確認して来ました。帳簿の通りです。穀物は麦が三千麻ま袋たい、米が二千麻袋。木炭は千麻袋ほどあります」

「おお。そうか、よかった。いかに欲深い新総そう督とくたちでも、さすがに昨日きのうの今日きようでは運び出すことはできなかったようだな。それだけあれば、守備隊の兵士と、街に残った人間の分だけでなく、応援に来てくれたシャン族の方の分まで充分にある」

　安あん堵どのため息をついた諒秦を見て、ミリンがそっけなく答えた。

「私たちハ自分の食い扶ぶ持ちは用意シテきました、心配イリマセン。家も食料も全部持って歩くのが、シムールの生き方ですカラ……あ、そう言えバ、包建パイクーを街の広場に建てていいデスカ？　今夜寝る場所を作らねばナリマセン」

「えーと、それはかまわないけど……空き家になっている家がいくつもあるから、包建を建てなくても寝られると思いますよ？」

「土の壁の家は、風通しが悪くて、シャン族は好きじゃアリマセン。包建のほうが楽です」

　ミリンの言葉を聞いた晴せい凛りんは、シャン族の宿営地で、ミーネの教師として過ごしたときのことを思い出していた。

　包建と呼ばれる白い円筒形のテントのような家は、一見すると頼りないし、地面から湿気が伝わってきそうに思える。だが、実は床の下には分厚い毛織物のマットが何枚も置かれており、上質の絨じゆう毯たんの上で暮らしているのと変わりは無い。

　──確かに、板の間の上に、満足にマットも敷いていない帝国風の普通の家なら、あの包建のほうが過ごしやすいかもしれないな。

「わかりました、広場と大おお路じに包建を建てていただいても結構です」

　晴凛がうなずいたとき、ミーネが聞いた。

『おお、そうじゃ、人のねぐらだけではない、馬と羊のねぐらも必要じゃ。馬はうまやに入れればよいとして、問題は羊じゃな』

『羊？　羊というとあれですか、めぇーめぇー鳴いている白くてふわふわしているやつ？」

『当たり前じゃ、にゃーにゃー鳴いて黒ければ猫ねこじゃ』

『何で羊を……って、ああ、そうか、シムールの人にとって羊は大事な家畜だものな、連れて歩くのは当たり前だよな』

『うむ、羊には草を食わせる必要がある。干草を持ってきているが、この侘タ瑠ル徒トの街の中に草が生えている場所があればありがたいのじゃが……』

「草かあ……この街の中に草が生えている場所なんてあったかなあ？」

　伏ふせ龍たつが、ぽん、と手を叩たたいた。

「そうだ！　総そう督とくの邸宅の庭はどうだ？　それほど広くはないが、都から来た庭師が池やら植え込みやらを作った庭があったはずだぞ？」

「あ、いや、あの庭は前の総督だった月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かが、丹たん精せい込めて手入れしていた庭ですので……」

　慌あわてて首を振った諒りよう秦そうを見て、晴凛は考え込むように答えた。

「でも、あそこ以外に、羊を飼えるような場所は無いからなあ。シャン族の人たちにしてみれば、羊ってのは食料であり、毛織物の材料であり、毛織物は包建の原料なんだ。いわば、生活のすべてを支えている貴重な財産だし。それに、もし、ここに弦斉様がいたら、シャン族の羊をあの庭に放し飼いにしても、文句は言わないと思うな……」

　晴凛の言葉を聞いた諒秦は、はっとしたように顔を上げた。

「……そうか、そうだな。弦げん斉ざい閣かつ下かがここにいれば、きっと喜んであの庭にシャン族の羊を迎え入れただろう……やはり君は名実ともに弦斉閣下の一番弟で子しだよ」

「あ、いえ、そんな……」

　晴せい凛りんが照れたような笑いを浮かべて顔の前で手を振っていると、総そう督とく府の入り口の方からシムール語と帝国語の叫さけび声が聞こえた。

『姫様！　ミリン殿！　タッケイの使者が参りました！』

「晴凛殿！　シムールの使者らしき者がやって参りました！」

　ミーネと晴凛は口々に答えた。

『うむ、口こう上じようの使者が来たか！』

「ついに始まったってことか」

『そうじゃ、戦いは、まず双そう方ほうの使者を立てて、相手の非道と悪あく行ぎようを並べ、いかに自分たちの側に正しき理があるかを言い立てることから始まるのじゃ……なあに、我がシャン族には悪口が達者すぎて嫁に行けない毒舌女のミリンがおる。口上で負けはせん！』

　ミーネの横に立っていたミリンが目を見開いた。

『誰が、毒舌女ですか！　この……しつけ知らずの山やま猫ねこが！　人間の言葉を喋しやべる山猫だから、どんなに賢いことを言うのかと思えば、何てことを言いやがりますか！』

　ミーネはにやっと笑って晴凛を見た。

『ほら、負けそうにないじゃろう？』

『うるさいです！　そんなことより、さっさと支度、支度！　使者の相手をするときは正装するのが決まりです！　どんな山猫でも、人の服を着れば人の子に見えます。たぶん！』

　眉まゆを逆立てて怒るミリンを見て、晴凛は思った。

　──ミリンさんの口の悪さは、天下無敵だからなあ。

　口喧げん嘩かだけで勝敗がつくのなら、シャン族は連戦連勝かもしれないな……。

　十分後。

　城壁の上には、シャン族の色である青い正装を身に着け、青い長い鉢巻をしたミーネとミリンの姿があった。

　使者の姿を見ようと、城壁の上から首を出そうとした伏ふせ龍たつを、晴凛は叱しかった。

「駄だ目めですよ、伏龍さん！　帝国の人間が顔を出すと、敵に突っ込まれる材料を与えることになるから、引っ込んでいろって、ミリンさんに言われたでしょう？」

「そりゃあそうだけど、気になるじゃないか……」

「右のほうに、ミーネが積み上げた干草があります。あそこの隙すき間まから城の外を見ましょう」

「ああ、あれか……よし、わかった」

　ごそごそと這はって、城壁の上に積まれた干草の束の後ろに移動した晴凛と伏龍は、その隙間からそっと城壁の外を窺うかがった。

　城壁の外は完全にシムールによって包囲されていた。

　遠く、一長里キロメートルほど離れた高台には、野営用の白い包建パイクーが建てられ、その周囲には馬の突撃を防ぐためなのだろう。丸太を組んだ柵も作られている。

　その柵と城との間には、人の背丈ほどもある赤い板と黄色い板が、ずらりと横一列に並べられており、その向こうに人影が見える。

「あの板は何でしょう？」

「ああ、あれはきっと置き盾だてだ。ここから射た矢が届くギリギリのところに並べてあるだろう？

　戦闘になれば、あれを頭の上にかざして、この城壁に取り付く、というわけさ。

　七十年前の北ほく擾じようの役えきのとき、遊牧民のシムールは慣れない城攻めで苦労したからな。ああいった盾を考案したんだろうな……うわっ！　ぺっ！」

　伏ふせ龍たつは、そこで言葉を切ると、慌あわてて口の中に入った干草のカケラを吐はき出した。

「くそ、口の中に干草が入りやがった……こんな可燃物を城壁に積み上げるのは、敵に火矢を打ち込んでくれというようなものだ。ミーネ姫は、何で、こんなところに干草を積み上げろって言ったんだ？」

「さあ？　何かに使うつもりらしいですけど……」

　晴せい凛りんがそこまで答えたとき、ミーネが小声で言った。

「しっ！　黙だまっていろ、口こう上じようが始まる！」

　その言葉が終わるのと同時に、ミリンの横に立っていたシャン族の若い戦士が、青い旗を持ち上げて大きく振った。

　すると、街を取り囲んだ置き盾の列から出てきていた、赤い服と黄色い服を着た二人ふたりのシムールの男が、手に持った服と同じ布を大きく振り返した。

　最初に口を開いたのは、赤い服を着た背の高い、ミーネと同じように青い目を持つ赤髭ひげのタッケイ族の男だった。

『テンジンの末まつ裔えいたる、シムールが十二支族の一つ、タッケイの始祖スンタの子スンタカ、そしてその子スンタタがその名において申す！　帝国は我がシムールの先祖代々の敵である！　帝国に与くみする者は、シムールの敵！　虎こ視し眈たん々たんとシムールの領土を狙ねらいし帝国は、ついにその刃やいばの下に本性を現し、宿営地を襲おそい包建を焼き、女子供を殺した！

　この帝国の暴ぼう虐ぎやくに対し、兵を挙げ、これを懲ちよう罰ばつするは必定なり！　しかるに、汝なんじらシャン族は我がシムールの仇きゆう敵てきである帝国に与し、これに寝返った！　汝らはシムールの逆賊にして裏切り者なり！

　我がタッケイは、テンジンの名を汚けがすことなき始祖スンタを抱く、唯一無二の部族なり！　世俗にまみれ、堕だ落らくしたシャン族の性根を叩たたき潰つぶし、正道に立ち戻らせることを決意し、ここに志を共にするユルムと共に、シャン族に対し戦いを挑いどむ！　これは私利私欲私し怨えんに非あらず！　まさに正道を糺ただす行いなり！　返答やいかに！』

　スンタタと名乗った男の声は、城壁の上に身を隠していた晴せい凛りんの耳にまで届く、よく通るものだった。

　ミーネの横に立っていたミリンが、すうっと息を吸い込んだのがわかった。

　そして、ミリンは胸を張ると、男に負けぬほどのよく通る声で叫さけんだ。

『テンジンの末まつ裔えいたるシムールが十二支族の一つ、シャン族の族長イシルが娘ミーネの護人にして、千騎長コリンの娘、ミリンがお返事申す！　このたびの戦のその目的は、汝なんじらタッケイの申す理ことわりに非あらず！　これすべて私利私欲私し怨えんなり！

　いずれにおいて帝国の暴ぼう虐ぎやくなるものがありしか！　そを言い立てたるものは何者ぞ？　帝国は、タッケイの包建パイクーを焼きしものぞ？　タッケイの女子供をその刃やいばにかけしものぞ？　いわんや、ユルムにおいて、帝国の暴虐を受けしものぞ？　汝らの申す理は、すべてこれ、虚きよ妄もうなり！』
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　ミリンの言葉を聞いて、タッケイ族のスンタタの横にいた、黄色い服の少し小柄な陰気な風ふう貌ぼうを持つ男が声を上げた。

『テンジンの末裔たるシムールが十二支族の一つ、ユルム族の族長ハグロの子ハグロラが申す！　帝国の暴虐は、族王エオル自みずからがその目で見たものぞ！　なればこそ族王エオルはシムール全支族に対し、大遠征の命を下されたり！　帝国の暴虐を受けしシムールの民のために戦い、血には血をもって報いるがシムールの掟おきてなり！　かかる帝国の暴虐を見過ごせば、我が先祖に申し訳が立たぬ！』

　ミリンは、面白そうににやっと笑い、声を上げた。

『ほほう、では聞こう！　その、帝国の暴ぼう虐ぎやくとやらを受けた哀あわれなシムールの民は誰だ？　包建パイクーを焼かれ、女子供を刃やいばにかけられた、シムールの民は何族だ！　言ってみろ！』

　タッケイ族のスンタタと、隣にいるユルム族のハグロラは、一いつ瞬しゆん言葉に詰まったように互いの顔を見合わせた。

『その、帝国の暴虐を受けたのは、我がシャン族だ！　違うか？　なのに、貴様らは兵を興おこし、軍陣を率いて、我がシャン族を帝国に与くみする裏切り者と呼び、こうやってシャン族を攻め立てている！　おかしいではないか！　つじつまが合わないではないか！　つまるところ、貴様らにとって、理由などどうでもいいのだ！　帝国と誼ぎを結び、交易を進め、豊かになっていく我がシャン族が妬ねたましくて、気に食わないだけなのだ！　腹に据すえかねるシャン族を叩たたきのめす理由が欲しかっただけなのだ！　この戦いはシムールの総意でも何でもない！　心の狭い、偏狭で欲と嫉しつ妬とにまみれた、性悪の驢ロ馬バのようなタッケイとユルムの二大馬ば鹿か部族が、血迷って喧けん嘩かを吹っかけてきただけのことであろう？　違うのか？』

　干草の束の陰で、ミリンの言葉を聞いていた晴せい凛りんは思わずつぶやいた。

「……うわ、ミリンさんの言い方ってすげえ。真っ向から喧嘩吹っかけているとしか思えない……いいのかな？」

　その帝国語のつぶやきの意味がわかったのだろう。ミーネが自信満々でうなずいた。

『いいのだ、シムールの口こう上じようは、いわば前ぜん哨しよう戦。これに負けてしまえば士気が下がる。これに勝てば、士気が上がる。これはそのための大事な儀式なのだ。まあ、黙だまって聞いておれ。ミリンが本気になれば、こんなもんでは済まんぞ』

　ミーネの言葉の通り、ミリンの舌ぜつ鋒ぼうは鋭さを増した。

『タッケイのスンタタよ。お前たちタッケイ族が兵を動かしたのは、その隣にいるユルムのハグロラから、共に兵を動かし、シャン族を叩たたくべしと、焚たき付けられたからであろう？　おおかた、ユルム族はシムールの大義を言い立て、我がシャン族を裏切り者と謗そしり、シャン族を叩きのめすことがシムールの未来に繫つながる、とでも言ったのであろう。

　だが、その目を見開いて、ユルムの兵の数を数えてみるがいい！　おそらく、さんざん焚き付け、煽あおったくせに、ユルムの出した兵の数はタッケイよりはるかに少ないはずだ！　ユルムとはそういう一族だ！　ユルムの族長ハグロなどは、我がシャン族の遊牧地より馬を盗んだ馬盗ぬす人びとだからな！』

　ユルム族のハグロラが叫さけんだ。

『貴様！　女といえどもその侮ぶ辱じよくは許さんぞ！　我が父が馬盗人などするわけがないではないか！　謝罪しろ！』

『ああ、間違えた。訂正しよう。お前の父親は馬など盗んではいない。落ちていた綱を一本拾って帰っただけだ。後でそう釈明したという話だ』

『そうであろう、地面に落ちていた綱を一本拾って帰ったからと言って、その程度のことで盗ぬす人びとにはならん。当たり前のことだ』

　うむうむ、とうなずいたハグロラに向かって、ミリンの声が飛んだ。

『その綱の先に馬がついていただけだ、とお前の父親は弁明したそうだな！　さすがは舌先三寸で他人を上う手まく使って、美お味いしいところだけを掠かすめ取るのに長たけたユルム族の長だけのことはある！　その言い訳ぶり、感心するぞ！』

　城壁の上に並んだシャン族の兵士たちが笑い声を上げると、それに釣られるかのように、置き盾だての後ろにいたタッケイ族の兵士の中からも失笑にも似た笑い声が上がった。

　タッケイ族のスンタタは慌あわてて振り返り、自分の部下である兵士たちをじろりとにらみつけて黙だまらすと、ミリンの方に向き直って声を上げた。

『ユルムのハグロを馬盗人と呼ぶのなら、シャン族の族長イシルもまた、馬盗人と呼ばれてしかるべきだ！　五年前、イシルが我がタッケイの牧より、雌めす馬を盗んだことを忘れたか！』

　ミリンが答えるより先に、ミーネが叫さけんだ。

『待てぃ！　その言葉！　聞き捨てならんぞ！　我が父イシルがいつ、タッケイの馬を盗んだと言うのだ！』

『忘れたとは言わさんぞ！　五年前、シャン族は、タッケイの牧の近くに雄おすの悍かん馬ばを一頭放したであろう！　我がタッケイの牧に放してあった雌馬が、その雄馬の後をついていって、シャン族の牧に入ってしまった！　シャン族の族長イシルは、その雌馬を我が物としてしまった！　これもまた馬盗人に相違あるまい！』

　ミーネが何かを言い返そうとするのを、ミリンがすっと右手を小さく上げて抑えた。

『好き合う者の気持ちは人も馬も同じ！　馬に人の理が通じるわけがあるまい！　シムールにとって馬は友！　友の恋路をかなえてやることはシムールにとって必定。族長イシルは、そう申し、その馬を番つがわせた！　確かにあの雌馬、ロヘリンは我がシャン族のものとした。なれど、翌年生まれた子馬に羊六頭をつけて、タッケイ族のところにお返し申した！　帳ちよう尻じりは合っているはず！』

　ミーネが後を追うように叫んだ。

『そうじゃ！　馬の恋路を邪じや魔まするものは、人に蹴けられて死ぬのだぞ！』

　城壁の上に並んだシャン族の戦士たちが、再び声を上げて笑った。

　ばつが悪そうな顔になったスンタタを見て、ミリンが追い討ちをかけた。

『五年前に双そう方ほう話がついて手打ちになった話を、今さらのように蒸し返すとは、ずいぶんと執しゆう念ねん深くケチ臭いやつだな。タッケイ族はシムールの中でも随一の戦士という評判だが、頭が固く融通が利きかぬ、というのが本当のところではないのか？

　そもそも英雄とは、器大きく、寛容にして豪放磊らい落らくな者を言う！　ならばタッケイ族、ユルム族から英雄が出ることは、金こん輪りん際ざいあるまい！　軍陣など動かさず、地面に落ちた羊の糞ふん粒つぶでも数えておれ！　お前らにできる仕事は、その程度の細かな仕事だ！』

『く……』

　ミリンに、やり込められたスンタタが黙だまり込むのを見て、城壁の影でやり取りを聞いていた晴せい凛りんは、思わず首をすくめた。

　──うわ、大丈夫かよ。あんなこと、敵の総大将に言っちゃって……敵が怒り狂って矢を射掛けてきたら、一巻の終わりなのに、よくもまあ、あんなふうに堂々と胸を張って仁に王おう立ちできるよなあ……。

　ミリンさんに逆らわないようにしないと、後が怖そうだ。

　ハグロラが怒鳴った。

『何とでも言うがいい！　貴様らシャン族が、いくらそのような場所に立て篭こもろうと、多勢に無勢！　十重二十重に囲い込んで、干ほし殺ごろしにするまでのことよ！』

　それを聞いたミーネは、自分の脇わきに積み上げられている干草の束を指差して、ひっくり返らんばかりに胸を張った。

『干殺しになどなるものか！　これこの通り、馬や羊の飼葉の干草を積み上げすぎて、城壁からあふれるほどじゃ！　シャン族を甘く見るな！　どれほどの軍勢をもって囲もうとも、シャン族は降参などせぬ！　まだ矢を合わせる前なら、笑いものにならずに済むぞ！　さっさと旗を巻いて里に帰れ！』

　スンタタは大きく息を吸って、ミーネをにらみつけた。

『山やま猫ねこのような娘と聞いてはいたが、これほどまでに馬ば鹿かで可愛かわいげが無いとはな！　隣の毒舌女と同様に嫁の貰もらい手が無いまま、婆さんになるのが目に見えるわ！　わかった！　それほどまでに言うのなら、この戦、矢合わせに到るもやむなし！　我がタッケイ随一の弓の名手と勝負だ！　よいな！』

『おお！　望むところだ！　我がシャン族随一の弓の名手の腕前を見て驚くな！』

『ふん、確かにルデルの弓の腕前は、シムールでも有名だ。だが、ルデルはすでに年老いた。目も力も昔せき日じつの光はあるまい！　タッケイの射しや手しゆは十七歳！　若き天才の腕前を楽しみにしているがいい！』

『はははは！　シャン族の弓の名手はルデルだけではない！　ルデルの一番弟で子しがおる！　そっちこそ楽しみにしておれ！』

　タッケイ族のスンタタは驚いたように目を見開いた後で、鼻で笑ってみせた。

『ふん、ルデルではなく、その弟子が相手をするとは、タッケイもずいぶん見くびられたものだな……明日あしたが楽しみだ！』

『ああ、こっちこそ楽しみだ！　矢合わせは、明あ日す正午！　この場所で行う！　よいな？　逃げるなよ！』

『それはこっちの台詞せりふだ！』

『わしらは城の中におるから逃げるのが大変だが、お前らはいつでも逃げられるからな！　念には念を入れたまでのことじゃ！』

　ミーネがそう答えて胸を張ると、ミリンが隣に待機していたシャン族の若者に目で合図した。

　若者が小さくうなずいて手に持っていた青い旗を大きく振ると、声の届くところまで進み出ていたスンタタとハグロラの二人ふたりも手に持っていた旗を振り返した。

　ゆっくりと置き盾だての向こうに戻っていく二人を見ていた伏ふせ龍たつが、小声で晴せい凛りんに聞いた。

「終わったのか？」

「そうみたいですね……」

「で？　どっちが勝ったんだ？」

「さあ……」

　晴凛が首をひねったのを見たミリンが、表情も変えずに答えた。

「口こう上じようは、その場で勝ち負けが決まるものデハアリマセン。私たちと、あの二人のやり取りを聞いていた人間が、それぞれに胸の中デ決めるコトです。デモまあ、笑いも取ったし、怒らせることもデキタのデ、七・三で私たちの勝ちでしょうネ」

『そうじゃ、わしらの勝ちじゃ！　というわけで、前ぜん哨しよう戦はわしらが有利じゃ！　明日あしたの矢合わせは、晴凛の出番じゃぞ！』

『ええっ？　聞いてませんよ！』

　驚く晴凛を見たミーネは左手を腰に当てると、右手の人差し指で晴凛を指差して、怒ったように言った。

『何を言うか！　わしの言ったことを聞いてなかったのか？　ルデルの弟で子しで弓の名手といえば、お前しかおらんではないか！　その、腰に巻いた青い龍りゆう射しやの証あかしは何のためじゃ！』

『そりゃあ、僕は、確かにルデル師し匠しようから、龍射の位を授さずかりましたけど、いくら何でもそんな大役が務まるような人間じゃありません……』

　ミーネはいぶかしげな顔になった。

『もしかして、お前は、シャン族のルデルから龍射の位を授かるということが、どういうことなのかわかっておらんのか？　ルデルの弟子となれば、シムール十二支族のすべてに名前が轟とどろきわたり、各部族の語り部が名前を子々孫々にわたるまで語り伝えることになるのだぞ？　シムールの族王エオルが、わざわざお忍びでお前の顔を見に来た理由は何のためだと思う？　お前が面白い顔をしているからか？』

『そんなことはないと思いますけど……あ、いえ、別に僕がいい男だと思っているわけではありませんが……』

『何を言う。そんなことはないぞ。お前はとてもいい……』

『え？』

　思わず顔を上げた晴凛と目を合わせたミーネは慌あわてて視線をそらすと、ぶっきらぼうに答えた。

『な、何でもない！』

『今、何て言いかけたんです？』

　首を傾かしげる晴せい凛りん。ミーネは首をぶんぶん振って、

『お前がい……いや、何でもない何でもない、何でもない！　まあよい、もうよい！　とにかく、口こう上じようはこれで終わりだ！　あー！　大声を上げたので、喉のどが渇かわいた！　喉が潤うるおう果物か何か無いか？』

　言いかけた言葉を飲み込んで、そう叫さけんだ。

　晴凛は伏ふせ龍たつに聞いた。

「市場で売られていた果物とか、野菜とかは、どうなってます？」

「え？　ああ、めぼしい品物はみんな商人たちが持って逃げたが、そういった、かさばったり日持ちしないものは全部そのまま置いたままになっているぞ。腐らないうちに何とかしないとな……それがどうかしたか？」

「あ、いえ、ミーネ姫が喉が渇いたので果物が欲しいって……」

「果物といえば……確かハミウリが大量に積み上げられていたぞ。あれは腐りやすい果物だから食っちまったほうがいいな」

　ハミウリとは、この大陸の西域の乾燥した地方の名産品でメロンの一種である。

　楕だ円えん形のスイカと同じような形をしており、メロンとスイカを合わせたような味で、水分が多く甘さも強い。

　乾燥している草原地帯や荒地を旅する旅人にとって、市場で買い求めるハミウリは、旅の楽しみの一つである。

　伏龍の言葉の中にあった『ハミウリ』という単語を聞き取ったのだろう。ミーネは目を輝かせた。

「ハミウリは、わしの大好物じゃ！　食べに行く！　一緒に来るのじゃ、晴凛！」

「あ、いや、でも、僕には、この後守備兵の配置を決めたり食料の配給量を決めたり、いろいろやることがありますので……」

　そう言って首を振った晴凛を見て、伏龍が笑った。

「いや、そういった仕事は俺がやっておく。お前はミーネ姫と一緒に市場に行け。相手を言い負かしたご褒ほう美びだ。ハミウリでもスイカでも食い放題だ。保存の効きかない果物とかは放っておいても腐っちまうだけだしな」

『伏龍は何と言ったのだ？』

『相手を言い負かしたご褒美として、市場の果物を食べ放題だそうですよ』

『本当か！　うわぁ！　すごい！　市場に行くぞ！　ぐずぐずするな！』

　そう言うなり走り出したミーネを見て、ミリンが叫んだ。

『待ちなさい！　むちゃ食いしたら、お腹を壊します！　あなたが食べられるのは、せいぜい一個か二個です！』

『いいではないか！　食べ放題なのだぞ！　こんな機会はめったに無い！』

　後ろを振り返ったミーネはそう言い残すと、ぴょんと、城壁から降りる階段を、四段ほど飛ばして飛び降り、素晴らしい速さで姿を消した。

「まったくもう、あの山やま猫ねこは食い意地ばかり張りヤガって！　ちらっと色気のあることを言いかけたかと思っタら、やっぱり食べることしか頭にナイ！」

　ミリンは忌いま々いましそうにそうつぶやくと、慌あわててその後を追った。

　どうしていいかわからずに、迷っている晴せい凛りんを見て、伏ふせ龍たつが言った。

「ほら、お前も追いかけろよ」

「え？　いや、でも……」

「言っただろう。あとは俺に任せろって。シャン族の協力が無けりゃ、俺たちは今頃皆殺しだったんだ。山猫姫の面倒を見るのも、立派な仕事だ」

「そうか、そうですよね……わかりました、ミーネの面倒を見てきます！」

　晴凛は、そう言うとにっこり笑って、ミリンの後を追って走り出した。

「……さて、と」

　晴凛を見送った伏龍は小さく肩をすくめると、城壁の上に積み上げられた干草の束を見て、考え込んだ。

　──こいつは包囲している連中に見せ付ける、いわば舞台装置みたいなものだから、ここに置いておいてもいいが、問題はシャン族が持ち込んだ干草を満載した馬車だな。あれを広場に置いたまま、火矢でも射込まれれば、えらいことになる。

　俺が攻める側なら、間違いなく火矢を射込んで、火攻めにする。きっと、あいつらも同じことを考えているに違いない。

　伏龍は城壁の上から侘タ瑠ル徒トの街並みを見回した。

　まず、あの干草を屋根のあるところに仕舞って……とはいえ、燃えない瓦かわらで屋根を葺ふいてあるのは総そう督とく府の建物ぐらいで、この街の建物の屋根はみんな板屋根だからな。火矢を射込まれたら、燃え上がっちまう。

　今から土をこねて瓦を焼いてなんかいられるわけはないし……。

　──待てよ？　そうか、土だ！　土を練って、屋根に塗り広げておけばいい。乾いてひび割れたら、また上から塗る。何回か繰り返せば、土の層ができるから、そう簡単に燃え広がることはないだろう……問題は重さで屋根が落ちるかもしれないってことだけど、燃やされるよりはマシだ。

「……よし、今夜から、守備隊の兵士とシャン族の戦士たちに手伝ってもらって、屋根に土を塗る作業を始めるとするか」

　伏ふせ龍たつが、そう言って小さくうなずいた、その頃。




　侘タ瑠ル徒トの街を包囲した、タッケイ族の大包建タオパイクーの中では、タッケイ族の総司令官であるスンタタと、ユルム族のハグロラが、不ふ機き嫌げんそうな顔で話をしていた。

「まったく、あのミリンという女は口の減らないやつだな……あれほどまでに口が悪ければ、嫁の貰もらい手どころか、浮いた噂うわさすら立つまい。それなりに器量はよいのだから口を慎つつしめば、男どもが放っておかんだろうに、まったく馬ば鹿かな女だ」

「いやいや、スンタタ殿、シャン族の辛口ミリンという二つ名は、口が悪いだけではないそうだ。あの女、ああ見えて、結構腕の立つ体術使いだそうで……」

「体術だと？」

　スンタタは少し驚いたように目を見開いた。

　体術とは、手しゆ拳けんによる打撃や足による蹴けりだけでなく、地面に投げ倒して関節を決めるなどの、いわゆる武器を使わない格闘術のことである。

　シムールの戦いのほとんどは、馬に乗って弓や剣、槍やりという武器を使って戦う。馬上戦闘であり、馬から落ちれば生き延びることは難しい。

　馬から落ちた後も戦って生き延びるために、体術を会え得とくしようとする者もいることはいるが、そういう人間はごく少ない。馬から落ちたときのことよりも、馬から落ちないようにすることを考えるのが、シムールの戦い方なのだ。

「女だてらに体術使いとはな……」

　あきれたように答えたスンタタを見て、ハグロラはうなずいた。

「ああ、とんでもないじゃじゃ馬だ。ましてや、あの女、自分より強い男でなければ嫁には行かない、などと申しておるそうで……縁遠くなるのも、無理はない」

「自分より強い男でなければ嫁に行かない……だと？」

　何かに思い当ったのだろう。スンタタが顔をしかめたとき、大包建の入り口のところで、若い女の声が聞こえた。

「タッケイ一番隊百騎長シャール。参りました」

「百騎長？」

　ハグロラは自分の耳を疑うような顔で聞き返した。

「今の声……女では？」

「ああ、うむ、女だ」

　スンタタが言いにくそうに答えるのと、声の主が姿を現すのは同時だった。

　年齢は十六、七歳だろうか。伸びやかな手足を持つ、長い黒髪を後ろでまとめたスレンダーな美少女だった。

　服装は男の戦士と大して変わらない。だが、裾すそにつけられた飾り布が、滑なめらかな動きに合わせて揺ゆれている。

　少女は、スンタタの向かいに座っているハグロラを見て、一礼した。

「初めまして、タッケイ一番隊、百騎長のシャールと申します」
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「ユルム族、大将軍ハグロラである」

　そう言って、うなずいた後で、ハグロラは怪け訝げんな顔でスンタタに聞いた。

「もしかして……この娘が明日あしたの矢合わせに出るのか？」

「うむ、そうだ。シャールは女とはいえ、弓の腕前はタッケイ族の中で並ぶものはおらぬ随一の名人だ」

「だが、女だぞ？」

「そうだ、だが女である前に、この者はシムールの戦士だ。タッケイの氏族長の間でもこの者を百騎長に推すい挙きよすることに異議を申し立てたものはおらん」

「驚いたな。タッケイは我がシムールの中でも、人一倍しきたりにうるさいと思っていたが、まさかこんな年端も行かぬ女を戦士にするとは……」

　ハグロラの言葉を聞いたシャールが、むっとしたような顔になるのを見たスンタタは、困ったような顔で答えた。

「あ、いや、確かに、ハグロラ殿の言うように、前例が無いことを理由に異議を申し立てる者もいた……最初はな。だが、この者の弓の腕前を見て、誰も文句を言わなくなったのだ。

　弓の正確さ、そして速さ。この者の右に出る者はおらん。タッケイの部隊長に、この者一人ひとりと、屈強な男の戦士二十人、どちらを選ぶと言われれば、文句なしにこの者を選ぶだろう。正確で早い矢の恐ろしさを知らぬものはおらん」

　スンタタの言葉を聞いたシャールは、照れたように頰ほほを赤く染めると、一礼した。

「もったいないお言葉、恐れ入ります」

「うむ、明日あしたの矢合わせで、お前の腕前を見たシャン族の連中の驚く顔が楽しみだ」

「聞いた話ですと、私の相手はルデル様の弟で子しとか……それは本当でしょうか？」

「うむ、シャン族の山やま猫ねこ姫は、そう言っていたが、それがどうかしたか？」

「ルデル様なら、いささか心配でしたが、その弟子に負ける気はしません！　明日の勝負が楽しみです！」

　自信に満ちた微笑を浮かべて答えたシャールを見て、スンタタは、うむ、という風にうなずいた。

「その意気やよし！　明日の活躍を楽しみにしておる。今日きようは早めに休み、鋭気を養うがよい、下がってよいぞ」

「わかりました、では失礼いたします」

　一礼して大包建タオパイクーを出て行ったシャールを見送ったハグロラが、感心したようにつぶやいた。

「なかなかの美人だな、あれだけの器量よしで弓の腕も立つとなれば、男どもが放ってはおくまい。タッケイ族の若い男の間では、さぞかし人気ではないのかね？」

　スンタタは、苦々しげに答えた。

「いや、そうでもないのだ。あいつは『私より弓の腕が上の男でなければ嫁には行かぬ』と言い切っているじゃじゃ馬でな、いささか困り果てておるのだ」

　その言葉の中にある親しげな響ひびきに気がついたのだろう。ハグロラが探るような目でスンタタに聞いた。

「あの、シャールという娘……もしかしてスンタタ殿のご親族か？」

「うむ……妹だ。歳の離れたな」

「なんと、御お妹いもうとだったか……どうりで、品のいい」

　スンタタは、苦笑いを浮かべた。

「嫁の貰もらい手のないような女だがな……それはそうと、わしらタッケイとユルムが、まず先さき駆がけを買って出て、こうやって帝国の街を包囲しているわけだが、肝心のエオル王の率いる本隊はいつ来るのだ？」

「今回のこの戦は、準備も何もなしにエオル王が各部族に檄げきを飛ばし、部族長会議を招集し参戦と決まったもので、いかんせん急な出来事であった。各部族ともに大遠征ができるだけの体制をとっておらぬ。シムール全体の足並みが揃そろうには、後しばらく時間がかかるものと……」

「うむ、それはわかっている。わかっているが帝国とて馬ば鹿かではない。我々が兵を動かしたということを知れば、必ず反撃の兵を向けるだろう。帝国の立ち上がりが遅いうちに、最大限の兵力を動員し、一気に帝国領の奥深くまで兵を進めることが肝心だ」

「エオル王の率いる本隊が到着する前に、何としてでも、あの侘タ瑠ル徒トは落としておきたいものだが……まさかシャン族のミーネが手勢を率いて帝国側につくとは思わなかったな……」

　ハグロラはそこで言葉を切ると、目に狡こう猾かつそうな光を浮かべて、上目遣いにスンタタを見ながら言葉を続けた。

「あの侘瑠徒にいるシャン族は、帝国に与くみする者たち……もはや我がシムールの一族ではありません。帝国の兵と同じように扱ってもよいのではありませんか？　あいつらは、明日あしたの矢合わせが終わるまで戦いは始まらないと決めてかかっています。つまり今夜こそが夜襲の絶好の機会です！」

　スンタタは首を振った。

「いや、帝国に与したとはいえ、あの者たちはまぎれもなくシャン族の、それも族長の娘の率いる一軍。知らぬならまだしも言い訳が立つが、知っていながら騙だまし討ちを仕掛けるなどというのは、まさしく禽きん獣じゆうにも等しい。タッケイの恥を末代まで伝えることになる！」

「しかし、戦いというのは勝たねば意味が無いのですぞ？」

「勝てばいい、という戦い方もあるだろう……それは認める。だが、その戦い方で勝てなかったら、どうなる？」

「ですから、勝てばいいのです！　勝ちさえすれば、後はどうにでも……」

　食い下がるハグロラを見たスンタタは、目の奥に薄く侮ぶ蔑べつの色を浮かべて答えた。

「タッケイとユルムが三万の軍を持って千のシャン族を囲み、これを騙し討ちにして勝ったとして、それが栄勲いさおしとして語られると思うか？　誇り高きタッケイの名を汚けがすことなどできるわけがない！

　歴史とは勝者に都合よく語られるものだけではない。一軍の将ならば、それぐらいは覚えておいたほうがいい」

　会議を終えてタッケイ族の大包建タオパイクーを出たハグロラは、入り口の前で送りに出たスンタタに一礼すると、自分の馬にまたがり、前と後ろを護衛で固めた行列を作って戻って行った。

　黒い大きな軍馬の背で揺ゆられながら、ハグロラは胸の中で毒づいた。

　──ふん、何が誇り高きタッケイの名だ。頭の固いええかっこしいの馬ば鹿かめ。

　あいつらもろとも帝国兵を皆殺しにして、とっととこの先にあるもっと大きな帝国の街に攻め込んで略奪したほうが、はるかに儲もうかる！　誇りとか栄勲など、いくらあっても羊が増えるわけでもなければ、放牧ができる土地が増えるわけでもないだろうが……。

　去って行くハグロラの行列を見送り終わったスンタタが大包建の中に入ると、タッケイの長老らしい、白く長い髭ひげを伸ばした一人ひとりの老人が、後を追うように大包建に入ってきた。

「ユルムのハグロラは戻ったようじゃな」

「おお、ジャンタカ師！　どうぞお座りください！」

　スンタタが敷物を薦めると、ジャンタカと呼ばれた老人は鷹おう揚ようにうなずいて、敷物の上に胡坐あぐらをかいて座った。

「どうじゃったね？　ハグロラは……ユルム族のことじゃ、明日あしたの矢合わせの約束を信じているシャン族に、夜討ちでも仕掛けろと言ってきたのではないかな？」

「仰おおせの通り……」

　苦笑いを浮かべてうなずいたスンタタを見て、ジャンタカは小さく笑った。

「ふふふ、まったく、わかりやすいのう、あいつらは……自分たちは誰よりも抜け目が無いと思っておるようだが、本当に抜け目が無い者は、それを自慢したりはせんよ……本当に抜け目が無いというのはな、自分たちの一族を二つに割ってシムールと帝国の両方に分け、どっちが負けても、一族が滅びぬように仕向けるシャン族のような連中じゃよ」

「しかし、師よ、それはシムールの大義に反する裏切りですぞ！」

　ジャンタカは少し真剣な目になった。

「シムールの大義とやらを信じるのは構わん。だが、その大義とやらは、我らシムールの存続と繁はん栄えいあってのこと。大儀を守るためにシムールが困こん窮きゆうし滅亡したのでは本末転倒じゃ」

　ジャンタカは、そこで言葉を切ると、客人をもてなすために淹いれられたチャイのカップを指差した。

「このチャイの葉も、そこに入れる砂糖も、シムールの産物に非あらず。女子供が喜んで食うハミウリも、ラグマーンの麵めんを練る小麦もシムールの手によるものに非ず。

　我らシムールのご先祖は、確かに遊牧だけで生きてきた。だが、時は移り世は変わった。我らは、もはや遊牧のみで生きているわけではない。我らの生活は、他の民と互いの産物を交換し取り引きすることで支えられているのだ。そのことを忘れてはならん。シムールの大義を守ることと、シムールのみの独善に堕だすることは違うぞ、見誤るな」

「お言葉、しかと承りました。しかし、エオル王は、このたびの戦いの第一の目的に、シムールの大義を守ることを掲かかげております。我らはその言葉に賛同し開戦を決意したわけでございますゆえ……」

「エオル王か……」

　ジャンタカは苦笑いにも似た微笑を浮かべてつぶやいた。

「……ある意味、我がシムールで最も抜け目が無いのは、あの男かもしれんな……」




　その頃、一足先に自分に与えられた包建パイクーに戻ったシャールは、小柄な女の子の出迎えを受けていた。

　さまざまな色の飾り布を髪にたくさんつけた、十四歳くらいの少女だ。

「おっかえりなさいませ、お姉さま♪」

「……だから、その、お姉さま、と呼ぶのは何とかならないか、メンミ？」

「あら、お姉さまはお姉さまですわ！」

　メンミ、と呼ばれた少女は、全く聞く耳持たない。

「血の繫つながりは無いのだし、姉と呼ばれるのは、どうにも……」

「そんなことはありませんわ、お姉さま！　私とお姉さまは、血以上に濃ゆーい『何か』で繫がっているのですわ！　できればもっと具体的に繫がりたいくらいです！」

「いや待て。今、何か変なことを言わなかったか？」

「いいえ！　当たり前のことをごく当たり前に申し上げただけですわ！」

「……違うような気もするが……まあいい。今日きようはもう休む。明日あしたは矢合わせだからな」

「はあい！　わっかりました、お姉さま！　寝床を温めさせていただきますね！」

「いや、そんなことはしなくていい。というか、違うぞ」

「あら、違いましたか？」

「……全然違う」

　はぁ、とため息をついてしまうシャール。

　どうにもマイペースなメンミを付き人として使っているのは、他でもない、シャールの意思であるのだが、メンミと話をしていると、時々こう思ってしまうのだ。

　──なぜ私は、こんな娘を使っているのだろう……？

　ため息をつきつつ、シャールはメンミにこう言った。

「まあいい。服を脱ぐから、手伝ってくれ」

「はいはいはいっ、わっかりましたあ！」

　わたわたとメンミは駆かけ寄り、背後からシャールの帯を緩ゆるめる。

「はぁ……私、このお仕事が一番好きですぅ……何というか、心が躍おどります……！」

　男物の着物を脱ぐと、胸から腹までをサラシで締め付けた、しなやかな肢し体たいが出てきた。

　年相応のつややかな肩の肌で『じゃじゃ馬』と呼ばれるシャールが、実は乙女おとめなのだということがよくわかる。弓の名手だけあって筋肉質であるが、筋すじ張ばった肉ではなく、彼女が使う弓のように滑なめらかさの中に力強さを秘めている、そんな身体からだだ。

「はぁう……相変わらず素敵なお肌……」

「わけのわからないことを言ってないで、次はサラシをほどくから、板を持ってきてくれ」

「……あ。はい、ただいま」

　何かにひたっていたらしいメンミは我に返ると、丁寧に着物を畳んで、サラシを巻くための板を取りに行く。

　その間に、シャールは胸に巻かれたサラシを緩めていた。きつく巻いた中に、挟はさみ込んであるサラシの端をゆっくりと抜き取ると。

　ぼんっ。

　そんな感じで、サラシの隙すき間まから、胸が飛び出てくる。

「おっと」

　一気に弾はじけたので、サラシがマットに落ちる。

「あぁ、相変わらず素晴らしいお胸です、お姉さま……！」

　板を取り出しつつも、目は離さなかったらしい。メンミがそんな歓声を上げる。

「……素晴らしいとか言うな。弓を使うときには、どうにも邪じや魔まなのだから」

　弓を使うときには、弦がどうしても胸に当たってしまう。獣でも人でも射貫くだけの強さを持った弓の弦だから、当たればただでは済まない。だから、シャールのように女だてらに弓を使う者は、サラシを胸まで巻くのが常だった。とくに彼女は胸の張り出し具合が他よりも素晴らしいので、とくに念入りに押さえ付けている。

　ただ、ちょっとでも緩ゆるめると、今のようにサラシから胸が飛び出してくるのだ。

　弓使いであるシャールとしては、それがどうにも不便であった。

「この胸さえ、もう少し控えめなら、私の弓はさらに高まろうものを……」

　そんな風にすら、思っているくらいなのだ。

　だが、それを聞いたメンミは、すごい勢いでこう言った。

「何をおっしゃるんですか、お姉さま！　そのお胸がいつかタッケイ族を、いいえ、シムールを幸せにしますわ！」

「……お前の言うことは、時々わけがわからないな」

　苦笑いしながらサラシを巻く板を受け取り、拾い上げたサラシを巻き始める。シワがつかないようにピンと張る必要があるので、端をメンミが引っ張っている。

「弓を使うときには、できれば胸は薄いほうがいい。おまえぐらいがちょうどいいのだぞ、メンミ」

「でも、やはりお胸は大きいほうが素敵ですわ！　それに、お姉さまのように素敵すぎるお胸で、その上、弓の名手という方もおられるのですから！」

「あまりおだてるな。あと胸のほうは、褒ほめ言葉になってないぞ」

「いいえ！　お姉さまのお胸は素敵ですわ！　お姉さまの弓も！　明日あしたの矢合わせも、きっと勝ちますわ！　こんなに素敵なお胸ですもの！」

「矢合わせは胸で勝つものじゃない。もちろん負けるつもりはないけれどな」

「シャン族は、どなたが出てきますの？」

　昼間の口こう上じようの言い合いを知らないメンミは、誰が相手なのかも知らない。

「何でも、ルデルの弟で子しだそうだ。弟子がいたとは、私も知らなかったのだが」

「弟子ごときなら、お姉さまの楽勝ですわよね!?」

「ああ、勝つともさ」

　心配げな様子で上目遣いに見つめてくるメンミに、シャールはにこりと微笑ほほえんだ。

「ああっ、それでこそお姉さまですわ！」

「こらっ、顔と手を緩ゆるめるな！　ちゃんとサラシを引っ張ってろ！」

　メンミと、いつも通りのやりとりをやった後で、シャールは眠りについた。

　夜が明ければ、いよいよタッケイ族の名誉をかけた弓の勝負、矢合わせである。

　三万の兵力に包囲された侘タ瑠ル徒トの街の外と中で、さまざまな思惑が動き始めていたその頃。

　遠く離れた延えん喜ぎ帝国の首都でも、大きな動きが始まろうとしていた。







　　　第二章「聖戦の詔みことのり」







──延喜帝国。

　この帝国は五代の長きにわたって続いている。

　衰退した前の王朝を倒し、新たな王朝を打ち立てた初代皇こう帝てい、長ちよう稜りようは、前の王朝が採用していた十二階に分かれた複雑な身分制度を廃止し、大胆な人材登用を行った。そして、税制と軍制を改革し、今の帝国の基礎を築いた。

　二代目の皇帝、長ちよう岳がくは潅かん漑がい設備を整備し農業効率を上げ、その豊かさを軍備につぎ込み、強大な軍隊を作り上げた。

　三代目の皇帝、長ちよう峰ほうは、二代目の皇帝が残した豊かな国土と強大な軍隊によって、シムールと呼ばれる北ほつ方ぽうの遊牧民との北ほく擾じようの役えきと呼ばれる大戦争に勝利し、北部の荒地に封じることに成功した。

　北方の遊牧民の脅きよう威いが消えたことにより、帝国はさらに栄え、国土は初代皇帝の所領の十倍にまで広がった。

　四代目の皇こう帝てい、長ちよう峻しゆんは、この広大な国家を統治することの難しさを説く宰さい相しようの言葉を聞き入れて拡大政策を取りやめ、内政に力を入れ、官かん僚りよう組織の充実を図ることとした。

　これによって、帝国の国家運営は官僚組織の手によって行われることとなった。

　そして……現在。

　この延えん喜ぎ帝国を統すべる五代目の皇帝、長ちよう嶺れいは、五年前に六歳で即位した。

　わずか六歳で、帝国の運営ができるはずもなく、実権は皇帝の生母の父親である摂せつ政しようの菰こも野の盛せい元げんに握られていた。

　いや、正確に言うならば菰野盛元の姿を借りた官僚たちによって運営されていた。

　菰野盛元は先帝の寵ちよう愛あいを受けていた有能な重臣である月つき原はら弦げん斉ざいに比べ、自分に人望も実力も無いことを知っていた。そこで、先帝が崩ほう御ぎよしたとき、彼は月原弦斉に敵対していた官僚たちに近づき、その力を利用して月原弦斉を蹴け落おとし、摂政の地位に着いた。

　だが、彼には摂政の仕事を取り仕切るだけの能力が無かった。

　彼は単に官僚の作った律令や公文書に玉きよく璽じを押すだけの存在と成り果て、延喜帝国は完全に官僚たちの手によって動かされることとなった。

　延喜帝国の都の、ほぼ中央にある豪華な宮殿と、それを取り囲むように建てられた数十に及ぶ国家機関の建物の中では、役人たちが前例踏とう襲しゆうという、昨日きのうと同じ今日きようが、そして今日と同じ明あ日すが続くと信じて疑わないやり方で仕事を続けていた。

　いや、そう信じていたのは役人ばかりではない。この延喜帝国の臣しん民みんたちは誰もが皆、昨日と同じ今日、そして今日と同じ明日が来ると信じて疑わなかった。

　七十年前に起こった『北ほく擾じようの役えき』と呼ばれる、北ほつ方ぽうの遊牧民シムールとの大戦争以来、帝国はこれといって大きな戦争も災害も経験することなく、平和な日々を過ごしてきた。

　戦争の実体験を語り継ぐ人間はほとんどが死に絶え、戦争の記憶は史書の中にのみ残された。

　記録を読む機会のない人々の間には、事実や史実ではなく、より面白おかしく脚色された伝説や物語を正確な記録と同じように信じる人々が増えていった。

　五年に一度行われる皇帝臨席の総軍視し閲えつ式のときに、赤の乗り手を模して赤い鎧よろいを着た騎士が走ることはあったが、それはもはや形式的な儀礼であり、伝令士の役職の間に代々伝わる一種の伝統芸能でしかなかった。

　人々にとって、シムール来らい寇こうを伝える『赤の乗り手』は、物語の中でのみ語られるものであり、誰もその存在を現実のものとは考えていなかった。

　帝都を囲う城壁に作られた大きな東西南北の四つの大門から、中心部にある宮殿に向かって延びる都みやこ大おお路じには、中央に「王路」と呼ばれる白い大理石を敷き詰めた皇帝専用の道路、そしてその左右を守るように石畳の「官路」と「軍路」が延びている。

　官かん吏りと軍隊以外の普通の人々は、この三つの道のさらに外側を走る玉砂利を敷き詰めた「済路」と呼ばれる道を歩くことになっていた。

　皇こう帝ていの行列以外の人間が王路に足を踏ふみ入れることは許されない。そのため王路の途中には石造りの橋のような部分がいくつかある。

　王路の向こう側に行きたい人間は、その橋の下をくぐって反対側に行くのだ。

　都みやこ大おお路じ沿いは帝都の一等地であり、その両側には、立派な店構えの有名な商店がずらりと並んでいる。

　帝国一の繁華街でもあるこの都大路は、今日きようも多くの買い物客や、地方からやってきた見物人たちで賑にぎわっていた。

　その都大路に、警衛兵の吹くカン高い警けい笛てきの音が鳴り響ひびいた。

　街路巡察にあたる警衛兵たちは、全員警笛を持っている。重要事件などの非常時にはこの笛を吹いて、他の警衛兵や帝都の住民に警戒を呼びかけるのだ。

　北門の方角から鳴り響いてきた時ならぬ警笛の音に、道行く人は皆足を止め、怪け訝げんそうな表情で辺りを見回した。

「何かあったのかな？」

「北門の方から聞こえましたよね」

　そのとき、誰かが叫さけんだ。

「おい、見ろよ、真っ赤な騎手が走っていくぜ」

　その言葉の通り、都大路のど真ん中を、頭のてっぺんから足の先まで目にも鮮やかな真っ赤な鎧よろい兜かぶとに身を固め、これまた目に鮮やかな真っ赤な長い赤い布を背中になびかせた騎手が走ってくる。

　騎手は真剣な目で、正面にそびえる宮殿をにらみつけたまま、都大路のど真ん中を、まさしく一本の赤い矢のような速さで走り抜けて行く。

「本当だ……でもよ、あんな派手な鎧兜を着ているのは、どこの軍だ？」

「五軍七卿きようって言われて、軍は五つの色に、司令官の旗は七色って決まっているけど、確か赤は無かったはずだぞ？」

「何で、赤は無いんだ？」

「そりゃあお前、赤色は赤の乗り手以外に使っちゃいけないからだ」

「だって、今走って行った騎手は、全身真っ赤で、赤い旗を立てていたぞ？」

「……そういえば、あの騎手が走っていたの……真ん中じゃなかったか？」

「馬ば鹿か言え！　王路ってのは、皇帝陛へい下かの行列しか足を踏み入れちゃいけないんだ！　あそこを走っていいのは、赤の乗り手だけ……」

　赤い騎手を見送った男は、そこで何かに気がついたように言葉を止めた。

「……」

「……」

　その場に居合わせた人たちが、全員黙だまり込んだまま互いの顔を見つめ合った。

　一いつ瞬しゆん、奇き妙みような沈ちん黙もくがその場を包んだが、すぐにその沈黙を破るかのように、カーン！　カーン！　カーン！　という規則正しく打ち鳴らされる鐘の音が宮殿の方角から響ひびいてきた。

　日の出、日の入り、そして正午を知らせる天文方の時の鐘とは音色も叩たたき方も違うその鐘の音を聞いた人々は驚きの声を上げた。

「ありゃあ存そん亡ぼう鐘しようだ！」

「俺の生きているうちに、あの音を聞くときがあるとは思わなかった！」

「えらいことだ！　こいつは本物だ！」

　都に響き渡るこの鐘の音は、軍務省の望ぼう楼ろうから発せられていた。この鐘は、その名の通り国家の存亡の危機などの一大事が起こったときに叩かれる。

　すべての官かん吏りと将兵に出頭を呼びかける非常召集のための鐘なのだ。

　赤の乗り手と、そして存亡鐘の音が教えるもの。それは、まぎれもなくシムールが来らい寇こうしたという事実だった。

「本当だったんだ……本当にシムールが攻めてきたんだ！」

「えらいこっちゃ！　早く家に帰ってカミさんと相談しなくちゃ！」

「戦争だ！　戦争だ！　本物の戦争が始まるぞ！」

　都大路を歩いていた人々は、口々に叫びながら血相を変えて走り出した。

　延えん喜ぎ帝国の七十年に及ぶ平和は、この瞬しゆん間かんに終わりを告げた。




『シムール来寇！』

　この知らせは、あっという間に帝都全体に広がった。

　市場では、戦乱に備えて備蓄できる食料を買いあさろうとする人々と、この機会にボロ儲もうけを企たくらんで、いきなり価格を吊り上げようとした店主との間に口論が起こり、運送業者は北域への品物輸送を渋り始め、北ほつ方ぽうの産物を商う商店は、値上がりを見越して店頭の品物を倉庫に戻し始めた。

　東西南北へと延びる都みやこ大おお路じの軍路の上を、動員の命令書を持った伝令の馬が蹄ひづめの音を轟とどろかせて、地方の軍令部に向かって次々に走り出した。

　一方、宮中の最も奥まった場所にある近きん在ざい官かんの執務室では、赤の乗り手が届けた書状をもとに、北方の情勢を簡潔にまとめた報告書が作られていた。

　近在官とは、その名の通り、皇こう帝ていの側近として様々な執務を執とり行う官吏であり、摂せつ政しようの次の位に当たる身分の持ち主である。

　まだ歳若い皇帝の代わりに政治を執り行う摂政の菰こも野の盛せい元げんは、はっきり言って無能であり、国家の運営は、ほとんど、この近在官を中心とする高級官かん僚りようたちによって行われていた。

　部下のまとめた情報に目を通して、難しそうな顔をしていた近在官の長である苑その山やま燕えん鵬ほうのところに、一人ひとりの若い女官がやってきたのは、緊急に開かれる御前会議を控えて、部下たちが走り回っている最中だった。

　整った顔立ちの中に、どことなく少女の面影があるところを見ると、年齢は二は十た歳ちになるかならないか、という辺りだろうか。宮中の女官をやっているくらいなのだから、さぞかし名のある名家の子女なのだろう。実に品のいい雰囲気を漂わせている。

　女官は燕えん鵬ほうの執務机の前にやってくると、優雅に一礼して言った。

「侍従局の紫し芹きんでございます。燕鵬さまにご報告に参りました」

　鈴を転がすような清せい楚そで涼やかな響ひびきの声を聞いた若い近きん在ざい官かんの中に、固まったように動かなくなる者が続出するのを見た燕鵬は、苦笑いを浮かべて立ち上がった。

「報告は控え室で聞かせてもらおうか。ここでは執務に差し障さわりが出る……近在局は男所帯でな、若い女の子に慣れておらんやつばかりなのだ……」

「かしこまりました……」

　紫芹と名乗った若い女官はそう答えると、再び優雅に一礼した。

　執務室の奥にある応接用の控え室に通された女官は、扉が閉まるのと同時に、ほっとため息をついた。

「肩書きをつけてお話しするのは肩が凝りますわね、大伯お父じさま」

　大伯父さま、と呼ばれた燕鵬は、嬉うれしそうに顔をほころばせた。

「うむ、今は仕事中だからな……それよりも、どうだね？　皇こう帝てい陛下のご様子は……このたびのシムール来らい寇こうについて不安がっておられるのではないかね？」

「私が直接お会いしてお顔色をお窺うかがいしたわけではありませんが、侍女頭がしらの話ですと、その知らせを聞いて驚かれたようですが、ご先祖様の名に恥じぬ戦いをせねばなるまい、と張り切っておられたようです」

「そうか、それは安心した……もっともあの歳では、戦争と聞いても、軍記物の物語ぐらいにしか思っておらんだろうが。まぁ、御前会議で気弱なことを言われたのでは、軍人どもの士気に関わるからな」

　燕鵬の言葉を聞いていた紫芹は、探るような目で聞いた。

「実際のところ、どうなのですか？　北域では、どのような出来事が？」

「国境の街、侘タ瑠ル徒トが、シムールの攻撃を受けていることは間違いない。なぜなら街の太たい守しゆ、そして守備隊の隊長が、侘瑠徒を放り出して延えん声せいに逃げ込んできたそうだ」

「まあ、では、侘瑠徒はシムールの手に？」

「いや、それがそうでもないらしい。侘瑠徒から逃げてきた避難民の話によると、どうやら後に残った若い役人が、残った守備隊の兵士を取りまとめて、立て篭こもっているらしい」

「あらまあ、すごい。なかなか骨のある役人ではありませんか。大伯父さまの部下にしてはいかが？」

　目を丸くする紫芹を見て、燕鵬は首を振った。

「いや、それが……どうやらその男は、あの月つき原はら弦げん斉ざいの推すい師しによって統とう率そつに抜ばつ擢てきされた、無位無官の無名の若者だったらしいのだ。

　摂せつ政しようの菰こも野のの一族が住民を見捨てて逃げ出して、月原弦斉の部下が代わりにその街を守る、なんてことになれば、摂政である菰野盛せい元げんの評判はがた落ちだ。ただでさえ、あちこちから悪い噂うわさしか聞こえてこないのだからな……」

　紫し芹きんは形のよい眉まゆをひそめて小声で聞いた。

「無位無官……その男、何者ですの？」

「正規の役人ではない。月原弦斉が個人の資格で雇った者で、こちらに記録が無いので、はっきりとはわからんが、どうやらシムールの娘の教育係として雇われた男らしいな」

「教育係？」

「うむ、知っての通り、我々は菰野盛元の政敵である月原弦斉を北緯庁の総そう督とくに任命して北域に追いやった。シムールといざこざを起こして、死んでくれればいい、と思っていたのだが、月原弦斉は、逆に侘タ瑠ル徒トの街辺りを縄張りにしているシムールの支族、シャン族と和平を結んでしまったのだ。

　支族とはいえシムールとの間に和平を結ぶということは、帝国の歴史に残る大偉業だ。だが、その大偉業を月原弦斉にやられてしまったのでは、我々の立つ瀬が無くなる。そこで、我々はそれを妨害するためにシムールの族長の娘を後こう宮きゆうに入れろ、という条件をつけたのだ。シムールは蛮ばん族ぞく特有のプライドを持っているから、当然そんな条件は飲むまいと思ったのだが、弦斉め、どこをどう手を回したのか、シムールがその条件を飲んでしまったのだ。

　この男は、そのシムールの族長の娘を教育するために雇われたのだろうな」

　燕えん鵬ほうの言葉を聞いた紫芹の目が、すうっと細くなった。

「後宮に送るということは……もしや、その蛮族の娘を皇こう帝てい陛へい下かの側室にするということでございますか？」

「ああ、そうだ。弦斉は、こっちの張った妨害の手段を逆手に使ってきたのだ。おそらく族長の娘などではあるまい。そこらへんの人買いから買った薄汚い蛮族の小娘を族長の娘に仕立て上げ、床とこ上手じようずに仕込んで後宮に送り込み、自分の名前を売り込むつもりだったのだろう」

「床上手ですって？」

「うむ。六歳で即位した皇帝も、もう十一歳だ。あと五年もすれば色気づいて女の尻しりを追いかけるようになるだろう、帝国の美女に飽きたら、毛色の違う蛮族娘に手を出すに決まっているからな。そうすれば、もう一度帝国の中枢に返り咲けるってわけだ……まったく悪知恵の働くやつだ、あの月原弦斉という男は……」

　悪態をつく燕鵬。だが紫芹はもはや、その言葉を聞いていなかった。

　彼女の胸の中に渦うず巻まくのは、ふつふつと湧わき上がる憎ぞう悪おの念だけだった。

「それは……何としてでも阻そ止しせねばいけません！　あの純真無む垢くな皇帝陛下に、よりによって蛮ばん族ぞくの娘を娶めとわせるなど、考えただけでも身の毛がよだちます！　床とこ上手じようずに仕込んで？　何ということでしょう、皇こう帝てい陛へい下かにそのような淫みだらで卑ひ猥わいでいやらしい、どこで拾ったのかわからないような野の良ら猫ねこ女を近づけるなんて！　愛らしい陛下に何かあったらどうするのですか！　いいえ、近づいただけで何かあるに決まっていますわ！　触れようものなら、あの、あの陛下の、お肌や指や……とか腐ってちぎれたら、どうするのですか！　とんでもないことですわ！」

　紫し芹きんの勢いに、燕えん鵬ほうは気け圧おされたように答えた。

「あ、いや、月つき原はら弦げん斉ざいが完全に失脚した今、もはや心配はいらんよ、安心しろ」

　紫芹は納得しなかった。

「いいえ、大伯お父じさまは考えが甘いですわ。たとえ弦斉が失脚し、公職から追われたとしても、この帝国の内部には、彼の息がかかった子分どもが山のようにおります。その……侘タ瑠ル徒トの街とやらに立て篭こもっている、蛮族の娘の教育係の若い役人とやらも弦斉の子分。

　もし、ここで、その若い役人が侘瑠徒を守りぬいたら、どんなことになると思います？」

「それは素晴らしい功績になるだろうな……」

「子分どもの功績は、そのまま弦斉の功績として使われることは、火を見るより明らかですわ。誰だってそうします。私だってそういたしますわ。それを足がかりに弦斉が復活してくるやもしれません……」

　紫芹はそこで言葉を切ると、探るような目で燕鵬に聞いた。

「侘瑠徒救出のために部隊を送る計画があるのですか？」

「うむ、まだ具体的な作戦は立てられていないが、侘瑠徒は帝国の街であるから、これを攻められれば反撃するのは当然のことだ。侘瑠徒には約千人の守備兵が詰めている。城壁の中に立て篭もっていれば、そう簡単に街は落ちん……それに、避難民から聞き取った報告書によると、例の教育係が教えていたシャン族の姫とやらが戦士千人を率いて応援に来たらしい。シムールの戦士が帝国の守備兵と共に侘瑠徒の街を守るというのは前代未聞だが、どうやら帝国と単独和平を結んだシャン族は、同じシムールの他の部族から裏切り者のような扱いを受けているらしい」

　それを聞いて、紫芹は目を見開き、白い肌の手をパンと打ち鳴らした。

「それでございますわ！」

「それというと？」

「その汚けがらわしいシムールの小娘もろとも、弦斉の子分を片付ける絶好の機会ですわ！　今回の侘瑠徒の騒動は、弦斉の子分の青二才が帝国を裏切ってシムールを引き込んだことにしてしまえばよろしいのです！」

　燕鵬は、はっと目を見開いた。

「そうか！　弦斉はやけにシャン族の連中と仲がよかった。シムールに肩入れしていたということは、誰でも知っているからな。寝返ったということにしても、誰も疑わん！」

　紫し芹きんは我が意を得たり、と言わんばかりに大きくうなずいた。

「うふふ。その通りでございますわ。つまり、菰こも野のの一族である総そう督とくは、シムールの小娘にたぶらかされたその教育係の青二才が蛮ばん族ぞくの手引きをしたために、裏をかかれ抵抗することもできず、やむなく脱出した、ということにすればよいのです。

　この責任は、シャン族を皆殺しにせずに、恭きよう順じゆんなどという生ぬるい手を使った前の太たい守しゆ、つまり弦げん斉ざいにあるのは言うまでもないこと……そういうことにすれば弦斉に全責任が行き、菰野の一族は被害者であるから責任を問われることもない、というわけです！」

　燕えん鵬ほうは一いつ瞬しゆん目を輝かせた後で、小さく首を振った。

「それは名案だ……だが、侘タ瑠ル徒トの街から逃げ出した新総督と守備隊の隊長はどうする？　あいつらと避難民たちの口から本当のことが漏もれれば、いくら工作しても無む駄だだぞ？」

　紫芹はにっこり笑って、あっけらかんと言った。

「あら、簡単なことですわ。新総督と守備隊の隊長には、この世から消えていただければよろしいのよ。証人が消えてしまえば、後に残るのは避難民の噂うわさだけ……風評などいくら立てられても痛くも痒かゆくもありませんわ」

「いや、しかし、新総督も守備隊の隊長も、摂せつ政しようの一族だぞ？」

「大伯お父じさまたちに必要なのは、責任者のはんこを押す摂政の菰野盛せい元げんただ一人ひとり。その名前にすがって、甘い汁を吸おうと群がってきた欲の亡もう者じやなど、大伯父さまたち、ひいてはこの帝国にとって足手まといになるだけですわ。こういうときこそ、情を捨てて、冷静に国家を運営すべきです……違いまして？」

　紫芹の目の奥に光る妖あやしい光を見て、燕鵬はごくりと生なま唾つばを飲み込んでうなずいた。

「わかった、君の言う通りだ。では、その筋書きで御前会議に臨むとしよう……それにしても、君は美しいだけではなく知恵も回る」

「あら、大伯父さま。そのようなお世辞をおっしゃっても、何も出ませんわよ？」

「いやいや。世辞などではない。君のような女性こそが皇こう帝ていの長ちよう嶺れい様の正室にふさわしいとわしは思うぞ」

「え？　正室？　あら、何てことを言うんですか！　十一歳の陛へい下かから見れば八つも年上の私などただのオバサンですわ！　いけませんわ、そんな、歳がかさみすぎですわ！」

　真っ赤になって下を向く紫芹を見て燕鵬は笑った。

「いやいや、歳若くしてこの延えん喜ぎ帝国を背負わねばならぬ陛下には、君のようなしっかりした女性こそがふさわしい。正室の話は冗談で言っているのではない、時が来れば私から君を正室に推すい挙きよするつもりだ。そのことを覚えておいてくれると嬉うれしい……」

「は、はい……」

　さっき、陰いん謀ぼうを企くわだてていたときとはまったく正反対のしおらしい顔でうなずく紫芹を見て、燕えん鵬ほうは心の中で素早く考えを巡らせた。

　──いくら陰いん謀ぼうに長たけ、知恵が回るといっても、所しよ詮せんは小娘……胸の内は丸見えだ。

　お前は決して、あの少年皇こう帝てい、長ちよう嶺れいを裏切らない。そして、その皇帝への想いがあればこそ、お前は信用できるのだ。

　燕鵬は、そんな心の中の考えをおくびに出すこともなく、人のよい大伯お父じとしての顔のまま優しく言った。

「君は、ここで待っていてくれ。陛へい下かは御前会議開始の詔みことのりを読み上げて戴いただいた後、会議を退席して王宮にお戻りになられる。そのとき、おそばについていて欲しいのだ」

　紫し芹きんは顔を上げた。

「私は侍従官の位は持っておりますが、陛下と共に歩ける役ではありません！　侍女頭がしらならいざしらず、一介の侍従官に、それはできません！」

　燕鵬はにやりと笑った。

「平時はな……だが、今日きよう、これから開かれる御前会議で、延えん喜ぎ帝国は戦時体制を宣言する。戦時の場合は、官位衣い冠かん、場所、時間にこだわることなく、陛下の近在の者が自みずからの身体からだを盾たてとして陛下を守ることになる。この件については、会議終了時に、文章をもって関係各部局に通達が出される。君は大手を振って陛下の横を歩いてよいのだ。それに……君は、陛下が皇こう太たい子しだった頃に養育係に選ばれていたそうじゃないか。陛下は君に懐なついて、よく一緒に遊んでいたそうだな。君がおそばにつけば、きっと陛下もお喜びになるだろう」

「ありがとうございます……」

　紫芹が深々と一礼したとき、部下が控え室の扉についている真しん鋳ちゆうの呼び出し用の金具を押す、ちりん！　という金属音が響ひびいた。

「おお、御前会議の準備が整ったようだな……陛下が退席する頃を見計らって、君を呼びに来るように伝えておこう。それまで、ここで待っていたまえ」

「かしこまりました」

　再び深々と頭を下げる紫芹を残して、燕鵬は控え室を出た。




　鳳ほう凰おうの間で開かれた御前会議は、しきたり通り皇帝の読み上げる『聖戦の詔』によって始まった。

　聖戦の詔、というのは、いわば宣戦布告の文章であり、帝国皇帝の決意を臣しん民みんに知らしめるための言葉である。

　玉ぎよく衣いと呼ばれる皇帝の礼服をまとった……というよりも、玉衣の中に埋もれそうな十一歳の皇帝は、それでも精一杯の権威を見せるように、声を張り上げて詔を読み上げた。

　その内容は、延喜帝国の始祖の業績から代々の皇帝の偉業を称たたえ、侵略してきた驕きよう慢まんなる蛮ばん族ぞくに対し天に代わって、これを懲こらしめることは、皇帝の責務である……という内容のものである。それを、古語を交えた形式的な難しい言葉で書いており、当然皇こう帝ていが考えたり書いたりしたものではない。

　皇帝が官かん僚りようの作った作文を読み上げるだけの一種のセレモニーであり形式的な手順の一つでしかない。

　しかし、それは必要な手順である。

　組織は手順によって動く。たとえ最高責任者であっても手順に従う。それが組織の論理である。それぞれがてんでばらばらに行き当たりばったりに動いても、破は綻たんしない組織などありはしない。

　聖戦の詔みことのりを無事に読み終えた皇帝の長ちよう嶺れいは、一いつ瞬しゆん、ほっとしたような表情を見せたが、すぐに表情を顔から消して、居並ぶ重じゆう臣しんたちを見回した。

「我が帝国はシムールの侵略を受けつつある！　北ほく擾じようの役えき以来実に七十年。先の大戦を経験した者はすべて鬼籍に入り、我が軍の将兵は誰一人ひとりとして、本当の戦争を知らない。

　だが、我が軍の将兵はこの日のために剣を磨き矢を蓄えてきたはずだ。

　朕ちんが望むは、ただ一つ。すべての兵士とすべての官かん吏りと、そしてすべての臣しん民みんが、自分の為なすべきことを為して欲しい。それだけだ」

　皇帝の言葉が終わると、居並ぶ重臣たちは一斉に頭を下げた。

　玉ぎよく座ざを立ち、控え室に戻っていく皇帝の足音を聞きながら燕えん鵬ほうは思った。

　──六歳で即位してから五年……そろそろ自分の頭で考え、自分の言葉を話したくなってきた……ということだな。

　傀かい儡らいでいるほうが楽なのだが……その楽は奴ど隷れいの楽であって、王者の楽しみではない、ということか。

　自分の意思を持ちはじめた皇帝と、どう付き合うか……あの摂せつ政しように上う手まく使いこなせる器量があるとも思えんし。あちこちに軋きしみが生まれつつあるこのときに、よりによってシムールが攻めてくるとは……。

　内ない憂ゆう外がい患かんとは、こういうことを言うのだろうな。




　皇帝が退席した後の鳳ほう凰おうの間では、重臣たちを集めた会議が始まった。

　本来ならば、皇帝が退席するのと同時に玉座が片付けられるのだが、危急時であることを理由に、摂政の菰こも野の盛せい元げんは玉座はそのままそこに置くように命じた。

　薄い敷物を一枚敷いただけの玉座に、当然のような顔でふんぞり返っている摂政を見て、燕鵬は追つい従しよう笑わらいを浮かべて頭を下げた。

「摂政殿こそ、まさしくその玉座にふさわしいお方ですな。歳相応の知恵を持つ者が上に立って、若輩者を叱しつ咤た激げき励れいすることが、最も理にかなった方法かと存じます」

「おおそうか、燕鵬殿にそう言ってもらえると心強い。危急の場合とはいえ玉座に座るという僭せん越えつな行為は、さすがに気がとがめるからな」

　燕えん鵬ほうは、摂せつ政しようが尻しりの下に敷いている敷物を見て思った。

　──なるほど、その薄い敷物一枚分くらいの分別はあったというわけか。

　発言を書記する筆記官たちが所定の位置について、準備が整った事を告げ、会議が始まった。

　最初に口を開いたのは燕鵬だった。

「このたびのシムール来らい寇こうについて、一つだけ皆様に知っていただきたい事実がございます」

　会議に参加していた重じゆう臣しんたちは、驚いたようにお互いの顔を見合わせた。

　燕鵬は切れ者であり、延えん喜ぎ帝国の運営の実質的な部分は彼が担っている。しかし、彼は今まで、自分の名前や顔を出すことをよしとしてこなかった。

　このような会議においても、さまざまな意見を聞いて最後に彼が結論を言う、というやり方を好んでいた。

　出席者の戸惑いはすぐに興味へと変わった。

　燕鵬が、なぜ、会議の初めに発言したのか、その理由を知りたがったのだ。

「私が、今回のシムール来寇の知らせを受けたとき、真っ先に脳のう裏りに浮かんだのは疑問でした。なぜ、今になってシムールが攻めて来たのか。七十年の間、帝国と何一つ事を起こさなかったシムールが、よりによってなぜ、今このときに兵を動かしたのか？　という疑問だったのです」

　会議に出席していた重臣たちは、再びお互いの顔を見合わせた。

　原因を推量することはできる。たぶん、こういう理由だろう、と言うことは簡単だ。だが、明確な理由などわかろうはずもない。知りたければシムールにでも聞いてくれ、としか答えようがないのである。

　重臣たちがいぶかしげな視線を交わすのを見て、燕鵬は自信たっぷりに答えた。

「これは、陰いん謀ぼうでございます！　この帝国国内に、シムールの手引きをする裏切り者の勢力が存在するからです！」

「裏切り者がいるだと？」

「そんな話は聞いていないぞ！」

「証拠はあるのか？」

　驚き騒ぐ重臣たちを見回して、燕鵬は言葉を続けた。

「証拠はあります。北域からの報告によりますと、現在、シムールに攻められている侘タ瑠ル徒トの街は、現地採用の若者がシムールの手引きをしたために裏をかかれ、侘瑠徒の太たい守しゆと守備隊長は抵抗することもできず、やむなく街を脱出したそうです。

　この裏切り者は、前総そう督とくにして侘瑠徒の街の太守だった、月つき原はら弦げん斉ざいが雇い入れた人間とのことです。

　皆さんもご存知の通り、月原弦斉はシムールの支族シャン族と誼ぎを通じ、和平を結ぶほどに肩入れをしておりました。しかし、ご存知のとおり月原弦斉は勅ちよく命めいにより一切の官位を失い公職から離れました……」

　燕えん鵬ほうは両手を広げて、重じゆう臣しんたちの説得に取りかかった。

「このシムール来らい寇こうは月つき原はら弦げん斉ざいがすべてを失うのと、ほぼ同時に起きました。これは単なる偶然でしょうか？　帝国の中で力を失った人間が、国外から勢力を呼び込んで、国をひっくり返し、実権をその手に握る……果たしてそれはありえないことなのでしょうか？、

　確かに常識で考えれば、ありえないことでしょう。しかし、えてして真実はその常識を超えたところにあるのです！」

　重臣たちは互いの顔を見合ったまま無言だった。

　いかに無位無官の者に落とされ、官職を追われたとしても、あの月原弦斉が絶対に帝国を裏切ることなどありえないだろう、ということは誰の目にも明らかだった。

　燕鵬の言っていることは、めちゃくちゃな話であり、まったく道理が通らない。

　おそらく燕鵬も、そのことは重々承知なのだ。彼は道理を通せと言っているのではない。道理を引っ込めて無理を通せ、と言っているのである。

　なぜ、そうまでして無理を通そうとしているのか。答えは簡単である。

『都合がいいから』

　この一言に尽きる。

　失脚したとはいえ、今でも月原弦斉を慕したう人間は多い。

　そういった月原派の人間に、お前らの親玉が返り咲くことはもう二度とない、ということを教え込み、完全に息の根を止めることができる。

　このまま戦火が拡大すれば、臣しん民みんの中にも犠牲者が出ることは避けられない。家や財産や家族を失った臣民の怒りを引き受ける対象が必要になるだろう。

　確かに、シムールという明確な敵は存在する。しかし、必要なのは顔の見える敵なのだ。

　月原弦斉を裏切り者に仕立て上げれば、間違い無く臣民の怒りはそちらに向かう。

　これから起こるであろう不手て際ぎわも失敗も、何もかも月原弦斉が背負ってくれるのだ。

　燕鵬はちらりと摂せつ政しようの菰こも野の盛せい元げんを見た。

　その視線には、

　──この筋書きに乗っていただければ、侘タ瑠ル徒トの街を見捨てて自分だけ逃げた連中のせいで、あなたの一族に不名誉な傷をつけずに済みますよ。

　という意思が込められていた。

　菰野盛元は一いつ瞬しゆん迷った。

　それは月原弦斉を陥おとしいれることに対する道義的な迷いではなく、単に燕鵬の筋書きに乗ることで、燕鵬に頭が上がらなくなることを恐れるがゆえの迷いだった。

　──どうする？　この男の筋書きに乗らないべきか？　いや……断るにはあまりにも利点が多すぎる。この筋書きには文句の付け所が無い。

　菰こも野の盛せい元げんはゆっくりとうなずいた。

「燕えん鵬ほう殿の提言は実に興味深い。帝国がシムールとの戦いに勝利するには、帝国国内が一致団結せねばならん。内部に裏切り者を抱えていたのでは、勝てる戦も勝てない……勅ちよく命めいによって月つき原はら弦げん斉ざいを捕ほ縛ばくし牢に繫つなぐとしよう。律令部は早急に月原弦斉の罪状をまとめた文章を作り、裏切り者として捕縛したことを広く臣しん民みんに告げるように」

　居並ぶ重じゆう臣しんたちは、ほっとしたように互いの顔を見合わせた。

「さて、獅し子し身しん中ちゆうの虫を潰つぶす決定が下されたところで、本来の会議の議題に戻ろう」

　燕鵬は、軍衣をまとった六十歳くらいの引き締まった顔つきの白髪しらがの男を見て聞いた。

「孟もう旗き将軍、帝国軍はすでに動員をかけているそうですが、出陣の準備はどれくらいで整いますか？」

　孟旗将軍と呼ばれた白髪の軍人はゆっくりとした口調で答えた。

「即応できる兵力は、北域方面隊の騎兵一万、歩兵二万の、計三万でございますな」

「わずか三万ですと？　帝国精鋭二十万と、歌に詠うたわれている兵力はどこにいるのですか？」

「ちゃんとおりますよ。ただ、その二十万と謳うたわれている数字は兵士として訓練を受けたことのある人間の数でしてな。呼び集めて再編成すれば二十万の兵力になる、ということであって常備軍の総数ではないのです。今、私が申した数字は即応人員の数、つまり今動かすことのできる兵の数なのです」

「即応可能な兵士が三万。それも、機動力のある騎兵はたった一万しかいないのですか？」

　燕鵬の言葉に非難するような響ひびきを聞き取ったのだろう、孟旗将軍は皮肉っぽく笑った。

「ええ、『いつ来るのかわからないシムールに備えておくのは無む駄だだ。シムール来らい寇こうなど、ありえない』という理由で、あなたがた役人に毎年のように予算を削られて参りましたゆえ、致し方ございません。現在、他の方面に配置してある部隊を呼び集めておりますが、移動と編成には時間がかかります」

「どれくらいで、出陣が可能になるのかね？」

　孟旗将軍は手元にある部隊名と人数の書かれた書類に日を落とした。

「そうですな、帝都から最も離れた南域方面の部隊が到着するのに六日。編成して移動できるようになるのに四日……少なくとも十日は必要です」

「十日か……わかった」

　燕鵬が渋々うなずいた。

　孟旗将軍と燕鵬だけで会議が進められていくことに、不安を抱いたのだろう。摂せつ政しようの菰野盛元が口を挟はさんだ。

「ちょっと待ってくれ、燕鵬殿は肝心なことを聞いておらんではないか」

「肝心なことと申しますと？」

「避難じゃよ、避難。七十年前の北ほく擾じようの役えきのとき、シムールはこの帝都の北にある光こう来らい河がの渡しにまで迫ったのだぞ？　そんなことになる前に一刻も早く皇こう帝てい陛へい下かを避難させねばなるまい。南の承しよう安あん辺りまで逃げればシムールは攻めてこないのではないかと思うのだが？」

　燕えん鵬ほうはあきれた。

　──こいつは戦う前から逃げることを考えているのか。

　皇帝や摂せつ政しようが戦う前から逃げ出せば、それを見た臣しん民みんは恐慌に駆かられ、我先に逃げ出すだろう。兵士だって同じだ。

　こいつの脳内には、自分のことしかない。自分たちの行為が、他人からどう見られているいるのか、という視点が根本的に欠けている。

　──所しよ詮せん、それだけの人物ということか。

　燕鵬は胸の中で小さくため息をつくと、菰こも野の盛せい元げんに向き直った。

「いえ、摂政殿。まだ一戦も交えぬうちに、皇帝陛下が都を捨てて落ち延びた、となれば、それは兵士の、そして兵士を支える臣民たちの士気に関わります。いざというときの手配はしておくべきかもしれませんが、戦う前から逃げ出すのは承しよう諾だくいたしかねますな」

　菰野盛元は目を見開いた。

「しかし、北ほく擾じようの役えきのときは、この帝都にまで流れ矢が飛んできた、と言い伝えられているのだぞ。陛下の身に何かあったらどうするのだ！　ここはまず、陛下に無事な場所にお移りいただいてだな……」

　燕鵬は胸の中で笑った。

　──皇帝陛下を逃がして、私がここで指揮を取る、とでも言えば、格好だけでもつくのだが、こいつにはそんな考えははあるまい。陛下には当然自分が付き添う、とでも言うのだろう。

　そのとき、菰野と燕鵬の会話を黙だまって聞いていた孟もう旗き将軍が口を開いた。

「ご心配いりませぬ。我が軍は聖戦の詔みことのりを奉じて、粛しゆく々しゆくと軍を進め、驕きよう慢まん悪あく辣らつなるシムールを撃滅いたします！」

　燕鵬は驚いた。いや、燕鵬だけではない。その場にいた重じゆう臣しんたちは皆驚いたように孟旗将軍を見つめていた。

　孟旗将軍は朴ぼく訥とつで実直な人柄で知られている。決して大たい言げん壮そう語ごする人間ではない。

　その人間が『撃滅する』と言い切ったのだ。

　その覚悟や知るべし、である。

　さすがに、孟旗将軍にこう言われては、都を捨てて逃げるとは言い出せなくなってしまったのだろう。摂政の菰野盛元はばつの悪そうな顔で、避難の話題を引っ込めた。

「う、うむ、孟旗将軍がそこまで言うのなら、まあ、心配はあるまい。だが、もしものことがあるので、最悪の場合の手配はしておくべきだろう」

　会議の結果、帝国は戦時体制に移行し、徴兵を行い軍事部門を最優先する決議を採択して終わった。

　この瞬しゆん間かんに、帝国は戦争に向かって突き進み始めた。

　帝国の組織とは皇こう帝ていを頂上に置く完全なトップダウン構造である。

　トップの方針が決まらないうちは、軍を除くどの部門も具体的な行動に出ることができない。だが、一度方針が決まり、ゴーサインが出れば、こういう組織は一気に動き出すのである。




　延えん喜ぎ帝国の兵部省の建物の一角にある算議部の若手将校たちの間に、シムール来らい寇こう、という知らせが飛び込んできたのは、赤の乗り手が宮殿に飛び込んですぐのことだった。

　算議部とは、その名の通り大規模な軍事作戦を行う際に必要な物資や、それを輸送するための荷馬車の数などの兵へい站たい部分を算定する部署である。帝国の戦術とは、つまるところ「数は力なり」であり、常に圧倒的な数の兵力で相手に当たり、これを下す、というのが帝国の戦い方だった。

　そして、その戦い方を支えていたのが、この算議部の軍事官かん僚りようたちだった。

　彼らの身分は軍人であり、軍服を着て軍の階級で呼ばれていたが、実戦に参加することはない。彼らの武器は剣や弓ではなく算盤ソロバンなのだ。

　シムール来寇の知らせを聞いた算議部調達課の課員たちは、一いつ瞬しゆん自分たちの耳を疑った。

　無理もない。七十年間、戦争らしい戦争を経験していない彼らにとって、戦争とはどこか遠くの世界の出来事、物語や小説の中にしか存在しないものだったからだ。

「本当かよ！」

「いったいどうすればいいんだ？」

「シムールはどこまで来ているんだ？　防衛線は間に合うのか？」

　驚き騒ぐ課員たちを、その部屋の責任者らしい百人長の階級章を襟えりにつけた三十代半ばの算議士官が怒鳴りつけた。

「騒ぐな！　何を慌あわてている！　シムールが来寇したからといって、それが何だ？　俺たちは、この日のために軍に所属し、日々仕事をしてきたのではないか！　俺たちの仕事に変わりは無い！」

　上官に怒鳴られた算議部の課員たちは、お互いの顔を見合わせて、ばつが悪そうに自分たちの席に戻った。

　その姿を見て、士官がにやりと笑って言葉をかけた。

「俺は今、君たちに、いつもと同じ仕事をしろ、と言ったが、もうすぐそれを撤回することになるだろう。動員が始まれば、兵士一人ひとり一人に着せる軍衣、鎧よろい、武器、一式を揃そろえなくてはならない。それは膨ぼう大だいな数になるだろう。糧食も宿舎も輸送も、そういった物資を手配し、数を揃えるのは我々の仕事だ。

　さあ、諸君、本気を出せ！　本当の戦争だ！　君たちの持っている算盤に退役した将校の年金の数字を置く日々は終わった！　たった今から、君たちの算盤に置く数字は実働部隊の補給物資の数に変わる！　君たちの数字で物が動き、兵が動く！

　いかに最前線の兵士が身体からだを鍛きたえ、強きよう靱じんな精神力を持っていても、満足に飯も食えず、ろくな武器も持たなければ、どんなに作戦が優れていようと、勝てるわけがない。その兵士たちは案か山か子しの群れにすら負けるだろう。

　シムールと戦うのは兵士だ！　だが、彼らを勝たせるのは我々だ！　いいな！」

「はい！　わかりました！」

　部下がやる気を見せたのを見て、参議士官が、満足そうにうなずいたとき、部屋の入り口に二百人長の階級章をつけた上司らしい男が姿を見せた。

　この算議部装備課の課長、花はな金かね和かず典のりである。

「泉せん野や係長、先ほど上層部の会議が終わった。これは現在までに届いた情報をまとめたものだ。具体的な作戦命令はまだ届いていないが、この情勢を見て、出動部隊数と装備、糧食などを算定しておいてくれ」

「かしこまりました！」

　敬礼して書類の束を受け取った係長を見て、上司の花金が声を潜ひそめて聞いた。

「それはそうと、ちょっと小耳に挟はさんだのだが……泉野君の弟は北域の方で仕事を見つけたとかいう話だが……北域の何という街で仕事をしているのかね？」

「ええ、確か、国境の侘タ瑠ル徒トという街ですが……」

「シムールの襲撃を受けたのは、その侘瑠徒の街なのだ」

「本当ですか？」

　驚く課長を見た上司は、慰なぐさめるように答えた。

「あ、いや、そこにも書いてあるが、侘瑠徒の街の住民のほとんどは、近くにある県都の延えん声せいという街に避難しているそうだ。きっと君の弟さんも一緒に避難しているに違いない。気休めに聞こえるかもしれんが、そう心配しなくてもいいだろう」

「……はい」

　晴せい凛りんの兄、泉野光こう凛りんが、青ざめた顔で小さく頭を下げた、その頃。




　兵部省の建物の隣にある宮殿の奥の一間では、御前会議を終えた皇こう帝てい陛へい下かの前に紫し芹きんがひざまずいていた。

「皇帝陛下のご尊顔を拝し、恐きよう悦えつ至し極ごくにございます」

　拝し、と言いつつも、紫芹は顔を伏せたままだ。彼女の身分では、本来謁えつ見けんの際に皇帝の顔を直接見ることは許されないのである。挨あい拶さつもしきたり通りのものである。

　紫芹の、そんな堅苦しい言葉を聞いていた少年皇帝、長ちよう嶺れいは笑いながら首を振った。

「そんな言葉遣いしなくてもいいよ！　久しぶりだね、紫芹！　元気？」

　実に気さくな声掛けであった。

　紫し芹きんは困ったような顔で、しかしその顔は動かさないまま、皇こう帝ていの後ろに立っている四十過ぎの侍女頭がしらの顔を上目遣いに見た。

　皇帝の身の回りの世話をしている、この中年の女性が皇帝のプライベートに関する一切のことを仕切っているのだ。

　侍女頭は表情を変えずに、無言で小さくうなずいた。

　──陛へい下かと直接言葉を交わしても構わない。非公式の場では黙もく認にんする、という意味ね。

　ならば、せっかくの機会だもの。

　紫芹は胸の中で小さく二、三度うなずくと、顔を上げた。

「紫芹は元気でやっております。陛下にあらせられましては、ご立派に成長され、この紫芹本当に嬉うれしく存じます」

　そう答えると、紫芹はにっこりと微笑ほほえんだ。

　その笑顔を見て、長ちよう嶺れいは、

「そうかな？　大きくなったかな？」

　嬉しそうに問いかける。

　その表情に、紫芹は心しんの臓が飛び跳はねたような気がした。

「はっ、はい。はい、ええ、私、そう思いますわ」

　しどろもどろになりつつも、長嶺を見ながら答えた。

　──ああ、こんな、お顔を見ながら答えるなんて、そんな、私、無礼だわ。陛下が微笑みながら、お声をかけてくださっているというのに、もうちょっとちゃんとお答えすればいいものを、こんなに口ごもりながら、駄だ目めだわ、いけないわ。

　と、内心で思いつつも、胸がときめくのが止まらない。

「紫芹と一緒に遊んでいたのは、五年前だよね、僕がまだ皇帝に即位する前……一緒に庭の木に登ったり」

　──木に登ったり！　ああ、あの頃の私はなんてはしたないんだろう。陛下の前で、手やら足やら伸ばして木に登るなんて、山やま猫ねこじゃあるまいし！

「あの頃は楽しかったなあ。一緒に泳いだこともあったよね、そこの池で」

　──うわああ！　あの頃の私を亡き者にしたい！　なんで宮殿の池で陛下と泳いだりしているのよ！　着物が透けたり張り付いたりしているじゃない！　へ、陛下はなんでそんなことまで憶えていらっしゃるの！？

　長嶺の思い出話が、紫芹のそのまま封じておきたい思い出に繫つながっている。

　──あの頃の私は、何と遠慮が無かったんだろう！

　思わず顔が赤くなってきた紫芹に近づいて、長嶺は右手を出した。

「え？」

「立ってよ、紫芹。紫芹と背比べしてみたいんだ。どれくらい大きくなったかな？」

　長ちよう嶺れいは、そう言ってにっこり笑った。

「え、あ、はい」

　思わず差し出した紫し芹きんの手を、長嶺は何のためらいもなく引いた。

　それは、細く、しかし力強い少年の手だった。

　その指先から伝わるぬくもりに、少年との思い出に囚とらわれていた紫芹は我に返って、思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

　──へ、陛へい下か……無防備すぎます。そのお顔は無防備すぎていけません。お指のぬくもりは暖かすぎていけませんわ。私、胸の鼓こ動どうが止まらなくなります、思い浮かべるだけで湯を浴びた後のようにのぼせそうです……。

　手を引かれてふらりと立ち上がった紫芹の胸の前で、長嶺は彼女の顔を見上げた。

「ほら、紫芹。僕はもう子供じゃない。君の肩に届くくらい背が伸びたんだよ」

　確かに、長嶺の背はすでに紫芹の肩を米粒ほど、越えているように見えた。五年前、長嶺が即位する前には、手を伸ばして、ようやく肩に触れていたかどうかだったのに。

「すごいだろ？」

　その、自らの成長をなんのてらいもなく誇る純粋な少年の笑え顔がおに、紫芹は思わず目をつぶった。

　五年前のこと。今のこと。目の前の少年の笑顔で、視界も頭の中もいっぱいになりそうだった。

　──いけません、駄だ目め、このままだとおかしくなる……。

　そんな紫芹の内心はつゆとも知らず、目線で自分の冠かんむりと、それよりは低い紫芹の肩の高さを比べながら長嶺はこう言った。

「昔、紫芹は僕に言ったよね。皇こう帝ていになって帝国に王おう道どう楽らく土どを作るのが、僕の仕事だって」

「そんな、恐れ多いことを申しましたでしょうか？　若気の至りとはいえ申し訳ございません……」

　紫芹は思わず、憶えていない振りをした。

　だが、実際は、そのときのことをよく憶えていた。

　あのとき長嶺はなぜかぐずっていて……ああそうだ。あのとき、新しく始めた故事の勉強が上う手まく進まなくて、長嶺はぐずりだしたのだ。

　それをなだめる役目が紫芹に回ってきて。だが、勉強が嫌いやでぐずっている子供をなだめることなど、そうそうたやすいことではない。

　どうにも困った紫芹は……そう。ちょうど今と同じように向かい合って、長嶺に彼が将来為さなければならない仕事を説いたのだ。今よりもずっと低いところにあった彼の頭を撫なでながら。

　──大きくなられたら、皇帝として、この帝国に王道楽土をお作りになるのですよ。

　ああ、言った。確かに言ったわ、私！　頭を撫なでながら！　なんて不ふ埒らちな！　ああでもあのときの陛へい下かの髪……さらさらして……ああ……。

　なんて私は不埒者なのかしら！

「本当に申し訳ございません……」

「何で謝るの？　紫し芹きんの言っていたことは間違ってなんかいないじゃないか。紫芹が謝る理由なんてないよ。この国をよくしていくのは僕の仕事なんだ」

　紫芹は目を閉じたまま、長ちよう嶺れいの言葉を聞いていた。

　──ああ、この人は、まだ、あの頃のままだ。何一つ変わってはいない。あの頃の夢を、理想を本気で信じ、疑いもしない。

　自分の周りにいるのは、すべて、どす黒い欲望をむき出しにした大人たちばかりだということに気づいてすらいない。

　この人に近づいてくるのは、みんなこの人の権力を利用しようとして、薄ら笑いを浮かべる餓えた狼おおかみだけだ。いや、狼にも劣る、犬畜ちく生しようもいる。

　──守らなくては。

　私が守らなくては。

　この人を利用しようとする人はいても、この人を守ろうとする人はいない。守るそぶりを見せていても、それは守るように見せかけて、利用しようとしているだけなのだ。

　この人の、この純粋ではかなげな理想を守ろうとするものは、私以外に誰もいない。

　紫芹は、心に誓った。

　──私が守る！

　私の全身全霊をかけて、私はこの人を守る！

　それが私の為なすべきこと。私がこの世に生まれた理由！

　そして紫芹はゆっくりと目を見開いて、静かに微笑ほほえんで答えた。

「背が……伸びられましたね、陛下……本当に大きくなられました……」







　　　第三章「矢をもって婿むこを求む」







　帝都から遠く離れた北域国境の街、侘タ瑠ル徒トでは、伏ふせ龍たつが防衛計画を説明するために、見張りと待機している兵士以外の人々を全員、総そう督とく府に呼び集めていた。

　総督府の広間の真ん中には、土や木切れを使って侘瑠徒の街のミニチュアが作られており、その前に長い棒を持った伏龍が立っていた。

　足元にある街のミニチュアを見て、晴せい凛りんが目を丸くした。

「すごいですね、いつの間にこんなものを作ったんですか？」

「お前がミーネ姫と市場でハミウリ食っている間にな。といっても俺が作ったわけじゃない。こいつを作ってくれたのは、アイリーンのところの人形芝居の一座の人たちだ」

「ああ、あの、からくりを考えている思し量りようって人と、那な刳ぐりって人ですか」

　伏龍はうなずいた。

「ああ、あの二人ふたりはすごいな。思量って人が簡単な図面を書いてみせると、那刳って人はたちどころに理解して、その場で作り始めるんだが、すげえ手て際ぎわがいいんだ。この模型も、何だかんだで一刻足らずのうちに作っちまった」

　晴凛は目の前にある町の模型をしげしげと見つめていた。

　街の周囲を囲う城壁は粘土で作られており、門や望ぼう楼ろうなどは木切れを組み合わせて作ってある。城壁の中に広がる民家の一軒一軒も全部木切れで組み立ててあり、路地の数や、家の数も正確にそのまま、実に凝った作りになっている。

「すごいな……どうやって作ったんですか？　家一軒一軒もちゃんとできているし……これだけのものを作るとなれば、とんでもない時間や手間がかかると思うんですけど……」

　集まった人々の後ろのほうにいた那刳が答えた。

「いや、何だな、動く仕掛けの組み込んであるからくりと、こういった模型とじゃあ、手間が違うんだ。動かないでもいい模型は作るのが楽なんだ」

　那刳の横に立っていた、思量が笑いながら答えた。

「一軒ずつ作ったわけじゃない。あらかじめ、組み立てると家になるような形に木片を重ねて切って、あとはうちの一座の人間が流れ作業で組み立てたってわけさ。組み立ても、釘くぎとかを使わずに板と板を合わせてニカワで貼り付けるだけから、君が思っているより簡単なんだ。……まあ、からくり人形芝居の一座の人間がお役に立てることって言えば、これくらいしかないしね、お役に立てば幸いだよ」

「いえ、すごいです……職人さんって、本当に手を抜かないんですね」

　素直に感心する晴せい凛りんを見て、思し量りようが少し真ま面じ目めな顔で答えた。

「こいつは、いわば立体的な地図みたいなものだからね。侘タ瑠ル徒トを守る人間が、これを見て、自分がどこに行って何をすればいいかが、すぐにわかるようにしなくちゃならないわけだ。だとしたら、間違いや手抜きは許されない、ということさ」

　思量の言葉を聞いていた伏ふせ龍たつがうなずいた。

「地図やら図面やらを一目見るだけで、自分がどこにいて、どっちに向かえばいいのかわかるやつばかりなら、こんなものを作る必要は無い。だけど、シャン族の戦士たちは、侘瑠徒の街に不慣れだし、守備隊の連中だって、地図や図面を一目見て理解できるやつはほとんどいない。そういった人たちに作戦を説明するには、こういう模型を見せるのが一番だ」

　伏龍はそこで言葉を切ると、長い棒を持って、侘瑠徒の街の模型の後ろに回った。

「さて、ここに集まった人たちに、これから防衛作戦について説明する。この侘瑠徒の街を守るというのはどういうことなのか。それはつまり、城壁の内側に敵を侵入させなければいい、ということだ。

　この街の中には井戸もあるし、食料もある。敵に城壁を乗り越えられない限り、俺たちは大丈夫、ということだ。

　だが、ここに一つ、大きな問題がある。水も食料もある、そしてそれなりの数の兵士もいる。だが、足りないものがある。それは矢だ！」

　伏龍はそう言うと、手に持っていた矢を頭の上に掲かかげてみせた。

「シムールは馬に乗って矢を射る騎き射しやが得意だ。おそらく侘瑠徒の周囲を馬で駆かけ抜けながら、城壁の上にいる守備兵を一人ひとりずつ矢で倒して、戦力を削るという方法を取るだろう。

　向こうは動かない的まとを狙ねらい、こっちは馬で走っている的を狙わなくちゃならない。どう考えてもこっちが不利だ。ましてや敵の数は三万近いのにこの侘瑠徒に備蓄されている矢の数はわずか三千。一本も外れなかったとしても三千の敵を倒しただけで、矢が尽きる」

　その場にいた人々から「大丈夫かよ」「矢が無くなれば、どうやって戦うんだ？」という、不安そうなざわめきが起こった。

　少ない人数で多くの敵と戦える武器。それが弓矢である。

　その矢が足りないとすれば、侘瑠徒の街に残った人間にとって、戦うすべがないということに他ならない。

　人々が不安がるのも当然である。

　そのとき、一人の人間が叫さけんだ。

「矢が無いのなら、みんなで手分けして作ればいい！」

　声を上げたのは、からくり人形芝居一座の那刳だった。

「材料は無いのか？　矢竹が無くとも細い棒と矢じりさえあれば代用品になるぞ？　矢じりだって、その辺の鍋なべや釜かまを溶かして鋳い型がたに流し込めば、とりあえず刺さるくらいの物は作れるはずだ。やったことがないのなら、俺が作ってやるぞ？」

　伏ふせ龍たつはにっこり笑って頭を下げた。

「ありがとうございます。でも、那な刳ぐりさんのその腕は、本来のからくりのために役立てて下されば、と思います」

「本来のからくり？」

　怪け訝げんな顔をする那刳を見て、伏龍は後ろに立っていたアイリーンを振り返った。

「おい、アイリーン。あれをみんなに見せてやってくれ」

「はい！」

　アイリーンは嬉うれしそうにうなずくと、足元に置いてあった木箱の中から、両手を広げたほどの大きさのからくり人形を取り出した。

　その人形は、帝国の兵士の役を演じるものなのだろう。帝国軍の一般兵が身に着けているのと同じ黒い胴丸と呼ばれる鎧よろいを身に着け、頭に鉢金をかぶっている。

　伏龍は、その兵士のからくり人形を指差して言った。

「那刳さんたちには、矢ではなく、こういった兵士のからくり人形を作っていただきたい」

　伏龍の言葉を聞いた思し量りようが笑いながら答えた。

「そうか！　身代わりですね？　城の防壁の上に、この人形を立てて動かせば、敵は兵士と思って矢を射掛けてくる、その矢を戴いただいてしまえってわけか！」

「ええ、その通りです。兵士は城壁の後ろに隠れて、この人形を動かすだけでいいんです。遠くから見れば、おそらく見分けはつきません。そして、人形の後ろに干草を硬く固めて縛しばったものを積んでおきます。兵士を狙ねらって飛んできた矢は、その干草に刺さります。それを回収すれば、そっくりそのままこっちが使える、というわけです」

　集まった人々が一斉にざわめいた。

「面白い！　これは上う手まくいきそうだ！」と言う人と「そんなに上手くいくわけがない」と懐疑的に見る人はほぼ半々だった。

　その中に思量のつぶやく声が聞こえた。

「矢は手に入るかもしれないけど、それは勝ったことにはならないからね……」

　ざわめいていた人々は、はっとしたように口をつぐんだ。

「そうだ、確かに思量さんの言うとおりです。この方法は敵から矢を手に入れることができるかもしれないが、この侘タ瑠ル徒トを守るための方法ではない……侘瑠徒を守る方法は別にあります」

　伏龍は、そこで言葉を切ると、居並ぶ人々を見回した。

「えーと、この中に、総そう督とく府の役人の諒りよう秦そうさんがいらっしゃると思いますが……」

　官服を着た三十代の落ち着いた風ふう貌ぼうの男が手を上げた。

「ここにいます！」

「諒秦さんは、この侘瑠徒の街にある総督府にお勤めになっていたので、過去の記録とかをお読みになったことがあると思います。シムールがどんな風にこの侘タ瑠ル徒トの街を攻めたのか、記録に残っていますか？」

　諒りよう秦そうは言葉を選ぶようにゆっくりとした口調で答えた。

「そうですね。記録に残っているシムールの戦い方を見ると、彼らは城攻めはあまり得意としていないようです。帝国軍が使う、櫓やぐらや投石器という攻城兵器、あるいは坑道を掘って城壁を崩すということは記録にありません」

「当たり前デス。シムールには、城などございマせん。持ってない城を攻める兵器などナいのが当たり前でゴざいマす」

　さらっと答えたミリンに小さくうなずいた後で、諒秦は言葉を続けた。

「ええ、ですから、記録では、シムールは城壁にはしごをかけて、よじ登ってきたとあります。まるで食べ物にたかる蟻ありのようだったと書いた記録もあります」

「ずいぶん原始的なやり方ですね……攻めるほうの損害も多そうだ……」

　つぶやくように答えた晴せい凛りんを見て、諒秦は言葉を続けた。

「確かにそんな攻め方じゃあ損害は大きい。だが、シムールだって馬ば鹿かじゃない。はしごをかけて城壁を登って来る前にやつらは火を使うんだ」

「火？」

　目を見開いた晴凛を見た伏ふせ龍たつが、横に立っていたアイリーンから長い棒を受け取ると、棒の先で街の模型の立ち並ぶ家々を指し示した。

「そう、火だ。侘タ瑠ル徒トの街の家は、壁は日干し煉れん瓦がを積んで作ってあるが、屋根はみんな板や草でできている。瓦かわらを載せているのは、この総そう督とく府の建物だけだ。

　それはどういうことか。つまり、侘瑠徒の街は火に弱いということだ。俺が攻める側なら、まず火矢を城壁越しに街の中に射掛けるだろう。それも十本や二十本という数じゃない。何百という数の火矢をだ」

　伏龍の言葉を聞いて、守備隊の隊長の顔色が変わった。

「火災になった家が一軒か二軒なら、我々の力でまだ何とかなる。だが、五軒六軒と同時に出火すれば、もはや我々にはお手上げだ」

　守備隊の隊長が答えたのには理由がある。街で火災が起きたときに消火活動をするのは、戦争がないときの兵士の仕事の一つなのだ。彼らは、侘瑠徒のような内陸の乾燥した街で、火の手が回ったときの恐ろしさは身に染みている。

　伏龍は腕を組んで、難しい顔をする。

「そうだ、そのようなことになれば、いくら城壁を守っても意味が無い。屋根に突き立った火矢は、瞬またたく間に燃え広がるだろう。シャン族が持ち込んだ馬や羊のための干草や、備蓄している穀物などは、あっという間に灰になってしまう。城壁が堅牢であっても、食べ物が無くなってしまえば、篭ろう城じようは不可能だ。

　そして、火を消すために人手を割さけば、城壁の守りは薄くなる。敵は簡単に城壁に取り付くことができる。はしごをかけられて、城壁を乗り越えられれば、俺たちは終わりだ」

「火矢と火事はあくまで陽動で、それによって城壁を乗り越えるのが目的なのか」

「見方を変えれば、これはチャンスだ。火矢は恐ろしいが、火矢を防げば、シムールは打つ手が無くなる。攻城兵器の無いシムールが攻めあぐんでくれれば、俺たちは助かるということだ」

　伏ふせ龍たつは足元に置かれた水みず桶おけを指差した。

「そこで、火矢を防ぐために、俺が思いついたのがこいつだ」

「それは何ですか？」

　声をかけたのは思し量りようだった。

「泥さ……」

「泥？　土を水で練った……あの泥ですか？」

　驚く思量を見て、伏龍は笑いながら、水桶の中身をひしゃくですくってみせた。

　ひしゃくから、どろりと流れ落ちたのは、伏龍の言う通り、黄土色の泥だった。

「見ての通り、ごく普通の泥さ。こいつを侘タ瑠ル徒トの家々の屋根に塗るんだ。塗って乾いたらまた塗る。親指の半分ほどの厚さに湿った泥が塗ってあれば、火矢が刺さっても、おそらく燃えることはないだろう」

「なるほど、考えましたね。でも、侘瑠徒の街全部の家の屋根に塗るだけの時間がありますか？」

「戦闘が始まるのは、明後日あさつての朝だ。それまで、見張りのための最小限の人数を残し、それ以外の守備隊の兵士やシャン族の人たちにも手伝ってもらって、夜も昼も使ってやれば、何とかなると思う。この街にいる人間は、みんな仲間だ。生き延びるための仲間だ！

　俺たちが生き延びるためには、一人ひとり一人ができることを全力でやる。それしか方法は無い。シムールの戦士の人たちには、ミリンさんから通訳して伝えてくれるとありがたい」

「わかりマシタ。私から伝えておきマしょう」

　ミリンの言葉を聞いた晴せい凛りんは、ふと考えた。

　──シャン族の戦士の人たちが、一緒に侘瑠徒の街を守ってくれるのはありがたいけど、言葉が通じないと戦いが始まった後で大変なことになりそうだ。

　もし、北側から攻められて『北に敵が来た！』と言っても言葉が通じないんじゃ、手遅れになりかねない。

　かといって、帝国語とシムール語の通訳ができるのは、ミリンさんと僕しかいない。ミーネ姫も簡単な帝国語はわかるけど、難しい言葉は無理だ……何かいい方法は無いのかな？

　晴凛は伏龍の足元に作られている街の模型を見た。

　街を囲う城壁の東西南北にある門には『北』とか『西』と書かれた小さな札がつけられている。

　それを見たとき、晴凛の脳のう裏りに、ミーネに文字を教えたときの記憶がよみがえった。

　──シムールの人たちに文字を覚えてもらえればいいんだけど、そんなことは無理だよな。

　そうだ。この模型と同じように、本当の門にも、大きく『北』とか『西』とか大きく書いておけばいいんだ！　そして、その言葉の発音を覚えてもらう！　そうすれば、帝国軍の兵士が『北！』と言えば、北側から敵が来たということがわかる！

　文字だと思うからいけないんだ。『北』とか『西』とかの文字を記号だと思ってもらえばいいんだ！

　晴せい凛りんは大きくうなずくと、手を挙げた。

「伏ふせ龍たつさん！　この模型を見ていて気がついたんですけど、いいですか？」




　──それから半はん刻ときほど過ぎた頃。

　侘タ瑠ル徒トの街の北門の前では、晴凛とミーネの二人ふたりが、大きく『北』と書かれた看板を門の上に吊るしている守備兵たちの作業を見上げていた。

　戸板に白い紙を張り、その上から墨で大きく『北』という文字を書いた看板は、夕日と名前を変える寸前の太陽に照らされて黄色っぽく見える。

「この辺でいいですかー？」

　看板を取り付けていた兵士が、晴凛に聞いた。

「ええ、大丈夫です！　ちゃんと水平になっている！　曲がってない！　そのまま打ち付けてください！」

「わかりましたー！」

　太い釘くぎで門の下の横木に看板を打ち付ける、がんがん、という金かな槌づちの音に混じって、街の広場にある井戸の周りで土を練っている兵士たちの掛け声が聞こえて来る。

　看板を見上げていた晴凛に、ミーネが聞いた。

「門に、ああいった『北』の文字を掲かかげるということを考え出したのは晴凛だそうだな？」

「ええ、そうです」

　晴凛の返事を聞いたミーネは嬉うれしそうにうなずいた。

「うむ、文字を知らんでも、形さえ覚えれば、この街に不慣れなシムールの戦士たちもすぐに方角がわかるし、帝国語の『北』という発音を知っておれば、指図するときにもすぐにわかる。まったく名案じゃ。さすがは晴凛じゃな！」

「あれは、実を言うと、ミーネ姫に文字を教えたときのことを思い出して、それで考え付いたんです……ほら、水を意味する『さんずい』のことを、ミーネ姫は『ちょんちょんぴょん！』って呼んだじゃないですか……」

　ミーネは目を見開いた後で、ちょっと恥ずかしそうに頰ほほを染めて目をそらした。

「あんな昔の……わしが何も知らんかった頃のことなど忘れてしまえ……馬ば鹿か！　……あ、でも、弓の師し匠しようのルデルに教わったことは忘れるなよ？　明日あしたの矢合わせで、タッケイの石頭どもに、お前の腕前を見せねばならんのだからな！」

「……本当に、僕なんかが矢合わせとかに出て、勝てるんでしょうか？」

　晴せい凛りんの言葉の中にある自信の無さを嗅かぎ取ったミーネは、むっとした顔になって、隣に立っていた晴凛のむこうずねを、こん！　と蹴け飛とばした。

「この馬ば鹿か者もの！」

「痛いてっ！　何するんですか！」

　ミーネはシムール語で何かを言いかけてから、あらためて帝国語で言い直した。

「おまえは……いや、おマエは、この足でちゃんと立ってイル。誰に教えられたのカ？　チガう。教えられていない。でも立ってイル、歩いてイル。走ることもデキる、その通り」

　晴凛は、また何か変なことを言い出したなあ……と思いながら、うなずいた。

「ええ、まあそうですね。誰かに教わったわけじゃありません……」

「教わってイない、でも、デキる。教わろうと思って教わったラ、その数倍、数十倍のことがデキる。違うカ？」

　ミーネはそこで言葉を切ると、にこっと笑って胸を張った。

「教わろうと思ったカラ、帝国語がこれだけ話せる。お前もルデルに教わろうと思ったカラ、弓の腕が上がった。大丈夫、デキる。ルデルは厳しい。できないやつには龍りゆう射しやの位は渡さナイ……」

「そうですよね、ミーネ姫は本当に帝国語が上手じようずになりました。難しい言葉とか言い回しとかは、まだ無理ですけど、日常会話くらいなら、聞けるし話せるようになりましたものね」

「うん、まいにちが、べんきょうダ」

　そう言ってうなずいた後で、ミーネはいつものシムール語に切り替えた。

「うむ、ルデルが言っておったぞ。帝国人をひいきしたと言われては晴凛のためにならんので、シムールの若者よりも厳しく教えた、とな。お前はその教えによって龍射になったのじゃ。だから、明日あしたの矢合わせは、自信を持って堂々と勝負すればいいのじゃ！」

　晴凛は頭を搔かきながら答えた。

「えーと、その、矢合わせという勝負は、どんな風に行われるんですか？　さっきミリンさんに簡単に教わったんですが、今ひとつわからなくて……ミリンさんは通訳で忙しいので、詳くわしく聞く機会が無くて……」

「なんだ、わからんのか……本当に物覚えの悪いやつだな晴凛は。仕方が無い、わしが教えてやろう」

　ミーネは実に嬉うれしそうに胸を張った。

「何でも聞くがよい！」

「えーとですね、まず、双そう方ほう共に、口こう上じようを言い合う……これは弓の射しや手しゆの代理人が、射手の氏素す性じようを明らかにするためにやることで、ついでにどれほど腕前がすごいか、ということを自慢し合うものだそうですが。このときには、僕はまだ出なくていいんですよね？」

「うむ、本来の矢合わせは、双そう方ほう共に馬に乗って弓を射るのじゃ。射しや手しゆは太たい鼓この合図で走り出し、所定の位置に来たら、そこで矢を放ち相手が背負っている馬うま印じるしを弓で射る。どちらの射手も動いて、相手の矢から逃れても構わん。射る矢の数も自由じゃ。そして先に相手の馬印に矢を当てたほうの勝ちじゃな」

「でも、僕は馬には乗れませんし、それに城壁の上から動けないわけですけど……」

「動けないわけではない、城壁の上を逃げ回ってもよい」

「逃げてもいいんですか？」

「言ったであろう？　動いてもよいと……でも、動き回ると、矢が身体からだに当たるかもしれんなあ」

「当たったら……怪け我がしますよね？」

　ミーネはあっさり答えた。

「うむ、当たり所が悪ければ死ぬ」

「そんな！」

「驚くことではない。なに、敵に射られる前に射ればよいだけのことだ。先手必勝。簡単な話じゃ」

　晴せい凛りんは考えた。

　──そうか、考えてみればミーネ姫の言う通りだ。敵より早く矢を放てばいい。動けない僕は、向こうから見ればただの的まとだ。でも、この的は反撃する的だ。先手必勝、先に矢を届かせたほうが勝つというのは間違っちゃいない。ということは……。

「こりゃ！」

　ミーネが考え込んでいる晴凛の足を蹴け飛とばした。

「痛いてっ！」

「考えるのは後にしろ！　考えすぎるのは晴凛の悪いくせじゃ！」

「あ、いや、でも……」

「考えすぎて寝られなかったり、肩に力を入れたまま明日あしたの矢合わせに臨んだのでは、勝てる勝負も勝てん！」

　ミーネは晴凛をにらみつけた。

「晴凛！　お前はもう寝ろ！」

「ええっ？　寝ろって……まだ日も沈んでいませんよ？　今から寝られるわけがないじゃないですか！」

「眠れなくとも横になって寝ているだけでもいいのじゃ！　さあ行くぞ！」

　そう言うと、ミーネは晴凛の腕を摑つかんで歩き始めた。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

「いーや、待たん！　お前はシャン族の名誉と、侘タ瑠ル徒トの街の命運を握っておるのだ！　さあ寝るぞ！」

「あ、いや、ちょっと、ミーネ姫、そういうことを大声で言わないで下さい、誤解されます！」

「何を誤解するというのじゃ！　ああ、もう、ごちゃごちゃうるさい！　さあ、行くぞ！」

　ミーネに引きずられるように総そう督とく府の奥にある総督の邸宅に連れて行かれた晴せい凛りんは、そのまま奥の部屋に放り込まれてしまった。

「ここは、総督の家の一番奥の部屋じゃそうな。ここなら街中の騒がしさは聞こえぬ。寝付けるように枕元でわしが子守唄を歌ってやってもよいが、わしはちょっとやることがある。まあ、気を落とすな。それはそうと、お前は重要人物なのじゃからな、ふらふら出歩くでないぞ。ここで寝て英気を養うのが、お前の仕事じゃ。明日あしたの朝に迎えに来るからな！」

　ミーネはそう言うと晴凛の部屋の扉を閉めて帰っていった。

「まいったな……」

　しん……と静まり返った薄暗い居室の中に座り込んだ晴凛は、頭を搔かいた。

　──さて、何をすればいいのかな？　ミーネ姫の言う通り、寝ちゃうというのも一つの手だけど、今から寝たら、真夜中に目が覚めて、それから眠れなくなってしまうかもしれない。

　晴凛は、ミーネと門に掲かかげられる看板を見上げていたときに聞いた、街の広場にある井戸の周りで土を練っている兵士たちの掛け声を思い出した。

　──今頃、伏ふせ龍たつさんは守備隊の兵士とシャン族の戦士たちを使って、侘瑠徒の街の家々の屋根に泥を塗る仕事をやっているんだろうな。

　みんなが一生懸命になっているのに、僕だけこんなところで、ぼけっとしていていいんだろうか？

　いや、違う。

　確かに僕はすることが無い。でも、それって『何かをしろ』と命令されていないというだけのことで、何もしなくてもいい、という意味じゃないんだ。

　僕に何ができるか、何を求められているのかを考えて、それをやれってことなんだ。

　──今、僕にできること。今、僕に求められていることって何だろう？

　晴凛はしばらく黙だまったまま考え込んでいたが、やがて小さくうなずくと、その場に立ち上がった。

　足を開き、目の前の扉を見み据すえた晴凛は、その姿勢のまま、左腕が、すっと水平になるくらいまで持ち上げて、右手を弓の弦を引くように左手に沿わせて引いた。

　手の中には弓も矢も無い。だが、その動きは間違いなく弓を引くときの動きだった。

　晴凛は目の前にある部屋の入り口の扉を見ている。しかし、その意識は扉ではなく、その向こうにある想像上の的まとを見ていた。

　──目に見えるものを狙ねらうのではなく、目に見えるものの先を見る。標的に向かって飛ぶ矢の動きを思い浮かべ、その軌き跡せきと同じ矢を射る。それを『心しん眼がん射しや』と呼ぶ。

　心眼射を磨くには、弓矢は無用。胸の中に的まとを思い浮かべ、手に弓矢を思い浮かべ、そして射る『心しん鍛たん』と実射を繰り返し繰り返し行うべし。

　晴せい凛りんは弓の師し匠しようであるルデルの言葉を脳のう裏りに思い浮かべながら、薄暗い居室の中で、弓を引いて放つ動作を繰り返し始めた。

　晴凛を総そう督とくの居宅に放り込んだその帰り道で、ミーネは奇き妙みような光景を見かけた。

　広場の片隅に転がっている、大きな人形の前に、三人の男が集まって、何やら調べているのだ。

　ミーネは、その男たちに見覚えがあった。

　──あれは……確か、からくり人形芝居の一座の連中じゃな。あんなところにしゃがみ込んで何をやっておるのじゃろう？

　ミーネの言うところの人形とは、七十年前の帝国とシムールの大戦争『北ほく擾じようの役えき』のとき、帝国の帝都に迫ったシムールの軍勢千人を、百発百中の弓の腕をもって、たった一人ひとりで撃退した帝国の救国の英雄『霜そう弊へい経けい』の銅像だった。

『霜弊経』は、帝国においては文句なしに英雄だが、敵対しているシムールから見れば、疫やく病びよう神がみ以外の何物でもない。

　シムールの部族の間では、聞き分けのない子供に、そんなことをやっていると『霜そう神じん』という恐ろしい神様がやってきて、心しんの臓を弓で射抜いて殺してしまうぞ、と言って脅おどかすことが、今でもごく当たり前に行われている。その『霜神』というのは『霜弊経』のことである。

　広場の片隅に転がっている銅像は、高さ七短里メートルほどもある大きなものであり、新総督が帝国の威信をシムールに示すために、都の業者に注文してわざわざ作らせたものだった。

　そして、その代金は、前の総督である月つき原はら弦げん斉ざいがシムールの民のために作る潅かん漑がい設備の資金として集めた金を流用したものだった。

　荒地に草が生えれば、そこを牧草地にすることができる。侘瑠徒の街の周囲を牧草地にしているシャン族にとって、かけがえの無い贈り物になるだろう。

　草が生えて荒地の砂が西風に飛ばされなくなれば、耕作地も増える。シムールも帝国の農民も誰もが得をするのだ。シムールも帝国も、共に豊かになれば戦乱は起きない。

　それが月原弦斉の考えだった、

　だが、新総督はそうは考えなかった。シムールは滅ぼすべき敵であり、敵を豊かにすることは帝国に対する裏切りである。シムールに与えるものは帝国に対する畏い怖ふだけでよい。

『霜弊経』の大きな銅像を建てて、これを侘瑠徒の護まもり神とし、シムールに畏い怖ふの念を与え続けることこそが、総督の役目である。

　……という名目で作られた霜弊経の銅像は、組み立てられることもなく、両手を外されたままの哀あわれな格好で、街の広場の片隅に転がったまま放置されていたのだ。

　ミーネは男たちに近づくと、その背中に向かって帝国語で声をかけた。

「おい、お前たち！　何をやっておるのだ、そんなところで！」

　女の子の声で話しかけられるとは思っていなかったのか、男たちはびっくりしたように振り向いた。

「え？　あ、ああ驚いた、シムールのお姫様でしたか」

「何で驚く？」

　男たちは顔を見合わせる。すると、思し量りようと那な刳ぐりの間にいた、背の低い人懐なつっこそうな丸顔の男が、流りゆう暢ちようなシムール語で答えた。

『いや、女の人や子供は全員避難したと思い込んでいましたから……それにしても、帝国語がお上手じようずデスね』

　帝国人がシムール語で答えたのを聞いて、ミーネが驚いた。

『ああ、うむ、帝国語は晴せい凛りんに教えてもらった……お前もシムール語を話せるのか？』

　背の低い丸顔の男はにっこり笑って頭を下げた。

『初めマシて、からくり人形芝居一座で台本を書いている、零レイ二ジと申シます。郷に入いれば郷に従え、というワケで、辺境の街にはシムールのお客さんも来るんじゃないかと思って、シムールの言葉を勉強シタってわけ。平和が続いていれば、シムールの人たちの宿営地に行って、そこでからくり芝居を見せることもできたんだけどね……』

『おお！　それはすごい！　シムールの子供たちもきっと大喜びじゃ！　今は戦争になってしまったので無理かもしれんが、この戦争が終わって、平和なときが来たら、ぜひシムールの宿営地で芝居を見せて欲しい！』

　シムールの子供たちより先に、ミーネ自身が大喜びである。

　目を輝かせてうなずくミーネの言葉を零二が通訳するのを聞いた思量と那刳の二人ふたりは、嬉うれしそうにうなずいた。

「ああ、俺たちも行ってみたいよ」

「戦争なんかさっさと終わればいいのにな」

　二人の言葉を聞いて、うむうむ、とうなずいたミーネは改めて聞いた。

『……それはそうと、お前らは何をしているのだ？　そいつは疫やく病びよう神がみの像だぞ。いわば邪じや神しんの像だ、そんなものをいじくると、ろくなことにならん』

「邪神の像？　そんなに造形が悪いかな？」

「銅の量をケチって薄くしてあるみたいだけど、顔の作りとかは、そんなに悪くないと思うけどな？」

『お前らの言う邪神と、わしの言っている邪神とはちょっと意味が違うようじゃな。この霜そう弊へい経けいという人間は、シムールの間では恐ろしい鬼き神しんとして伝わっているのだ。毎年正月になると、悪あつ鬼きを追い払う護まもり札を巫み女こが配りに来るが、その中に霜そう神じん札ふだというのがある。霜弊経の絵姿を書いた札でな、これを包建パイクーの入り口に貼っておくと、悪あつ鬼きが入ってこない、と言われておるのじゃ』

「へえ、霜そう弊へい経けいは、帝国では護まもり神なのに、シムールでは疫やく病びよう神がみなのか。考えてみればそうかもしれないな……」

　感心したように銅像を見下ろしている零レイ二ジをにらみつけて、ミーネは聞いた。

『で？　何をしようとしておったのじゃ。もしかして、何やら、よからぬ呪術まじないでもするつもりだったのか？』

　零二たちは慌あわてて首を振った。

「いや、違う違う。俺たちは、この街の中に使えそうなものは無いか、と探して回っていたんだ。この銅像も叩たたき割って溶かせば、やじりとか槍やりの穂先に使えるんじゃないか、と話をしていたのさ」

『何じゃ、そうだったのか……』

　ミーネはほっとしたように答えた後で、男たちの足元に転がっている銅像を見て顔をしかめた。

『……その銅像は見ているだけで気分が悪くなるシロモノじゃ。シムールなら誰でもな……打ち壊すくらいなら、いっそ嫌いやがらせに、ここを包囲しているタッケイ族とユルム族のところに送り付けてやればどうじゃ？』

　その、ミーネの言葉を聞いた零二は、何かに気がついたように目を見開いた。

「……そうか、その手があった！」

「は？」

「へ？」

「ふにゃっ？」

　零二を除く三人が、ぽかんと口をあけた。

「……まさか、お前、本気でこいつを敵に送るつもりじゃないだろうな？」

「送り付けなくてもいいんだ。ここを包囲している連中に見せ付けるだけでいい。ミーネ姫の言う通り、霜弊経はシムールじゃあ実に縁起が悪い存在だ。生理的嫌けん悪お感を抱いている。だとしたら、その嫌悪感につけ込むことができるんじゃないかと思うんだ」

　那な刳ぐりが怪け訝げんな顔で聞いた。

「……言っている言葉の意味は何となくわかるが、具体的にどうするつもりだ？」

「それはこれから考えるのさ。俺の考えた突とつ拍ぴよう子しもないネタを、実現可能なところまでまとめてくれるのが思し量りよう。んでもって思量の書いた設計図を、実際に作ってくれるのが那刳さん……つまり、今までと同じさ」

　そして、零二はミーネに向き直ると、深々と頭を下げた。

『このアイディアの提供者はあなたですよ、ミーネ姫。ありがとうございます！』

　ミーネはきょとんと目を見開くと、頰ほほを染めて、慌あわてたように顔の前で両手を振った。

『あ、いや、わしは何もしておらんぞ？　わしが言ったのは、子供じみた夢物語じゃ！』

　零レイ二ジは自分の両隣にいる思し量りようと那な刳ぐりを指差して微笑ほほえんだ。

「そうですね、子供じみた夢かもしれません……でも、私たち三人は、その子供じみた夢を子供たちに見せて、お金を貰もらっていたんです。こんなところで死ぬつもりはありません。シムールの子供たちにからくり人形芝居を見せてあげるのが、私たちの役目ですから」

「うん、わかった！　楽しみにしておるぞ！」

　ミーネは胸を張ってそう答えると、そのままくるりと背を向けて、シャン族の包建パイクーが並んでいる方向に走っていった。

「いいお姫様だな……真っすぐで、嫌いや味みなところが無い」

「シムール自体が、あまり身分とかにこだわらないせいだろうな」

「それもある。だけど、一番の理由は、あの子がみんなから愛されているってことだと思うな。人から愛されている子供は人に優しいよ」

　走っていくミーネの背中を見送って、三人はうなずきあった。




「太い綱に、滑かつ車しやだって？」

　伏ふせ龍たつはすっとんきょうな声を上げた。

「何に使うんですか？　そんなもの」

　総そう督とく府の中で、諒りよう秦そうたちと一緒に火矢に備えるために必要な資材を手配していた晴せい凛りんが怪け訝げんな顔で聞くと、からくり人形芝居一座の三人組の真ん中にいた思量が答えた。

「広場に転がっている、霜そう弊へい経けいの銅像を動かすのに使うんです」

「銅像？　あんなもの動かす必要ないでしょう。ただでさえ邪じや魔まなのに。それに、侘タ瑠ル徒トの街に応援に来てくれたシャン族の人たちが、気分を悪くしますよ。霜弊経は帝国じゃあ護まもり神ですけど、シムールの人にとっては疫やく病びよう神がみなんですから」

　晴凛の言葉を聞いた零二が、わが意を得たり、という風にうなずいた。

「だからです。その疫病神の像を、こう、どーんと立てて、攻めてくるシムールどもを、びびらせてやろうと思うんですよ。侘瑠徒の街にいるシャン族は、あいつがただの銅像だってことを知ってます。だけど、ここを包囲している連中はそれを知らない。あんなものが、この侘瑠徒にある、ということすら知らないとしたら、きっと度肝を抜かれますよ、あの大きさに！」

　零二の言葉を聞いていた、伏龍が目を見開いた。

「そうか！　その手があった！　使えるぞ！　その作戦！」

「作戦？」

　よく飲み込めない、という顔をする晴凛に向かって、伏龍は説明した。

「兵力ってのは、武器の数や兵士の数だけで決まるものじゃないってことさ。兵士ってのは人間だ。やる気のある兵士は強いけど、やる気の無い兵士は弱い。数字で計れないもの、それが意欲なんだ。兵士の数、矢の数、そのどれもが劣っている俺たちが攻撃できる唯一のもの、それがやつらの意欲なんだ！」

「でも、ただの銅像ですよ？　立てたって、そんなのは魔よけのお札みたいなもので、大した効果は無いんじゃないかなあ？」

　晴せい凛りんのつぶやきを聞いて、零レイ二ジが大きくうなずいた。

「確かに、ただ立てたって、そんなもの、大した効果は無い。だから、効果がある立て方をすればいいんです……何事にも演出ってのは大事ですよ。演出次第で、効果は何倍にも何十倍にもなるんだ」

「演出……ですか？」

　今ひとつ、腑ふに落ちない、という顔をする晴凛を見て、零二は笑った。

「俺はそれで食っていた人間ですから。見ている人間の度肝を抜くのが楽しみで生きてきた。自信はある。太い綱と滑かつ車しやさえあれば、あの銅像を使って、とんでもないからくりを見せてやりますよ」

　からくり人形芝居一座の三人組と晴凛たちの会話を聞いていた諒りよう秦そうが、ひょい、と顔を上げて言った。

「太い綱と滑車ですか？　ありますよ」

「あるんですか？」

　驚く伏ふせ龍たつと晴凛、そしてからくり人形芝居一座の三人を見て、諒秦はうなずいた。

「ええ、物品倉庫を見回ったときに、見た覚えがあります。少々お待ちください」

　諒秦はそう言うと、書庫の中に並んでいる膨ぼう大だいな帳簿の前に立って、ひょいひょい、と何冊かの帳簿を取り出して戻ってきた。

「総そう督とく府で管理している物品の台帳がこれです。今、場所を確認します」

　諒秦はそう言うと、手馴なれた様子で帳簿をめくり、すぐに該がい当とうする項目を引き当てた。

「ああ、ありました。第三十八番倉庫、西の棚、三番に太綱。第六十一番倉庫、東四番に滑車があります。倉庫の鍵かぎはこちらにありますので、確認してください。もし、そこに無ければ、もう一度調べますから」

　机の上にあった筆でありあわせの紙に、伏龍は倉庫の番号と場所を書き付けながら、晴凛に言った。

「よし、すぐに確認に行こう！　晴凛、鍵を忘れるなよ！」

「は、はい！　えーと、でも、僕は延焼防止の毛織物を手配して、釜かまで煮る仕事が……」

　慌あわてる晴凛を見て、諒秦が笑った。

「そっちの仕事は、私が誰かにやらせます。段取りさえ決まれば、あとは任せても大丈夫な仕事ですから」

「あ、そうですか、すいません。じゃあ、ちょっと伏ふせ龍たつさんと倉庫に行ってきます」

　晴せい凛りんは頭を下げて、伏ふせ龍たつ、そしてからくり人形芝居一座の三人と一緒に総そう督とく府の建物の裏手にある、物品倉庫に向かった。

　総督府の建物の裏には、大きな物品倉庫が並んでいる。

　そこはいわゆる穀物倉で、税として納められた麦や毛皮を備蓄しておくためのものである。

　ほとんどの倉庫が、瓦かわら屋根と日干し煉れん瓦がの壁で作られているために、この倉庫には作業員の姿は無い。

　倉庫の鍵かぎを開けながら、伏龍が感心したようにつぶやいた。

「あの、諒りよう秦そうさんって人は、すげえな。あんな役人がもっとたくさんいれば、この帝国はもっと住みやすい、いい国になっているんだろうけどな」

「頭の回転の速い人ですよね」

　晴凛の答えを聞いた伏龍は首を振った。

「頭の回転が速いだけの役人は掃はいて捨てるほどいる。あの諒秦って人はそれだけじゃねえ。職務に忠実で真ま面じ目めだ。実直と言ってもいい。

　人間ってのはたいがい楽をしようと考える。台帳の数字だけ合っていればそれでいい、それで責任を果たした、と思い込んじまう。

　でも、あの人は台帳で物があるのを確認するだけじゃなくて、ちゃんと物品倉庫を見回って、自分の目と足で確認していた。

　自分の仕事に責任を持つってことの意味をしっかり理解している人だよ」

「でも、それって、考えてみれば当たり前のことですよね」

「ああ、そうだ。でも今の世の中で、その、当たり前のことをあたりまえにやれる人間がどれだけいるかってことさ。

　自分は当たり前のことすらできないくせに、他人にはその当たり前のことをやるのが当然だ、と要求するようなやつばっかりだ……さあ開いたぞ」

　薄暗い倉庫の中には、馬車の車輪とか、水みず桶おけの予備とか、そういった様々な品物が積まれていた。

　晴凛の後に続いて倉庫の中に入って来た零レイ二ジが声を上げた。

「あったぞ！　綱だ！」

　見ると、そこには人の腕ほどもある太い綱が、大だい蛇じやのようにとぐろを巻いて、何本も積まれていた。

「ああ！　これだけあれば、あの銅像を動かせるぞ！」

　思し量りようは喜びの声を上げた。

「よし！　人を呼んできて、運び出そう！　今夜から準備にかかれば、明日あした一日で何とかなるだろう」

「ああ、シムールの連中、きっとぶったまげるに違いない」

「寝小便するくらい怖がらせてやりますよ」

　伏ふせ龍たつとからくり人形芝居一座の三人が顔を見合わせて、にやにやと笑うその顔を見て、晴せい凛りんは思った。

　──きっと、何も知らない人が、この笑い顔を見たら、この人たちの方を悪人だと思うに違いない。




　次の日。空は雲ひとつなく澄み渡っていた。

「おお、風も弱いし、天気はいいし、まさに矢合わせには絶好の日和ひよりじゃな」

　まぶしそうに初夏の太陽を見上げたミーネは、視線を目の前に立つ晴凛に移して、満足そうにうなずいた。

「うむ、我が父イシルの若い頃の衣装を貰もらってきておいて正解じゃったな。よう似合うぞ、晴凛！」

「え？　あ、この服は、イシル様のものだったんですか？」

　青いシャン族の正装に身を包んだ晴凛は、自分の服に目を落とした後で目を丸くした。

「そうじゃ、父上に無理を言って貰もらってきたのじゃ。本当は形見分けのつもりじゃったが、我がシャン族の代表としてタッケイ族と矢合わせをするのなら、お前が着ても父上は文句を言うまい」

　晴凛は手のひらにじわりと汗がにじむのを感じた。

　その表情の動きを感じ取ったのだろう。ミーネが怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「どうした？」

　ミーネのカンのよさに少し驚きながら、晴凛は答えた。

「あ、いえ、この礼装がイシル様のものだと聞いて。もし、矢合わせに負けたら、イシル様の名前に泥を塗ってしまうなあ、顔を合わせられないなあ……とか、そんなことを考えてしまいました……」

「馬ば鹿か者もの！」

　ミーネは怒ったように晴凛のすねを、こん！　と蹴け飛とばした。

「肝っ玉がそんなに小さくてどうする！　図体ばかりでかくなりおって！　我が父イシルが、そんな器の小さい男だと思っているのか！　我が父イシルは、たとえ、ここで矢合わせに負けても、お前を謗そしるような男ではない！　それに……お前は父上に気に入られていたのだぞ！」

「僕が？　イシル様に？」

　驚く晴凛を見て、ミーネは意外そうな顔になった。

「知らなかったのか？　父上は、何かにつけて、お前がシャン族であればよかったのに、と言っておったぞ。帝国人にしておくのがもったいない、とな……」

　そのとき、城壁の外側からシムールの軍勢が軍鼓を叩たたく音が聞こえてきた。

　どどんが！　どどんが！　という一種独特のリズムを付けて打たれる太たい鼓この音を聞いて、ミーネは横に立っていたミリンに言った。

「ミリン！　タッケイ族が太鼓で挑発をかけてきたぞ！　すぐにこっちも応戦するのじゃ！」

「太鼓で挑発？」

　怪け訝げんな顔をする晴せい凛りんを見て、ミリンは表情も変えずに答えた。

「シムールは太鼓で大軍を指揮します。攻めるときは寄せ太鼓、引くときは引き太鼓、という叩き方の拍ひよう子しがあって、それで部隊を動かしマス。太鼓合戦とは、各部族の太鼓の達人が　うんがらどわどわと太鼓を叩き合って、相手のリズムをいかに乱すかを競うもので、矢合わせの前に、戦場を盛り上げるために行われルのデス」

「……何かお祭りみたいだな……」

　晴凛が苦笑いしたとき、太鼓の音を聞きつけた伏ふせ龍たつがやってきた。

「やたら賑にぎやかになったな。この太鼓合戦で、いよいよ前ぜん哨しよう戦が始まったというわけか」

「ご存知でしたか？　太鼓合戦のこと……」

「ああ、昨日きのう、ミリンさんからいろいろ詳くわしく聞いたんだ。シムールの戦いの進め方とかをな。シムール同士の戦いってのは、いわば、争いごとの決着をつけるために行われるんだ。

　放牧地の境界線でもめたり、家畜が盗まれたり、水場を争ったり、そういった部族間のトラブルを解決するために、何度も話し合いをして、それでも双そう方ほう共に意地を張り合って決着がつかなかったとき、白黒つけるために行われる最後の手段が戦争なんだ。

　昨日の悪口合戦も、この太鼓合戦も、お前がこれからやる矢合わせも、全部、全面戦争になる前に、族長が振り上げたこぶしを引っ込める機会なんだ。

『今日きようは日が悪い』だの『本調子ではない』という理由を作るために仕組まれているってわけさ……」

　伏龍はそこで言葉を切ると、晴凛の肩を、ぽん、と叩いて言葉を続けた。

「つまり、これから始まる矢合わせで、お前が勝てば、ここを包囲しているタッケイ族やユルム族の連中に『どうもゲンが悪い』だの『日が悪い』だのという理由をつける機会になるというわけさ……負けてもいいけど、勝つつもりでいけよ、消極策は取るな、いいな？」

「こら！」

　晴凛の横に立っていたミーネが、伏龍の足を蹴け飛とばした。

「痛いてっ！」

「ちょ、姫さま!?」

「いきなり蹴っ飛ばすとは、この山やま猫ねこ、相変わらずでスネ」

　ミーネは眉まゆをつり上げて、怒鳴る。

「晴凛は平常心を保たねばならんのだ！　余計なことを言うでない！　しかも、負けてもいいとは何だ！　晴せい凛りんは勝つに決まっているだろう！」

「わかりました、申し訳ありません……」

　あまりの剣幕に、伏ふせ龍たつは苦笑いを浮かべて小さく頭を下げた。




「パプゥーン！　パプゥーン！」

　角笛の音が侘タ瑠ル徒トの街の周囲に響ひびき渡った。

　それは、太陽が真上に来たこと、つまり矢合わせを告げる合図だった。

「いよいよじゃな、晴せい凛りん！」

「はい！」

　シャン族を表す色である青い布でできた球体を棒の先につけた馬印を背中にくくり付けた晴凛は、小さくうなずいた。

「お前の氏うじ素す性じようを紹介し、腕前を自慢する口こう上じようは、わしがやるからな！　横で聞いておれ！」

「え？　ミリンさんじゃないんですか？」

「この口上は自慢をするものだ。悪口専門のミリンには無理じゃ」

「誰が悪口専門ですか！」

　隣に立っていたミリンが、不満そうに横目でにらむのを見て、ミーネが愉ゆ快かいそうに笑ったとき、草原に、どどんどん！　という太たい鼓この音が響き渡った。

「おお、いよいよ口上じゃ、行ってくる！」

「いいですか、舌を嚙かまないようにするのですヨ。あと、ない胸をあまり張りすぎないヨウに」

「一言も二言も余計じゃ、ミリン」

　城壁の上には、青いシャン族の正装に身を固めた戦士たちがずらりと並んでいた。

　階段を上ってその間に立ったミーネは、いつもよりも小さく見えた。

　やがて、風に乗ってタッケイ族の口上が聞こえてきた。

『……は、比類なき弓の腕前の主にして……なり……はいかずちのごとく天より振りて……のごとく敵をつらぬくものなり！　……を逃れたる者無し！　その名はタッケイの族長スンタッタの末娘にして、スンタタが妹、シャールなり！』

　晴凛は自分の耳を疑った。

　──え？　妹？　確か今、妹って聞こえたよな……じゃあ、僕の相手って、女の人なのか？

　階段の上に立っているミーネから声が飛んだ。

「何をおたおたしておる！」

「あ、いや、今、向こうの口上を聞いていたら、スンタタの妹とか何とか聞こえたから……」

　城壁の外に並んでいるタッケイ族とユルム族の軍勢を見み据すえたまま、ミーネが答えた。

「ああ、そうだ、聞いたことがある。スンタタの妹、シャールは弓の名手だとな……まさか矢合わせに出てくるとは思わなかったが、何、大したことはない、お前はいつも通りやればいいのだ！」

「あ、いや、でも……」

　ミーネの声にいぶかしげな響ひびきが混じった。

「何をそんなに気にしておるのじゃ？」

「いや、もしも怪け我がを負わせたり、顔に傷とか残したら僕の責任だし……」

「ほう……」

　ミーネの声が急に冷たくなった。

「お前は、このシャン族と、侘タ瑠ル徒トにいる帝国の人間の命運より、敵の女の方が……シャールという女に怪我を負わせることの方を心配する、というわけか……」

　ミーネの視線は侘瑠徒を取り囲んでいる軍勢を見み据すえたままだったが、その背中は間違いなく晴凛をにらみつけていた。

　ミーネの横で同じように侘瑠徒の街を包囲する軍勢を見ていたミリンが、視線を動かそうともせずにつぶやいた。

「何をいっちょまえに、嫉しつ妬としてやがりますか、この山やま猫ねこは……」

「な、何を言うか！　嫉妬などしておらん！　晴せい凛りんの軟弱さを叩たたき直してやろうと思っただけじゃ！」

「晴凛殿は軟弱ではありません。ごくフツーです。怒る方が間違いです。それとも姫様は、相手が女だと聞いて『うへへへ、女を狙ねらえるぜ！　ヒャッハア！』と喜ぶ晴凛殿のほうがお望みですか？　私は嫌いやです」

　そう言われて、ミーネはそんな晴凛を想像してみる。

　想像してみただけで、眉まゆをしかめてしまった。

「そ、それは嫌じゃ」

「そうでしょう？　ならば黙だまっていることです。折り合いは晴凛殿自身が決めることです」

「う、うむ……そうかもしれん」

　そう言ってうなずいたとき、再び、どどんどん！　と太たい鼓こが鳴った。

「相手の口上が終わりました、こっちの番です」

「うむ」

　ミーネはそう言ってうなずくと、半歩前に出て胸を張った。

「テンジンが末まつ裔えい、シャン族のイシルが末娘、ミーネが申す！　ここにいるは、我がシャン族の弓の達人、弓きゆう聖せいルデルが一の弟で子しにして、帝国が弓魔王、霜そう弊へい経けいが孫！　帝国重じゆう臣しん泉せん野や家の末息子！　泉野晴凛なり！」

　晴凛は慌あわてた。

「ちょ！　ちょっと待ってください！　僕は、霜弊経の孫なんかじゃありません！　噓うそはいけませんよ、噓は！　経歴詐さ称しようは罪に問われるんですから！」

「うるさい！　こういうのは、大きく出たほうがいいのじゃ！　噓うそも方便と言うではないか！」

　ミーネは小声で答えた後で、声を張り上げた。

「帝国人にして、我がシャン族と寝食を共にし、ルデルのもとで修行を積み、ついに龍りゆう射しやの位を授かりし者なり！　帝国の弓魔人、霜そう弊へい経けいの流れと、シムール随一と名を取るルデルの流れを、その一身に結晶させた、まさに弓を射るためにテンジンが遣わせた、弓の化身なり！

　我がシャン族は、永きシムールと帝国との戦乱に終止符を打ち、テンジンの名の下に共に暮らす道を選んだ！

　テンジンは我らの始祖をこの地上に下ろすとき、始祖に向かってこう言った。汝なんじらは子を産み増やし地に満ちよ、地上に争いを知らぬ永き楽らく土どを築くべし、と！

　我らシャン族こそが、テンジンの言葉を正しく実践するものなり！　我がシャン族に弓引くは、テンジンの言葉に背そむいたる鬼おに子ごなり！　汝ら鬼子は、晴せい凛りんの矢から逃れることはできぬ！

　いかなる場に逃れようとも、鬼神のごとき矢は必ず汝らを貫くであろう！

　だが、われらにも慈じ悲ひはある！　汝らの後ろから矢を射掛けるようなことはせぬ！　潔く旗を巻いて立ち去るがよいぞ！」

　ミーネの言葉が届くと、タッケイ族とユルム族の中にざわめきが起こった。

　それはミーネの言葉を信じたためではない。矢合わせを、シムール以外の人間が行うということに驚いたためである。

　タッケイ族の大将軍スンタタは、天幕の後ろに控えているシャールに呼びかけた。

「シャール、聞いたか？　お前の相手は帝国人らしいぞ」

　目に怒りの炎を燃やしてシャールは答えた。

「聞きました、兄上。神聖なシムールの戦の儀式である矢合わせに、よりによって異国人の手を借りるとは、シャン族の山やま猫ねこ姫め！　道理も躾しつけもなっておりませぬ！　まったくあきれ果てた馬ば鹿か娘にございます！」

「よくぞ言った！　かまわぬ！　馬うま印じるしを狙ねらわずともよい！　帝国の手下を見事に仕留めてみせよ！」

「いえ、これはあくまでも矢合わせゆえ。まず一の矢で馬印を貫き、二の矢を眉み間けんに打ち込んでくれようと存じます！」

　シャールがそう答えたとき、再び。どどんどん！　と太たい鼓こが鳴った。

　いよいよ矢合わせである。

　天幕の向こうから白い馬に乗ったシャールが現れ、そして城壁の階段を上って晴凛が姿を現すと、侘タ瑠ル徒トの街を取り囲む三万の軍勢と、侘瑠徒に立て篭こもるシャン族の戦士たちが一斉に大歓声を上げた。

　天幕が張ってある場所と晴凛が立っている城壁との間に、赤い旗が一本立っているのが見える。

　その赤い旗を見て晴せい凛りんは思った。

　──あれが戦闘開始のラインだな。あそこを超えたら矢を射掛けあっていい、ということか。

　シムールの矢合わせは、射しや手しゆは双そう方ほうとも馬に乗って弓を射る騎き射しやの腕前を競うものなんだけど、今回は城攻めだから変則的なルールになったらしい。

　その変則ルールをいかに有利に使うか、というところだな。

　ミーネ姫の言っていた、先手必勝、それしかない。

　晴凛は静かに息を吸うと、すっと弓を構えた。

　その動きを城壁の下から見ていたミーネは、はっと息を吞のんだ。

　晴凛の動きは気負ったところが微み塵じんも無かった。まるで、野に咲く花を摘むように、自然に弓を持った左手を上げ、矢をつがえた右手を引いた。

　ミーネは今まで、何度となく人が弓を引く光景を見てきた、だが、今までに、これほどまでに自然に、そして美しく弓を引く人間を見たことがなかった。

　晴凛が弓を引いたそのとき。

「パプゥーン！」

　合図の角笛が鳴った。

　タッケイ族、ユルム族、そしてシャン族の戦士たちが一斉に叫さけび声を上げる中を、シャールの乗った白馬が走り出した。

　シャールは鐙あぶみに足を乗せて立ち上がると、左手に弓を持ち右手に矢をつがえた。

　手た綱づなを持つことなく、両膝ひざで挟はさんだ馬の背中を押すことで馬の方向をコントロールしている。

　よく訓練されているのだろう。馬は小刻みに左右に身体からだを振って、直線を描かぬようにしながら、目印の旗に向かって走ってくる。

　晴凛は弓を引き絞ったまま、シャールの馬うま印じるしを見ていた。

　自分の射る矢の軌き跡せきは、すでに脳内に描ききっていた。その軌跡と、馬印が一致するその瞬しゆん間かんを晴凛は待っていた。

　そして。

　馬に乗ったシャールの背中に立つ馬印の未来位置と、晴凛が思い描く、矢の軌道が脳内で一致したそのとき！

　晴凛は矢を放った。

　引き絞った右手の指を緩ゆるめ、矢を放とう、という意識は晴凛の中に無かった。目で読んだ動きと、脳内の軌跡が一致した瞬間、無意識にも近い状態で晴凛は矢をつがえた右手を離していた。

　ばしゅっ！

　矢音を聞いたミーネは悲鳴にも似た声を上げた。

「早い！　それに遠い！」
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　──あれでは、目印を越える前に敵に当たる！　それは反則だ！　稀き代だいの卑ひ怯きよう者ものとして末代まで嘲ちよう笑しようされてしまうぞ！

　ミーネは城壁の影から身を乗り出して矢の行方ゆくえを追った。

　おそらく、このとき、誰もがミーネと同じことを思った。その場にいる全員が息を吞のんだ。

　ああっ！　とも、おおう！　ともつかぬ、言葉にならないうめき声のようなものが巻き起こる中。

　晴せい凛りんの矢は、小旗に向かって走ってくるシャールめがけて弓なりに飛ひ翔しようした。

　馬の上にいたシャールには、晴凛の放った矢が見えなかった。

　彼女の目には、目の前の地面に立っている赤い小旗と、そのはるか向こうの城壁に立つ、青い服を着た晴凛の姿しか映っていなかった。

　──あの赤い旗を超えたとき、矢を放つ！

　射程ギリギリだ。だが、私の矢は敵の馬うま印じるしを射抜く！　射抜いてみせる！

　馬は全速力で走っていた。

　目の前に見る見るうちに赤い旗が迫ってくる。

　──もうすぐ。

　──もうすぐ超える！

　──あと少し、あと……あと……

　──今！

　シャールが乗った馬が、赤い小旗を通過したその瞬しゆん間かん、

　ばしぃっ！

　衝しよう撃げき音と共に、シャールの背中が震えた。

　──まさか！

　振り向いたシャールの視界に飛び込んできたのは、棒の先についていたはずの赤い馬うま印じるしが、馬の後方に舞う光景だった。

　当てられた？

　それも、あんな遠くから！

　相手は、私が目印の旗を通り抜ける瞬しゆん間かんに当たるように先を読み、矢を放ち、そして命中させたというのか！

　そのことにシャールが気がつくと同時に、

　ばしぃっ！

　矢の当たる音と共に、シャールの左手に衝しよう撃げきが走った。

「きゃあ！」

　思わず悲鳴を上げたシャールの目の前で、弓の弦が切られて舞うのが見えた。

　それは晴せい凛りんの二の矢の仕し業わざだった。

　晴凛は、すでに、シャールの構える弓を狙ねらって二の矢を放っていたのだった。

　呆ぼう然ぜんとするシャールを見て、侘タ瑠ル徒トの城壁に並んでいたシャン族の戦士たちが、大歓声を上げた。

　シャールの後ろに並んで、矢合わせを見守っていたタッケイ族の戦士の中から、ぱらぱら、と拍手の音が起こった。

　と、思った次の瞬間。その拍手は大歓声に変わった。

　矢合わせを見守っていた三万の兵士が手を振り、足踏ぶみをして、歓声を送っていた。

　それは、敵味方を超えた、弓の腕に対する賛辞だった。

　シャールは、つがえていた矢を矢筒に戻し、馬の手た綱づなを取って、速度を落とした。

　──負けた。

　私は完全に負けたんだ。

　こんな負け方があるなんて思ってもいなかった……こんな、一方的な負け方が……。

　でも……不思議だ……悔くやしくも、悲しくもない。

　負けたら、私は泣くと思っていた。悔しくて悔しくて、血の涙を流すまで泣くと思っていた。

　なぜだろう？　涙なんか一粒も出てこない。逆に、何か清すが々すがしいような気分だ。

　──そうか、これが本当に負けたってことなんだ。

　もし、接戦などで、何かのタイミングの差で負けたりしたら、きっと、もっと悔しく、悲しいだろう。でも、これほど圧倒的な腕の差を見せ付けられてしまうと、逆に素直に事実を受け入れるしかないってわかってしまうんだ。

　シャールは顔を上げると、馬の横腹を蹴けって馬を走らせ、城壁の上に立つ晴せい凛りんの下に近づいた。

　そして、晴凛の顔が見える辺りまで近づいたとき、シャールは思わず目を見開いた。

　──あれ？　こんなに若い人だったの？

　ミーネの口こう上じようを聞いたシャールが脳内に思い描いていた晴凛は、シムールの中で言い伝えられている、醜しゆう悪あくで恐ろしげに憎々しく描かれた霜そう弊へい経けいの絵姿であり、その絵姿を元にして、さらにおどろおどろしく脚色された、疫やく病びよう神がみ『霜そう神じん』の姿だった。

　それに比べれば、本物の晴凛は、普通の気のよい優しげな若者に見える。いや、思い描いていた鬼神の顔に比べれば、その数十倍はいい男に見えたのも無理は無い。

　──この人が……私を打ち負かした。

　弓の腕で、この私に勝つものはいない。私はこの世で一番だ。そう思い上がっていた私の驕きよう慢まんさを、この人が打ち砕くだいてくれたんだ。

　今、負けて初めてわかる。……私、なんて嫌いやな女だったんだろう。

　私が素直になれたのは、この人のおかげだ。

　シャールの胸の奥がじん、と熱くなった。それが何なのか気がつかぬままシャールは顔を上げて、晴凛に向かって呼びかけた。

「我が名はタッケイのシャール！　あなたが晴凛殿か！」

「そうだ！　私が晴凛だ！　帝国の民なれど、ゆえあってシャン族に加勢した！」

　晴凛の話す、流りゆう暢ちようなシムール語を聞いて、シャールは少し驚いたように目を見開いた後で言葉を続けた。

「見事な腕前だ！　このシャール、完敗だ！　これほどまでにきれいに負けると、何も言い返すことができん！　物心ついた頃から弓矢を玩具にして育ち、十五の春に鍛たん試しを受け、騎射の位を受けてより今まで、修練を重ね龍りゆう射しやの位を取ったが、あなたほどの腕を持つに至らなかった。今となっては我が身が恥ずかしい……」

　そう言うシャールの胸の奥の熱さは、いつの間にか耳の先まで赤く染めていた。

「晴凛殿に問う！　せ、晴凛殿は……妻女をお持ちか？」

　その質問は、晴凛の予想していたものに無かったのだろう。晴凛はすっとんきょうな声を上げた。

「え？　……さ、妻女ぉ？」

「そうだ！　妻女だ！　私は、弓の道に進むとき、願がんをかけたのだ！　弓の腕で私に優る男でなければ嫁に行かぬと！　タッケイには、誰一人ひとり、私に勝つ男はおらなかった！　私に勝った男はあなたが最初……そして、おそらく最後！　これは、弓の神のお告げに違いありませぬ！

　妻女がいなければ、ぜひとも、この私をあなた様の妻に！」

　ついさっきまで矢合わせの相手だった、敵だった女の子の口から飛びだしたのは、まごう事なき、求婚の言葉だった。

　城壁の後ろでそれを聞いていたミーネが飛び出した。

「な、なななな、何を言っておるのじゃ！　馬ば鹿かかお前は！　わしらは敵味方に分かれて、戦っておるのじゃぞ！　その敵のところに来て、嫁にしろとは、何という言い草じゃ！　あきれて話にならん！　帰れ！　馬鹿！　馬鹿女！」

　シャールはミーネをにらみつけた。

「あなたにお話をしているのではありません、ミーネ姫！　私は晴せい凛りん様にお話をしているのです！　晴凛様のお返事を聞くまで帰りません！」

「あーっ！　もう、馬鹿女！　晴凛が、お前など嫁にするわけがないではないか！　晴凛！　さっさと追い返せ！」

　きいーっ、と叫さけぶミーネの横で。

　晴凛は迷っていた……というより、困惑していた。

　見ず知らずの女の子に、いきなり嫁にしてくれ、と言われて、困惑しない男はいないだろう。

「あ、いや、何というか、君の申し出はありがたいけど……」

「ありがたいわけなかろう！」

「君、ではありません。シャール、とお呼び下さい！」

「えっと、じゃあ、シャール君……」

「そんな言葉で、呼ばんでいい！　あんな女は、あんた、でたくさんじゃ……むぐぅ！」

　ミリンがミーネの後ろから口をふさいだ。

「姫サマは、口を挟はさんではいけません。これは晴凛殿とあの子との話でス」

「うぐぐ！　むー！　むぐーっ！」

[image: ]

「折り合いは晴凛殿自身が決めること、とさっきも言ったでしょうに、この山やま猫ねこは、まったく」

　じたばた暴れるミーネを押さえ付けて、ミリンは晴凛に目配せをした。

　──今のうちに返事をしろってことか。

　晴凛は小さくうなずくと、城壁の下にいるシャールに呼びかけた。

「えーと、いきなり、嫁にしてくれと言われても、本当のところ、実に困るんだ。君も、勝負に負けてきっと、気持ちが混乱しているんじゃないかと思う。

　だから、今日きようは自分の包建パイクーに帰って、気を落ち着けて、考えたほうがいい。

　君たちと、僕たちは戦争をしようとしている。でも、シムールの人たちは本気で戦争を望んでいるとは思えないんだ。君のお兄さんであるタッケイ族の大将軍スンタタに、聞いて欲しいこの戦争の目的は何なのか、本当に戦争しなくちゃならないほどの理由なのか、それを」

　シャールは黙だまったまま晴凛の顔を見つめていたが、やがて、にっこり笑った。

「わかった、それは断りの言葉ではないということだな。よく考え、兄と話をし、この戦いの理由を聞いてみよう！　敵味方であったのでは、婚礼はできんからな！　では、また会う日まで！」

　シャールはそう答えると、馬の首を巡らせて、自分たちの陣地に向かって走っていった。

　そのやり取りを横で聞いていたミリンが、肩をすくめながらため息をついたのだが、それは誰も気がつかなかった。

　一方の晴せい凛りんは、

　──参ったな。何で話がああなるんだ？　でも、まあ彼女がスンタタを説得してくれる可能性ができただけでもよしとするべきかな。

　走り去っていくシャールを見送って、そんなことを考えたのだが、

「この馬ば鹿かーっ！」

　怒号と共にミーネの跳とび蹴げりが、そのみぞおちに決まった。

「ぐほおっ!?」

「あら。山やま猫ねこが飛び出しやがってしまいマシた」

　吞のん気きな口調でつぶやくミリンの手をすり抜けて、一息で晴凛に駆かけ寄り、跳び蹴りをかましたのだ。

　城壁の上にひっくり返った晴凛の上に、目を怒りに燃やしたミーネが馬乗りになって、襟えり首を引っ摑つかむ。

「何が、一晩考えろじゃ！　ああいうときは、きっぱり断るのが当たり前であろうが！　お前のようなブサイクで、荒っぽくて、家事もできんような女はお断りだ、となぜ言わんのだ！　この、馬ば鹿か晴せい凛りん！　馬鹿馬鹿晴凛！」

「あ、いや、初対面の女の子にそんなひどいことは……」

「女の子!?　あんな弓を振り回すようなのが、女の子だというのかお前は！」

「いや、女の子は女の子でしょう。それにあんまりひどいことを言えるわけが……」

「その優しさがいかんのじゃ！　お前は誰にでも優しい、それがいかん！　優しくする相手は、わしだけでいいのじゃ！　わかったか！」

　と言ってからミーネは、はっと目を見開いた。

　そして、少しの間の後。

「えーと。今、わしは、何と言った？」

「優しくする相手は、わしだけで……」

　晴凛が答えきる前に、その頭にゲンコツが飛んだ。

　ぼくっ！

「痛いてっ！」

　真っ赤になったミーネが目をらんらんと輝かせて、晴凛の襟首を摑つかんでにらみつけていた。

「……忘れろ」

「え？」

　ぼくっ!!

　再びミーネのゲンコツが飛んだ。

「痛い！」

「……わ、す、れ、ろ、と言っておる」

　ミーネの目の輝きは尋じん常じようではなかった。今ここで、はい、と言わなかったら、あと何度殴なぐられることか。いや、殴られるだけで、済むのだろうか。

「は、はい。忘れました」

「本当か？」

「本当です」

「ならいい」

「そ、そうですか」

　ミーネは、しばらく無言のままじっと晴凛をにらみつけていた。

　その顔は、晴凛が今まで見たことのない顔だった。

　恥ずかしさと、悲しみと、愛しさがごっちゃになった、幼い少女の顔だった。

　晴凛の胸の中に湧わいた想いは、恋でも愛でもなかった。

　それは、ただ、守りたい、この子を守りたい、という一途な想いだった。

　自分の中に、そんな想いがあるなんて知らなかった。自分が誰かを守ることができるなんて思ったこともなかった。

　自分が無力だと思っていた頃には、絶対に思わなかっただろう。

　今しがたの矢合わせでの勝利が、自分に自信を与えてくれているのだ。

　自分の想いと、その根拠に気がついたとき、晴せい凛りんは思わず微笑ほほえんだ。

　その微笑を見て、ミーネは再び顔を赤くして晴凛の頭を殴なぐった。

「笑うな！　馬ば鹿か！」

　晴凛は殴っているミーネの腕を優しく受け止めると、そっと押さえた。

「はい、遊びはここまでです」

　自分の腕を押さえ込んだ晴凛の力に、ミーネははっとしたように目を見開いた。

　晴凛は手を離すと、自分の上に馬乗りになっているミーネの脇わきの下に両手を入れて、ひょい、と身体からだを持ち上げた。

「ふあ！」

　あっさりと身体を持ち上げられたミーネは、思わず気の抜けたような声を上げた。

　ミーネの身体を自分の右側に下ろし、ゆっくりと身体を起こした晴凛は、すぐそばに立っていた伏ふせ龍たつを見て、真ま面じ目めな顔で聞いた。

「矢合わせは終わりました。これで向こうが折れてこなければ、明日あしたの日の出から戦争です。屋根に泥を塗るのは、どこまで進みましたか？」

「八割は終わった。今夜中には全部終わるだろう。試しに火矢を打ち込んでみたけど、大丈夫、燃えなかった。おそらく本番でも効果を発するだろう」

「いよいよ、本番ということですね」

「まっとうに正面から戦ったって勝ち目はない……ということでいろいろ計略を立ててみた。これからみんなに話すから、お前も来てくれ」

「わかりました。できることなら、今夜辺り『今日きようのところはこれくらいにしておいてやる！』とか何とか言って、帰ってくれるとありがたいんですけどね……」

「いや、それは望み薄だろう……状況を分析してみたんだが……」

　伏龍と作戦について話を続ける晴凛の顔を、ミーネは少し寂さびしそうな顔で見つめていた。







　　　第四章「戦闘開始」







　夜明けが近づいていた。

　漆しつ黒こくの闇にすぎなかった夜空が青みがかってくるのと同時に、東の地平がうっすらと明るさを増してくる。

　さっきまで、空一杯に広がっていた無数の星が、まだ夜の名残を残す青黒い空の中に溶けるように消えていく。

　点々とかがり火が焚たかれた侘タ瑠ル徒トの街の広場に立ったアイリーンが、四方を見回してつぶやいた。

「こうやって見ると、ここは結構広かったのね。市場があった頃は露店が並んでいたし、夕べまではシャン族の包建パイクーが建ち並んでいたいたから、こんなふうに何も無い光景を見たことがなかったわ……」

　アイリーンの横に立って同じように街の中を見回していた伏ふせ龍たつが、小さくうなずいた。

「ここに張られていたシャン族の包建は、すべて夕べのうちに折り畳んで総そう督とく府の建物の中に運び込んだからな。あれは毛織物でできているから火に弱いんだ」

「燃えやすいものは徹底的に片付けたってことね……でも、本当に火を使ってくるのかしら？」

「間違いなく使う」

　伏龍は再びうなずいた。

「篭ろう城じようしている敵に火矢を射掛けて、建物や備蓄食料を焼き払い、文字通り炙あぶり出すのは、シムールの得意技だ。七十年前の北ほく擾じようの役えきのときもその戦法で、帝国の都市がいくつも陥かん落らくしている。きっと、ここでも使うに違いない」

「そんな昔の手を、また使うかしら？」

　くすり、と笑えみを浮かべながら、アイリーンは伏龍の正面に回り込む。

「使う。確かに昔使った古い手だが、帝国とは違って攻城兵器を持たないシムールが使える、数少ない城攻めの方法だ。必ず使ってくる。ネタさえわかっていれば、対策は取れるのさ」

　広場の片隅に積み上げてある霜そう弊へい経けいの銅像。その周囲にかがり火を焚いて、夜通し材木やロープなどを使って何やら作業していた思し量りようと那な刳ぐり。そして、零レイ二ジたちを指差して、伏龍は言葉を続けた。

「あの作業が終わったら、綱や材木を片付けて、燃やされないようにしないと……何せ、あれが俺たちの秘密兵器だからな」

　その『秘密兵器』の方を一いち瞥べつして、アイリーンは再び笑みを浮かべた。今度は少し、眉まゆをひそめているようにも見える。

「夕べ、うちのからくり人形芝居の一座の座長さんから話を聞きましたけど……本気でやるつもりなの？　あんな作戦……」

「手品もからくりも、タネや仕組みを知らない人は驚き、あっけにとられるし、常識を外れたものを見れば恐怖するものさ。

　兵の強さってのは腕力と武器だけで決まるものじゃない。意思の力も兵力のうちさ。敵に恐怖を与えて、意思の力を打ち砕くだくのも立派な作戦さ」

　そう語る伏ふせ龍たつの顔には、気負ったところはまるで見受けられない。アイリーンはそれを見て、三度笑えみを浮かべた。今度の笑みは素直な笑みだった。

「ふーん……さすがね」

「何だよ、気持ち悪いな……おだてても何も出ねえぞ」

「おだててるつもりは無いわ。ただ……すごく楽しそうだなって思っただけ。

　あなたは、この四年間ずっと帝国中をふらふら歩き回って、お酒飲んで、気楽な生き方を満喫していたけど、ちっとも楽しそうじゃなかったわ。でも、今はすごく楽しそう……」

　伏龍は肩をすくめた。

「まあな……今が楽か、と言われたら、とんでもない、お前は馬ば鹿かか？　と答えるけど。今が楽しいか？　と聞かれたら、そうだ、としか答えようがねえな……お前の言う通りだ。

　何もしないで楽ばかりしていると、世の中が楽しくねえ。んでもって、こうやって頭使って身体からだ使って苦しんでいるときって、実は楽しくて仕方ねえ……人間ってのは、厄やつ介かいな生き物だよな……」

「私は、好き勝手なことをして、ふらふらしているときのあなたより、今のあなたのほうが好きよ……うん、すごくいい顔してる」

　アイリーンはそうつぶやくと、伏龍にそっと寄り添った。

　伏龍は少し身体をびくっと震わせたが、逃げようとはしなかった。

「あら、逃げないの？」

「今回は世話になったからな……というか、お前が一緒にいる、あのからくり人形芝居一座の連中に、だけどな。あの連中がいなければ、こんな作戦は立てられなかった。アイディア、設計、そして作業の腕と、もうプロ中のプロだな……」

　伏龍はそう言うと、不思議そうな目でアイリーンの身体を見て、言葉を続けた。

「……それにしても、何で、子供向けの人形芝居の一座に、お前みたいな色気過剰の女が一緒にくっついて回っているんだ？　お前はどう見ても子供向けじゃないだろう……」

「あの一座は確かに子供向けよ。でも、公演の許可を出すのは子供じゃないの……つまりは、まあ、そういうわけよ」

「公演の許可を出す役人や、市場を仕切る顔役どもを手玉に取って転がすってわけか、相変わらず食えない女だぜ」
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「あらあ、ひどいわ、私は何もしませんのよ？」

　ぷう、と頰ほほを膨ふくらませたアイリーンは、伏ふせ龍たつをにらみながらその手を取った。

「ただ、こうやって、腕に抱き付いて」

　と、顔を彼の耳元に寄せる。

「耳の中に息を吹き込んで、お・ね・が・いって言うだけ」

　口に含んだ香の、甘い香りを吹き付けるように囁ささやく。

　そして、すうっと伏龍から離れて、にっこりと笑った。

「それだけで、オジサンたちはみんな、言うことを聞いてくれるのよ？」

　伏龍は皮肉っぽい微笑を浮かべて返した。

「言うことを聞いてくれる、その代わりにどんなご奉仕をするのか知らんが……」

　アイリーンはきょとんとした顔になった。

「ご奉仕？　何それ？」

「何それって……そりゃあ、当然色仕掛けで迫るんだから、あんなこととか、こんなこととか……」

　明後日あさつてのほうを向きながら、伏龍は言葉をぼかした、ぼかしたが、どんなことを言いたいのかは、いくら何でもすぐにわかる。

「ああ、それ、そういう意味ね。そんなこと、しないわよ？」

「え？」

「そんなことするわけないでしょ？　私が教祖様から与えられた使命は、優秀な男の人の子種を貰もらってその人の子供を産んで、優秀な血筋を後世に残すことなのよ？　なのに、どこの馬の骨だかわからない欲ボケオヤジの相手なんて、何の利益にもならないわ」

「……なるほど」

「それに、優秀な男の人は、私が自分の目で選ぶわ。相手に選ばれるんじゃない、私が選ぶの。

　だから、この身体からだを安売りするつもりなんて、これっぽっちもないわ。見損なわないでちょうだい！」

　ぷいっと顔を背そむけてしまったアイリーンを見て、伏ふせ龍たつは頭を搔かいた。

「いや、そうか。なるほど。すまん、俺は誤解していたようだ。てっきり、何というか、お前があんなこととかそんなことを、だな……」

「あ。ひどい。あなた、私のこと、そんな風な目で見てたのね……あー傷ついちゃったなー」

「その……すまん」

　頭を下げた伏龍を、アイリーンはいたずらっぽい目で見上げた。ついでに頭を搔いていた伏龍の手を取り、そっと自分の胸に寄せる。

「傷ついた、この私の心を優しく癒いやしてくれたら、許してあげてもいいわよ……？」

「わかった、考えておく」

　伏龍が、こんな風にあっさりと承しよう諾だくするとは思ってもいなかったのだろう。アイリーンはびっくりしたように目を見開いた。

「え？　え？　どういうこと？」

「俺たちは、これから三万のシムールを相手に戦わなくちゃならない。生きるか死ぬかってときに、つまらん意地を張っても仕方ないってことさ」

　伏龍はそう言うと、にっこり笑って、アイリーンを見つめた。

　アイリーンは慌あわてて伏龍から視線を外すと、おたおたするように早口で答えた。

「あ、ああ、そうよね、そういうことよね。この期ごに及んで意地を張るのは、馬ば鹿かだよね、うん！」

　そして、アイリーンは話題をそらすように、霜そう弊へい経けいの銅像の周りで作業を続けている思し量りようたちを見て言った。

「あなた、さっき、子供向けのからくり人形芝居の一座に、何で私みたいな人間が混じっているのかって聞いたでしょ……本当のことを教えてあげる」

「本当のこと？」

「そうよ、ああいったからくり人形芝居の旅の一座って、世界中にあるの。その資金の一部は私たち『知の教団』から出ているの。生まれて初めてからくり人形芝居を見た子供たちって、みんなすごく驚くわ。そして次にすごく喜ぶの。そりゃそうよね、動かないはずの人形が自分で動いてお話したり、歌を歌ったりするんだもの……。

　そして、驚いた子供たちの中には、どうやって人形を動かしているんだろう？　ってその仕組みに興味を持つ子がいるの。なぜ、こうなるんだろう？　どうしてこうなるんだろう？　って疑問を持つ子供が一人ひとりか二人ふたりは必ずいるの……」

「……そうやって、子供たちを選別しているってわけか……」

「はっきり言ってしまえばそういうことよね。

　目の前にあることをそのまま受け取る素直さも大事だけど、それはなぜだろう？　どんな仕組みになっているんだろう？　って疑問を持つことも大事だわ。これができる子供と、これができない子供では、将来に大きな違いができるの。

『知の教団』は優秀な頭脳や才能を持った人間の子供を集めて教育を施ほどこし、その子供たちをかけ合わせて、さらに優秀な血筋の子供を作ることによって、よりよい人間を作り出そうとしているのよ……これって、素晴らしいことだと思わない？　人はいつか人を超えるのよ。神により近い人を生み出すかもしれないのよ」

　そう語るアイリーンの目は本気だった。彼女はそう信じているのだ。

　その目を正面に見ながら、伏ふせ龍たつはこう返した。

「……お前が欲しいのは優秀な子供だ。もし、俺とお前の間に子供が生まれて、その子が普通の子だったら、お前はその子に愛情を注ごうとはしないだろう。いくら、取り繕つくろっても子供は敏感だ。自分が愛されていないことぐらいすぐに見抜く。

　人を超えた子供を望むお前から見れば、普通の子供は猿さるにしか見えないだろう。

　悪いが、俺は普通の人間が好きなんだ。嫁さんにするなら普通の人間の嫁さんが欲しいし、生まれてくる子供も普通の子供で十分さ……お前から見れば全部猿かもしれないけどな」

　伏龍はそう言うと、抱きついているアイリーンの腕を解いた。

「あん……」

　恨うらめしそうに見るアイリーンに、伏龍は空を指差してみせた。

「見ろよ、すっかり夜が明けちまった。日が昇れば戦争の時間だ。悪いがここでお開きだ」

　伏龍の言葉を裏付けるように、侘タ瑠ル徒トの街のあちこちで、十人隊長が部下の兵士たちを呼び集める声が聞こえ始めた。




　やがて、東の地平に太陽が姿を見せた。

　真横から差し込む日の光が、建物の影や城壁の裏に潜ひそんでいた夜の名残なごりの暗闇を追い払ったとき、侘瑠徒の街を取り囲むように四方から角笛の音が鳴り響ひびいた。

「いよいよ戦闘開始というわけか……」

　上から降り注ぐであろう火矢から守るために、厚く土を盛った屋根の下に作られた待避所の中で伏ふせ龍たつがつぶやくと、その脇わきで弓を抱えて待機していた晴せい凛りんがうなずいた。

「ええ、日の出と同時に戦闘開始……しきたり通りですね」

「シムールってのは律りち儀ぎな人たちだな。特に、今回の主力となっているタッケイ族は、頑固者で融通が利きかない連中だということだが、こういうときは助かるな……守備兵とシャン族の人たちに渡した矢はちゃんと分けてあるな？」

「ええ、伏龍さんの指示通りタッケイ族に向かって射る矢のやじりと、ユルム族に向かって射る矢じりは変えてあります」

「それでいい。普通の矢を当てられたタッケイ族の兵士にはちょいと辛い目にあってもらうことになるかもしれないが、この痛みが無いと、今回の作戦は意味が無い。とはいえ、殺しまくったのでは敵てき愾がい心しんを煽あおる。死なない程度に怪け我が人を量産しなくちゃならない。それができるのはお前だけだ、頼むぞ晴凛！」

「ええ、難しいですけど、やれるだけのことはやってみます。でも、矢の形状を変えただけで、タッケイ族とユルム族を仲なか違たがいさせることができますかね？」

「これだけで、タッケイ族とユルム族の連携が割れるとは思わない。こんなのは小細工さ。でも、こういった小細工は積み重ねて、初めて効果が出るものなんだ。地道な努力が実を結ぶのさ」

　伏龍が、そう言ってにやっと笑ったとき、見張り台の上に立っていた兵士が叫さけんだ。

「敵の叩たたく太たい鼓この拍ひよう子しが変わりました！　北ほつ方ぽうの置き盾だての後ろに騎馬兵が集結しつつあります！」

「いよいよ来るな。シムールが得意とする、一撃離脱戦法だ。騎馬兵の部隊を繰り返し何度も四方から突撃させて、少しずつ守備隊の戦力を削っていくんだ」

「でも、彼らの矢は効果が無い。城壁の上の守備兵は、いくら矢が当たっても平気な顔で歩き回る……というわけですね」

「そういうわけだ。反撃するのは、お前とあと二十人くらいだ。荷が重いかもしれんが、がんばってくれ」

「わかりました。がんばります！」

　晴凛はそう答えると、矢筒を背中に背負って、北の城壁に向かって走り出した。

　城壁の上には兵士たちが身をかがめ、頭の上に立てた人形の手足を動かしていた。

　一人ひとりが人形を支え、周りにいる三人がヒモを引っ張ると、人形はまるで生きているかのように腕や首を動かすのだ。

　その脇に、さらに四人の兵士が控えていた。

　──あれ？　あの人たちは何をするんだろう？

　そう考えたときに、晴凛は思い当たった。

　──そうか、あの人形は、中に歯車やばねが入っていて、かなりの重さがある上に、さらに鎧よろいや兜かぶとを上からかぶせてあるから、もっと重くなっているんだ。

　あの人たちは、人形を支えるのに疲れたときのための交代要員ってわけか。

　──さすがは伏ふせ龍たつさんだ。至れり尽くせり、用意周到ってのは、こういうことを言うんだろうな。

　晴せい凛りんが感心したとき、からくり人形を支えていた、がっちりとした体型の兵士が声をかけてきた。

「晴凛の兄貴！　反撃できるのは兄貴だけなんすから、がんばってくださいよ！」

　それは竜りゆう飛ひだった。

「竜飛さん！」

「へへへ、俺は腕力だけは誰にも負けやせんからね。こうやって、重たい人形を支える役目に回ったってわけでさあ」

　竜飛はそう言うと、人形を支えている棒を持ち上げた。

「俺たちは、こうやって、人形を動かして思い切り敵を馬ば鹿かにして引き付けやすから、片っ端から兄貴の弓でやっつけて下さい！　おい、お前ら、動かせ！」

　竜飛の言葉を聞いた、周りの兵士たちがヒモを引くと、人形は両手を持ち上げて、手首を左右にカクカクと振った。

「よし、もういっちょう！　べろべろばー！」

　別のヒモを引くと人形は手のひらを開き、その両手を左右の耳の脇わきに持っていって、そこでひらひらと指を動かし、赤い舌まで出した。

「すごい、こんなことまでやれるの？」

「ええ、人間と変わんねえっすよ。これならシムールどもは、間違いなくひっかかります！」

　龍飛がそう言って笑ったとき。

　城壁の外から聞こえていた、どんだんだん！　どんだんだん！　というシムールの太たい鼓このリズムが急に早くなった。

　どんだだ！　どんだだ！　という倍近い速さで打ち鳴らされる太鼓を聴いて、龍飛たちの顔から笑え顔がおが消えた。

「来やがった！　ありゃあ突撃開始の合図でさあ！」

　龍飛の言葉が終わらないうちに、城壁の外側から、何百人という戦士が口々に叫さけぶ「ウラァアアアアアア！」という雄お叫たけびが沸きあがった。

　城壁に設けた狭間から外を見た晴凛の目に映ったのは、置き盾だての間から雪崩なだれを打って走り出す五百騎ほどの騎馬兵の群れだった。

　騎馬兵たちは真っすぐ城壁に向かって走ってくる。そして、矢の射程距離辺りで右に曲がり、城壁に平行に走り始めるのと同時に、一斉に矢を放った。

　一本二本の矢なら、矢羽が風を切る『しゅるるるる』という音がする。だが、五百本の矢が、一斉に飛んでくる音は、豪雨のような『ざああああっ！』という音だった。

　それは、まさに豪雨だった。

　次の瞬しゆん間かん、城壁の上に無数の矢が降り注いだ。

『ががががっ！』

　晴せい凛りんが身を潜ひそめている城壁の上に設けられた待避所の壁面に、何十本という矢が突き立つ。

「うわあ！」

　晴凛は思わず悲鳴を上げて目をつぶった。

　このときの晴凛を責めることは誰にもできないだろう。

　想像してほしい。夕立のような雨の、その雨の一粒一粒が、すべて先端に鋭えい利りな刃物をつけた矢だったときの恐ろしさを。

　全身に、その鋭利な金属片が突き刺さる、その痛みを……。

　その恐怖の雨に打たれて、悲鳴を上げないでいられる人間はいない。

　やむことなく降り注ぐ矢の雨の中で、目をつぶっていた晴凛の耳に、竜りゆう飛ひの声が届いた。

「うはっ！　人形が毛虫のようだぜ！」

　晴凛は思わず目を開けて、竜飛たちのいる場所を見た。

　竜飛の言葉の通り、そこには身体からだに数十本の矢を突き立てた人形の姿があった。

「動くか？」

「やってみます！」

　部下がそう答えて、人形から伸びているヒモを引くと、人形は元気そうに手を振った。

「よしよし、そのまま手を振ってやれ。シムールの連中め、きっと驚くぞ」

　雨のように降り注ぐ矢の中で、平然と城壁の陰から人形を動かしている竜飛たちを見て、晴凛は感心したようにうなずいた。

　──すげえな、竜飛さんは。やっぱり本職の兵士は違う。

　感心するのと同時に、晴凛は恥ずかしくなった。

　晴凛は身体を起こすと、待避所に降り注ぐ矢の音を聞いた。

　──僕の上に降り注いでいるこの矢は、誰かを狙ねらった矢じゃない。下へ手たな矢も数打てば当たる、という矢だ。数で恐怖させるための矢だ。

　よし、ならば僕は、お返しに、誰かを狙った矢の恐ろしさを教えてやろう。一本の矢の恐ろしさだ！

　晴凛は弓を構えて、待避所の脇わきにある矢を射る狭はざ間まから外を窺うかがった。

　侘タ瑠ル徒トの城壁にいる晴凛たちに矢を浴びせながら北の城壁の前を通り過ぎていったシムールの騎馬兵の一団は、その先でＵターンして、再びこっちに向かってこようとしていた。

　晴凛は弓をつがえる。そして、騎馬兵たちの先頭を走る、タッケイ族の色である赤い鉢巻を長く後ろになびかせている指揮官らしい男を狙った。

　──頭や身体からだを狙ねらえば死んでしまう。殺すのが目的じゃないって伏ふせ龍たつさんは言っていた……となれば、狙うのは腕か足だ！

　射程に入ったのと同時に、晴せい凛りんは矢を放った。

　右手を上げて、突撃の合図を送ろうとしたその男の腕に矢が突き立った。

　男は悲鳴を上げて、右手を押さえて馬の上に伏せた。

　晴凛は、騎馬兵の中にいる、長い鉢巻を巻いた指揮官を狙って次々に矢を放った。

　部隊の指揮官が次々に矢に倒れ、落馬するのを見た周りの騎馬兵は、大きく方向を変え、城壁から遠ざかり始めた。

　しかし、晴凛は矢を射る手を休めなかった。

　晴凛の脳のう裏りには、この戦いが始まる前に伏龍から言われた言葉が浮かんでいた。

『いいか、緒戦に、まず恐怖心を与えることが大事だ。下へ手たに城壁に近づけば矢が飛んでくる。それも実に正確に狙ってくる。そのことを、包囲している連中の意識に叩たたき込むんだ。

　そうすれば、連中は不用意に城壁に近づかなくなる。城壁の上で動き回っているのが人間ではなく人形だということに気がつくのが遅れるというわけだ。殺さないように矢を打ち込むのは大変だろうが、お前の腕が頼りだ、頼むぞ』

　──確かに大変だ。だけど、これをやり遂げなくちゃいけない。これができるのは僕だけなんだ！

　晴凛は自分に言い聞かせるように小さくうなずくと、矢を放ち続けた。

　矢筒の中の矢、三十本を射尽くす前に、五百騎の騎馬兵部隊は総崩れとなった。

　矢を食らって落馬した指揮官を拾い上げて、ほとんどバラバラになって逃げていく様に、攻撃を仕掛けてきたときの威勢のよさはどこにも無かった。

　──すげぇ、噂うわさには聞いてたけど、人間技じゃねえ。

　ぽかんと口を開けて晴凛の弓技を見ていた龍りゆう飛ひだったが、敵が総崩れになったのを見て、

「やりましたね！　晴凛の兄貴！」

　と笑え顔がおで声をかける。だが、すぐさま見張り台の兵士が叫さけんだ。

「西側に動き！　次の部隊が来ます！　敵は波状攻撃をかけるつもりです！」

「西か！」

　晴凛はそう叫ぶと、狭はざ間まから飛び出して、城壁の上を西に向かって走った。




　結局、この後、北と西から何度となく攻めかけたタッケイ族は、晴凛の手によって二百人以上の負傷者を出すことになった。

　侘タ瑠ル徒トの街から少し離れたところにある高台に張られた、タッケイ族の長老の包建パイクーの中に、伝令の兵士が飛び込んできて、その場で片かた膝ひざをついて叫んだ。

「八番隊百人隊長、エイザル殿より指揮伺うかがい！　八番隊の十人隊長より上のものは、全員手傷を負い戦闘不能なり！　指揮官不足につき、これ以上の攻撃続行は不可能なり！　とのことでございます！」

　包建パイクーの中にいた、タッケイ族の総指揮官であるスンタタと参謀役の血族長たちが、うめき声を上げた。

「八番隊の指揮官も狙ねらい撃ちにされたのか！」

「敵にいる弓の名手は、霜そう弊へい経けいの孫と申しておったな……やはりあやつの仕し業わざか！」

「まさしく疫やく病びよう神がみですな……」

「十二番隊隊長ウィスラムより報告のあった件はどう思う？」

「城壁に配置されたる敵兵に対し、反復して攻撃を敢かん行こうせしも、効果なし！　敵兵は全身に矢を立てたまま動き回る化け物なり！　というあれか……」

「矢が刺さっても動き回れる人間などいるわけがないではないか！　見間違いだろう」

「いや、同様の報告がいくつも上がってきている。兵の中には怯おびえておるものも多いらしい」

　参謀役の血族長が眉まゆをひそめて、ひそひそと話をしている中で、最長老のジャンタカという老人が静かに言った。

「指揮官は兵に非あらず。百人の兵に慕したわれ、それを統率し、よって精兵たらしめるは人としての器なり。器大きな者は、ゆくゆくは、このタッケイ族を背負って立つべき者なり。

　指揮官の損そん耗もう激しければタッケイの未来に関わる！　二百人を越える負傷者を出しながら死者は一人ひとりも出ておらぬが、それは単なる幸運に非ず！　命は取らぬ、というシャン族の意思であろう！　ここは、一旦兵を引き、様子を見るべきだと存ずる！」

　スンタタは腕組みをしたまま、険しい表情で答えた。

「ジャンタカ師のおっしゃる通りです。しかし、この戦いは我がタッケイ族のみが戦っているものではございません。同盟軍であるユルム族と協議を行い、合意がなければ、兵を引くことはできぬのです」

「そういえば、ユルムのほうの損害はどうなっているのじゃ？　我々と同様の損害が生じていれば、兵を引くことについても合意するのではないか？」

　ジャンタカの言葉を聞いた参謀の一人が、少し首を傾かしげて答えた。

「……その件に関してですが、どうも数字がおかしいのです。ユルム族も我々と同様に死者は出ておりませんが、負傷者の数が著いちじるしく低いのです……数十名ほど、それもほとんどが軽傷ということでして……」

「何だと？　どういうことだ？」

「同じ敵を相手にしながら、なぜそれほどまでに負傷者が少ないのだ？」

　包建の中にいたスンタタと参謀たちが驚きの声を上げた。

「それは、おそらく矢の違いではないかと……」

「矢だと？　敵は、我々タッケイ族とユルム族とで、違う矢を使っているというのか？」

「左様でございます。これは先ほど、手に入れた矢でございます。ユルム族の兵士に向かって放たれている矢は、すべてこのような矢のようでございます」

　参謀はそう言うと、一本の矢をスンタタと長老たちの前に差し出した。

「普通の矢と変らんようだが……」

　そう言って手に取ったスンタタの目がすっと細くなった。

「……いや、違うな。矢じりが違う」

「矢じりですと？」

「うむ、見てみるがよい。この矢じりの先は叩たたいて丸めてある。丸めてあるとはいえ、三角の鉄片がついた矢が飛んでくるのだから、近くで当たれば怪け我がをするかもしれんが、遠ければ刺さることはまずあるまい」

　スンタタが差し出した矢を見た参謀と長老たちは一様に驚きの声を上げた。

「おお、まさに言う通りじゃ」

「これでは当たっても刺さるまい。ユルム族に負傷者が出ぬのも当然じゃ」

「しかし、なぜシャン族はこのような矢を……もしや……」

　長老の一人ひとりが言葉を続ける前にスンタタがそれをさえぎるように言った。

「矢の詮索は後でよい！　今は、あの城壁の向こうに立て篭こもっているシャン族と帝国のネズミどもをどうするのか、ということのほうが重要だ。予定より早いが、打ち合わせ通り火を使うぞ！　準備をしろ！」

　スンタタはそう言った後で、周りにいる全員をにらみつけて、言葉を付け足した。

「兵たちに、ユルム族とタッケイ族の負傷者の数の差と矢の話が漏もれるとまずい。それを聞いたタッケイ族の兵士の間には、ユルム族への疑念が高まることは間違いない。

　これは、おそらくそれを狙ねらったシャン族の策だ。この矢のことは、兵たちには伏せておけ！　よいな！」

　包建パイクーの中にいた参謀と長老たちは、お互いの顔を見合わせた後で、無言でうなずいた。

　その顔つきを見て、スンタタは思った。

　──長老たちは半信半疑というところか。まあ無理もない。ユルム族はこすっからい、というのが長年培つちかわれてきた評判だからな。この戦いも、美お味いしいところだけを、横から攫さらって逃げるんじゃないか？　と、誰もが思っている。

　──ここは、やはりユルムとの連携がぎくしゃくする前に、火を使って攻め落とすに限る。

　スンタタが難しい顔で考え込んでいた、その頃。




「ようし、敵は引いたぞ！　今のうちに干草の束に突き刺さった矢を回収しろ！　急げ！　次は火矢が飛んでくるぞ！」

　侘タ瑠ル徒トの街の中では、伏ふせ龍たつの指示を受けた守備兵とシャン族の戦士たちが走り回っていた。

　シムールたちが打ち込んだ矢を抜き終わった干草の束を城壁の上から投げ落とし、それを荷車で回収して回るのだ。

　干草は、シャン族の家畜や馬の大切な飼料である。山のように持ち込んであるとはいえ、みすみす燃やされるのはもったいない。

　一方、総そう督とく府の建物の周りでは、薄い毛織物に井戸の水をしみこませたものを、建物の外壁を覆うように吊り下げる作業が始まっていた。

　その作業を監督している晴せい凛りんに、竜りゆう飛ひが聞いた。

「総督府の建物は瓦かわら屋根だから燃えないんじゃねえんすか？」

「瓦屋根に降ってきた火矢は燃えませんけど、壁にある木の柱に火矢が刺さったら燃えちゃいますからね。だから、濡ぬらした毛織物をぶら下げて、火矢を防ぐんです」

「ああ、そうか。普通の家は屋根が木で壁が煉れん瓦がだから、守るところが逆なのか」

「そうです、横から飛んできた火矢は、このたっぷり水を含んだ毛織物に刺さって、そこで消えちゃうわけです」

　晴凛の説明を聞いた竜飛は、感心したようにうなずいた。

「いやあ、大したものですねえ、弓の腕前といい、こういったことを考え付く頭のよさといい、さすがは霜そう弊へい経けいのお孫さんだけのことはあります」

「あ、いや、濡らした毛織物をぶら下げるってことを考え付いたのは伏ふせ龍たつさんだし、その、霜弊経の孫っていうのは、実はデタラメなんだ……僕の弓の腕を自慢するためにミーネ姫が……」

　晴凛が慌あわてて言い訳しようとするその声をさえぎって、竜飛は笑いながら言葉を続けた。

「いいんですよ。誰が考え付こうが、大事なのはそれをやらせることができるってことなんですから。それに、晴凛の兄貴が霜弊経の孫だろうがなんだろうが、そんなことはどうでもいいんです。俺たちがそう信じ込みたいだけなんですから。

　シムールが攻めてきたとき、俺たちは、みんな内心びくびくしていたんですよ。太たい守しゆは逃げちまう、守備隊長は逃げちまう。こりゃあ駄だ目めかも知れねえって覚悟してたんです。

　そうしたら、頭がよくて機転の利きく伏龍の兄貴や、一番出世の晴凛さんも後に残ってくれて……挙あげ句くの果てには敵のはずのシムールのお姫様が兵隊連れて仲間になるわ。こりゃあ、もしかしたら、無事に生き延びるって目もあるかもしれねえって、みんなが考え始めたんすよ。

　人間ってのは、あきらめたら何もしやしません。欲があるから働くんです……見てくださいよ、あいつらの顔……」

　竜飛はそう言うと、侘タ瑠ル徒トの城壁の上を走り回っている守備兵たちを指差した。

「あいつら……っていうか俺もっすけど、生きていたいんですよ。自分が生き延びるって信じたいんです。信じさせてくれるものには何でもすがりたいんっすよ。

　晴凛の兄貴は……あの弓の腕は、俺たちが信じられる、摑つかまれる綱なんです！　だから晴凛の兄貴が、本当は霜弊経の孫なんかじゃないっていうのなら、霜弊経の生まれ変わりってことにすればいいだけのことなんす！」

「いや、僕は、そんなに大した人間じゃないし……」

　照れたように頭の後ろを搔かいて、思わず言い返そうとした晴せい凛りんに、竜りゆう飛ひは少し怒ったような顔で言い返した。

「駄だ目めです、晴凛の兄貴！　その謙虚さが兄貴のいいところかもしれねえ。でも、今はその謙虚さは仕舞っておいてくだせえ！

　言ったでしょう？　俺たちにはすがるものが必要だって！　あの、救国の英雄、霜そう弊へい経けいの生まれ変わりが、俺たちにはついている！　そう思えるだけで、すげえ安心感というか、何というか、ようし、何が何でも生き延びてやろうじゃねえか！　って気になれるんすよ。だから、晴凛の兄貴は、胸を張って堂々としていて欲しいんすよ。

　上に立つ人がやることは一つだけです。俺たち下っ端に、夢を見せてくれるだけでいいんすよ。俺たちは生き残れる。今日きようと同じ明日あしたが来る。馬ば鹿かなことを言い合って、笑いながら酒が飲める明日が来るって、そう信じさせてくれるだけでいいんすよ。

　本物ってのは、黙だまってていいんです。本人は何も言わなくても周りが認めたやつが本物なんすから」

「お、どうした、口下へ手たなお前が何やら一生懸命話しているってのは、珍しいな」

　横合いから声をかけたのは、伏ふせ龍たつだった。

「あ、伏龍の兄貴！　いやね、晴凛の兄貴が、あんまりふがいないことを言うもんで、思わず熱くなっちまいやした。面目ねえ。ちょっと、毛織物に隙すき間まが無いかどうか見て来やす！」

　竜飛はそう言いのこして、そそくさと立ち去った。

　その後ろ姿を見送って、伏龍が笑った。

「竜飛のやつ、何て言っていた？」

「ええとですね、例のミーネ姫が言った、僕が霜弊経の孫ってデマを否定したら、じゃあ生まれ変わりってことにしろ、と……守備兵たちには、すがるものが必要だから、それを否定するな。みたいなことを言われました……」

「ほう……」

　伏龍は竜飛の去っていった方向を見たまま、感心したようにつぶやいた。

「……考えてみれば、あいつも部下がいる身だからな。人を使うってことの意味は知っていて当たり前か」

　伏龍は晴凛に向き直った。

「晴凛、お前、英雄の条件って、どんなものだと思う？」

　いきなり聞かれた晴凛は、目を丸くした。

「え？　英雄の条件ですか？」

「そうだ。古今東西、英雄と呼ばれてきた人間は山のようにいる。この延えん喜ぎ帝国じゃ初代皇こう帝ていや、弓の名手霜そう弊へい経けいとかも、れっきとした英雄だ。こういった人間は、普通の人間とどこが違ったんだと思う？」

「血筋……ですか？」

　伏ふせ龍たつは笑って首を振った。

「初代皇こう帝ていは生まれや育ちが神格化されているけど、東のほうの貧乏な家の生まれってのが本当のところらしいぜ。霜弊経だって、兵士になる前は、南部の森林地帯で猟師をやっていたそうだ。血筋だのなんだのって言うようになるのは、英雄になってからさ」

「じゃあ……才能でしょうか？」

「確かに才能ってのは必要だな。最低でも、他人が認めて一目置くくらいの才能は必要だ。でも、それだけじゃないだろう？　霜弊経までいかないにしろ、弓の達人は山のようにいた。そういった人間と霜弊経の差は何だと思う？」

「……」

　考え込む晴せい凛りんの顔を、伏龍は指差した。

「答えはお前と同じだよ」

「え？　僕？」

　伏龍は面白そうに、にやっと笑ってうなずいた。

「英雄の条件ってのは、血筋でも才能でもねえんだ。運でもない……いや、確かに運もあるけど、最大の条件は逃げねえってことさ。

　めんどうなこと、嫌いやなことはやりたくねえ、何とかしてくれ！　何とかしろ！　と他人に押し付けて、自分は何もしないようなやつが、他人から尊敬されるわけがねえ。何とかしなくちゃ、と思って、何とかする人間……それが英雄の条件さ」

「……何か、ずいぶんと、当たり前なことですね」

「ああ、当たり前のことだけどな。何で、その当たり前のことが大事なのか……まあ、他人にケチをつければケチをつけた分、自分のほうが偉くなる。そして、尊敬されると思ってるようなやつには、一生わかんねえだろうな」

　伏龍がそう言って肩をすくめたとき、見張り台の兵士の声が聞こえた。

「敵陣の後方から、黒煙が上がり始めました！　数が増えています！」

「来やがった！」

　晴凛は見張り台にいる兵士に向かって叫さけんだ。

「鐘を叩たたけ！　警報の鐘だ！　外にいる連中は、全員、手近に置いてある桶おけの水をかぶれ！」

　見張り台にいた兵士たちは、それぞれに手桶の水をかぶると、台に吊るしてあった鐘を叩き始めた。

　カン！　カン！　カン！　カン！

　その音が、侘タ瑠ル徒トの街の中に響ひびき渡るのを聞いた守備兵と、シャン族の戦士は、街の中のあちこちに置かれた水の入った手て桶おけに駆かけ寄って、頭から水をかぶり始めた。

　街の中で鐘が鳴り始めるのに呼応するように、シムールの軍勢の太たい鼓このリズムが急に早くなった。

「来るぞ！　お前も早く水をかぶって配置につけ！」

　伏ふせ龍たつはそう言い残すと、土を厚く盛った待避所に向かって走り出した。

「わかりました！」

　晴せい凛りんは、手元にあった濡ぬれた毛織物を一枚、頭からかぶった。

　羊毛でできた毛織物は、それに含まれる油脂のため水をはじく。だが、熱湯を満たした釜かまの中で煮ることで、羊毛の中の油脂が抜け、いくらかは水を吸うようになるのだ。

　たっぷりと水を含んで、ずっしりと重くなった毛織物の下の方からぽたぽたと水をたらしながら、晴凛は北門の脇わきに陣取った。

　シムールの攻撃は、東西南北の四方から同時に始まった。

　陣地の中から走り出してきたのは、燃えるたいまつを持った騎手を先頭に押し立てた一団だった。

　先頭の騎手は、一定の距離まで近づくと、そこで停止して、手に持ったたいまつを水平に差し出した。

　先端に羊毛を巻き付け、獣じゆう脂しを塗りたくった矢を弓につがえた騎手たちが、追い抜きざまに矢にたいまつの火を点つけていく。

　流れ作業のように次々に矢に火を点けた騎手たちは、矢の射程ギリギリのところまで近づいて、大きく仰ぎよう角かくをつけて矢を放った。

　矢を放つとすぐにＵターンして、たいまつのところに並んでいる騎手の後ろに回り、次の矢を弓につがえるのだ。

　火の点いた矢は、大きく山なりの軌き跡せきを描いて侘タ瑠ル徒トの城壁を越え、街の中に降り注いだ。

　しゅるしゅるという音を立てて、無数に降り注ぐ炎の雨は、そのまま市街地の民家の屋根に落ちた。

　高い高度からほぼ垂直に落下してくる矢の速度は、屋根の上に塗られた親指の長さほどの泥を突き破って、先端の矢じりが屋根に刺さるほどだった。

　無数の矢が、民家の屋根に突き立って燃え始めたのを見て、晴凛は驚いた。

　──やばい！　泥を塗っただけじゃ効果は無かったんだ！　あのままじゃ炎が屋根に燃え移ってしまう！

　だが、晴凛の見ている前で燃え上がった炎は、すぐに下火になっていく。よく見ると、突き立った矢そのものが、その場で燃え尽きていた。

　──そうか、矢が突き立っても、先端の炎が泥の下の木の板に燃え移る前に、矢の軸に燃え移るから、そこで燃え広がらずに消えてしまうんだ。

　──いける！　これなら火矢で建物が燃やされる心配は無い！　さすがは伏ふせ龍たつさんだ。

　晴せい凛りんは顔を引き締めると、濡ぬれている毛織物を少しずらして弓に矢をつがえ、シムールの部隊の中にいる、点火用のたいまつを持った騎手に狙ねらいをつけた。

　方向と風を読みながらそのまま矢の仰ぎよう角かくを上げていく。

　矢を山なりに放物線を描くように飛ばして距離を稼かせがないと、とても目標まで届かないのだ。

　その場合、直接目標を狙い、直線で矢を放つ場合と違って、おおよその見当をつけて放つことになる。火矢を降らせているシムールの兵士たちのように、数多くの矢を放ち面制圧をするのなら効果的だが、ピンポイントで狙うのは至難の技だ。

　だが、晴凛はそれをやろうとしていた。

　矢合わせで、走っている馬の位置を読み、その未来位置に向かって矢を放ったときのように、矢をつがえた晴凛は、脳内に矢が描くであろう軌き跡せきを思い浮かべた。

　──右。

　──ちょい上。いや、行きすぎ。

　──そう、そのまま……風は右から……ということは。この辺り。

　脳内に描いてた軌跡と矢の位置が合致した瞬しゆん間かん。

　晴凛は矢を放った。

　ぱしゅっ！

　矢羽の音を残して、青い空に突き刺さるような角度で、矢が勢いよく飛び出していく。

　矢は晴凛のいる城壁と、たいまつを掲かかげるシムールの兵士との中間辺りの空中で、方向を変え、一気に落下し始めた。

　遠く、たいまつを掲げていた騎手が、悲鳴を上げて馬から転がり落ちるのが見えた。

　──火遊びさせないためには、まず火元から消さないとね。

　晴凛が小さくうなずいたその頃。

　タッケイ族の指揮官用の包建パイクーの前にスンタタと、ユルム族のハグロラが立って、侘タ瑠ル徒トの街を眺ながめていた。

　スンタタが苛いら立だたしそうに叫さけんだ。

「何をやっておる！　ちっとも城内から火の手が上がらないではないか！　火矢が足りないのではないか？　もっと打ち込め！」

　脇わきに控えていた、タッケイ族の参謀が答えた。

「おおそれながら、すでに我らは千本を越える火矢を打ち込んでおります！」

「では、なぜ、火の手が上がらないのだ！　城内の建物と兵糧を焼き払わねば、敵は弱らぬし、はしごを持った攻め手が攻め寄せる隙すきも生まれぬ。あのまま、のこのこ近づいたのでは弓の的まとになるだけだ！」

　スンタタは、そこで言葉を切ると、横にいる同盟軍のハグロラに聞いた。

「ユルム族の寄せ手は、何本ほど火矢を打ち込んでいるのだ？」

「こちらも、同じく千本ほどだ」

　スンタタは腕組みをして首をひねった。

「双そう方ほう合わせて、二千本の火矢を打ち込んで、それでも燃えないとはおかしいな……」

「まったくだ。前線の兵士の間では、敵は何やらよからぬ魔術でも使っているのではないかという噂うわさも流れているようで……」

　追従するような笑いを浮かべるハグロラを見て、スンタタが聞いた。

「ユルム族のほうでは、火矢はあと、何本ほど残っている？」

「え？　あ、ああ、あと三百本ほどだが……」

「三百本？　火矢は作ろうと思えばいくらでも作れるではないか、なぜそれだけしか用意していないのだ？」

「あ、いや、これほどまでに手を焼くとは思っていなかったので……事態を甘く見ておった、申し訳ない」

　額ひたいに冷や汗をにじませて頭を下げるハグロラを見て、スンタタは思った。

　──こいつ、噓うそをついているな。おそらく今までに撃った火矢だって、千本もあるまい。連絡将校から聞いた、ユルム族は今ひとつやる気が無いという報告も、あながち間違いではないようだな。

　スンタタは無言でうなずくと、傍かたわらに立っていた参謀を呼んだ。

「我が軍の火矢の残りは？」

「はい、千本ほど……」

「よし、構わん！　残りの千本をすべて打ち込め！」

「かしこまりました！」

　参謀が一礼して走り去っていくのを見送ったスンタタは、視線を侘タ瑠ル徒トの街に移した。

　城壁の向こうから、いく筋か煙が立ち昇っているのが見えるが、それは細々としたものであり、とても建物のような大きなものが燃える煙ではなかった。

　スンタタは半分途方にくれたような目で、侘瑠徒の街を眺ながめながらつぶやいた。

「……どんな魔術を使ったのかと、兵どもが怯おびえるのは無理もない。まるで一夜にしてすべての家を瓦かわら屋根にしてしまったかのようだ。いくつか燃えたものはあるようだが、あの煙を見るかぎりでは焚たき火程度のものしか燃えておらんな……」

　ハグロラが声を上げた。

「しかし……何が何でも今日きよう一日で、侘瑠徒の街を攻め落とし、部隊を再編して、明日あしたには一気に帝国の要よう衝しようである県都、延えん声せいに攻め込まないと、帝国の準備が整ってからでは苦戦するぞ！

　侘瑠徒は、このまま放置して、延声に主力を差し向けよう！」

「いや、侘瑠徒にいるのは、帝国の守備兵だけではない。シャン族の騎兵がいる。数は多くないが、騎兵の機動力を生かして後方で暴れられたら、たまったものではない」

「で、では、騎兵を出せないように、監視部隊を置いておけばいいのでは？」

　気色ばむハグロラを見て、スンタタは首を振った。

「それは戦力を分散させることになる。延えん声せいの敵は、この侘タ瑠ル徒トの比ではない。総力を挙げて当たらねば意味が無い」

「いや、しかし……」

　ハグロラは、そこで言葉を切ってその後に続く言葉を飲み込んだ。

　──このままでは、何のために我がユルム族が先陣を切って戦いに赴おもむいたのか、その意味が無いではないか！　敵が呆ぼう然ぜんとしているうちに無防備な都市を次々に攻め落とし、帝国の財物を思う存分略奪できると思えばこそ、お前らをけしかけたのだぞ！

　スンタタは皮肉な微笑を浮かべた。

「さあ、どうする、ハグロラ？　我がタッケイ族はやるべきことはやったぞ。守備兵に矢を浴びせ、街の中に火の雨を降らせた。だが、見ての通り敵はびくともしない……矢を打ち込んでも死なない守備兵と火矢を雨のように降らせても燃えない街を相手にどう戦えばいいのか、策を教えてくれんか？」

「かくなるうえは、数で押し切るしかあるまい！　犠牲を覚悟の上で攻め寄せて、はしごをかけて城壁を乗り越えるのだ！　三万の兵をもってすれば何とかなるはずだ！」

「それはもはや策ではない。下へ手たをすればこの小さな街を落とすだけで、五千人以上の兵を失いかねん。五千の兵が失われるということは、五千の男が消えるということだ。お前には一家の大黒柱を失った五千の家族の顔が見えんのか？」

「しかし、戦いに犠牲はつきものだぞ？　たとえ五千六千の兵士が犠牲になったとしても、その犠牲はシムールの大義を守るための必要な犠牲であり……」

　表情も変えずに答えるハグロラを見て、スンタタの腹の中が煮えくり返った。

　──他の誰に言われても、そう腹が立たんが、こいつにシムールの大義と言われると、なぜかむかっ腹が立つ！

　スンタタは腹の中の怒りを抑え込んで答えた。

「左様か、さすがはユルム族。すばらしい。五千六千の犠牲をものともせずに、これから突撃するわけだな？　我がタッケイ族は心の底より応援しよう」

　ハグロラは目をむいた。

「は？　あ、いや、総攻撃は我々が共に行なうべきもので……」

「タッケイ族の軍団は、午前中の作戦行動の際に、敵の弓兵に三百名近い前線指揮官を戦闘不能にされている！　部隊の再編成をしなくては、組織的な行動が取れぬ！　それに引き換えユルム族は、ほとんど損害が無いとか？　総攻撃を行うなら、やはり余力のある部隊が主力となるべきであろうが！」

「た、確かに、我が軍は午前中の攻撃時の損害が低かったのは事実。しかし、我が軍にも死傷者が多数出ておるのだ！　ここはやはり、勇猛で知られるタッケイの戦士が主体となるべきかと……」

　スンタタとハグロラは無言でにらみあった。

　──ハグロラめ。我々を戦いに煽あおり立てたときと同じ言葉でいくら煽ろうとも、もはやその手に乗るものか。シャン族がなぜ、お前らに射る矢の矢じりを潰つぶしていたのか、そのわけを聞かせてもらうまで、もはや私は我が一族を危険に晒さらす気は無い！

　──スンタタめ、単純馬ば鹿かだから、煽って焚たき付ければ、いくらでも言うことを聞くと思っていたが、まんざら馬鹿でもなかった、ということか……タッケイ族を前に立てて、我々はその後ろで美お味いしいところだけを頂こうと思っていたのだが、そうもいかなくなったようだな。

　二人ふたりは無言のまま相手の顔から視線を外すと、眼下に見える侘タ瑠ル徒トの街に視線を戻した。

　タッケイ族とユルム族の兵士が盛んに射る火矢の雨が、侘瑠徒の街の中に降り注いでいるのが見える。

　だが、城壁の向こうからは、建物が燃えるような太い黒煙は一本も上がってはいなかった。

　スンタタはうめくようなため息をついた。

　──なぜだ。なぜ、祖父から聞いた戦法が通用しないのだ！　火をもって城を攻める。これはシムールの戦い方として、言い伝えられてきた戦法だ！　曽祖父も祖父も、この戦い方で勝利してきたのに、なぜ、俺では駄だ目めなんだ！　俺はタッケイ族の族長として不適格ということなのか！

　スンタタのため息を聞いたハグロラは、胸の中で悪態をついた。

　──ため息をつきたいのはこっちだ！　シャン族が……いや、あの山やま猫ねこ姫が侘瑠徒に立て篭こもらねば、この戦いはとっくに終わり、我々は準備の整っていない延えん声せいを攻め落として、品物をいくらでも略奪できたんだ！　布も小麦も奪い放題だったはずなのに！

「おのれ！　あの山猫め！」

　スンタタとハグロラが苦虫を嚙かみ潰したような顔で同じ言葉をつぶやいたその頃。




「へっくし！」

　総そう督とく府の建物の中に避難していたミーネが、小さくくしゃみをした。

「風か邪ぜを引いたのではありませンか？　姫さま。そんな薄着でいるからデス」

「そうではない！　煙のせいじゃ！　薄着なのは……窓を閉め切って部屋の中が暑苦しくて仕方ないからじゃ」

「外は火の雨が降っておりマス。先ほどより、屋根の上でカチンカチン音がするのは、火矢が落ちる音でございマス」

　ミーネは不満そうに言った。

「その、火の雨とやらをぜひ見たいのじゃ！　なあ、いいであろう？　ちょっとだけ窓を開けて外を見せてくれんか？」

「駄だ目めデス。晴せい凛りん殿、伏ふせ龍たつ殿に、キツく言われたでショウ？　この部屋ニは、燃えヤスクて危険ナものが一杯置いてあるカラ、絶対に窓を開けるなト。火の粉こが一つでも飛び込んだら、とんでもないコトニなるソウデス」

「この壺つぼに入っている黒い粉がそれなのか？　ただの炭の粉にしか見えんが……」

　壺のふたを開けようとしたミーネを見て、同じく避難していたアイリーンが、慌あわててそれを止めた。

「ちょっと！　駄だ目め！　それいじらないで！　お願い！」
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　アイリーンの剣幕に、ミーネは慌てて壺から飛び下がった。

「……ちょっとぐらいいいだろうに。行かず後家ミリンもおっぱいお化けアイリーンもケチじゃのう」

「あのね、これは『化薬』と呼ばれるもので、爆竹の中に入っているものなのよ。ひょいひょい触ると、すっごく危ないの。わかる？」

　アイリーンはシムールの言葉が話せない。だから、ゆっくりと帝国語で話したのだが、どうやらその努力の甲斐あって、ミーネには伝わったらしい。それを聞いたミーネは目を丸くした。

「ああ、知っている！　からくり人形芝居を見に行ったとき、ぱんぱんと、けたたましい音を立てて細い竹が破裂しておった！　ミリンが怖がっていたのを覚えているぞ！」

「ワタシは、びっくりしただけデス。怖がってはイマセン！」

「ふーん、そうは見えなかったぞ……それにしても、あの『ばくちく』とやらの中に詰めてあった『かやく』とやらが、これほどあるのか。もし、火が点ついたらさぞかし大きな音を立てるであろう。きっとミリンなど腰を抜かして、ちびってしまうかもしれんな？」

「ソンナことはありません。山やま猫ねこじゃあるまいし、腰を抜かすなんてそんな……」

　ミリンが憤ふん慨がいしたように胸を張ったのを見ていたミーネは、そっと下を向いた。そして、唇くちびるの端っこをにゃふっと曲げると、いきなり両手を広げて大声で叫さけんだ。

「どかーん！」

「ヒィアアアアア!?」

　ミリンは悲鳴を上げて両耳を押さえ、その場にしゃがみ込んだ。

「わはははは、見ろ！　腰を抜かしたではないか！」

　腹を抱えて笑うミーネを、ミリンが涙目でにらみつけた。

「まったク！　ナンてことをしやがりますか！　この山猫が！　寿命が縮んだじゃアリマセンか！」

　ミーネはそっぽを向いて頭の後ろで手を組むと、つぶやくように言った。

「それにしても、晴せい凛りんも伏ふせ龍たつも薄情なやつらじゃな。わしらをこのような危険な化薬とやらと一緒にするとは……一緒に吹き飛んでもかまわんと思っておる証拠じゃな。帰ってきたら文句を言って一発殴なぐらんと気がすまん！」

　ミリンは不満そうに唇くちびるを尖とがらせて答えた。

「忌いま々いましいけど、その逆です。ここはこの侘タ瑠ル徒トで今、一番安全な場所なのです。この建物は屋根が瓦かわら葺ぶきで、上から降ってくる火矢では貫けないし、壁や外の廊下には、隙すき間まなく濡ぬらした毛織物が貼り付けてあります。窓もしっかり目張りされていて、外部からの火の気は入らないし、部屋の隅には水を満たした手て桶おけが用意されています……火が入っちゃ困る場所、絶対に燃やすわけにはいかない場所こそが、一番安心な場所というわけです」

「ふむ……そうなると、わしは大事にされておったのか……うん、悪くないぞ」

「何をニヤニヤしてやがりますか、この山猫は気持ち悪いですねホントに」

　ミリンの毒舌に言い返そうと口を開いたミーネが、はっとしたように天井を見上げた。

「……音が……消えたのではないか？」

「え？」

　ミリンも同じように、部屋の天井を見上げた。

　さっきまで聞こえていた、かちんかちんという屋根瓦に落ちる矢の音が消えていた。

「どうやラ、火矢の攻撃が終わったヨウですね……。どの家も燃えなかったのデ諦あきらメたのでしょう」

「窓を開けてもいいのか？」

「いえ、晴せい凛りん殿か伏ふせ龍たつ殿の指示があるまでは駄だ目めです」

「むう……」

　ミーネが唇くちびるを尖とがらせて膨ふくれっつらをしたとき、玄関の扉の方から、どやどやという何人もの人間の足音と、そして伏龍と晴凛の話し声が聞こえた。

「化薬は無事だったようだな……まあ、建物が無事ってことは、化薬も無事ってことなんだろうけどな」

「化薬も大事ですけど、一緒に避難していたアイリーンさんのほうが大事じゃないんですか？」

「ははは、何を言ってやがる。あいつがそう簡単にくたばるわけがねえ」

　アイリーンは無言のまますっと立ち上がると、部屋の入り口に向かった。そして、伏龍の声がすぐそばまで近づいてくるのを待ってから、部屋の扉をがらりと引き開けた。

「……聞こえてましたわよ」

「うひゃ」

　扉のすぐ向こうにいた伏龍は、何とも間抜けな声を上げて首をすくめると、頭を搔かきつつ弁解するように答えた。

「あ、いや、お前は、平気でこんな辺境の街までやってくるぐらい強い女だからさ……」

「何よ！　誰かさんが逃げるから、仕方なしに追いかけるハメになっちゃったんじゃない！　いたいけな女を一人ひとり、辺境まで向かわせるなんて、何て罪な男なのかしら！」

「いや、そもそも誰かさんが追いかけるから逃げるハメになっただけのことだ。それに、勝手に追いかけてきてるし。しかも一人ひとりじゃないし」

　口元を緩ゆるめてそう返した伏龍だが、ふと真顔に戻って、

「それより、化薬は無事か？」

　頰ほほを膨らませたアイリーンを軽くあしらいながら、部屋の中に足を踏ふみ入れた。

「私より、その化薬のほうが大事だって言うの？」

「ああ、こいつは俺たちの切り札だからな。シムールの連中は、これがどういうものかすら知らない。人間ってのは、未知なる物には恐怖心を抱く生き物だからな」

　伏龍がそう言ってうなずいたとき、伏龍に続いて部屋の中に入ってきた晴凛のところにミーネが走りよってきた。

「晴凛！　無事か？　火傷やけどはしておらんか？　火傷には馬の脂が効きくそうじゃぞ？」

「大丈夫ですよ、怪け我がも火傷もしていません」

「本当か？　もしかしてやせ我慢しているのではないか？　ちょっと服を脱げ。わしが見てやるから」

「ほんとに大丈夫ですってば」

「そうなのか、本当か？　馬で遠駆がけに出かけたときも、ぶっ倒れそうな顔をしていたくせに、大丈夫ですとか抜かしていたではないか」

「そのときは、もう駄だ目めですと言っていたのに姫様がちゃんと聞いてなかっただけです……って、なに人の帯緩ゆるめているんですかあ!?」

　見れば、ミーネは晴せい凛りんの腰にすがりついて、彼の帯を緩め始めていた。服がずり下がる。

「いいから見せてみろ、ほら動くな」

「いや、駄目ですって！　そんなところに手を突っ込まないでください！」

「おとなしくしろ、優しくしてやるから」

「何をどう優しくするんですか！　うひっ、そこを摑つかんじゃ駄目ですっ！」

「いいから言うことを聞けい」

　ぺたぺたと身体からだ中をミーネの小さな手がまさぐりだして、晴凛の声はますます切羽詰まったものになってきた。

「うひぁあ、そ、それ以上は、ほんと、駄目です、駄目ですって、ば！」

「火傷やけどはしてないようじゃのう。よかった、すべすべじゃ」

　腰にしがみついて、頰ほおずりするミーネ。彼女の柔らかな頰が晴凛の肌に直接触れる。なるほど確かに、晴凛の肌には傷ひとつ無い。

「……この山やま猫ねこ、怪け我がしていたら薬や脂を塗るんじゃなクて、舐なめて治すつもりでイやがったに違いありまセん」

「あら、舐めて直すの？　それだったら、お姉さんもお手伝いしてあげるわ。だって伏ふせ龍たつってば意地悪なんですもの」

　あきれ顔のミリンの横で、アイリーンがぺろりと舌なめずりをする。

　それを聞いたミーネは、

「いや、駄目じゃ駄目じゃ、わしが治してやるのじゃ！」

「なに言っていやがリますか。火傷は舐めても治らないでス。それに、晴凛殿は怪我をしていないでショうに」

「む。そう言えばそうじゃ……晴凛、無事でよかった」

　ミーネはほっとしたような微笑を浮かべた後で、不安そうな顔になって聞いた。

「で？　敵はどうじゃ？　タッケイもユルムも、まだ諦あきらめんのか？」

　ミーネがしがみついたままだが、襟を正して帯を締め直した晴凛は、ミーネの問いに真顔で答える。

「諦める気は無いみたいですね。ぐるりと取り巻いて……北と西に立てた包建パイクーもそのままです」

「そうか……お前の働きが足りなかったのではないのか？　ちゃんと戦ったのか？　敵を倒したのか？」

　伏龍たちと一緒に報告に来て、ミーネの行ぎよう状じように目を丸くしていた、シャン族の指揮官である千騎長が、慌あわてて首を振った。

「とんでもございません、ミーネ姫！　このお方はまさしく弓の化身、霜そう弊へい経けいの孫と呼ばれるだけのことはあります！　まさに百発百中！　タッケイの指揮官、それも五十騎長以上の者のみを狙ねらって、次々にその腕や足を射抜き、動けなくする様は、傍はたで見ていて、背筋の凍る思いが致しました！」

「なんと！　それほどまでに見事な働きをしたのか！」

　ミーネは目を見開くと、嬉うれしそうにうなずいた。

「我が父、イシルの言葉は本当であったな……」

「イシル様の言葉？」

　怪け訝げんな顔をする晴せい凛りんを見て、ミーネは真っ赤になって慌あわてて首を振った。

「あ、いや、何でもない！　何でもないぞ、別に、お前を褒ほめていたとか、シャン族の将来を背負うことになればいいとか、嫁に出すならいっそのこととか、そんなことは言っていないからな！」

「しっかりバラしてどうするんですか、この馬ば鹿か猫ねこは……」

　ミリンがため息交じりでつぶやく。

　その横で、化薬の壺つぼの前に座り込んで中の状態を見ていた伏ふせ龍たつは、指先についている黒い化薬をこすり合わせてうなずいた。

「大丈夫だ、それほど湿ってはいない。これならちゃんと燃える。爆竹を飛ばすこともできる」

　伏龍の後ろから化薬の壺を覗のぞき込んでいたアイリーンが怪訝そうな顔で聞いた。

「爆竹を破裂させることができるってのは知っているけど、これで、物を飛ばせることなんてできるの？」

「ああ、できる。侘タ瑠ル徒トの街でお前と最初に出会ったとき、俺の目の前を一本の爆竹が白い煙を引いて飛んできたんだ。二十短里メートルも離れたところからな。そのとき俺は思ったのさ。もしかしたら、この化薬ってのは破裂したり燃えたりするだけじゃなくて、物を飛ばせる力にもなるんじゃないかってね。

　その後、からくり人形芝居一座の思し量りようさんとか那な刳ぐりさんとかと一緒にいろいろ実験してきたんだ。こいつを使えば、シムールの連中の度肝を抜くことができる」

　伏龍とアイリーンの話を聞いていたミーネが、晴凛に聞いた。

「伏龍は何を言っておるのじゃ？　何やら難しい言葉が多くてわけがわからんかったが、この『かやく』というのは、もしかして飲むと空を飛べる魔法の薬なのか？」

「違いますよ、そうじゃありません。あの化薬を筒のようなものに詰めて火をつけると、火と煙を吹いて飛んでいくんだそうです」

「筒のようなもの……というのは、つまり中ががらんどうなものに、あの『かやく』とやらを詰め込めば、遠くまで飛ばせる、ということか？」

「ええ、まあ、簡単に言ってしまえばそういうことですね」

　ミーネは目を輝かせた。

「そうか！　からくり人形芝居の連中と伏ふせ龍たつが、夕べからずっと、あの広場の隅っこに転がっておる霜そう弊へい経けいの銅像のところで、何やらごそごそやっていた意味がやっとわかった！」

　そして、ミーネは胸を張って言い切った。

「あの銅像を『かやく』で飛ばすのじゃな！　こう、ばひゅーんと白い煙を引いて！　そしてそのままタッケイとユルムの陣に落ちるのじゃ！　銅像の中に、あの、ばくちく、というやつを山ほど詰め込んでおいてやれば、やつら、腰を抜かす！　空から、大きな霜弊経が降ってくるのじゃ！　んでもって、ぱぱんぱんぱん、と、破裂する得体の知れないものを撒まき散らすのじゃから、びっくりたまげるなどというものではあるまい！　尻尾しつぽを巻いて逃げて行くに違いないぞ！」

「あ、いや、確かにびっくりするかもしれないけど……いくら何でも、あの銅像を飛ばせるほどの力はありません」

　苦笑した晴せい凛りんに、伏龍が聞いた。

「ミーネ姫は何を言っているんだ？　いや、まあ大体の意味はわかったけど……」

「ええ、ミーネ姫は、この化薬で、広場にある霜弊経の銅像を飛ばせって言っているんです。中に爆竹を詰めて飛ばして、ここを包囲しているシムールの陣地に落とせば、驚いて逃げて行くに違いないって……まあ、霜弊経はシムールにとっては疫やく病びよう神がみとして嫌われていますが、シムールでなくたってそんなものが空から降ってくれば逃げ出すに違いないでしょうね」

　晴凛の話を聞いた伏龍は笑わなかった。

「いや……うん、そうか、それは使える。やってみる価値はあるぞ！」

「いや、だって、細い竹のような軽いものなら飛ばせるかもしれませんけど、高さ七短里メートルもあるような銅像みたいな重いものを飛ばせますか？　無理だと思いますけどねえ……」

　首を傾かしげる晴凛を見て、伏龍は笑った。

「ああ、銅像そのものを飛ばすのは、まず無理だ。だけど、銅像の一部を飛ばせることくらいはできるかもしれないぞ。駄だ目めでもともとだ。思し量りようさんと那な刳ぐりさんを呼んで、早速提案してみよう！」

　そして、伏龍はミーネを見て笑いかけた。

「ありがとう！　ミーネ姫！　もしかしたら本当に包囲している連中を追い払えるかもしれませんよ！」

　ミーネはきょとんとした顔で伏龍と晴凛を交互に見上げて、晴凛に尋ねた。

「伏龍は何を言っているんだ？」

「さあ、僕にもよくわかりませんけど……ミーネ姫の言葉が役に立ったみたいですよ？」

「そうか！　わしの言葉が役に立ったのか！」

　ミーネは、うんうん、とうなずいた後で胸を張った。

「お前の弓の腕といい、この『かやく』の使い道といい、わしのすござがわかったであろう！」

「いや、そう言われても……弓は姫様に習ったわけじゃないですよ」

「むっ……わっ、わしがおったから、弓も覚える気になったのじゃろうっぜーんぶわしのおかげなのじゃっ！」

「はいはい」

　晴せい凛りんは笑いながら頭を下げた。

　壺つぼの前に立ち上がった伏ふせ龍たつは、廊下の外にいた兵士とからくり人形芝居一座の人たちに向き直った。

「よし！　運び出してくれ！　さっそく準備にかかろう！　化薬だけじゃない、銅像を起こすための綱や滑かつ車しやも全部運び出すんだ！　ここを包囲しているタッケイ族とユルム族の連中に死ぬまで忘れられないような悪夢を見せてやろうぜ！」







　　　第五章「大霜そう神じん」







　西の山の稜りよう線せんに夕日が沈んで、ほぼ一刻ほど過ぎた頃。

　侘タ瑠ル徒トの街を包囲しているシムールの陣地の中には、いくつものかがり火が焚たかれていた。

　シムールは遊牧民であり、基本的に夜の戦いは好まない。

　馬が夜の闇を怖がるのと、大規模な部隊活動ができないためである。言い換えれば、馬を使わない、そして大規模ではない部隊行動ならば、夜でも動くことはある。

　その証拠が、今、ユルム族の陣地の中を動きまわっていた。

　それは黒い服を着た五十人ほどの兵士たちだった。

　その一角だけかがり火が焚かれていない真っ暗な中に、ユルム族の大将軍であるハグロラの小さな声が響ひびいた。

「よいか、この夜襲作戦は我がユルム族が単独で行う。タッケイ族の連中は、頭が固くて話にならん！　今日きようの昼間の作戦でかなりの損害を出したというのは、どうやら事実らしいがな。正々堂々と戦おうなどという時代錯さく誤ごなことを言っているからこんな目にあうのだということが、あのスンタタにはどうしてもわからんらしい。馬ば鹿かはどこまでいっても馬鹿だということだな」

　黒装束の兵士の中に低い笑い声が起こった。

「侘タ瑠ル徒トの街は、見ての通り静まり返っている。きっと、今日きようの日中の戦いに疲れ果てているのだろう。あれだけの火矢を降らされても建物が炎上しなかったということは、おそらく消火活動に走り回っていたに違いない。その疲れが出てくるのが、夕食をとって一休みした、ちょうど今頃だ。

　見張りの注意力も散漫になっている今が、城内に忍び込み、夜襲を仕掛ける絶好の機会だ。

　手はずどおり三箇所に分かれ、鉤かぎ爪づめのついた綱を使って城壁をよじ登るんだ。そして、後に続く者のために縄なわばしごを降ろせ。城内に忍び込んだらどこでもいい、手当たり次第に火を放て、いいな！」

　黒装束の兵士たちが一斉に無言でうなずいた。

　──やる気満々だな。こいつらならやってくれるだろう。

　ハグロラは、兵士の士気を高めるための駄だ目め押しとして、一言付け加えた。

「昼間、タッケイ族に大損害を与えた霜そう弊へい経けいの孫とかいう弓の名手も、夜の闇の中では恐れることはない！」

　だが、これが逆に兵の心にわずかな影を生んだ。

「霜弊経といえば……夜の闇でも目が見え、昼間と同じように矢を射る。夜の闇の中から飛んでくる矢に気をつけろって言われてたような気がするけど……」

　誰かがぽろりと漏もらした言葉に、周囲の兵士から、ざわっという動どう揺ようした空気が広がった。

　夜の闇に溶け込んだ黒装束のおかげで誰が言ったのかもわからない。おそらく、思いだしたことをただ、そのまま口にしただけなのだろう。

　──余計なことを言いおって！　士気が下がるではないか！

　ハグロラは胸の奥で舌打ちをすると、声を張り上げた。

「そのようなことはない！」

　ハグロラは強い口調で一いつ喝かつした。が、その後に「なぜならば」という説明をつけることができなかった。それは単に否定したいがための否定であり、ハグロラ自身、子供の頃から『夜の闇を貫いて飛んでくる霜弊経の矢』の恐ろしさを聞かされて育ったからだ。

「行け！」

　ハグロラが振った手に押されるように、黒装束の兵士たちは闇の中に走り出した。

　兵士たちは誰一人ひとりとして、昨日きのうの矢合わせで見事な腕前を見せた霜弊経の孫、と言われる帝国の青年に、夜の闇を見通して射抜く目があるとは思っていない。

　しかし、兵士の心理は納得していなかった。夜の闇が怖いのは、そこに何があるかわからないからだ。もしも昼間であれば見える矢も、夜の闇の中ではわからない。その矢は見えた瞬しゆん間かんに自分の身体からだを貫くのだ。

　今、こうして、闇に隠れて近づいている自分たちを、あの霜そう弊へい経けいの孫は城壁の上から邪じや悪あくな笑えみを浮かべて見ているのではないか。今すぐにもどこからか飛んでくる矢で、誰かが──俺が──喉のど笛を射抜かれて倒れるのではないか。

　──矢に射抜かれる前に、城壁に取り付かねば！

　城壁に向かって走る兵士の心の中に浮かんだ恐怖が、彼らの足を速めた……そのとき！

「どぉおおおおん！」

　地面を揺ゆるがすような重低音が、夜の闇を震わせて響ひびき渡った。

「うわあ！」

　城壁に向かって走っていたユルム族の戦士たちは悲鳴にも似た声を上げて、その場に立ちすくんだ。

　驚いたのは、彼らだけではなかった。侘タ瑠ル徒トの街を包囲していたシムールの兵士たちも一人ひとり残らず驚きの叫さけび声を上げた。

「何だ？　何の音だ？」

「どこだ？　どこから聞こえてくるんだ？」

　うろたえる兵士に答えるように、再び重低音が辺りの闇を震わせた。

「どぉおおおおん！」

　その音の響きが周囲の山に響き渡り、完全に消えた頃に、再び次の音が鳴り響いた。

「どぉおおおおん！」

　実にゆっくりとしたリズムで打ち鳴らされるその音は、大きな太たい鼓この音に似ていた。

　兵士の中に声が上がった。

「侘瑠徒の街だ！　あの音は街から聞こえるぞ！」

「街だって？」

　侘瑠徒の街を包囲していたすべてのシムールの兵士の視線は、侘瑠徒の街に釘くぎ付けになっていた。

　やがて、城壁の向こうが、ぼうっと明るくなった。

　それはかがり火の明かりだった。

　かなり大きなかがり火が焚たかれ始めたのだろう。時折、炎の先端が城壁を越えてちらちらと見える。

　城壁の内側がオレンジ色に染まり、夜空に向かって、無数の火の粉こが吹き上がっていくのが遠目にも見える。

　指揮官用の包建パイクーの外に出て、様子を見ていたスンタタのところに、参謀が駆かけ寄った。

「警報を出しますか？」

「いや、打って出るとは考えにくい。警戒するようにだけ伝えろ。もう少し様子を見たい」

「かしこまりました」

　去っていく参謀を見送った後で、スンタタは視線を侘タ瑠ル徒トの街に戻して、小声でつぶやいた。

「……いったい何をする気だ？　見当もつかん……」

「どぉおおおおん！」

「どぉおおおおん！」

　一定の間隔をあけて叩かれる太たい鼓こらしい重低音は続いている。

　やがて、城壁の向こうに、何かが動くのが見えた。

「何だあれは？」

「何かがいるぞ！　城壁の向こうだ！　動いている！」

「でかい！　かなりの大きさだ！　いったい何が動いているんだ？」

　驚き騒ぐ兵士の声に混じって、重々しい太鼓の音が鳴り響ひびく。

「どぉおおおおん！」

「どぉおおおおん！」

　やがて、どこからともなく、うなり声のような音が聞こえ始めた。

「ううう」とも「おおおお」とも聞こえる言葉にならないうめき声のようなものを聞いた兵士たちは、不安げな顔になる。

「何だ、あの声は！　歌か？」

「いや、歌じゃない！　声を出しているだけだ！」

　そう、それは歌ではなかった。侘瑠徒の街にいる何百人もの男たちが声をそろえ、腹の底から「おおおおー」と出し続けている低い声の響きだった。

　巨大な生き物が歩き回る、その足音のような太鼓の響きと、城壁の向こう側を動き回る、何か得体の知れない、巨大なものの影。そして、低音のうめき声のような男性合唱。

　その、どれもが、足元が崩れて行くような根源的な不安感を呼び起こすものだった。

　……何だ？

　……いったい何が起ころうとしているんだ？

　やがて、規則正しく叩たたかれていた太鼓の音が、ぴたり、と止まった。

　侘瑠徒の街を包囲しているシムールの兵士は誰一人ひとりとして、視線を動かすことができなかった。

　誰も、何も言わなかった。

　しん、と静まり返った陣地の中に、かがり火の薪まきがはぜる、ぱちぱち、という音だけが響く。

　次の瞬しゆん間かん、ぼうん！　と城壁の向こうのかがり火が燃え上がった。

　夜空を染めて立ち上がった火柱の向こうから、ゆっくりと立ち上がったのは、身の丈七短里メートルはある、巨大な霜そう弊へい経けいの姿だった。

　下から照らすかがり火の炎のために、悪あつ鬼きのような形ぎよう相そうに見える霜弊経は、ゆっくりと歩くように動き始めた。

「どぉおおおおん！」

「どぉおおおおん！」

　あの足音のような重々しいリズムが再び始まった。

　低い「おぉおおおおおお」と言葉にならないうめき声のような声が響ひびく中で、その巨大な霜そう弊へい経けいは、城壁のすぐ近くまでやってくると、ゆっくりと右手を上げた。

「うわあ！　来る！　出てくるぞ！　こっちに来る！」

　誰かが叫さけんだ。

　気の早い兵士が何人か腰を浮かしたが、多くの兵士は「まさか……」と思った。

　──まさか、あんなでかいものが、歩き回るわけがないし、城壁を越えて出てくるわけがない。

　誰もがそう思った。心の中に残っていた常識が理性を繫つなぎとめたのだ。

　だが、次の瞬しゆん間かん。その常識がひっくり返った。

　巨大な霜弊経が右手を突き出すと、ガラガラという轟ごう音おんを立てて、城壁が崩れる音が辺りに響いたのだ。

　霜弊経の足元には、明らかに崩れ落ちた城壁の一部のせいで、土煙が立っているのが見える。

　それは、あの巨大な霜弊経が城壁を突き崩した証拠だった。

　誰かがもう一度叫さけんだ。

「出てくる！　城壁を壊して、こっちに来る！　逃げろ！」

　一人ひとりが、叫び声を上げて逃げ出した。

「うわあああ！」

　それが引き金だった。

　目の前で、城壁を突き崩した光景から兵士たちが想像したのは、あの巨大な霜弊経が、そのままのしのしと歩いて、自分のところまでやってくる、という光景だった。

　シムールにとって、霜弊経は、子供の頃から恐ろしいものの代名詞として刷り込まれている悪あつ鬼きである。その悪鬼が巨大化して、城壁を壊して夜の闇の中を迫ってくるのだ。

　恐怖とは人間の心の中に生じる。

　いくら逃げても、人は自分の心の中にある恐怖からは逃げられない。

　それがゆえに、人は恐怖から逃げようとするのだ。

　この瞬間に、三万のシムール兵全員がパニックに陥おちいった。

　特に、タッケイ族の中には兵士たちを抑え、叱しつ咤たするべき指揮官がいなかった。

　前線指揮官は、兵士たちの心の拠より所でもある。この人の言うことを聞いておけば間違いない、という信頼関係で結ばれたリーダーたちのほとんどが、この日の午前中の戦いで晴せい凛りんによって行動不能に陥っていたのだ。
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「鬼だ！　鬼が出た！」

「俺はもうだめだ！　霜そう弊へい経けいに取りつかれて死ぬんだ！」

「かあちゃん、ごめん！　俺、もう、好き嫌い言わないよ！」

　兵士たちは口々に悲鳴を上げて、一斉に逃げ出した。




　城壁の上からその様子を見ていた伏ふせ龍たつは、顔の前で「ぱん！」と手を叩たたいて叫んだ。

「やったぞ！　積み上げた煉れん瓦がを落としたのが効きいたぞ！　やつら、逃げ出した！　きっと城壁を壊して、こいつが出てくると思ったに違いない！　見ろ！　何の統制も取れてねえ！　本当にクモの子散らすように逃げている！」

　伏龍の声を聞いた守備兵たちの間から歓声が上がった。

「やった！　やったぞ！」

「シムールが逃げ出した！」

「火矢でも焼かれなかったし、これで俺たちは生き延びれるかもしれねえぞ！」

　かがり火に照らされた霜弊経の銅像から目をそらすようにして、晴せい凛りんの腕をぎゅっと握っていたミーネがつぶやくように言った。

「逃げるのが当たり前じゃ。あんな恐ろしいものを見て、平気でいられるシムールなどおるものか！」

「ええ、そうですね。でも、ミーネ姫には討って出るシャン族に命令を下していただかねばなりません。シャン族の長はあなたなんですから」

「わかっておる、それはちゃんとやる！」

　ミーネがうなずく。すると、霜そう弊へい経けいの銅像の脇わきに立って、目を輝かせて口々に言い合う守備隊を見ていた思し量りようが、伏ふせ龍たつに聞いた。

「どうします？　腕は飛ばしますか？」

「ああ。駄だ目め押しだ！　飛ぶかどうかわかんねえし、下へ手たすりゃこの場で破裂するかもしれねえけど、それはそれで脅おどかしになる！　やってくれ！」

「わかりました！　全員を物陰に避難させてください！　みんなが隠れたら、私も導火線に火を点つけて逃げます！」

「わかった、気をつけろよ！」

　伏龍はそう言い残すと、霜弊経の銅像の周りでロープを引っ張ったり、滑かつ車しやを操作していた守備兵たちに向かって叫んだ。

「爆竹をぶっ放す！　手はずどおり、物陰に隠れろ！　急げ！」

　守備兵たちは、一斉に持ち場を離れて、近くの家の陰に飛び込んだ。

　城壁の階段を駆かけ下りながら、伏龍は右脇に立っている思量に向かって叫んだ。「全員隠れた！　あとはお前だけだ！」

「わかりました！　火を点けたら俺も隠れます！　伏龍さんも早く物陰に！」

「おうよ！」

　伏龍はそう言い残すと、まっしぐらに待避所の中に走って飛び込んだ。

　遠くで、思量の声がした。

「点火します！」

　二呼吸ほどの時間の後で。

「しゅばばっばばばば！」

　ものすごい勢いで何かが噴出するような音と共に、侘タ瑠ル徒トの街の中にオレンジ色の光と白煙が撒まき散らされた。

「うわ、すげぇ！」

　思わず顔を上げた伏龍の見ている前で、霜弊経の右腕が炎の噴水と夜目にも白い噴煙を残して飛んでいくのが見えた。

「やった！　飛んだぞ！　右腕が飛んだ！」

　伏龍の声を聞いて物陰から飛び出した、晴せい凛りんとミーネたちの見ている前で、オレンジ色の炎を後ろに噴出して飛んで行った霜弊経の右手は、そのまま放物線を描いて落ちていった。

　侘瑠徒の街の中にいた晴凛たちには、城壁にさえぎられて見えなかったが、その右手はユルム族の陣地のど真ん中に落ちて砕くだけ散り、内部に詰め込んであった爆竹を一斉に撒まき散らした。

　城壁の向こうからパパパンパンパン！　という響ひびきが聞こえたのを合図に、ミーネが叫さけんだ。

「今じゃ！　シャン族の戦士よ！　打って出よ！　敵陣を焼き払うのじゃ！」

　北側の城門の内側に待機していたシャン族の騎馬戦士、千人が右手を上げて叫んだ！

「ウラァアアアアアア！」

「今だ！　門を開けろ！」

　晴せい凛りんの言葉と共に、守備兵が門を引き開けると、その隙すき間まから、シャン族の騎馬兵が奔ほん流りゆうとなって走り出た。

　先陣を切った、シャン族の千騎長が大声で叫んだ。

「よいか！　ユルムの包建パイクーは焼くな！　ユルムとは話がついている！」

　後に続く千人のシャン族の戦士が、全員で唱和した。

「ユルムは焼くな！　ユルムとは話がついている！」

　千騎長は、にやっと笑ってうなずいた。

「そうだ！　それでいい！　そう叫びながら、タッケイの陣を焼くのだ！　行くぞ！」

　シャン族は、そのまま大混乱となっているタッケイ族の陣地に突っ込んでいった。




　やがて……夜が明けた。

「……損害はどれくらいだ？」

「はっきりとした数字は上がってきておりません……各部隊ともばらばらになっており、指揮命令系統が混乱しておりまして、逃げ散った兵士もかなりの数に及ぶかと……」

「燃えた包建は百を超えているものと思われます。シャン族は糧りよう秣まつ倉庫を重点的に狙ねらったようで、馬の飼料はほぼ壊滅かと……」

「武器倉庫もほとんどが焼失しております。矢の備蓄も皆無に等しいとの報告が参っております」

　燃え残った指揮所の包建の前に立って、参謀の報告を聞いていたスンタタは、暗い目で変わり果てたタッケイ族の陣地を見回した。

　昨日きのうまで、そこには一万五千人の屈強なタッケイ族の騎馬軍団が、何千本という真っ赤な軍旗をはためかせ、侘タ瑠ル徒トの街を眼下に見下ろして布陣していた。しかし、今、スンタタの目の前に広がるのは、まったく違う光景だった。真っ黒に焦こげた包建の焼け跡と、辺りに散乱する置き盾だてや踏ふみにじられた旗の残ざん骸がいをぼんやりと見つめる、腑ふ抜けたような兵士の群れだった……。

　覇は気きのカケラすら存在しない兵士の顔つきを見て、スンタタは思った。

　──敗残兵だ。

　ここにいるのは、すべて負けた兵士だ。

　俺は一万五千の兵を率いて千人の兵に戦いを挑いどみ……そして負けたのだ。

　スンタタは周囲の長老に聞いた。

「昨夜、あの侘タ瑠ル徒トに出現した巨大な霜そう弊へい経けいについて何かわかったか」

　忌いまわしい名前が出るや、長老たちは顔をしかめた。

　お祓はらいの仕草をしたり、服の下の護符を握って、厄やく払いの護文を小声で唱える者もいる。

　やがて、部族の祭礼を仕切る長老が、周囲の視線に押されるようにして渋々と答えた。

「あれは……おそらく帝国の魔術……で呼び出されたまやかし、もしくは目くらましではないかと思います」

「なぜ、そうと言い切れる？」

　長老は野営地に面した侘瑠徒の街の城壁を示した。

「あのとき、城壁を崩して現れたかに見えた霜そう神じんですが、夜が明けてみると、ご覧の通り、城壁は崩れておりませぬ。あのまやかしがいかなるものであれ、人を直接とって食らうとか、踏ふみ潰つぶすということはできぬと思います。実際、昨夜の騒ぎでもそのような死に方をした兵士はおりませぬ。あれは蜃しん気き楼ろうのようなもので、大きな音をたて、雷や炎を呼んで撹かく乱らんするのが精一杯かと」

「あのとき、確か、城壁が崩れる音がしたと思ったが……」

「よくご覧ください。城壁の下の地面に煉れん瓦がが散らばっております。おそらく、まやかしを出現させたときに、城壁の上に積み上げた煉瓦を崩して落としたのでしょう」

　この長老の指摘は、昨夜の霜弊経が魔術であるという、間違った前提に立つ推理であるが、結論は正せい鵠こくを射ていた。

　スンタタは考え込んだ。

「ふむ、あのようなものが帝国にあるとは聞いたことがない。あれほどの恐ろしいものがあるなら、これまでの我らとの戦いで使ってこなかったのはなぜだ？」

「さて、その理由は……」

　すると、話を聞いていた別の長老が口を開いた。

「おお。わかりましたぞ！　守備隊の中に、霜弊経の孫がおるではありませんか！　あの青年が祖霊を呼んだのでしょう。子や孫が一族の祭さい祀しを司つかさどるは帝国も同じであれば、孫が呼び出すのはたやすいことなのかもしれませぬ！」

「こちらもまじないで返すことはできんか？」

　スンタタは大真ま面じ目めに聞いた。その言葉に他の長老の顔にも希望と期待の色が浮かぶ。

「さて、難しいですな。あちらが霜神であれば、こちらはテンジンのお力を借りることになります。が、あの青年、シャン族の客人にしてルデル老の一番弟で子し。テンジンにとってはあの青年も一族の末となります」

「うぅむ。ならばせめて、霜神が現れるのだけでも防いでくれ。この世の敵であればともかく、あの世の敵では戦いようがない」

「わかりました。さっそく羊を贄いけにえに、テンジンに祈りを捧げます」

　一連のやりとりは、半ば兵を安心させるため、そして半ばは本気で行われていた。スンタタも長老たちも、霜そう弊へい経けいが本当にあの世からやってきて害をなすとは考えていない。彼らは迷信深くはあっても、まじないや魔術が、そこまで万能なものだとは思っていない。

　だが、そのようなものが「無い」とは決して思わないのがシムールであった。

　彼らの世界観の中では、霜弊経が孫の求めに応じて侘タ瑠ル徒トの街を救うために現れるというのは、十分に「ある」ことだったのだ。

　辺りを見回していたスンタタの目に、建ち並ぶ無傷の包建パイクーの群れが飛び込んできたのは、そのときだった。

「あれは？……」

　怪け訝げんな顔で聞いたスンタタに、参謀が答えた。

「あれは、ユルム族の包建にございます！　我が軍と違い、ユルム族の包建はほとんど焼き討ちにあっておりませぬ！」

「何だと？」

　隣にいた参謀が、腹に据すえかねる、という口調で答えた。

「……それと、これはかなりの数の兵が聞いていることですが、昨夜、夜襲をかけたシャン族の兵士が、口々に『ユルムの陣は焼くな、ユルムとは話がついている！』と叫さけんでいたとのことです！」

　その参謀の報告をきっかけにして、周りの参謀や長老たちが口々に叫んだ。

「大将軍閣かつ下か！　我々はユルム族とシャン族に嵌はめられたのですぞ！」

「これから夏の放牧が始まるこのときに、我々が弱体化すれば、我がタッケイの放牧地はシャン族とユルム族の好きにできます！　おそらく、あいつらはそれを狙ねらっているのです！」

「この戦いは、最初からユルムが仕掛けたもの！　族王エオルの率いる本隊が来る前に、我々だけで裏切り者のシャン族を血祭りに上げようと、申し入れをしてきたのはユルム族でございます！」

　スンタタは目を閉じて、参謀と長老たちの言葉を聞いていたが、やがて目を見開くと、はっきりと言った。

「違う！　この戦いはユルム族の仕掛けた罠わなではない！」

「何が違うのですか！　そもそもこの戦いはおかしなことが多すぎます！　あの、潰つぶした矢じりが、動かぬ証拠ではありませんか！」

　いきり立つ参謀と長老たちを見回して、スンタタはゆっくりと言った。

「確かに我々は嵌められたことは事実だ。だが、この策略に、おそらくユルム族は関わってはおらぬ！」

「しかし！」

「確かにお前たちの言う通りだ。シャン族のやり方はどう見ても、ユルム族と話を通じて、我がタッケイ族を弱体化させようとしていたとしか見えん。

　だが、あまりにも見え透いている！　矢じりを変える、夜襲の際にわざと聞こえるように叫さけび合う。どちらも、言い逃れができん明確な証拠だ！　そんな明確な証拠をなぜ残すのだ！　矢じりを変えずとも、狙ねらいを外せばいい！　聞こえるように叫ばずとも、黙だまって焼けばいい！

　これは、シャン族が我々連合軍の間にある信頼関係を断ち切るために仕掛けた策なのだ！　その策に乗ってはならん！」

　参謀たちはお互いの顔を見合わせた。

「確かに、そう言われてみればそうかもしれない……」

「同盟軍の間に不信の種を撒まき、これを割さくのは常道だ……」

　今まで黙ってスンタタと参謀たちの会話を聞いていた、長老たちのリーダーであるジャンタカが静かに口を開いた。

「無む駄だじゃよ、スンタタ。わしらはすでに策に乗ってしまっておるのだ。今さらどうしようもない。矢じりの件も、包建パイクーが焼かれなかった件も、お前の言う通り、あまりにも見え透いている。だが、見え透いているがゆえにわかりやすいのだ！

　今、末端の兵士に到るまで、すべてのタッケイ族の人間が、シャン族とユルム族は結託して自分たちを陥おとしいれたと信じておる！

　お前が何を言おうと、わしら長老が何を言おうと無駄じゃ。なぜなら、お前の言うことには、何の証拠も無いからじゃ！　ユルム族とタッケイ族に打ち込んだ矢じりの違いという目に見える証拠の前には、何を言っても説得力は無いのだ！」

　ジャンタカは両手を広げた。

「スンタタよ、意地を張るな。現実を見み据すえよ。糧りよう秣まつを失い、矢を失い、兵士すら逃げた我々は、もはや、どうやっても勝てん……ここは一旦兵を引くしかあるまい」

　ジャンタカに諭さとされたスンタタは目をつぶって、しばらく無言のままじっと立ち尽くしていたが、やがて目を見開いて、静かにうなずいた。

「ジャンタカ師のお言葉の通りです。これ以上、この場に留まっていても、兵と馬を餓えさせるだけです。帝国の反撃が予想される中で、これ以上あの侘タ瑠ル徒トの街にこだわるのは愚行以外の何ものでもありますまい……」

　スンタタは、その場にいる参謀と、各血族の長老に向き直ると、しっかりとした口調で言った。

「兵を引く！　撤収の準備にかかれ！　歩けぬ負傷者は荷車に乗せ、先に行かせろ！　殿軍しんがりはわしが取る！」

　参謀の一人ひとりが驚いたように答えた。

「危険です！　敵に追撃されるおそれがあります！」

　スンタタは笑って首を振った。

「いや、シャン族はそこまではやらんだろう。追撃できるほどの兵力が無い……それに、何というかな、あいつらは確かに策士だが、卑ひ怯きよう者ものではない。わしにはそう思えるのだ。

　とはいえ、警戒を怠おこたってはならん！　陣を畳む間も常に見張りを立てることを忘れるな！」

「かしこまりました！」

　参謀たちは口々にそう言うと、包建パイクーを出て行った。

　スンタタは大きくため息をつくと、つぶやくように言った。

「さて、ユルムのハグロラに会ってくるとするか……イヤミを言われるかもしれんが、仕方が無いな……」




　撤収が決まったタッケイ族の陣地では兵士たちが走り回り始めた。

　夕べの騒ぎで逃げ散ってしまった馬を探して右往左往するものや、焼け残った荷物の中から使えそうなものをより分けるもの、荷馬車の上に自分の荷物を載せてくれと頼み込むもの。

　上へ下への大騒ぎが始まろうとしていたが、陣地の一番奥の一角に建てられた、女官たちの暮らす色違いの包建には、まだ撤収の知らせが伝わっていなかったらしく、いつもと同じのんびりとした空気が漂っていた。

　スンタタの妹で、弓の名手として百騎長の位にあるシャールが飛び込んできたのは、そんなときだった。

「メンミ！　メンミはいるか！」

「お姉さま！」

　これから外に干すつもりだったのだろう。洗い終わった洗濯物の入った籠かごを抱えたメンミが、目を丸くして立っていた。

「おお、無事だったか」

「お姉さまこそ、お怪け我がは？　夕べのあの騒ぎで、前線の包建が焼かれたり、怪我人がたくさん出たって聞いて、私、お姉さまのことが心配で……！」

　今にも泣きそうな顔になるメンミを見て、シャールは胸を張ってみせた。

「心配するな。私はほら、この通り。無傷だよ」

「ああ、お姉さま！　けれども、気がつかないうちに矢を受けておられるのかも！　私が見て差し上げますわ！　さあ、服をお脱ぎになって！」

　メンミは抱えていた洗濯物の籠を地面に放り出すと、シャールの身体からだに飛びついた。

　そして、そのままシャールの戦衣の帯を解こうとするメンミを見て、シャールは悲鳴を上げた。

「うわあ、こら！　脱げと言いながら脱がそうとするな！　本当に大丈夫だ、何ともない！　だから胸元に手を突っ込むのはやめろ！」

「シャン族は、五十人隊長以上の者ばかり狙ねらって矢を射て来たというではありませんか！　もしお姉さまの玉の肌に傷でもつけられたらどうしようかと……この目で見るまで安心できません！」

「ああ、昨日きのうの昼間の戦いだな？　隊長をことごとく狙い撃ちにしたのは、あの晴せい凜りん殿だ。間違いない。私は矢合わせのときに、あの神かみ業わざの如ごとき腕前をとくと思い知らされたからな。『あの距離からでも狙ってくる』とわかっていれば、どうにかなるさ」

「あんな悪魔のような使い手をものともしないなんて、さすがはお姉さまですわ！」

「いや、私は一度負けているからわかっていただけだ。さすがは晴凛殿と言うほかない」

「あんなの、負けに入りませんわ！　たまたま当たっただけ、偶然だと、タッケイの女たちは申しております！」

　そう言いながら、メンミはシャールの袂たもとや袖の隙すき間まから、その小さな手を器用に差し入れようとする。それから逃げるように身体からだをくねらせつつ、シャールは答えた。

「いや、あれは負けだ。私はあのとき負けたのだよ。そして、今、タッケイも負けようとしている」

「え……？」

　メンミの手が止まった。

「そんな！」

「夕べ、侘タ瑠ル徒トの街の中を歩き回っていた巨大な霜そう弊へい経けいを見たか？」

「いいえ、ここからは侘瑠徒の街は見えません。私は、恐ろしい太たい鼓この音と、おうおう、といううめき声みたいなのを聞きながら、他の女官と、包建パイクーの中で震えておりました。そうしたら外で『逃げろ』だの『踏ふみ潰つぶされる』だの『おかあちゃん』という叫さけび声が聞こえて大騒ぎになって……どうしていいかわからずに、ずっとこの包建の中におりました……」

「そうか、見なくて正解だ。あれを見たものは当分悪夢にうなされるだろう。あんな恐ろしいものを見たのは生まれて初めてだ。

　どんな魔術を使ったのかはわからないが、あんなものを目の前で見せられて、戦える兵士などいるものか。万からなる軍勢をもってしても無理だ」

「たかだか千ちょっとの相手に、負けてしまいますの？　お姉さまのいる軍が……？」

「ああ、負ける。悔くやしいが、ここは負けだ」

　メンミは泣きながら首を振った。

「いやですわ、お姉さま！　そんなことをおっしゃらないで！」

　メンミには、シャールが言う『負け』が信じられなかった。タッケイが負けることも、敬愛する『お姉さま』が負けることも。

　だが、シャールは淡々と、負けを認める言葉を続ける。

「私は、自分を負かすものが現れるまで嫁には行かないと誓っていた。そんな私だけでなく、私の兄すらも負かしたのだ、あの晴せい凜りん殿は……」

「許せませんわ！」

　シャールは激しく首を振った。

「いや、許すも何もない。許しを請こうのは私だ。完かん膚ぷなきまでに負けた私に、もはや逃げ道はない……私は、自みずからの誓い通り、潔く晴凜殿の嫁になろうと思う」

「お姉さま!?」

　ミリンの声は悲鳴に近かった。

「おおおおお、お姉さま!?　お姉さまが男に!?　それも、異国人の男に？　いけませんわいけませんわ！　いけませんわぁ！」

「もう申し出はしてきたのだ。それなのに、私は料理の一つも作れない……メンミ、タッケイの里に帰ったら、私に料理を教えてくれんか？　料理一つ満足に作れないのでは、タッケイの恥だからな」

「だめっ！　だめですっ！　絶対にだめっ！　そんなのだめですっ！」

「泣くな、私は弓きゆう神じんに誓ったのだ。その誓いを破るわけにはいかない。私はいい嫁になって、今度こそ晴凜殿の鼻をあかしてやろうと思う」

　泣きじゃくるメンミの頭に手を載せて、シャールは優しく微笑ほほえんだ。

　その頃、侘タ瑠ル徒トの城壁の上では、伏ふせ龍たつと晴凜、そしてミリンとミーネが敵陣の様子を見ていた。

「タッケイ族の本陣に動きがあるな……」

　伏龍のつぶやきを聞いた晴凛が答えた。

「タッケイ族だけじゃありませんね。侘瑠徒の街を包囲しているシムール全体の陣に、何やら動きが見られますが……攻撃準備ではなさそうですね」

「なぜ、そう思えるんだ？」

「太たい鼓この音です」

「太鼓の音？」

　晴凛はうなずいた。

「ええ、シムールは部隊を動かすときには、たとえ準備段階でも太鼓と角笛で合図をするんだそうです。でも、今はまったく音がしません」

「そうか、そういえばそうだな……」

　伏龍がそう言ったとき、タッケイの本陣辺りから太鼓の音が響ひびいてきた。

　どんどんどんどど！　どんどんどんどど！　どんどんどんどど！

　それは、今まで聞いたことのない、どこか軽妙なイメージを感じさせるリズムだった。

「くそ、噂うわさをすれば何とやら、だな……警報を出したほうがいいかもしれないぞ？」

　伏龍が忌いま々いましそうに舌打ちをしたとき、後ろで太鼓の音を聞いていたミリンとミーネが叫さけんだ。

「いいえ、アレは攻撃の太たい鼓こではアリません！」

「そうじゃ！　あれは引き太鼓じゃ！」

「引き太鼓？」

「そうじゃ、部隊を下げるときとか、撤収するときに叩たたく太鼓じゃ！　こういうふうに、どんどんどんどど、どんどんどんどど、とな。攻めるときには、もっとこう、どどどんどどん、どどんどどどん、と叩たたくのじゃ」

　わかるか？　という顔でミーネは晴せい凜りんと伏ふせ龍たつの顔を見る。晴凜は伏龍にミーネの言葉を伝えるが、

　──おまえ、わかるか？

　──何となく。伏龍さんは？

　──すまん、どう違うのかわからん。

　そんな目と目とでのやり取りを見て、こりゃ駄だ目めじゃ、と思ったのか、ミーネは続けた。

「まあ、とにかく。部族によって強弱や速さの違いはあるが、引くときや、物事をおしまいにするときは、必ずあの太鼓を叩く。シムールの祭りがお開きになるときもあの太鼓を叩くのじゃ」

「……と、いうことは……」

　晴凛と伏龍が顔を見合わせたとき、侘タ瑠ル徒トの街の東側に布陣していたシムールの部隊が一斉に北にある本陣に向かって動き始めるのが見えた。

「おい！　見ろ！　東側の部隊が、本陣に引き上げて行くぞ！」

　伏龍の言葉が終わらないうちに、城壁の西側の見張りについていた守備兵が走って来て報告した。

「南側に布陣していたシムールの軍勢が、一斉に北の本陣方向に向かって動き始めました！　置き盾だてと旗を回収しており、おそらく戦線の縮小を図るものと思われます！」

「南側もか！」

　晴凛たちの見ている前で、侘瑠徒の街を包囲していたシムールの軍勢が、広げた布を手た繰ぐり寄せるように、北の本陣の奥に向かって吸い込まれていく。

　その光景を見ていた伏龍が小声で言った。

「気がついたか？　東と南から撤収したシムールの兵士の数……」

「ええ、かなり少ないみたいですね。最初にここに布陣したときに比べると、半分とまではいかないものの、三分の一は減っているような……」

　伏龍はにやっと笑った。

「……逃げたな」

「逃げたって……兵士がですか？」

「ああ、そうだ。夕べの霜そう弊へい経けいの銅像が動いたときの驚きと恐怖は、包囲していた兵士が戦線を放棄して逃げ出すほどのものだったってことさ」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いて、ミリンがぼやくように答えた。

「そりゃあソウでしょう。アレは銅像だ、人間ガ動かしテいるんだ、と知っテいる、ワタシですら、怖くて足が震えたデスよ。あんな恐ろしいモノは、もう二度と見タクないデス」

　ミリンの言葉の意味がわかったのだろう、ミーネもうなずいた。

「うむ、あれは怖かった。本当に生きているかのように動いておった。足音のような太たい鼓この音も、おうおうという兵隊の低い声もあいまって、本当に恐ろしいものに見えたぞ」

「あれは、からくり人形芝居一座の零レイ二ジさんが考え出したんだ。舞台の脚本とかをやっているから、より恐ろしく見せるにはどうすればいいか、といった演出に関しては専門家だからな」

「あんな、恐ろしいからくり人形芝居はゴメンでス！」

　ミリンがそう言って小さく身ぶるしいたとき。タッケイの本陣から角笛の音が鳴り響ひびいた。

　パプゥーン！　パプゥーン！

「何だ？　何があった？」

　ミーネが叫さけんだ！

「見よ！　軍使じゃ！」

　見ると、赤い旗と黒い旗を持った騎馬兵が三人、本陣を出て、こっちに向かって走ってくるところだった。

「タッケイの軍使のようですね、何をするつもりでしょう？」

　伏龍は小さく首を傾かしげた。

「さあな、シャン族の連中は、タベの夜襲で、かなりの数のタッケイの包建パイクーを焼きはらったらしいからな。おそらく大損害をこうむったはずだ。だとすると、これ以上力押しは無理と判断したのかもしれない。条件付きで降伏を勧告するか、もしくは乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負を仕掛けてくるか……というところだろうな」

　三人の軍使が近づいてくるのをじっと見ていたミーネが叫んだ。

「あれはスンタタじゃ！　タッケイの大将軍じゃぞ！」

「何だって？」

　晴せい凛りんと伏龍は慌あわてて身を乗り出して軍使を見たが、距離が遠く、顔まではわからない。ただ、何となく、体つきや雰囲気から、ミーネの言うとおり、先頭に立っているのはスンタタのように見えた。

「スンタタ……かな？」

「何じゃ、見えんのか！　お前は少しは目がよくなったと思ったが、まだまだじゃな。見ろ、間違いなくスンタタであろうが！」

　ミーネの言う通りだった。タッケイ族の印である赤い旗を持つ二人ふたりの騎馬兵を後ろに従え、軍使の印である黒い旗を持って先頭を走って来たのはタッケイ族の総指揮官である、大将軍の位を持つスンタタその人だった。

　北側の城壁の近くまで来たスンタタは、右手に持った黒い旗を一回大きく頭の上で振った後で、大声で叫さけんだ。

『テンジンの末まつ裔えいたる、シムールが十二支族の一つ、タッケイの始祖スンタの子スンタカ、そしてその子スンタタがその名において申す！　このたびの戦いにおいて、我がタッケイとユルムは、つわもの三万を率い、汝なんじらに戦いを挑いどんだ！　なれど戦いの神の加護、我らに薄く。戦いの道半ばにして不本意ながら、ここに軍旗を巻くこととする！

　寡か兵へいをもって、我がタッケイとユルムを向こうに回し一歩も引かぬ汝らに敬意を抱く！　我が生涯において、これほどの奇策を弄ろうした敵は汝ら初めてである！　汝らの名は、長くシムールの歴史に語り継がれるであろう！　その敵として戦えたことを、我が身の慰なぐさめとするものである！

　されど戦いはまだ終わってはおらぬ！　族王エオルの発した大遠征の命は全シムールの部族に届けられた！　我らは再びこの地に来る！　シムールの全力をもって汝らに挑むであろう！」

　スンタタの言葉が終わるのを聞いて、ミーネが、城壁の胸壁の上によじ登り始めた。

「ミーネ姫！　危ないですよ！」

「あれは休戦の使者じゃ！　ちゃんと返事をせねば礼を失する！　休戦のときの口こう上じようもちゃんと父から聞いて知っておるから大丈夫じゃ！」

「そうなんですか、じゃあお手伝いします！」

　晴せい凛りんは、自分の肩ぐらいの高さにある石の胸壁に一生懸命よじ登ろうとしているミーネの両脇わきの下に手を入れて、ひょいと持ち上げた。

「ふにゃ！」

　ぐい、と身体からだを持ち上げられたミーネは、顔を赤くして晴凛をにらんだ。
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「子供扱いするな！　こんな壁くらい自分で登れる！」

「十分コドモでしょうガ……」

　聞こえるように独り言をつぶやいたミリンをにらみつけてから、ミーネは城壁の下にいるスンタタに向き直って、胸を張り、よく通る声で叫んだ。

「テンジンが末裔、シャン族のイシルが末娘、ミーネがお答え申す！　勝敗は時の運！　賢人いわく！　勝敗とは、今、このときの違いにて定じよう命みように非あらず。今日きよう負けしもの明あ日すは勝ち、今日勝ちたるもの明日には敗者となる！　その理を知りて研けん鑚さんを怠おこたらぬものの上に勝運は訪れると！　なれば、この日のことは恥じることなきものなり！」

　そこまでが、いわゆる『口上』だったのだろう。ミーネは口調を変えて、スンタタに聞いた。

「……で？　休戦を申し込むのはタッケイ族だけか？　ユルム族のハグロラは、まだやる気なのか？」

「ああ、うむ、ユルム族も我々と同じく休戦を申し込むとのことだ……ハグロラはわけあって、今、人前に出られんのでな……」

　スンタタは言いにくそうに視線をそらした。

　──ハグロラは霜そう弊へい経けいの巨人を見て、慌あわてふためいて逃げるときに、手水ちようず鉢ばちに足を突っ込んで転び、鼻の骨を折った、などとは言えんからな。

　さすがにそんな事情は知らないミーネは、それでも勝ち誇ったように、にやっと笑った。

「そうか、ならばそれはそれでよい！　休戦の申し込み、しかと受け取った！　われらがタッケイの包建パイクーを焼いたことは、戦の習いであり、いささかの責めを負うものでもないが、休戦を結んだ今、お前らは同じシムールの仲間じゃ！

　怪け我が人などの手当てに使う、包帯、薬草、膏こう薬やくなどは足りているか？　足りなければ、我がシャン族の薬くす師しに言って用意させるぞ？」

　スンタタは笑いながら首を振った。

「心配は無用！　糧りよう秣まつと矢の保存庫は焼かれたが、幸運にも薬庫は残った！　だが、御厚情には感謝する！」

　そして、スンタタは、ミーネの横に立つ晴せい凛りんを見み据すえて言った。

「そこの若者！　……泉せん野や晴凛と申したな……お前は霜弊経の孫として祖父の名に恥じぬ、見事な腕前だった！　お前の名は長く我がタッケイ族の中で畏い怖ふと尊敬をもって語られるであろう！　いずれ戦場で合間見えることもあろう！　さらばだ！」

「おう！　スンタタもタッケイの里まで無事に帰るがよいぞ！」

　ミーネの無む邪じや気きな見送りの言葉に、スンタタはふっと表情を緩ゆるめると、軽く一礼して、馬の首を巡らせて本陣へと戻って行った。

「ふう……」

　ミーネは大きくため息をつくと、肩の力を抜いて、晴せい凛りんの方を向いた。

「おい、晴凛！」

「え？　は、はい？」

　いきなり呼ばれた晴凜がきょとんとしていると、

「晴凜！」

「えっ!?」

　ミーネは胸壁の上から、ぴょん！　と、晴凜に向かって飛び降りた。

「うわあっ!?」

　何が起こったのかよくわからないまま、晴凜は小柄なミーネを何とか受け止めたものの、ふらふらとよろめく。

　そんなことは知ったことかとばかり、満面の笑えみを浮かべてミーネは叫さけんだ。

「おい、晴凛！　勝ったぞ！」

　その言い方が、あまりにもあっさりしていたので、晴凛は一いつ瞬しゆん何のことだかわからなかった。

「え？　あ……そうか！　休戦して……いや、休戦だけじゃなくて、敵が撤退するってことは、この戦いは僕たちの勝ちってことなんだ！」

「そうじゃ！　だが、この後、時間をおかずにエオルの率いる本隊が来るやもしれん！　包囲が解かれれば、すぐさま、四方に物見を出して、諜ちよう者じやを父上のところに送り、エオルの動きを探らせねばならんだろう」

　ミーネは真ま面じ目めな顔でそう答えた後で、にやっと笑って晴凛を見上げ、言葉を続けた。

「まあ、それはそうと、とにかく、わしらは勝った！　やったな！　晴凛！」

「はい！　やりました！」

　晴凛がうなずいたとき、横で見ていたミリンがぼそりと言う。

「で。いつまで晴凛殿に抱きついていヤがりますか、山やま猫ねこめ」

「にゃ!?」

「えっ!?」

　晴凜とミーネが同時にミリンのほうを向く。

　飛び降りたミーネを抱き留めた、そのままの姿勢だった。

「うわあっ!?」

　二人ふたりの声が唱和して、慌あわてて離れる。

「……何やってんだ」

　あきれ顔で伏ふせ龍たつがつぶやいたのと同時に、西の城壁の見張りが叫さけんだ。

「西のユルム族の部隊が、包建パイクーの撤収に入りました！　周囲に立ててある軍旗を巻き取りつつあります！」

「そうか！　ユルム族も撤収を始めたか！　間違いない！　俺たちの勝ちだ！」

　伏龍はそう叫ぶと、目を輝かせて晴せい凛りんに向き直った。

「晴凛！　守備兵と街に残っている人たちを全員集めて、報告だ！　俺たちは勝ったんだってな！」

　城壁の上に立って、シムールの動きを見ていた守備兵と、シャン族の戦士たちの間から、勝利の叫び声が上がった。

「やったぞ！　勝った！　俺たちは勝ったんだ！」

『勝利だ！　シャン族の勝利をテンジンに感謝しろ！』

　その叫びは、あっという間に侘タ瑠ル徒トの街全体に広がっていった。

　わあわあ、という勝利の歓喜の声を聞きながら、伏龍はつぶやいた。

「何とか生き延びることができたようだな」

「ええ、あとは帝国の援軍が来てくれるのを待つだけですね」

　伏龍は上気したような晴凛の横顔を見て、いたずらっぽく笑った。

「お前は、さっさと見捨てて逃げ出した太たい守しゆと守備隊長に代わって、この侘瑠徒の街を守りぬいたんだ。このことが帝国に伝われば一いち躍やく英雄だぞ！」

「そんなことありませんよ！」

　驚いたように目を見開く晴凛を見て、伏龍は真ま面じ目めな顔で答えた。

「馬ば鹿か、何を言っているんだ！　善ぜん行こうは露ろ見けんしない限り善行ではない、悪あく行ぎようもまたしかり、と言ってだな。何をやったのか、やってのけたのか、それを広く知らしめなくては、やったことにはならないんだ！　俺に任せろ、県令に送る報告書は俺が書いてやる！　歴史に残る名文でな！　ようし！　こいつは俺の腕の見せ所だ！」

　気合を入れる伏龍を見ていた晴凛は、ミリンと何やら話しているミーネに視線を移して、小さくため息をついた。

　──英雄扱いされるのは嬉うれしくない、と言ったら噓うそになるけど。僕はミーネ姫を無事に守れたことのほうが嬉しいな……。

　この先、どんなことになるのかわからないけど、とりあえず今、喜んでもバチは当たらないよな。

　……あの霜そう弊へい経けいの銅像を使った脅おどしはもう使えない。とにかく、一刻も早く帝国軍に来てもらわないとな。

　たとえ、逃げ出した菰こ野もの真しん元げんが報告していなくたって、この侘タ瑠ル徒トから避難した住民の話が伝わっているはずだ。

　シムール来らい寇こうを告げる赤い矢はきっと帝都に届いている……そう信じたい。

　晴せい凛りんは帝都のある南の空に視線を投げた。







　　　第六章「机上の精せい鋭えい」







「装備が無い？　それは一体全体どういうことだね？」

　帝都の兵部省の中にある算議部の執務室で、部下の報告を聞いた装備課の課長、花はな金かね和かず典のりは怪け訝げんそうな顔を上げた。

「はい、帳簿上に数字は記載されています。しかし、現物が無いのです」

「そんな馬ば鹿かな！　年に一度帳簿の数と実数とを照らし合わせ、点検する装備品査察が行われてきたのだぞ？　何でそんなことが起こりうるのだ！」

　帳簿を手にした直属の部下である泉せん野や光こう凛りんは、説明を始めた。

　泉野光凛は、今、侘瑠徒の街の城壁で勝利を嚙かみ締めている晴凛の兄である。

　成績優秀で、すべてをソツなくこなし、役人になるための科か挙きよと呼ばれる試験にも簡単に合格し、今は帝国軍兵部省の算議部で、装備課の係長をやっている。

「先ほど、この帳簿に記載された剣と鎧よろいを確認するために財務省の管理する第四十二武庫に行って参りました。その倉庫には長剣千七百振り、鎧二千着が保管されており、シムール来寇の日に備えていることになっていました。しかし、私がその倉庫で見たものは……これです！」

　光こう凛りんはそう言うと、足元においてあった布包みを持ち上げて課長の机の上に置いた。

　布包みの中身は、がさがさ、という古い紙が擦すれるような音を立てた。

　花はな金かね課長は怪け訝げんな顔をした。

　それは、どう聞いても、剣や鎧よろいのような金属製の品物の音ではなかった。

「何だこれは？」

　光凛は黙だまって布包みを解いた。

　古い紙というか、木き屑くずのような匂においと細かい埃ほこりとともに布包みの中から現れたのは、シロアリに食われて穴だらけになった古い木ぼつ剣けんと、ぼろぼろになった、竹ひごの上に紙を張り合わせた、ちょうちんのような物だった。

　ちょうちんのような物には黒い絵の具が塗られており、破れていない部分は、一見すると鍛たん鉄てつで作られた胴丸と呼ばれる簡単な歩兵用の鎧のように見える。

「これが、帳簿にあった千七百振りの長剣と二千着の鎧の正体です」

「どういうことだ？」

　光凛は課長の顔を見て、ゆっくりと答えた。

「理由は想像がつきます。しかしそれはあくまでも憶測であり、事実と異なるかもしれません。それに……この件は他の部署の人間、それも自分より上役の責任に関わる事案です。軽々しくそれを申すことはできません。目の前にある事実を、こうやって直属の上司であるあなたに報告する。それが私の権限内の仕事です」

　課長は、『こいつ、なかなかやるな』という風な目で光凛を見ると、にやっと笑って言った。

「かまわん、責任は俺が持つ。その、お前の憶測とやらを言ってみろ！」

「わかりました。では、申し上げます……」

　光凛はそこで息を吸うと、説明を始めた。

「この木剣と紙の張はり子こで作られた鎧は、昨日きのう今日きように作られたものではありません。シロアリに食われ、ぼろぼろになるくらい前からずっとあの倉庫にあったのだと思います。

　剣も鎧も、長い年月の間に、錆さびたり、劣化します。研といでは錆び研いでは錆び、を繰り返しているうちに剣は削れて細くなり、鍛鉄の鎧は脆もろくなっていったのでしょう。いわゆる経年劣化と呼ばれるものです。

　使用に耐えなくなれば、廃棄し、新しい剣を買い揃そろえることになっています。しかし、買い替えのために管理者が予算を請求すれば、管理不行き届きとして責任を負わされます。

『今までずっと使えたのに、なぜ、お前の代になって使えなくなったのだ。お前の管理が悪い』という理屈です。

　使える状態にするために努力することで、責任を負わされるとわかっていれば、誰も買い換えようとはしません。そうやって、歴代の管理者が、見て見ぬ振りをするうちに、剣も鎧も朽くち果ててしまったのだと思います。これはその代わりに数あわせのために誰かが窮きゆう余よの策としてすり替えたものだと思われます」

　課長はうなずいた。

「うむ、確かに、誰かが、木で作られた木ぼつ剣けんと紙で作られた張りぼての鎧よろいにすり替えたのだ。本物の剣や鎧は横流しされて、出世のための付け届けに化けたに違いないな」

　光こう凛りんは目を見開いた。

「しかし、そんなことをすれば、財務省査察部の査察に引っかかるはずです！」

「そうだ。査察部が真ま面じ目めに仕事をしていれば当然引っかかるだろう。だが、もしも、その査察部がグルだったらどうだ？　査察部が指示して、それをやらせていたとしたらどうなる？」

「それはそうですが……しかし、そんなことがまかり通れば……」

　花はな金かね課長は、机の上のぼろぼろの木剣とはりぼての鎧を指差してうなずいた。

「そう、そんなことがまかり通るから、こんなことになるんだ。おそらく最初にこれをやった人間はこう思ったんだろうな……木剣だろうが、張りぼての鎧だろうが、かまうもんか。どうせ戦争なんか起こるわけがない……とな。

　記録を見ると、武器の保管が我々兵部省から、財務省の管理に移った頃だ。

　後任の人間はこう考えた……どうせ使わないのだから、無くたっていい……そして、ついには、格好すらつけなくなった。木剣がシロアリに食われようと、張りぼてがぼろぼろになろうが知ったこっちゃない……というわけだ」

　花金課長は机の前から立ち上がった。

「そのゴミをしっかり包みなおせ。殴なぐり込みにいくぞ！」

「え？　殴り込み？　どこへ？」

「決まっている。査察部のある財務省だ。戦争なんか起こるわけがないといってむさぼり食らっていた七十年分の予算をきっちり払ってもらうんだ。利子をつけてな」

　光凛は驚いた。

　財務部というのは、この帝国の官かん僚りようの中でも、もっとも身分の高い特権階級の集団なのだ。兵部省の幹部ごときが喧けん嘩かを売れるものではない。

　摂せつ政しようの菰こ野もの盛せい元げんの一族が牛ぎゆう耳じるあの組織は、律法ですら平気で捻ねじ曲げる。逆らえばあること無いこと罪をかぶせられて、職を追われることになるのは間違いない。

　光凛の表情を見て、察したのだろう。花金課長はにやりと笑った。

「安心しろ。こっちには皇こう帝ていの詔みことのりと、苑その山やま長官がついている。今は戦時だ。本物の剣と本物の鎧、そして本物の兵士。それを揃そろえるのが俺たちの仕事だ！　四の五の言わせる気はない！」

　光凛は肩の力を抜いて、恨うらめしそうにつぶやいた。

「……知ってたんですね」

「ああ、知っていた。それも十年以上前からだ……装備課の課長には代々引き継がれる極秘の文書がある。つまり、誰が剣を木ぼつ剣けんにすり替え、誰が見逃し、誰が更新用の予算を着服してきたのか、その記録だ。だが、今までの装備課長は誰も何も言わなかった。なぜかわかるか？」

「言っても揉もみ消されるか、もしくは報復でひどい目にあわされることがわかっているからですか？」

「それもある。だが、それだけじゃない。帝国は戦争をしていなかったからだ。平和なときには、剣も槍やりも鎧よろいも必要とされない。必要ではないものを着服しても罪の意識は軽く、誰も大事には思わない。そんなことを騒ぎ立てるのは馬ば鹿かだ、と言われるのがオチだ。向かい風のときに野焼きの火を放つ馬鹿はいない、ということさ」

「今は、追い風……というわけですか？」

「ああそうだ。それも北の方から、ごうごうと音を立てて吹いてきている。この風を使って火を放ち、帝国の組織の中に隠れている公金を懐ふところに入れていた連中を炙あぶり出し、溜め込んだ贅ぜい肉から、たらたらと脂を搾しぼり取ってやるのさ！」

　実に嬉うれしそうに答える花はな金かね課長を見て、光こう凛りんは思った。

　──よほど腹に据すえかねていたんだろうな。こんな嬉しそうな顔をする課長を見るのは初めてだ。




　……半はん刻とき後。

　光凛と花金課長は、算議部の部長と共に、財務部の会議室に来ていた。

　上座に座っているのは摂せつ政しようの菰こも野の盛せい元げん、そして近在官長官である苑その山やま燕えん鵬ほう。向かいに座っているのは財務省のお偉えら方がただった。

　光凛は居心地悪そうに視線だけで周りを見回した。

　──うはあ、雲の上みたいな人ばかりじゃないか。俺みたいな下っ端が顔を出すような会議じゃない。すげえ場違いな存在だ。

　俺だけじゃない、花金課長だってそうだ。ここにいる面々から見れば、完全に下っ端だ。俺の一つ上くらいの身分しかない。

　光凛はちらっと花金課長の横顔を盗み見た。

　花金課長の表情に変わりはなかった……いや、課長の唇くちびるの端には薄い笑いが浮かんでいた。

　──うわ、笑ってるよ、この人。

　この状況で……自分がこれから何をするのか知っていて……笑えるのかよ！

　かなわないな。俺はこの人には一生かなわない……。

　光凛が内心で舌を巻いたとき、算議部の部長がゆっくりと口を開いた。

「摂政様じきじきに御臨席を賜たまわり、かたじけなく存じます。この会合は帝国の存亡が懸かかった重要な案件であり、ぜひとも摂政様のご採決が必要と愚考し、苑山長官の御指示のもと、こうやって御臨席を賜った次第です」

　──私の一存ではない、苑その山やま長官の後ろ盾だてがあるんだぞ、ということか。まずはうちの部長が軽い突きを食らわしたというところか。

　算議部の部長は改めて財務省の幹部を見回し、静かな口調で言葉を継いだ。

「この会合の理由を端的に申しましょう。我々の装備課に特別予算を回していただきたい。金が無ければ、装備は整いません。兵士は徴兵令さえ出せば、紙切れ一枚でいくらでも徴兵できます。しかし、剣も槍やりも鎧よろいもない兵士は兵士ではありません！　装備を整えるには金が要いるのです！」

　算議部の部長の言葉を聞いた財務省の幹部は笑った。

「これは、おかしなことを言う。我が帝国には、精せい鋭えい二十万を数える兵士のために装備が保管されているはずだ。それを維持し整える予算は常に回してきたはずだ。毎年毎年それ相応の額をだ。その装備があるではないか。それともどこかに行ってしまったとでも言うのか？」

　別の官かん僚りようがうなずいた。

「そうだ、装備を管理し、維持するのが、それ、そこにいる装備課の課長の仕事だろう。君の部下の不始末をなぜ、我々財務省が尻しり拭ぬぐいして、特別予算を組まねばならんのだ？」

「まあ、そうは言っても、今は非常時だ。シムールとの決戦を控えたこのときに、剣も鎧も無ければ戦えない。予算を組んで、支出するのは構わんが、その責任は取ってもらうぞ」

　ふんぞりかえる財務省の幹部たちを見回した算議部の部長は、ふむ、とうなずいた。

「なるほど、それがあなたがたの回答、というわけですな？　では、こちらから御返答しましょう」

　部長の目配せを受けた、花はな金かね課長が立ち上がった。

「では、不ふ肖しよう、この私から、装備の実情について御報告します。なお、今は非常時であり、国家存亡の危機であるということがおわかりならば、話は早い。以後は、敬称抜きで端的に申します」

　そして、花金課長は光こう凛りんに言った。

「泉せん野や係長、ここにいる財務省のお偉えら方がたに、軍務省の武庫に置かれている装備がどうなっているか見せて差し上げろ！」

「はい！」

　光凛は机の上に布包みを置き、それを解いた。

　中から出てきた、ぼろぼろの木ぼつ剣けんと、穴だらけの張りぼてを見て、列席者がざわついた。

「それは……何だ？」

「これが、今、我が帝国の武庫に保管されている剣と鎧の正体です！　剣は木剣でシロアリに食われ、鎧は張りぼてで穴が開いています！　今から四十年ほど前の政令で、実働部隊に配備されていない剣や鎧は皇こう帝ていの直ちよつ轄かつ管理する宝ほう物ぶつとして財務省の保管するところとなり、我々兵部省算議部装備課の管理から離れました。

　我々には帳簿だけが回され、倉庫の鍵かぎはあなた方財務省が握っていたわけです」

　花はな金かね課長は、机をばん！　と叩たたいた。

　辺りに埃ほこりと、ぼろぼろになった木き屑くずが飛び散る。

「私は特別な予算をよこせと言っているんじゃない！　こいつを元に戻せと言っているんだ！

　この件に関しては、この四十年間、倉庫の鍵を持っていたあんたらに責任がある！　私たち装備課に責任があるとしたら、それは帳簿の数字を訂正するだけの責任だ！」

　そして、花金課長は、懐ふところに入れてあった帳簿を取り出して、突き付けた。

「ここに、過去四十年間、この武庫を管理し、査察し、問題ないという印鑑を押してきた人間の役職と名前が全部書いてある！　シムールが攻めてきた、今このときに、必要なはずの剣と鎧よろいはどこに行ったのか！　これを管理し、更新し、買い換えているはずの予算はどこに消えたのか！　一人ひとり残らずこの場に引きずり出して聞いてみようじゃありませんか！」

　課長は、目の前にいる財務省の幹部を見てわざとらしく驚いてみせた。

「ああ、奇遇ですな。十二年前の査察官の方が、ちょうど目の前にいらっしゃいました。この査察簿に書いてあるお名前と印鑑は、あなたのものですね？　どうか御説明願えませんか？　十二年前はどうだったのですか？」

　財務省の幹部は真っ赤な顔になった。

「し、知らん！　そんなものは見たことも聞いたこともない！　わしのときは、ちゃんとあった！　わしは真ま面じ目めに職務を遂行していた！」

「ほう、そうとなればその後の後任者の方が、武庫にあった剣や鎧を木ぼつ剣けんと張りぼてにすり替えたということですね？」

「そ、そうだ……そういうことになる。これは、我々の管理不行き届きだ……早急に増税をして予算を作ってだな……」

　ばん！

「ふざけるな！」

　机を叩いたのは、算議部の部長だった。

「何の話をしている！　シムールは、もうそこまで来ているのだぞ！　剣も鎧も、今すぐ必要なのだ！　帝国中の職人を集め、大急ぎで作らせても、何日かかるかわからん！　市場に出回っているものをすべて買い占め、それを配るしかない！　そのためには、今すぐ金が要る！　現金だ！」

　算議部の部長は、上座に座っている苑その山やま燕えん鵬ほうを見て、ゆっくりと聞いた。

「苑山長官閣かつ下か。公金横領の罪は死罪、資産没収……これ帝国の律法でしたな？」

　居並ぶ財務省の役人たちが真っ青になる中で、苑山燕鵬はゆっくりと首を振った。

「いや、そんなことはない」

　財務省の役人がほっとする中で、苑山は言葉を続けた。

「実戦配備されていない武器防具は皇こう帝てい陛へい下かの宝ほう物ぶつである。皇帝の物を窃せつした場合は本人だけではなく一族も死罪となる。女子供にかかわらず、一人ひとり残らず斬ざん首しゆ。当然私財は没収となる」

　財務省の役人たちが再び真っ青になる中で、部長は笑った。

「ああ、そうですね、増税して予算を、なんてことをしているよりも、片っ端から首を切って家財を没収したほうがはるかに早いですな、おそらくかなりの現金収入になるでしょう」

　財務省の幹部が、たまりかねたように怒鳴った。

「き、貴様！　たかが、軍人の、それも部長の分際でたわけたことを申すな！　貴様こそ、明日あしたには家族もろとも路頭に迷うがいい！　わしを誰だと思っている！」

　算議部の部長は叫さけんだ。

「ふざけるな！　今やお前らのほうが、我々の部下だということを忘れたのか！　勅ちよく命めいを読め！　今は非常時だ！　帝国が滅びるかどうか、という瀬せ戸と際ぎわなんだ！、軍が帝国を動かさねば、帝国は滅びる！　すべてに軍務が優先される軍政下だ！　軍の命令はすべてに優先する！　今、衛兵を呼んでお前を斬きれと、私が命令すれば、お前は斬られる。私に一切の咎とがめは無い！」

「そ、そんな馬ば鹿かな……」

　財務省の役人たちは、助けを求めるような目で、自分たちの頭目である摂せつ政しようの菰こ野もの盛せい元げんを見たが、菰野盛元は、目をそらして視線を合わせようとはしなかった。

　苑その山やま長官がゆっくりと言った。

「帝国にも慈じ悲ひはある、何よりも今は非常時だ、挙国一致でこの国難に立ち向かわなくてはならん。その最中に、処刑だの裁判だのやっている時間は無い。

　我々の手元には過去四十年間の着服の証拠が揃そろっている、着服した者は、金を国庫に戻せ。退職者も引退したものも、異動した者もすべてだ。

　自分で返しに来た者には、何もしない。だが、わかりはしないだろうと、たかをくくって知らん顔する者は、軍を派遣して捕ほ縛ばくし、一族郎党、孫子親しん戚せきに至るまで斬ざん首しゆし、都みやこ大おお路じに首を晒さらす！　当然、家財一切も没収だ！

　さあ決めたまえ！　自分の命と一族の命を自分で買うと思えば安いものだ！」

　財務省の役人どもは真っ青になって震え上がった。




　兵部省に戻ってきた花はな金かね課長と光こう凛りんはそのまま算議部の部長の執務室に通された。

「いやあ、よくやってくれた、積年の恨うらみが晴れたよ。こう言っては障さわりがあるが、シムールに感謝したいくらいだな」

　そう言って笑う部長を見て、花金課長と光凛は、小さく頭を下げた。

「はあ、まあ、そうですね……」

「こう言っては何だが、帝国は、この七十年の垢あかが溜まりすぎていて、身動きすらできん状態だ。はっきり言ってまともに戦争をできる状態ではない。皇帝陛下と摂政閣かつ下かには、総兵力二十万という数字をお伝えしたが、その内情は惨さん憺たんたるものだ。まともに動けるのは、北部方面隊として、北域県の県都である延えん声せいに配備されている一万五千……歩兵一万・騎兵五千と、あとはこの帝都周辺を守る中央方面隊の歩兵六万・騎兵一五千くらいのものだ」

　算議部の部長はそういうと、執務室の壁面に掲かかげてある延えん喜ぎ帝国の地図の前に立って、そこに書かれている数字を読み上げた。

「確かに、この帝国五軍の配置図によると、定数はこうなっている。北域：歩兵二万／騎兵一万。中央：歩兵五万／騎兵二万。南域：歩兵三万／騎兵五千。東域：水兵三万／騎兵五千。西域：歩兵一万／騎兵二万、とな。

　しかし、これは定数であって実数ではない。即座に動員可能な「北域方面隊」の騎兵一万、歩兵二万も、実際に北域方面隊の司令部のある延声に配置されているのは、この半分だ。残りはこの帝都の近くに置かれて、中央軍の一部として治安維持に当たっている。この一万五千を延声に送り、北域方面軍としてまとめるためには、移動に六日、編成と訓練で四日、どう考えても十日はかかる」

　花はな金かね課長がうなずいた。

「『西域方面隊』は、街道が未整備のため、移動に時間がかかる上に、ほとんどが現地応おう召しようの異民族の兵だ。『東域方面隊』は水軍が中心の部隊で、陸戦は無理。つまり、北域、中央、南域の方面隊だけが、このシムールとの戦いに振り向けることのできる全兵力です……。

　おまけに、この帝都周辺を守るために編成されている中央軍も、実働部隊は定数の半分。定数にするには予備役と、徴兵で新兵をかき集める必要がありますからね……全軍を揃そろえてシムールと対たい峙じするには、どう見積もっても一ヶ月はかかります。それまで何とか北部方面隊に食い止めてもらわないと。帝国はなし崩しに領土を失うことにもなりかねません」

　算議部の部長は、肩をすくめた。

「官かん僚りようどもは軍事費の予算を食い物にして、それを既き得とく権けんだと思い込んでいる。平和なときは、それでもよかった、直接の弊へい害がいは出なかった。だが、今はもはやそんな余裕はない。

　兵士が増えれば、食い物や衣服を調達するにも現在の何倍という額が必要になる。増税して税収を増やし、戦費を調達することはできるが、帝国の国庫にある銭を使い尽くす前に、その金が間に合うかどうかわからん。証文一枚で無理やり徴発することもできるが、それをやれば、後に恨うらみを残す。となれば、あるところから取るのが一番早い。というわけだ」

「それにしても、苑その山やま長官がよく承諾しましたね？」

　感心したようにつぶやいた花金課長を見て、部長はまじめな表情になる。

「あの人は先を見ることができる。摂せつ政しようの菰こ野もの盛せい元げんとは頭の回転が違う。あの人から見れば世間の人間など、みんな赤子のようにしか見えんのだろう。その分、いささか策を弄ろうしすぎる。それが逆効果になることもある、ということを、あの人は理解していない……」

　部長は光こう凛りんを見て、諭さとすように言った。

「先ほど、皇こう帝ていの新しい詔しよう勅ちよくが出された。その内容をかいつまんで言えばこうだ。

『我が帝国の敵はシムールのみに非あらず。シムールに与くみし、侘タ瑠ル徒トの街にシムールを引き込んだ月つき原はら弦げん斉さいのごとき裏切り者も、また明白なる帝国の敵である。帝国軍はその総力を挙げて侘瑠徒の街を奪回し、かの街に巣食う裏切り者を討とう伐ばつせよ』とな」

　花はな金かね課長と、光こう凛りんは目を丸くして叫んだ。

「月原弦斉閣かつ下かが裏切り者ですと？」

「そんな馬ば鹿かな話があるものですか！」

「そうだ、こんな馬鹿な話は無い。これはどう考えても無理がある。理不尽だと思うだろうが、その理不尽なところが、宮仕えというものなのだ。帝国の首脳部は今回のシムール来らい寇こうですら、自分たちの権力闘争に使おうとしていることに、私は背筋が寒くなる思いだ……それと、これは極秘情報だが……」

　算議部の部長は光凛を見て静かに言った。

「侘瑠徒の街で、シムールと共に反乱を起こし、総そう督とくを追い出した月原弦斉の手下の名前がわかった……泉せん野や晴せい凛りんという青年だそうだ」

　光凛の脳のう裏りに浮かんだのは『へえ、よく似た名前の人間がいるものだな……』という考えだった。

　謀む反ほんとか、立て篭こもるとか、そういった言葉と、光凛の知っている晴凛はまったく結び付かなかった。

　だが、部長の視線を見て、光凛は、はっと気がついた。

「ま……まさか……」

「そう、そのまさかだ……君の弟だ」

　光凛は叫さけんだ。

「それは、何かの間違いです！　あいつに、そんな大それたことができるわけがありません！　勉強もダメ、武術もダメ、根気も無い、やる気も無い、向上心も無い。科か挙きよに連続して落ちた後、何をするでもなく家でごろごろしていて、やることといえば西にし木き小こう路じの市場をふらふら歩き回って外国の商人と話すだけ……そんなやつに、謀反だの立て篭もりだの、できるわけがありません！」

「うむ、実を言うと、この情報も侘瑠徒の街から延えん声せいに逃げてきた避難民からの情報でな。正確さに欠ける。実際にどんなことになっているのか、現地から詳細な報告が来るまでは、なんとも言えんが、具体的な名前が挙がっているのが少々気になるところだ……」

　部長の話を聞いていた花金課長が、心配そうに言った。

「しかし、部長。もし、その話が本当なら。泉野晴凛は帝国に反旗を翻ひるがえしたことになります。先ほどの、財務省の連中の公金横領ではありませんが、謀反者の一族郎党も、全員斬ざん首しゆされることになっているはずですが……」

　算議部の部長は花はな金かね課長から光こう凛りんに視線を移した。

「その通りだ。おそらくこのことを知れば、財務省の連中は必ず意趣返しをしてくるだろう。あいつらの頭の中には、互いの足を引っ張ることしかない。帝国の存亡の危機など、知ったことではないのだ。そして、その意趣返しは、必ず弱い立場の人間に向かう。いわゆる弱い者いじめだな……強い者に逆らえないなら、弱い者を叩たたいて鬱うつ憤ぷんを晴らそう、というわけだ。そして、その対象はおそらく泉せん野や係長、君だ」

　光凛は再び目を見開いた。

「私ですか！」

「そうだ、このまま君をこの帝都に置いておけば、おそらくやつらの息がかかったものに、有形無形の嫌いやがらせを受けるだろう。下へ手たをすれば、謀む反ほん者ものの一族として訴そ追ついされるかもしれない。君はしばらく帝都を離れたほうがいい」

「帝都を離れて……どこに行けばいいんですか？」

「延えん声せいだ。北部方面隊の調達部の総責任者として、応援部隊と共に延声に向かい、そこで装備を整えてくれ。調達するには、現金が一番早い。財務省の官かん僚りようどもから搾しぼり取った銭を君に預ける。君はそれを持って延声に赴おもむき、食料その他の物資を調達してくれ。あとで辞令を出す」

　花金課長は懐ふところから書類を取り出して、それを読み上げた。

「君には……というか、君が持っていく銭箱には護衛として兵二百人をつける。他の人間の指揮下には入らない君の個人的部下だ。つまり君は今日きようを持って二百人隊長に昇進するわけだ、おめでとう……」

　光凛は恨うらめしそうに答えた。

「知っていたんですか？　課長」

「ああ、俺が推薦した。倉庫に確認に行かせたのも、これを考えてのことだ。黙だまっていて悪かった」

　光凛は大きくため息をついた後で、うなずいた。

「わかりました……やらせていただきます」

　──北域の県都、延声か。

　あの晴せい凛りんが謀反を起こした張本人だとか、侘タ瑠ル徒トの街に立て篭こもっているとか……そんなのは何かの間違いだとは思うが、この目で確かめて見なけりゃ信用できないからな。

　帝都の兵部省の建物の片隅で、光凛が晴凛の顔を思い浮かべてため息をついていたその頃。




　延声の街では、侘瑠徒の街を包囲していたシムールが撤退した、という噂うわさで持ちきりだった。

「何でも、月つき原はら弦げん斉ざい様の愛まな弟で子しが、守備兵を指揮して守り抜いたそうだ」

「その愛弟子は実は霜そう弊へい経けいの孫で、弓の名手らしい」

「月原弦斉様の言いつけを守って、シムールの一族のお姫様を守り、三万のシムールが泣いて逃げ惑うほどの獅し子し奮ふん迅じんの戦い方をやってのけたらしい」

　延えん声せいの街の中にある市場や食堂の中で、人々は額ひたいを寄せ合って、そんな噂うわさ話を熱っぽく語り合っていた。

　この噂は、実を言うと、伏ふせ龍たつの書いた報告書が出所だった。

　伏龍が書いた侘タ瑠ル徒ト防衛に関する報告書は、諒りよう秦そうの手によって県令に届けられた。

　その報告書の内容は、格調高い名文と劇的な言葉で、シムール来らい寇こうから、住民の避難、守備兵の活躍と、シムール撃退までを切々と訴える実に素晴らしいものであった。読んだ人間の誰もが感動し涙を流したという。

　感動した人間が、その感動を人に伝えたくなるのは、世の常である。

　報告書の内容は口伝えにあっという間に役所から街の人々の間に伝わり、その日のうちに市場のあちこちで噂が飛び交うこととなったわけである。

　そして、この噂が広がった理由は、晴せい凛りんの活躍のためだけではない。何より、延声の街の人々が喜んだのは、シムールが撤退した、という事実を伝えていたからである。

　重苦しく立ち込めていた暗雲が晴れるような知らせに、人々は顔を輝かせたのだ、

　侘瑠徒から延声に避難していた住民や商人の中には、早くも侘瑠徒に戻る支度を始める気の早い者も現れた。

　そんな中で、県庁舎の建物の奥の部屋で怒りまくっている人間がいた。

「まったくもう、何をやっているんだ！　それでもシムールか！　侘瑠徒の街にはたった千人の守備隊しかおらんかったのだぞ！　三万の兵力があれば一気に揉もみ潰つぶし、跡形も無いほどに街を焼き払ってお釣りが来るだろうに！」

「まったくその通りでございます！　口ほどにもございませんな。逆らう者は皆殺しにし、家は焼き、女子供の首を切って晒さらし物にする蛮ばん族ぞくの本性をむき出しにして、帝国の人々の心胆を震え上がらせるほどの暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くさねば、シムールではありますまい」

　シムールの不ふ甲が裴いなさを嘆なげき、侘瑠徒の滅亡を願っているこの二人ふたりは、シムールの民ではない。

　住民を見捨ててさっさと侘瑠徒の街から逃げ出した、新総そう督とくこと菰こも野の真しん元げんと、守備隊長だった舫もやい連れん衡こうの二人である。

　侘瑠徒から脱出してきた住民たちの証言により、太たい守しゆとしての責務を放棄し、自分たちだけ勝手に逃げ出したことが露ろ見けんしたため、県令の命により身柄を拘束され、県庁の建物の奥の一室に軟禁状態に置かれていた。

　県令の言葉の端々から、帝国の摂せつ政しようの菰野盛せい元げんが自分たちの行いを無かったことにしようとしている、ということを知った二人は生きた心地がしなかった。

　住民を見捨てて逃亡したという行いを「無かったことにする」には、それをやった人間を「いなかった」ことにするのが手っ取り早いからである。

　侘タ瑠ル徒トの街の住民が虐ぎやく殺さつされて街が滅亡し、怒ど濤とうのごときシムールの大波に県都延えん声せいが包囲され、救援に駆かけつけた帝国軍とシムールの大決戦が行われる……それが、この二人ふたりが望んでいた筋書きだった。

　戦乱が収まった後で侘瑠徒の生き残りとして名乗り出て、自分たちがいかに活躍し生き延びたか、あることないこと言いふらして、名声を高めれば、再びどこかの太たい守しゆに返り咲くことができるだろう。と、まあそんな虫のよいことを考えていたのだが……。

　思惑とは正反対の方向に進んでしまった現実を恨うらむのも、まあ無理はない。

　色白で小太りの外見から、侘瑠徒の住民に『白しろ饅まん頭じゆう』というあだ名をつけられた菰こも野の真しん元げんが、ひとしきりシムールに向かって呪じゆ詛その言葉を投げつけた後で、大きなため息をついた。

「……何てことを、ここでシムールに向かって言っていても、わしらの立場は変わらん……というか、さらに悪くなっていくばかりだ。何かよい知恵はないか？」

「そのことですが……私に名案が浮かびました」

　侘瑠徒の街の元の守備隊長、舫もやい連れん衡こうは、目に陰険な光を宿して、にやりと笑った。

「名案だと？　どんなものだ？」

「我々の生せい殺さつ与よ奪だつの権を握っているのは、この延えん声せいの県令、犂すき山やま綾りよう世せい、その人でございます。我々の利益ではなく、犂山県令の利益になる案を申し出て、こいつ、殺すには惜しいやつ、と思わせる他ありますまい」

「うむ、それは確かにそうだな……」

「私は、県令の犂山殿に面会できる身分ではございません。ここはひとつ、真元殿に御尽力いただかなくては……」

「わかった、努力しよう。で？　どんな案なのだ？」

「それはですね……まず、皇こう帝てい陛へい下かの名前で、あの侘瑠徒を守ったと言われている、晴せい凛りんの小僧を表彰する。ついては、この延声まで来い、という偽の詔しよう書しよを作るのです」

「ぶっ！」

　白饅頭は思わず吹いた。

「ば、馬ば鹿かか貴様！　偽の詔書など作ってみろ！　それだけで斬ざん首しゆは間違いない！　わしらが謀む反ほん者ものとして処刑されてしまうではないか！」

「そこはそれ、窮きゆう余よの一策でございます。確かに露ろ見けんすれば、ただではすみません。しかし、これすべて『露見すれば』でございます。露見さえしなければ、無問題ということなのです」

「うむ、確かに、見つからなければ、何をしても問題は無い……」

「左様です、今までだってそうやって生きてきたではありませんか。世の中は見つからなければ何をしたっていいのです」

　その考え方が自分たちの今の窮きゆう地ちを招いたのだということに思い至らない辺りが、もはや救いようがないのであるが、本人たちは気がつかない。

「表彰だけではなく、高い身分に取り立て、恩賞を与える、とでも書いておけば、簡単に引っかかるでしょう。それに釣られて、のこのこと延えん声せいにやってきたところをとっ捕まえて処刑してしまえばいいのです。

　我々の計に落ちた謀む反ほん者ものを殺し、無事に侘タ瑠ル徒トの街を取り戻しました、と帝都に報告すれば県令の評価はうなぎのぼり。摂せつ政しよう様の覚えめでたく大出世。ついでに我々の首も繫つながる、という寸法でございます」

　白しろ饅まん頭じゆうは目を見開いた。

「おお、すばらしい！　早速県令閣かつ下かにお目通りを願い、その策を具ぐ申しんしてみよう！」

「我々の運命は真元さまの口にかかっております、私とあなたは一いち蓮れん托たく生しよう、どうかがんばって下さいませ」

　舫もやい連れん劫こうはそう言って一礼した。




　一刻ほど過ぎた頃。県令の私室で、面会を申し込んだ菰こも野の真しん元げんが、必死に県令に説明する姿があった。

　県令の犂すき山やま綾りよう世せいは、皇こう帝ていと遠縁に当たる。

　皇位継承権は無いが、その代わりに、租税を免除された領地を与えられており、この延えん喜ぎ帝国の中では、いわゆる貴族にあたる定じよう族ぞくと呼ばれる階級に属する一人ひとりである。

　椅い子すの背もたれに体重をかけ、興味があるようにも無いようにも感じられる、あいまいな表情で、県令は菰野真元を見ていた。が、彼が額ひたいに汗をにじませて行った、一生懸命「策」の説明が一通り終わると、ゆっくりと身体からだを起こした。

「ふむ、それはいい策だ。確かに無む駄だな兵力も使わずに済む。帝都から応援の兵士が来る前に謀反者を退治できれば、私の株も上がる……」

　自分の策に県令が興味を示したのを見て、菰野真元はほっとしたようにうなずいた。

「そうでしょうそうでしょう……」

　県令は顔の前で両手の指を組むと、じとっとした目で菰野真元を見て、答えた。

「とりあえず、この策を取り、上う手まくいけば、お前たちの罪一等を減じ、それなりの処遇を考えてやろう。だが、策が不首尾に終われば、お前たちには消えてもらう……毎日神仏にでも願っているがいい。下がっていいぞ」

「え、あ、あの、県令閣かつ下か……」

　県令は氷のような冷ややかな声で答えた。

「聞こえなかったか？　下がってよい、と言ったのだぞ……」

「は、はい！」

　真っ青な顔で部屋を出て行く菰野真元と入れ替えに部屋に入ってきた部下の秘書官が、ちらりと出口を見て聞いた。

「まだ、生かしておくおつもりですか？」

「ああ、まだ価値がある。あやつ、面白い策を持ち込んできたのだ。偽の詔しよう書しよを作って、皇こう帝てい陛へい下かの名前で、侘タ瑠ル徒トの街にいる泉せん野や晴せい凛りんを、この延えん声せいに呼び出して捕ほ縛ばくする、という作戦だ」

　部下の秘書官は驚いたように目を見開いた。

「それは……確かに効果的かもしれませんが……皇帝陛下の名を騙かたり詔書を偽造したことが表ざたになれば、定じよう族ぞくの犂すき山やま一族といえども、ただではすみませんぞ？」

　県令の犂山はにやっと笑った。

「わかっている。だから、あいつらを生かしているのだ……どうせ色々背負ってもらうのだ、もう一枚くらい背負わせても構わんだろう。使えるものは何でも使えというのが、父からの遺言でね……」

「お父上は、御領地で、まだ御存命でいらっしゃいますが？」

「なに、隠居してしまえば死んだも同然だ」

　県令はさらりと言い返すと、真剣な目でつぶやいた。

「確かに、効果的かもしれん。侘瑠徒の街の連中は、自分たちが責任逃れをする摂せつ政しようの一派のために裏切り者にされたとは、まだ気づいていない。それどころか、自分たちを英雄だと思い込んでいる……英雄にされてもおかしくないほどのことをやってのけたのだから、当然といえば当然だがな……皇帝陛下の詔書を送れば、おそらく簡単にひっかかるだろう。延声にいる帝国軍を送り込むことも考えたが、侘瑠徒から引いたシムールたちが迂う回かいしてこの延声に向かってくる可能性もある以上、守りに当たっている兵士を割さくわけにはいかん。その点、この策なら、偽物の詔書と使者一人ひとりで済むからな」

「確かに、そう言われてみれば、無む駄だな兵士を使わずに済みますな」

「あの侘瑠徒の町にいる泉野晴凛という若者が、月つき原はら弦げん斉ざいの秘蔵っ子という噂うわさが本当かどうかはわからないが、月原弦斉が謀む反ほん者ものにされるということは、帝国の中でもはや弦斉一派の命運は尽きたということだ。おそらく、帝国内の有力者は雪崩なだれを打って菰こも野の派に走るだろう。その人波に遅れるわけにはいかんのだ。

　偽造した皇帝の詔書が、簡単に見破られるようでは困る。偽造するのなら、ちゃんとした体裁が必要だ。となれば、県庁の祐ゆう筆ひつに作らせる必要があるな」

　祐筆というのは、いわゆる筆記を専門とする役人である。

　重要な職に就いている人間の口述を筆記したり、様々な文言の文章を本人に代わって読みやすいきれいな文字で代書する仕事である。

　仕事の内容から、さまざまな秘密を共有することになるため、祐筆として選ばれるのは、単にきれいな字が書けるだけでなく、口が堅く信用の置ける人間に限られる。

　県令の部下は小さくうなずいた。

「ええ、我が犂山家に代々使える祐筆は、以前、帝都で皇帝陛下の詔しよう勅ちよくの文を書いていたこともある名筆でございます。いささか融通の利きかぬ頑固者でございますが、おそらく素人しろうと目には見破れぬ物が作れると存じます」

「わかった、早急に作らせろ。御ぎよ名めい御ぎよ璽じも、それらしく細工しておけ」

「かしこまりました……」

　部下は一礼して、下がった。

　その日の昼すぎに、県庁の建物の中を諒りよう秦そうがゆっくりと歩いていた。

　延えん声せいは街全体を城壁で囲っている、いわゆる城じよう塞さい都市であるが、街の規模は辺境の街である侘タ瑠ル徒トとは比べ物にならないほど広く、そして大きい。

　街を守るために作られた城壁は、年輪のように何重にも重なっており、外周部には住民の暮らす街や市場などが並び、その内側には、官かん僚りようたちと裕福な商人などが暮らす高級住宅街がある。さらに、その奥に県庁の建物が並び、その中心部に県令の起居する居城がある。

　諒秦は、侘瑠徒の街で晴せい凛りんたちがシムールを撃退した後、伏ふせ龍たつの書いた報告書を持って、この延声の街にやってきていた。

　シムールの動向を報告し、応援の兵士を派遣してもらうために県令の元を訪れ、そこで報告書を提出した。その後で、帝国軍の情報将校の聴取を受け、シムールの戦力や、部族の名前などを詳しよう細さいに聞かれたのだが、なぜかその後、県令の命令で半軟禁状態が続いていた。

　与えられた居室から外に出ることはできる。しかし、内城と呼ばれる城壁の外にある街には出してもらえないのだ。

　歩き回れるのは、県庁の建物の一角と居室の前にある庭園、そして内城の城壁の上だけで、そこから先に出ようとすると、要所に配置された衛兵によって道をふさがれてしまう。

　廊下で顔を見るのは県令の秘書官たちだけで、そうでない人物を見かけるときもあるが、その際には、必ず秘書官が隣についており、季節の挨あい拶さつのような簡単な会話以外はさせてもらえないのだ。

　県庁の長い廊下を歩きながら、諒秦は考えていた。

　──おかしい。なぜ、私をこうやって隔離するのだ？　もうすぐ延声にやってくる帝国軍の応援部隊の将軍に、シムールの実情を説明するまで、ここにとどまるように、と言われたのはわかる。しかし、なぜ、これほどまでに他の人間との接触を避けるのだ……。

　──これは何か私には聞かせたくないことがあるに違いない。それは間違いない。だが……それは一体何だ？

　何か、とてつもない陰いん謀ぼうが、私の知らないところで動いている。そんな予感がしてならない……。

　そのとき、廊下の向こうから、二人ふたりの男が姿を見せた。

　それは、白髪しらが交じりの長髪を後ろでまとめた、一見すると絵師か何かの大たい家かのような落ち着いた風ふう貌ぼうの五十歳ほどの男と、高級官かん僚りようの官服を着た秘書官の二人組みだった。

　秘書官は諒りよう秦そうの顔を見ると、しまった、という風に顔をしかめたが、一緒にいた年配の男は、ほう、という風に目を見開いて、言った。

「ああ、あなたが、あの侘タ瑠ル徒トの街でシムールと戦ったという諒秦様ですかな？」

　諒秦は慌あわてて首を振った。

「いえ、私は、様をつけて呼ばれるほどの身分ではございません、単に、諒秦、と読んでいただければ結構です」

　年配の男は笑ってうなずいた。

「ああ、確かに、公的な場所以外で、様だの、閣かつ下かなど、そういった肩書きで呼ばれるのを好まぬ方もおりますな。たとえば『礫れき山ざん』のような、詩しい歌かを詠むときの雅が号ごうで呼ばれることを好む方とか……」

　横に立っていた秘書官が、その年配の男の腕を取った。

「祐ゆう筆ひつ殿、忙しい身ゆえ、お話しは後にしていただきたい」

「ああ、そうか、ならば仕方ない」

　祐筆と呼ばれた年配の男は、そう言ってうなずくと、諒秦に向かって小さく一礼した。

「お時間があれば……中庭のリラックの花の下で、こう、短冊に詩歌でも書き付けて、花を愛めでながら積もる話をお聞かせ願いたかったのですがな……」

「いえ、こちらこそ」

「では、急ぎますので、これにて失礼いたします」

　秘書官はそう言うと、祐筆と呼んだ男を伴って、そそくさと離れて行った。

　その姿を見送りながら、諒秦は考えた。

　──あの人は県令の祐筆に違いない……やはり、毎日文章を書いているので詩歌を詠んだりする趣味とかもあるのだろう。

　そういえば、礫山という雅号の話をしていたな……礫山というのは弦げん斉ざい閣下が詩歌を詠むときに使う雅号だが……何で、いきなり弦斉閣下のことを口に出したのだろう？

　そこまで考えたとき、諒秦の脳内に何かがひらめいた。

　──そうか！　あの祐筆は、弦斉閣下のことについて、私に何かを伝えたかったのだ。だが私と会話することは禁止されている。隣に秘書官が監視している状態では、弦斉閣下の名前を出すわけにはいかない。あの、雅号のたとえ話は、私に対する謎かけなのだ！

　諒秦は、たった今、祐筆の男と交わした会話を必死に思い出していた。

　──そういえば、別れ際ぎわの話も妙みようだった。

　単に、積もる話をしたい。といえばいいところを、わざわざ中庭のリラックの花の下、と場所を指定し、短冊に詩歌を書き付けて……。

　諒秦は目を見開いた。

　──わかった！　そこに行けばいいんだ！　中庭は私も入ることができる。食後の散歩に歩くことが許されている唯一の場所だ。

　あそこにはリラックの木が生えていたような気がする……そう、きっとその花の枝には、詩歌を詠よんだ人が、それを書き付けた短冊を下げているに違いない。

　その短冊だ。そこに書いてあるに違いない。私がなぜ、軟禁されているのか、その理由が！

　諒りよう秦そうは、ごく自然に見えるようにきびすを返すと、ゆっくりと歩いて自分の居室に戻った。

　──誰かが、私を監視しているに違いない。そして、部外の人間と接触した直後は、その監視は厳しくなるはずだ。

　今すぐにでも中庭に走って行きたいが、今のところは我が慢まんだ……。

　諒秦はじりじりする自分を抑おさえ付けて、いつものような生活態度を取り続けた。

　そして、夕食後、諒秦は世話をしている秘書官に向かって、いつものように声をかけた。

「散歩に出てもよろしいでしょうか？　ちょっと腹ごなしに、中庭を回ってきたいのですが？」

　監視役の秘書官は何の疑問も持たずに承しよう諾だくした。

「ええ、どうぞ」

「では、ちょっと歩いて参ります」

　諒秦はそう言い残すと、そのまま中庭に出た。

　リラックの木は中庭の大きな池のほとりに植えられていた。花の盛りはもう過ぎてしまったが、それでも上のほうの枝には花が残っていた。

　──短冊だ。詩しい歌かを詠んで。書き付けてある短冊があるはずだ。

　諒秦ははやる心を抑えて、リラックの枝の下を歩いた。

　──あった。

　白い短冊が、いくつか枝から下がっている。

　駆け寄りたい気持ちをぐっと抑えて、ゆっくり歩いて短冊に近づくと、気の無い振りをして、すっと短冊を手に取った。

　表面には五行詩が書かれている。だが、短冊の裏をひっくり返したとき諒秦は目を見開いた。短冊の裏にある小さな文様は、すべて肉筆で描かれた細かな文字だった。

　すばやく目を走らせる諒秦の顔つきが、見る見るうちに変わった。血の気を失い、額ひたいに脂汗を浮かべて読み続ける諒秦の手が、細かく震えていた。

　──何てことだ。

　月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かを帝国の裏切り者にして、罪をかぶせ、侘タ瑠ル徒トを見捨てて逃げた菰こも野の真しん元げんたちの悪あく行ぎようを隠いん蔽ぺいする。あげくのはてに、侘瑠徒の街を守りぬいた晴せい凛りんと伏ふせ龍たつ、そしてシャン族の人たちを敵として、撃滅すべし、という詔しよう勅ちよくを出すとは……こんなひどい話があるものか！

　そして、諒秦は、枝から下がっている別の短冊に目を移した。それは、今読んだものより、少し新しいように見えた。

　こっちの短冊の裏の文様を読み始めた諒秦は、思わず口に出してつぶやいた。

「いかん！」

　それは、皇こう帝ていの詔しよう書しよを偽造して、晴せい凛りんと伏ふせ龍たつを、この延えん声せいに呼び付け、捕ほ縛ばくする計画について知らせるものだった。

　──このことを、何とかして侘タ瑠ル徒トに知らせねば……だが、今の私は籠かごの鳥だ。何とかして、このことを知らせる手段はないだろうか？

　手紙でも何でもいい。侘瑠徒に届けてもらえれば、それだけでいいんだ。

　諒りよう秦そうは内城を取り囲んでいる城壁を見上げた。

　──ここから手紙を投げて、あの向こうにいる誰かに拾ってもらえれば……。

　いや、駄だ目めだ。あの向こうには、確か、高級住宅地と、裕福層の相手をしている高級な店が並んでいるはずだ。

　この延声からどこかに出て行くような人間はいない。手紙を託たくすとしたら、旅の商人のような、延声から侘瑠徒に行く可能性がある人間でなければ。

　視線を手に持った短冊に落とした諒秦は、はっと目を見開いた。

　──これだ！　どこかからこれを持ってきて、ここに下げることができるということは、ここから外に持ち出すこともできる、ということじゃないか！

　私にはできなくとも、これを下げた人……おそらく、あの祐ゆう筆ひつの方ならできる！

　ならば、私が短冊を書いて、ここに下げておけば……。

　そこまで考えたとき、諒秦は気がついた。

　──いや、違う！　そんなことをしなくていもいいんだ！

　あの祐筆の方は、弦げん斉ざい閣かつ下かの味方だ。そして、侘瑠徒にいる晴凛たちの味方でもある。私が手紙を書かなくとも、あの方が、きっと何らかの方法で晴凛たちに連絡をつけてくれるはずだ！

　帝国の中には、私のように弦斉様のことを慕したっている人間はたくさんいる。仕事は仕事だから黙だまって働いているが、摂せつ政しようの菰こも野の盛せい元げんの一派に魂まで売ったつもりはない、という人間だ。

　そういう人たちを信じよう。今の私には信じることしかできないのだから……。







　　　第七章「究極の選択」







　次の日。

　延えん声せいから侘タ瑠ル徒トへと抜ける北国街道の上を、一台の荷馬車が動いていた。

　荷台一杯に木箱やら、布包みやら、むき出しで丸めた敷物やらを山のように積み上げ、その上から綱を引き回している。さらにその綱に鍋なべや薬や缶かんを一杯ぶら下げた荷馬車は、道の凹おう凸とつに合わせて揺ゆれるたびに、チャカポコカラカラという派手な音を立てている。

　山積みの荷物には、古びた木でできた『蒼あお橋はし商会』という看板がぶら下がっており、その上に、十四歳くらいの女の子が一人ひとり、ちょこんと座っている。

　そばかすまじりの顔に、やや太めの眉まゆ毛が乗っているその子は、荷馬車の御ぎよ者しやを見下ろして、不満そうに聞いた。

「玉ぎよく麗れい姉さま、本当に侘瑠徒に向かうおつもりですか？」

　玉麗と呼ばれた、日よけのための灰色のフードを目深にかぶって馬の手た綱づなを取っていた御者が、後ろを振り向いて答えた。

「そうよ。だって、延声の市場ってば、店を出すだけで、権利金として銭五十貫も取りやがって！　そのうえ売り上げの一割を県令に収めなきゃならないなんて話、聞いてなかったわよ！　おまけにちっとも売れないし……店を出せば出すだけ損をするなんて経験、初めてよ！」

　荷物の上に座った少女は、自分のお尻しりの下にある敷物を見下ろして肩をすくめた。

「そうですわねえ。うちで扱っている品物は、ちょっとオシャレな日用品って線を狙ねらってますもの。戦争を控えて、食糧だの何だの買い占めようと思っている人からは見向きもされないのは、当たり前ですわねえ……」

　オシャレな品物は、普通の品物よりも、ちょっとだけ高く売れる。何も特別製というわけではなく、普通の品物の中から、姉妹の目め利ききでオシャレそうなものを選び、仕入れたのである。元は普通の品物なのだから、仕入れ値は変わらない。蒼橋商会の姉妹は、そうすることで生まれる、ちょっと多い利益を狙っていたのだ。

　だが、妹の言う通り、シムール蜂ほう起きの騒ぎの中では、食料品が飛ぶように売れていた。それも、日持ちのする乾物や穀物が主だ。ちょっとオシャレな敷物や鍋や薬缶には、用が無いだろう。

　御者席に座っていた玉麗は日よけのフードを脱いだ。

　フードの下から現れたのは、色白で長い黒髪を持つ、二十代前半の理知的な風ふう貌ぼうの女の顔だった。

「生活に潤うるおいを与える品物をお届けする。それが蒼あお橋はし商会のモットーなのよ！　戦争を控えて日々の空気が殺さつ伐ばつとするこのときこそ、私たちの商品が役立つんじゃない！」

「でもさ、売れなきゃどーしよーもないじゃありませんの。うちと同じような商品を売っている店、みんな投げ売りしてましたわよ。あんな値引きされたら勝ち目はありませんわね。お手上げですわ、お手上げ」

　ばんざーい、と両手を上げた妹に、玉ぎよく麗れいはうなずいた。

「そうよ、だから侘タ瑠ル徒トに行くのよ！　侘瑠徒の街は、商人が全部逃げ出しちゃったから、ライバルがいないのよ。あそこなら、きっと私たちの品物も売れるわ！　私たちが一番乗りよ！」

　やる気満々の玉麗に対し、荷物の上に座っている妹──銀ぎん麗れいは、今いち乗り気ではなさそうだ。

「うん、まあ、そうですわね……県庁の偉い人から預かった手紙を届けるだけでも十分儲もうけになりますし……」

「何を言ってるのよ。私たちは商店なのよ、品物を売るのが仕事。手紙を届けるなんてのは、ついでよ、ついで！」

「あー、そうですわね……」

「何よ、何か言いたいことでもあるの？」

「あの、あたし、思ったのですけど……」

「何よ」

「侘瑠徒の街って、あたしたちの他に商人がいない、一番乗りだって、玉麗姉さまはおっしゃいましたわよね」

「そうよ、それがどうかした？」

「……もしかしたら、今の侘瑠徒って、商人だけじゃなくて、住民もいないんじゃありませんの？　行ってもお客さんはいますかしら？」

「え？」

　玉麗はぽかんと口を開けた。

「手紙を持っていってくれって頼んだ、あの偉い役人のおじさまが、一杯お金をくださったのは、商売として成り立たないから、その分報ほう酬しゆうを多めにわたしてくれたんじゃないのかって思ったのですけど……？」

「……うるさいわね！　だ、大丈夫よ！　侘瑠徒の街だって人はいるわよ！　ゴーストタウンじゃないんだから！　守備隊の人とか、シムールの人とか……」

「どっちも、オシャレな日用品を買うようなお客じゃなさそうですわね。実用一点張りっていうか、美的感覚が乏とぼしそうっていうか、はっきり言ってあたしたちに用はなさそうっていうか……」

「行ってみなけりゃわかんないでしょ！　そんなの！」

　玉ぎよく麗れいはそう言うと、馬の尻しりに鞭むちを当てた。

　馬車は、がくん！　と揺ゆれると、荷物の周りにぶら下げてある鍋なべや薬や缶かんをチャカポコカラカラと言わせながら、速度を上げて、侘タ瑠ル徒トに向かって走り始めた。

　荷物の上に座って番をしていた銀ぎん麗れいが、ごそごそと降りてきて玉麗の横に置いてあった文書筒をひょい、と手に取った。

「ええと、あの偉い人から頼まれたお手紙って、この筒に入っているですのよね？」

「そうよ……って、あんた！　何してるのよ！」

　筒の封を切って、中の手紙を取り出そうとしている銀麗を見て、玉麗は慌あわてた。

「何してるって、見ての通り、中の手紙を確かめているのですわ。あんなにたくさんの報ほう酬しゆうを貰もらえるってのは、どう考えてもおかしいですわ。それだけ危険ってことじゃありませんかしら。もし、この手紙を持ってきた娘を始末しろ、とか書かれていたらどうしますの！」

「そんなこと……」

　不安そうな顔をする玉麗を見て、銀麗は首を振ってみせた。

「『そんなことない』という証拠なんて、どこにもありませんわ。けれども、この手紙を読めば、はっきりしますわ」

　銀麗はそう言うと、文書筒の中の巻紙になった手紙を読み始めた。

「うわ、難しい字を使っていますわねえ……これだから年寄りの手紙は嫌いやなのですわ」

　そんなことを、ぶつぶつ言いながら読み始めた銀麗の顔色が変わった。

「うわ、ひどい！　こんなことってあり？　これはない、ありえませんわ！」

「何？　何が書いてあるの？　この手紙を持って行った娘は殺せとか書いてあるの？」

　銀麗は、にっこりと笑ってうなずいた。

「二人ふたりの娘のうち、子供のほうは将来があるから殺すな。年とし増まのほうは慰なぐさみものにして殺せ、と」

「うそ!?」

　玉麗の色白な顔が、あっという間に真っ青になった。慰みものって、そんな！

　銀麗は、そんな姉の顔をしっかりと確認してから、さらっと答えた。

「ええ、噓うそですわ」

　かつがれたことに気がついた玉麗は、今度はあっという間に真っ赤な顔になって、銀麗をにらみつけた。

「あんたって子は！」

「娯楽に乏とぼしい旅の、一服の清涼剤じゃありませんの。そんなに顔を真っ赤にしていらっしゃると、目尻のシワが増えますわよ？　それよりも、この手紙ですわ。あたしたちには痛くも痒かゆくもないかもしれませんけど、受け取り人にとっては、最悪の内容ですわ……侘瑠徒の街を守った晴せい凛りんって人の話、市場とかでも噂うわさになっていましたわよね。ほら、月つき原はら弦げん斉ざい様の弟で子しで、シムールのお姫様と一緒に侘タ瑠ル徒トを守った、とか何とか……」

「ええ、聞いたわ。みんな、さすがは弦げん斉ざい様の弟で子しだけある、すごいって、評判になっていたわ」

「この手紙によれば、皇こう帝てい陛へい下かが、その弦斉様をシムールの手引きをした裏切り者だから捕まえろって命令をお出しになったようですわ」

「はあっ!?　街を守ったんだから、普通、ご褒ほう美びの金一封でしょうが！」

「シムールと一緒になって、反乱を起こして侘瑠徒の太たい守しゆや守備隊長を追い出した罪、だそうですわよ。これだと、金一封どころか、よくて流罪……いえ、斬ざん首しゆ間違いなしですわね。首チョンパですわ」

「そんな馬ば鹿かな話ってないわよ！　侘瑠徒の街から逃げてきた人たちが言ってたじゃない！　みんな、太守と守備隊長は、俺たちを見捨ててさっさと逃げ出したって！　その人たちを助けるために、晴せい凛りんって人が後に残ったんだって！　まったく逆じゃない！」

「ええ、全くの逆ですわね。でも、皇帝陛下はそうは思ってないようですわ……なぜですかしら？」

　玉ぎよく麗れいは手た綱づなを握ったまま少し考え込んでから、静かに答えた。

「皇帝陛下はまだ子供よ。確か今十一歳だわ……皇帝陛下は何も知らされていないのよ。ようは皇帝陛下の名前で命令を出す連中が、月つき原はら弦斉様を何が何でも罪に陥おとしいれたがっているだけのことよ。

　侘瑠徒の街を守った晴凛って人の評判が上がれば、弦斉様の評判も上がる。そんなことを許すわけにはいかないのよ、だから、謀む反ほん者もの、反乱軍、というレッテルを貼って始末しようと思ってるんだわ」

　銀ぎん麗れいは顔を上げた。

「ということは、侘瑠徒の街にいるのは反乱軍、ということになりますのかしら？」

「そうね、シムールに勝ったのに、今度は帝国からも敵にされるなんで、本当にひどい話ね……」

「ということは、侘瑠徒はシムールと帝国軍の両方から攻められるってことですかしら？」

「……」

「……」

　姉妹は顔を見合わせて、黙だまりこくった。

　そして、一呼吸の後。

「手紙届けるだけであんな大金を貰もらえたのは、そういうことだったのーっ？」

　またもや真っ青な顔で、玉麗が悲鳴を上げた。

「気がついてなかったんですか、玉麗姉さま!?」

　妹の突っ込みを無視して、玉麗はこう続けた。

「とんでもないわ！　さっさと手紙を届けて逃げるわよ！」

「届けてから？　このまま逃げた方がいいと思うのですけれど？」

　手紙をつまんで、銀ぎん麗れいはそう提案する。この手紙も破って燃やして、灰を砕くだいてもう一度燃やしてから、埋うめてしまいましょうよ。少女の目は姉にそう訴えていた。

「駄だ目めよ、それだけは駄目！　商人は信用を失ったら、そこで終わりよ。頼まれた仕事はちゃんとやらなくちゃ駄目なの！　だから、手紙は届けるわ。手紙を届けて、即逃げるのよ！　あと、その手紙は、ちゃんと元通り封をしておきなさい。あんたそういう小細工、得意でしょ！」

　玉ぎよく麗れいはそう叫さけぶと、馬の尻しりに鞭むちを当てた。

「小細工だなんて、ひどいですわ。人より手先が器用なだけですわ」

　姉妹を乗せた馬車が、チャカポコカラカラというひときわにぎやかな音を立てながら、侘タ瑠ル徒トに向かって走り始めた、その頃。




　侘瑠徒の街にある総そう督とく府の建物の中では、晴せい凛りんと伏ふせ龍たつが、延えん声せいから偽の詔しよう書しよを持ってやってきた秘書官に、すっかり丸め込まれていた。

「皇こう帝てい陛へい下かにあらせられましては、このたびの両名の活かつ躍やくと功績に深く感じ入り、シムール来らい寇こうというこの未み曾ぞ有うの国難の中で、寡か兵へいにて大軍を退けたこの一戦は、戦いの瑞ずい兆ちようであると同時に広く帝国の国民を力づけ、延えん喜ぎ帝国が磐ばん石じやくの備えをしていることをシムールに覚さとらせた。その功労は多大である、と仰おおせられ。ここに賞しよう誉よを贈ることに、決しました……これは両名に賞誉を賜たまわるように、との詔書でございます」

　秘書官はそう言うと、手に持った書状を頭の上に持ち上げ、二回頭を下げた後、しずしずと進み出て、晴凛に差し出した。

「え、あ、はい、ありがとうございます……」

　晴凛はそう言ってから、隣にいる伏龍を見て小声で聞いた。

「これ……どうやって受け取るんでしたっけ？」

「皇帝陛下の御署名のある書状を受け取るときは、まず胸の前に持ってきた後で、さっき、こちらの秘書官がやったように自分の頭の上に捧ささげ持って、二回礼をする。一回は初代皇帝の御み霊たまに、二回目は今きん上じよう皇帝に対する礼だ。それが終わって初めて自分の物として扱うことが許されるんだ」

　伏龍の説明を聞いていた秘書官は、少し驚いたように目を見開いた。

「そ、その通りでございます……典てん上じよう則そくを御存知なのですか？」

　秘書官が驚くのも無理はない。典上則とは、皇帝の暮らす金きん製せい城じようの中で執とり行われる祭さい祀しや式典に関わる規則のことであり、皇帝に直じき々じきに会う機会のある王族や定じよう族ぞく、そして高級官かん僚りよう以外の人間には、まず縁がない知識である。

　こんな辺境の小さな町の、無位無官の一見チンピラ風の若者が知っているわけがない、実に専門的な規則なのだ。

「いや、まあ、ちょろっと本を読んだだけのことですよ」

　肩をすくめてみせた伏ふせ龍たつを見て、秘書官は思った。

　──こいつ、見かけによらず知恵者だな……注意しておこう……。

　晴せい凛りんは伏龍に言われた通り、書状を頭の上に捧ささげ持って二回礼をしてから、自分の前に持ってきて、秘書官に一礼した。

「ありがとうございます」

　秘書官は小さく咳払いをすると、おもむろに答えた。

「はい、では、この証書にある通り、県都延えん声せいで、県令の犂すき山やま様を名みよう代だいとして、賞しよう誉よの儀を執とり行いますので、延声まで来ていただくことになります。私の役目は、この書状をお届けすることと、私の乗ってきた馬車にあなた方を乗せて延声まで戻ることです。ここから延声まで馬車ならば半日と少し。さあ、私の馬車にお乗りください」

「いや、いくら何でも、着の身着のままというわけにはいきません。県令様の前に出るのですから、それなりの格好で行かねば失礼にあたります。髪も伸ばしたままですし……」

　秘書官は首を振った。

「いえいえ、衣服はすべて延声に用意してありますし、髪などは冠かんむりをかぶってしまえばわかりません。心配は御無用です。さあ、どうぞ、馬車の方に！」

　その秘書官の態度を見ていた伏龍の意識の中に、違和感が浮かんだ。

　──おかしいな。秘書官で典てん上じよう則そくに詳くわしい人間が、何で、こんなにぞんざいなんだ？　皇こう帝ていのお言葉を聞き逃さぬように、という意味で、髪の毛は耳にかからぬように切り、耳を出すのが作法のはずだ。確かに延声にいるのは皇帝陛へい下かではなく県令だが、名代というのは皇帝陛下そのものだ。冠をかぶればそれでいい、なんてぞんざいなことを言うわけがない。

　──何か裏があるかもしれない。こいつの誘いにいきなり乗るのはやめたほうがいいな。

　伏龍は胸の中でつぶやくと、秘書官に向かって答えた。

「せっかくの御好意を無む駄だにするようで悪いのですが、私と晴凛の二人ふたりが同時にこの侘タ瑠ル徒トを不在にすれば、もし再びシムールの攻撃を受けたときに、守備兵を指揮する者がいなくなってしまいます。秘書官の方にこの侘瑠徒を充分に守れるだけの帝国軍を連れてきて頂ければ、安心して延声に向かうことができたのですが……」

　秘書官は慌あわてた。

「あ、いや、その、この侘瑠徒から撤退したシムールが、回り込んで延声を攻める可能性も捨てられません。帝都から応援が来るまでは、延声の守備兵力を割さくわけにはいかんのです。軍隊を連れてこなかったのは、そういう理由ですので……」

「ええ、理由はわかります。こちらとしてもせっかく守り抜いたこの侘瑠徒が再びシムールの手に落ちたのでは、何のために戦ったのか意味がありません。我々が留守にしている間の、指揮命令系統と対策についてしっかり引き継いでから、延声の方に向かいたいと思います……そうですね、半日はかからないと思いますので、それまで秘書官の方は、この総そう督とく府の奥にある居室でくつろいでいただければ、と存じます」

　──くそ、感づかれたか？

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた秘書官は一いつ瞬しゆん、そう考えると、すばやく表情を窺うかがった。

　だが、晴せい凛りんの表情には、何の疑いも浮かんではいなかった。それどころか、まるで褒ほめられた少年のようににこにこ笑っていた。

　──気のせいか。しかし、この若者は何という屈くつ託たくのない笑い方をするのだ。

　おそらく、この若者は純粋に、この侘タ瑠ル徒トを何とかしようと思っただけなのだ。その純粋さゆえに、守備兵たちは、この若者に従い、戦えたのだろう。

　秘書官は、自分の胸の中に走った、良心の呵か責しやくにも似た一瞬の痛みを飲み込んで頭を下げた。

「かしこまりました。では、そうさせていただきます。引き継ぎが終わりましたらお呼びください」

　秘書官が文官に案内されて部屋から出て行ったのを見送って、伏龍がつぶやいた。

「どうにも腑ふに落ちないところがある。晴凛、ちょっとその皇こう帝ていの詔しよう書しよとやらを見せてくれないか？」

「え？　あ、はい、いいですよ」

　晴凛が差し出した証書を、伏龍は隅々まで調べ始めた。

　その頃、侘瑠徒の街の広場を、ミーネとミリン、そしてアイリーンの三人が歩いていた。

「うーむ、市場が無いと、この広場は実に寂さびしいのう……商人が一杯いて、いろんなものを売っていた頃が懐なつかしいわ」

「ハミウリ食い飽きたから、別のものが食いたいだけデしょう！　一番甘いところだけ一口食って捨てる、なんてあんなゼイタクな食い方すると、絶対バチが当たります！」

「仕方ないじゃろうが！　あのまま置いておいたって腐ってしまうだけじゃ！　ならば食ってしまったほうがいいであろう！」

「まあまあ、シムールもいなくなったし、そのうちに商人も住民も帰ってきますわ……もう少し待てばきっと、この広場にも市場が……」

　アイリーンがそう言ったとき、南の門から声が聞こえた。

「南から馬車が来ます！　商人らしい！」

「商人じゃと？」

　ミーネが目を輝かせた。

「門を開けよ！　商人を迎え入れるのじゃ！」

　ミーネの命令を聞いたシャン族の戦士が、門の上に立つ守備兵の隊長を見上げた。

　隊長はうなずいてみせた。

「大丈夫だ、商人の馬車以外に姿は見えない！　門を開けろ！」

　言葉のニュアンスを聞き取ったのだろう。シャン族の屈強な戦士たちが、門の後ろに積み上げた土ど囊のうをかつぎ上げて、門の前を開け始めた。

　やがて、後ろに積んだ土囊はすっかり運び去られ、門がゆっくりと開き始めた。

　門の向こうから、チャカポコカラカラという賑にぎやかな音が聞こえ始めた。

「何じゃ？　あの音は……宣伝の音楽か？」

「いえ、違います。あれは金物が当たる音です」

　アイリーンがそう答えるのと同時に、荷物を満載した荷馬車が南門から飛び込んできた。

　荷馬車が広場の中ほどまで来て止まると、山のように詰まれた荷物の上から、筒のようなものを持った少女が飛び降りた。

　その少女、銀ぎん麗れいは辺りを見回すと、ミーネたちを見つけてあっけに取られたように立ちすくんだ。

　──え？　何で女の子がいるの？　この街って戦場だったんだよね……。

　銀麗はすぐに小さく首を振った。

　──そんなことどうでもいいわ、とにかくこの手紙を晴せい凛りんって人に渡して、ここからさっさと逃げないと！

　こっちを見ているミーネたちのもとに走りよった銀麗は、急せき込むように聞いた。

「ねえ！　晴凛って人はどこにいるの？」

　いきなり晴凛を名指しで聞いた女の子を見て、ミーネがむっとしたように言い返した。

「何じゃ！　いきなり晴凛を呼び捨てにしおって！　貴様！　晴凛とはどんな関係だ！」

　ミリンが通訳する。

「お前は何者だ、晴凛とはどんな関係だ！　と聞いてオリます」

「え？　関係？　手紙だよ手紙！　晴凛に手紙を届けに来たんだよ！」

　ミリンはミーネに答えた。

「晴凛殿に手紙を渡したいソウデ。女の子から手紙が来るとは、晴凛殿の人気はスゴイですね。モテモテでございマス」

「うぬぬぬ、許さん！　晴凛に手紙など十年早いわ！　そもそもお前は晴凛の何を知っておる！　わしはだな、あいつの寝顔も、あいつの笑い顔も、何もかも知っているのだぞ！」

　シムール語でまくし立てるミーネを見て、銀麗が困ったような顔になったとき、荷馬車の馬を繫つないだ玉ぎよく麗れいがやってきた。

「何をやってるのよ、銀麗！　早く、手紙を届けて、こんなところからさっさと逃げないと、帝国軍が攻めてくるわよ！」

　玉麗の言葉を聞いたアイリーンが目を丸くした。

「え？　どういうこと？　何で帝国軍が攻めてくるの？　応援に来る、の間違いじゃないの？」

　玉麗は、ああ、やっぱり、という顔で首を振った。

「やっぱり知らないのね。都にいる帝国五色軍の中の緑りよく軍が出陣して、こっちに向かっているそうよ！」

「ああ、やっと来てくれるのか、よかった」

「よかったじゃありません。緑軍の目的は、皇こう帝ていに反旗を翻ひるがえした晴せい凛りんという若者と、それに従う反逆したシャン族を討ち、この侘タ瑠ル徒トの街を開放することなのよ！」

「何ですって！」

　アイリーンとミリンは同時に叫さけんだ。

「何じゃ？　どうした？　何があった？」

　言葉が聞き取れなかったミーネが慌あわてて聞いた。




　アイリーンたちは玉ぎよく麗れいと銀ぎん麗れいの腕を引っ張って、総そう督とく府の建物に飛び込んだ。

　いきなり、女の子たちが五人まとめて飛び込んできたのを見て、目を丸くしている晴凛と伏ふせ龍たつに、アイリーンが文書筒を突き付けた。

「とんでもないことになっちゃったわよ！　とりあえずこれを読んで！　私が口で言うより早いわ！」

「あ、ああ」

　アイリーンの剣幕に目を白黒させながら、伏龍と晴凛は手紙を読み始めた。

　半分もいかないうちに、晴凛がうめくようにつぶやいた。

「ひでえ……何だよこれ！　こんなことってあるのかよ！」

　無言で読み進める伏龍を見て、アイリーンが聞いた。

「何でそんなことになったのよ！　伏龍！　あんた、報告書に何を書いたの？」

　伏龍は顔を上げて首を振った。

「よせやい！　俺の報告書のせいじゃねえ！　こいつは、どうやら逃げた太たい守しゆと守備隊の隊長どもの仕し業わざを揉もみ消そうと、あいつらの親玉の菰こも野の盛せい元げんが仕組んだことだな。

　俺や晴凛みたいな若僧が残存部隊を指揮して侘瑠徒の街を守り抜いたということがばれてみろ。さっさと逃げ出した子分たちの首が危ないし、これで名を上げるのはライバルの月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かだ。それだけはどうしても避けなきゃならん、ということで俺たちのやったことを反乱にしやがったんだ。

　確かに、お前と俺がやったことは、皇こう帝てい陛へい下かの兵士である守備隊の兵士に勝手に命令を出し、皇帝陛下のものである侘瑠徒の町の城壁を勝手に利用したわけだからな。反乱という名目をこじつけることはできるわけだ……」

　晴凛は、さっき秘書官から渡された証書を指差した。

「じゃあ、この、延えん声せいで賞しよう誉よの儀を執とり行うって詔しよう書しよは……」

「偽物だ。怪あやしいと思ってはいたが、これで確定だな。そいつでお前と俺を県都の延声におびき出して、斬ざん首しゆするつもりだったんだろうな」

「くそ！　もう少しでだまされるところだった！」

　晴せい凛りんは机の上に置いてあった詔しよう書しよを床に払い落とした。

　その上から踏ふんでやろう！　という考えが一いつ瞬しゆん、晴凛の脳のう裏りをかすめたが、どうしても踏みにじる気にはなれなかった。

　──この詔書に罪はない。こいつを書かせたやつが悪いんだものな……。

　手を伸ばして詔書を拾い上げた晴凛を見て、伏ふせ龍たつは不思議そうな顔になった。

「……踏まないのか？　そんなものは紙くずと同じだ。いや、お前を陥おとしいれようとした罠わなだ。頭にくれば、踏みにじっても当然だろう？」

「うん、そうなんですけどね、何というか、偽物は偽物なんだけど、文字はすごく真ま面じ目めに書いてあるでしょう？　そう考えたら、どうにも踏む気にはなれなかったんです……根が貧乏性なんだろうな」

　晴凛はそう言って頭を搔かいた後で、真面目な顔で伏龍に聞いた。

「どうすればいいんだろう？」

　伏龍は腕を組むと、しばらく無言で考え込んでいたが、やがてゆっくりと口を開いた。

「方法は三つある。一つは、何とかして都まで行く。そこで、この偽物の詔書を見せて、これはすべて陰いん謀ぼうであり、私に罪は無い！　と訴える方法……もっとも、都にたどり着く前に見つかれば、その場で斬首は間違いない。運よく都にたどり着けたとしても、果たして、都の役人どもがお前の言うことを信じるか、ということだ。

　摂せつ政しようの菰こも野の盛せい元げんが帝国の中ちゆう枢すうを牛ぎゆう耳じっているいる以上、お前の訴えが通る見込みはほとんど無い」

「次は？」

「逃げる。このままここにいても、帝国軍の攻撃を受けて殺されて、都みやこ大おお路じに『謀む反ほん者もの』という高札を掲かかげて晒さらし者にされるだけだ。それくらいなら、いっそのこと逃げたほうがいい。

　帝国国内を逃げ回るのは至難の業わざだ。津々浦々まで手配が及び、官憲が後を追ってくる。気が休まるときはないし、貧民街に逃げ込んで、一生日の目を見ない生き方を選ぶしかない」

「そんなのは嫌いやだな……」

「じゃあ、シムールの中に逃げ込むのはどうだ？　お前ならシャン族に転がり込めば、暖かく迎えてくれるだろう。こんな腐った帝国に未練が無いのなら、そっちもアリだと思うぜ」

　ミリンから通訳を受けていたミーネが、目を輝かせて叫さけんだ。

「そうじゃ！　それがいい！　そうしろ！　お前ならシャン族になれる！　我が下に来い！　共に、シムールの一族として生きようぞ！」

　伏龍はうなずいた。

「どっちにしろ帝国の敵にされちまうなら、そのほうがいいかもしれないな」

　──どうしよう。

　確かに、伏ふせ龍たつさんの言う通りだ。このままじゃあ僕は、帝国の敵として一生追われることになる。それならいっそシムールの一人ひとりとして生きて行ったほうがいいのかもしれない。

　そのとき、晴せい凛りんの頭に弦げん斉ざいの顔が浮かんだ。

　──ちょっと待て。もしここで僕がシムールに走れば、弦斉様が裏切り者で、シムールの手引きをした、ということを証明することになってしまう。

　弦斉様は帝国とシムールが平和に暮らせるように、ということを考えていただけだ。和平を結ぶことは裏切りなんかじゃない！

　ここで、弦斉様を裏切り者にしてしまったら、弦斉様がやろうとしていたこと、すべてが無む駄だになる！

　それに……僕だけがぬくぬくとシムールの中で生き延びて、弦斉様が処刑されるのを黙だまって見ているなんて、そんなことができるわけがない！

　晴凛は真剣な目で伏龍の顔を見た。

「伏龍さん……三つ目は？　あと一つ方法があるんでしょう？」

「ある。だけど、こいつは成功率は極めて低い方法だ」

「どんな方法？」

　伏龍は、にやっと笑って、言った。

「反乱を起こす！」

「え？」

「本当の反乱軍になるのさ。馬ば鹿かな、と思うだろう。でも馬鹿じゃない。どっちにしろこのままここにいたんじゃ、俺たちは反乱軍だ。皇こう帝ていの許可なく軍を動かし、私の戦いを起こしたということになる」

「だって、生き延びるためだったんだから仕方ないじゃないか！　それとも何？　あのままここでシムールに殺されてたほうがよかったと言うの？」

　伏龍はうなずいた。

「そうだ、律法と軍律に照らせばそうなる。法は人の顔を持たない。どんな理由があっても、帝国は律法を優先するんだ。そうしないと、示しがつかないということだ。

　つまり、それが嫌いやなら……帝国の律法を変えるしかない。

　自分を変えるか、帝国を変えるか。どっちか一つだ。簡単に言えば自分が死ぬか、皇帝が死ぬかということだな……今の帝国で言うなら、皇帝じゃなくて摂せつ政しようの菰こも野の盛せい元げんが死ぬか、という話だけどな」

　晴凛は考え込みながら、つぶやいた。

「反乱か……とんでもない話になってきちゃったな。でも、僕には反乱を起こす気なんてこれっぽっちもない。僕はただ、道理の通る扱いをしてくれって言いたいだけなんだ。

　僕は皇こう帝てい陛へい下かを殺したいなんて思わない。僕は皇帝陛下が大好きだ。陛下の下で働きたいと願っていた。悪いのは、陛下じゃない。摂せつ政しようの菰こも野の盛せい元げんなんだ……」

　晴せい凛りんは顔を上げて、伏ふせ龍たつに聞いた。

「僕のこの思いを、みんなに知ってもらうにはどうすればいいんでしょう？　僕は反乱軍じゃない。僕はごく普通に正しい道理を通したいだけだって。この気持ちを伝えれば、きっとみんなわかってくれると思うんです」

　その言葉を聞いて、部屋にいる全員が黙だまり込んだ。

　晴凛の言っていることは、もっともなものだ。晴凛は何一つ間違ったことを言っていない。だが、その間違っていないことそのものを、帝国は否定しているのだ。

　その沈ちん黙もくを最初に破ったのは、ミーネだった。

　ミーネは、少し発音のおかしな帝国語で、しかし力を込めて、言い切った。

「話せばワカるなら、こんなことにはならナイ！　何を話シテも、わかってくれない。それが、帝国のやり方ダ！」

　アイリーンは同意するようにうなずいた。

「そうよ、晴凛の言ってることは立派よ、道理が通っているわ。でも、その道理を通すことそのものが、今の帝国では反乱とみなされるのだもの……」

　奥歯を強く嚙かみしめてから、晴凛は言葉を漏もらした。

「間違ってるよ……そんなの」

　ちょっとした弾はずみで、涙がこぼれそうだった。

　科か挙きよに落ちたときも、太たい守しゆが変わって、無役無給になったときも悔くやしかったが、今の悔しさに比べれば、糸くずのようなものだった。

「普通に、正しい道理を通したい、だけなのに……」

　晴凛の言葉を聞いていた伏龍は、ポン、と手を打った。

「おお！　そうだ、それで行こう！」

「え？」

　あまりに気軽そうな伏龍の声に、皆の目が集まる。

「俺たちは反乱軍じゃないってことさ。俺たちは間違っている世の中を正すために立ち上がったんだ。俺たちの目的は、皇帝に反旗を翻ひるがえすことじゃない！　世直しだ！　帝国を駄だ目めにしているのは、皇帝陛下ではない、皇帝陛下の名前を利用してやりたい放題やっている摂政だ！　これを正々堂々言ってやればいいんだ！」

　伏龍はそこで言葉を切ると、晴凛に向き直った。

「腹を決めろ、晴凛！　俺たちにはもう『謀む反ほん者もの』という烙らく印いんが押されちまったんだ。今さら何を言ってもこの烙印は消えねえ！　こうなりゃ、やれるところまでやるしかない！　そうやって腹をくくろうぜ！」

　晴せい凛りんは考え込んだまま無言だった。

「まあ、無理もねえや。自分の一生を今ここで決めろなんてことは、人生にそうあるもんじゃねえ。でもよ、決めるときは決めなきゃなんねえんだ。

　俺の師し匠しようの瑞ずい元げんという坊さんが、俺が旅に出るときに贈ってくれた言葉がある。それはなこういう言葉だ……『どうせ死ぬんだ』」

　晴凛は思わず吹き出した。

「何ですかそれ、ずいぶんいいかげんで投げやりな言葉ですね……」

「投げやりだと思うのは、お前が投げやりにしか考えてないからだ。どうせ死ぬんだってのは真理だ。誰もがどうせ死ぬんだ。だから、すべては無む駄だだと思うか、だから精一杯できる限りのことをやってみようと思うか。その答えは自分で出せってことさ。命の使い道を決めるのは自分だってことよ」

　晴凛は、黙だまったまま伏ふせ龍たつの言葉を聞いていたが、やがて小さくつぶやいた。

「どうせ……死ぬんだ……か」

「どうする？」

　晴凛は大きく息を吸って、そして長く息を吐はいた。

　視線が定まっていた。

「旗を揚げましょう……世直しの旗を！」
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「やるか！」

「ええ、でも、この侘タ瑠ル徒トには守備兵の人たちがいます。僕についてくるのか、それと帝国軍の一員として、攻めて来る帝国軍に加わるか、それを決めてもらいましょう。

　このままここに残れば、謀む反ほん者ものになります。僕の勝手で巻き込むわけにはいきません」

「わかった、すぐに守備兵を集める！」

　やがて、総そう督とく府の前に千人の守備兵全員が集まった。

　その守備兵に向かって、伏ふせ龍たつが帝国の仕打ちを説明し始めると、守備兵の中から怒りの声と、そして、すすり泣く声が起こった。

　ひときわ大きな声を上げて泣いているのは、竜りゆう飛ひだった。

　自分の声がかき消されるほどの声で泣く竜飛に閉口したのだろう、伏龍が竜飛に言った。

「おい、竜飛！　何をそんなに泣きやがる！　うるさくて仕方ねえ！　理由を言ってみろ！」

「理由ですかい？　悔くやし泣きに決まってるでしょう、兄貴！　俺たちは何も悪いことしてねえんですぜ？　侘瑠徒を捨てて逃げたあの白しろ饅まん頭じゆうと骨将軍のやつらの尻しり拭ぬぐいをして、命がけでこの街を守ったのに、何でその俺たちが反乱軍なんすか！　こんな話しがありますか！

　道理も何もあったもんじゃねえ！　俺たちは確かに学もねえ、金もねえ、ただの下っ端兵士でさあ！　わずかな給金を貰もらって、酒飲んで騒ぐくれえしか能がねえ虫けらみてえなモンでさあ……でもよ、虫けらにだって意地がありまさあ。俺がこの街を守るんだって意地が！

　俺たちを繫つなぎとめているのは、偉い人も、街の人も、その意地をわかってくれているって思いがあるからです。

　その意地を無かったことにされて、何でそいつらのために働かなきゃならねえんですか？　命がけで戦ったことを無かったことにされるだけならまだいい、こいつはそうじゃねえ！　命がけで戦ったことが悪いんだって言うんでしょう？

　やってられねぇっす！　俺は悔しい！　んでもって情けねえ！　俺の国、帝国って……いつからこんな情けねえ国になっちまったんですか？

　晴せい凛りんの兄貴と伏龍の兄貴が世直しの旗を揚げるって言うのなら、俺はついて行きやす！　どこまでも一緒について行きやす！

　俺の親分は、さっさと逃げた太たい守しゆじゃねえ！　その親玉の摂せつ政しようでもねえ！　ここに残って一緒に戦ってくれた、晴凛兄貴と伏龍兄貴だ！」

　広場に集まった千人の守備兵全員が叫さけんだ。

「世直し軍だ！　俺たちは帝国軍じゃねえ！　世直し軍だ！」

「俺たちは摂政の軍じゃねえ！　皇こう帝ていの軍だ！」

　わあわあという広場の騒ぎを聞いて、延えん声せいから来た秘書官は驚いた。

　──何があったんだ？　もしや、シムールが再び攻めてきたのではないだろうな？

　だとしたら、こんなところにいるわけにはいかない、早く逃げなくては！

　総そう督とく府の建物の奥にある居室から逃げ出した秘書官が、玄関に向かって廊下を小走りに歩いているところに、晴せい凛りんと伏ふせ龍たつが現れた。

「おや、何をお急ぎですか？」

「あの騒ぎは何だ？　もしやシムールが攻めてきたのではないかね？」

　伏龍は首を振った。

「いいえ、違いますよ、御安心ください。シムールが攻めてきたわけではありません……あれは旗揚げのための気合いです」

「旗揚げ？」

　怪け訝げんな顔をする秘書官を見て、晴凛は静かに告げた。

「我々は、どうやら反乱軍にされてしまったようですので、ご希望の通りに反乱を起こすことに決めました。とはいっても、皇こう帝てい陛へい下かに反旗を翻ひるがえすつもりはありません。我々は皇帝陛下を尊敬しております。我々が反旗を翻すのは、諸悪の根源、菰こも野の盛せい元げんその人に対してです」

「な、何だと！」

　驚く秘書官に伏龍が書状を差し出した。

「詳くわしくはここに書いてございます。県令の犂すき山やま様によろしくお伝えください……もっとも、時間が無かったので、四文字しか書いてありませんがね」

「四文字？」

「ええ、『尊そん皇のう討とう奸かん』の四文字です」




　半はん刻とき後。

　晴凛と伏龍は侘タ瑠ル徒トの城壁の上に立って、南に向かって走っていく秘書官の馬車を見送っていた。

　侘瑠徒の城壁には、白い布地に「尊皇討奸」と書かれた旗が何十本と立って、風にはためいていた。

「やっちまったなあ……」

「やっちゃいましたね……もう後戻りできません」

　晴凛がそう言って半分諦あきらめたような微笑を浮かべたとき、城壁の階段を駆かけ上がってくる小さな足音が聞こえた。

　見ずともミーネだとわかる、元気そうな足音だ。そして、実際、そうだった。

「おう、晴凛！　話は聞いたぞ！　皇帝に反旗を翻すこと、帝国の伝言役のヒゲ親父に宣言したそうじゃな！　街を救って民を助けたら斬ざん首しゆされるような国は滅ぼすべきだと、晴凛が言ったと……！」

「な!?　そんなこと言った覚えはないです!?」

「都に火をかけ、皇帝を八つ裂きにし、血の河死の山を築くのではないのか？」

「何で!?　っていうか、そんなことは言ってない！　僕たちは皇こう帝ていを殺すつもりはないし、皇帝を敬愛している。僕たちの敵はあくまでも、皇帝の名前で悪事を働いている連中、つまり君くん側そくの奸かんを討つと言っただけです」

「にゃに？　違ったのか？　その『燻くん製せいの雁がん』とは、なんなのだ？　美う味まいのか？」

「『君側の奸』です。全然違います」

「うーむ……そうか、違ったのか。どうしよう、わしはてっきり晴せい凛りんがそう言ったとばかり……まだ心が決まっていないのでは、父上に手紙を書くのではなかった」

「え？　何だって？　手紙？」

　ミーネはにっこり笑った。

「うむ！　わしが書いた！　晴凛に習った字が、ようやく役に立ったのう！」

　なるほど、ミーネの顔を見れば、あちこちに墨がついている。悪戦苦闘というか、筆と格闘しながら、何やらしたためたらしい。

「へえ……で、何て手紙を……？」

　なぜだか、嫌いやな予感がしながらも、晴凛は尋ねた。

「うむ。シャン族の戦士五千騎を集めてくれと頼んだのじゃ！」

「戦士、五千騎？」

「うむ、一騎当千のつわものじゃ、帝国の軍勢など蹴け散ちらしてみせる！　心強い味方となるじやろう！」

「そ、そりゃまあ、ありがたいですけど……」

「しかし、帝国を滅ぼすのでなければ、五千騎は多すぎたか？　でもまあ、多くて困ることはなかろう。なっ？」

　晴凛は考えた。

　──確かに、ここで五千の騎兵が加われば、かなりの戦力になる。

　僕たちには大義名分はあるけど、肝心の戦力が無い。戦争は論争じゃない。いくら正しくても戦いに負ければ意味は無い。

　ミーネは晴凛の表情を窺うかがうように見上げると、にやっと笑った。

「だが、一つ問題があってのう」

「問題？」

「うむ。いくらわしでも、帝国の街だった侘タ瑠ル徒トの人々と、帝国の役人であったお前のために、ただで五千騎を借りることは、できん」

「そりゃまあ、そうですね」

「そうじゃ。わしだって、それくらいのことはわかるのじゃ、どうだ、参ったか」

　偉そうに胸を張る、ミーネ。

「はあ……」

　一体何を言いたいのか、わかりかねて、晴せい凛りんは気のない返事をした。ミーネはそんな様子を気にすることなく、得意そうに続ける。

「そこで、じゃ。わしなりに、何かいい手はないかと考えたのじゃ。父上が何が何でもお前に戦士を貸す、そういう理由になる、とってもいい手を思いついたのじゃ。もう、これ以外には無い、最高の理由じゃ！

　いやあ、これに気がついたときは、嬉うれしかったぞ。何しろ、いろいろな問題が、これで一気に片付くのじゃからな……」

「はあ……」

　なぜだろう。晴凛の胸の中に、むくむくと『不安』という字が書かれた、真っ黒な雲が立ち込めた。

　ミーネが言うところの『いい考えじゃ！』というのは、たいてい、ろくなことがないのは経験済みだった。

「いやあ、アイリーンはいいやつだな！　あやつに話を聞いて、本当によかった！

　嬉しそうに話すミーネのその言葉に、アイリーンの単語を聞き取った伏ふせ龍たつの表情が固まった。

「……今、何て言った？　誰に、何を聞いたって？」

「ミーネ姫はアイリーンさんに相談を持ちかけたみたいです」

「あいつは見た目と違って、頭の回転のいい女だけど……何か嫌いやな予感がするな……」

　眉まゆをひそめる伏ふせ龍たつにお構いなしに、ミーネは言葉を続けた。

「晴凛！　お前が、我がシャン族の一員に加わるという証あかしを立てるのじゃ！　されば晴凛は我がシャン族となる！　族長が同じ一族を救うために兵を出すはこれ、道理であろう？」

「え？　一族に、加わる？」

　ミーネは顔を真っ赤にすると、がくがく、とぎこちなくうなずいた。

「おうっ、そうじゃ！　晴凛が、そっ、そのだなっ、ええとっ、ぎっ、『義理の息子』となれば、父上だって戦士を出さぬわけにもいかなくなる！」

　晴凛は今の言葉の意味を考えてみた。

　──なるほど。姫様にしては、いい手かもしれない。

　僕が、ミーネ姫の父、シャン族の族長であるイシル様の養子になれば、確かに名実ともにシムールの民ということになる。そうなれば、シムール全体からは無理だろうが、シャン族からは全面的な援助を得ることも可能になるだろう。

　一方の、ミーネはというと、小さい両手を胸の前で握りしめ、自分を褒ほめていた。

　──よしっ、言えたぞっ！　えらいぞ、ミーネ！　アイリーンが言っておった通りに、ちゃんと言えたぞっ。

　今の台詞せりふにミーネは並々ならぬ決意を持っていたのである。そう、父イシルの養子として晴凛を迎える、ということは、つまり……。

[image: ]

　だが、晴せい凛りんは、その『義理の息子』という言葉を、単純に養子の意味にとっていた。

「なるほど、義理の息子か！」

「そうじゃ、義理の息子じゃ！」

　そう言って、手を打ち合う、晴凛とミーネを横で見ていた伏ふせ龍たつは。

　──待て。何か、今のはおかしいぞ。

　この二人ふたりが言う『義理の息子』が、何か嚙かみ合っていないような気がする……というか、意味が違っていないか？

　そもそも、アイリーンの入れ知恵というのが、気になる。あの女が普通のことを教えるわけがない。よくない、これはよくない。晴凛を止めるべきじゃないのか？

　そんな予感が、むくむくと伏龍の胸の内で膨ふくらんでいく。

　だが、そんな伏龍をよそに、晴凛とミーネは意気投合している。

「確かに、それなら道理が通る。いい手だ！」

「うむ、これなら道理が通る。いい手じゃ！」

　どこか恥ずかしそうに笑うミーネを見て、晴凛は思った。

　──ってことは、僕がイシル様の息子になるわけだから、姫様が妹ってことになるんだな。

　晴凛は末っ子で兄が二人いるが、弟や妹はいなかった。どちらの兄も優秀で、都で立派な役人や武将となっている。

　兄たちが優れているために、晴せい凛りんは劣等感のようなものを抱くとともに、幼い頃は、こんなことを思っていたのだ。

　──僕に弟か妹がいたら、いいのに。

　さすがに成長してからはそんなことを考えることもなかったが、今ここで、その願いが叶かなうのだ。

　ミーネは確かにわがままだが、これで可愛かわいらしいところもある。

　こんな妹ならば大歓迎だ。

　そんな風に晴凛が思っている一方で、ミーネは。

　──よしっ、晴凛は嫌いやがっておらん。

　ミーネは、最近どうにも、落ち着かなかったのだ。

　晴凛のまわりに、女が増えたような気がする。アイリーンとか、タッケイの馬ば鹿か女とか、いきなりやってきた商人の姉妹とか。

　それが、なぜだか気に入らない。

　アイリーンを見るときの晴凛の視線は、顔じゃなくてハミウリみたいな大きく膨ふくらんだ胸を見ているようだし。

　タッケイの馬鹿女ときたら、勝負に負けた途端に、嫁にしろとか言いだし始めた。

　商人の姉妹だって、いきなり晴凛を呼び捨てだ。

　それが、なぜだか気に入らない。

　──晴凛は、わしのものなのに！

　そんな思いが、これから育つであろう、平原のような胸の中で、むくむくと大きくなっていくのだ。

　そこに、他ならぬハミウリ女……じゃない、アイリーンから提案があったのだ。

　いろいろとよくわからないことのほうが多かったが、それでも、ちょうど父イシルに戦士提供を願う手紙を書こうとしていたところだったミーネに、あることを思いつかせるきっかけにはなった。

　──晴凛が、名実ともにわしのものになればいいのじゃ！

　どうやら晴凛も、父の娘の婿むこになることは嫌ではなさそうだ。

　そんなふうに『名案だ』と喜んでいる晴凛とミーネを、あきれ顔で見ていた伏ふせ龍たつの後ろに、ふわっと甘い香りが漂った。

「アイリーン……」

「あらん、伏龍さまん♪」

　顔を向けると、いつにも増して演技過剰にしなを作った、アイリーンだった。

「お前なあ……姫によけいなことを吹き込むなよ。話が変な方向に進んじまってるぞ」

「よけいなことじゃありませんわよ？　男と女が想いを通わせて一つになるのは、とてもとても大切なことですわ」

「『お前ら』の価値観で話すなよ。っていうか、どう見てもアレ、想いが通ってねえぞ。お互いに都合よく勘違いしてるようにしか見えん。これ以上変なこと教えるなよ……」

「あら。大丈夫ですわ。噓うそ偽りも、貫き通せば本当になりますもの」

「いや、駄だ目めだろ、それは……まあ、とりあえず、今回はおかげで晴せい凛りんも腹をくくったようだから、いいってことにするが……」

　そう言いながら、伏ふせ龍たつはぐるりと辺りを見回した。そのとなりに、寄り添うようにしてアイリーンが立つ。

　伏龍が半歩遠ざかると、アイリーンは一歩近づいて、肌が触れる位置に並んだ。

　さらに半歩、伏龍が遠ざかろうとすると、アイリーンはその腕を摑つかんで、腕を組んだ。

「……」

「……」

　伏龍はアイリーンを一いち瞥べつすると、諦あきらめたのか、それ以上は遠ざかろうとしなかった。

「それで、これから、どうしますの？」

「帝国の応援部隊が延えん声せいに到着するのは一週間後だ。延声にいる守備隊一万五千と合流して、この侘タ瑠ル徒トの街を攻められれば、我々に勝ち目はない。姫様の言うシャン族の五千騎が間に合ったとしても、帝国軍の戦術は完全包囲しての殲せん滅めつ戦だ。シムール同士のように、礼儀を守った戦いじゃない。潰つぶされちまうのがオチだろうな……帝国軍には霜そう弊へい経けいの銅像も効果は無いしな」

「じゃあ、どうしますの？」

　伏龍は侘瑠徒の街の広場を見下ろした。そこには、蒼あお橋はし商会の看板を掲かかげて敷物や鍋なべなどをシムールの戦士に売りつけている商人の姉妹がいた。

「彼女たちに手伝ってもらおうかと思ってね……」

　街の広場で店を広げている玉ぎよく麗れいも銀ぎん麗れいも、最初は商売をするつもりは、これっぽっちも無かった。

　さっさと手紙だけを渡して逃げ出すつもりだったのだが、荷馬車に積んだ荷物を見たシムールの戦士や守備兵たちが集まってきて、品物の値段を聞き始めると、そこはやはり商人である。儲もうける機会を、みすみす逃すことはできなかったのだ。

「お姉さま！　この鍋はいくらでしたっけ？」

「ええっと、それは確か、銭二十枚だと思ったけど」

　玉麗の言葉を聞いたミリンが、唇くちびるを尖とがらせて文句を言った。

「高イよ！　これなら、十七枚が相場ダよ！」

　すかさず、妹の銀麗が説明する。

「いえいえ、ちょっとお高い分、普通の鍋より取っ手が大きくて持ちやすく、見た目も優ゆう雅がな形になっているのですわ。うちのお鍋なべはお隣のお鍋とちょっと違う。その優越感こそが、このお鍋の値打ち！」

　ミリンが、隣にいたシャン族の若い戦士に、銀ぎん麗れいの言葉を通訳すると、その戦士はしばらく考えた後で、うなずいた。

『それでいい、家のものをよそに見せて自慢できるのは、女の人にとって大事なことだ。この鍋を持って帰れば、姉も母も喜ぶ』

　ミリンは小さく肩をすくめた後で銀麗に告げた。

「その鍋、買うそうデす」

「毎度ありがとうございますですわ！」

　鍋の代金を受け取った銀麗は、荷馬車の上にいる玉ぎよく麗れいに振り返った。

「また売れましてよ！　お姉さま！　刺し繡しゆうの敷物も、新しい柄の布も、飛ぶような売れ行きですわ！　シムールの人たちも、ちゃんと帝国のお金を持っているのですわね！

　銀麗の言葉を聞いたミリンが、心外だ、という風に答えた。

「失礼な！　シムールだって、チゃんとお金くらい持ってイます！　羊の毛皮や、馬の皮で作っタ品を帝国の商人に売って、そのお金デ小麦粉や布を買うのデス！　帝国の軍人が、勝手にシムールの土地に入って来たラ皆殺しデすが、商人は別です。族長の許しを得た商人はシムールでも歓迎されます」

　ミリンの言葉を聞いた銀麗は目を輝かせた。

「お姉さま！　もしかしたらこれって、すごい儲もうけ話じゃありませんこと？」

「あのね、銀麗。命あってのモノダネって、ことわざ知ってる？」

「ええ、先んずれば敵を制す、という、ことわざも知っておりますわ！　こんなところまで来てしまった私たちですもの。もう怖いものはありません！　毒食わば皿まで！　ですわ、お姉さま！」

「毒食わば、それまで、にならなきゃいいけどね……」

　玉麗がため息混じりに答えた、その光景を城壁の上から見ていた伏ふせ龍たつは、自信ありげにうなずいた。

「今の帝国のやり方に、不満を抱いている連中は多い。俺たちは、これからそいつらを集めて戦力にしなくちゃならない。集まってきた連中に着せる服も、持たせる武器も、食わせる飯だって必要になる。そう考えれば、商人は立派な戦力さ……武力を使うだけが戦争じゃないってことだよ」

　アイリーンは何かに気がついたように目を見開いた後で、妖あやしげに微笑ほほえんだ。

「そのためにはお金が必要。だけど、私たちにはお金は無い……」

　伏龍は視線を晴凛とミーネに移して、うなずいた。

「そう、俺たちには金は無い……だけど、俺たちにはミーネがいる。ミーネはシムールの赤塩のありかを知っている……そういうわけさ」







　　　終章







　遠く、北の草原に、百を超える大包建タオパイクーが並んでいた。

　その中央にある大包建はひときわ大きく、全体を金きん箔ぱくで覆われ、光り輝いていた。

　そこは、シムールの都だった。

　シムールは定住することはなく、都市は単なる物資の貯蔵と交易に使うだけで、国家としての機能はすべて、この百を超える大包建の中で処理されていた。

　シムールは、春夏秋冬と、それぞれの季節によって、都を開く場所が決まっており、シーズンごとにこの大包建の群れも大移動するのである。

　金箔に覆われた族王の大包建の中で、部下から情報を受け取ったシムールの族王エオルは、小さく目を見開いた後で笑った。

「ほう……そう転んだか。思いもよらぬ結果となったが……まあよい、敵の敵は味方だ。シャン族のイシルを通じて『お手並み拝見』とでも伝えておけ」

　一礼して下がった部下を見送った後で、エオルは考え込んだ。

　──タッケイ族ユルム族の連合軍三万を、見事に撃退したと思ったら、今度は味方であったはずの帝国軍三万を敵に回す……。

　愚かと言ってしまえばそれまでだが。

　勝算があるのなら、あながち愚かとは言えまい……この戦い、面白いことになりそうだ。

　エオル王は小さく笑うと、手に持っていた杯さかずきの中の馬ば乳にゆう酒を飲み干した。




　シムール来らい寇こうをきっかけに北部辺境の街、侘タ瑠ル徒トから始まった動乱は、七十年の平和の下で蓄積されていたさまざまな矛む盾じゆんを一気に噴出させた。

　そして、帝国国内で行われていた権力闘争の道具にされた晴せい凛りんが掲かかげた「世直し」の旗は、まだ小さく誰の目にも留まってはいなかった。

　だが、この小さな旗がどれほど大きな旗に広がっていくのか、それは当の本人も、そして帝国の誰もが気づいてはいなかった。





つづく









　　　あとがき




『ご主人様は山やま猫ねこ姫』の二巻をお届けします。

　一巻を読んでいて、いいところで終わってしまって、欲求不満になった方は、御安心ください。シムールによって包囲された「侘タ瑠ル徒ト」の攻防戦は、この巻で一応の決着がつきます。

　実を申しますと、最初に考えていた物語は、一巻と二巻を合わせた内容だったのですが、物語を追いかけるだけではなく、キャラクターをしっかり書き込むために、日常の会話などを細かく書いてみたところ枚数が増えてしまい、どうやっても一冊に収まらなくなったために、こうやって、二巻に分ける形になりました。

　そういう意味で、この一巻と二巻は、上下巻と同じような位置にあるとお考えいただければ幸いです。

　さて、今回の物語には「火薬」が登場します。

　本文中では「化薬」という単語を使っておりますが。これは、化学薬品を意味する単語でして、古代中国における「化学」という学問の概念は火薬の研究から始まった、ということを基にした一種の「あて字」です。

　いわゆる「黒色火薬」が発明されたのがいつ頃なのか、これについてはさまざまな説がありますが、古代中国で不老不死の仙薬を作り出そうとして、発明されたことについては間違いないと思われます。

　中国で発明された火薬の製法と使用方法は、その後イスラム圏に伝わり、そして十二世紀初頭にイスラムが、スペインを攻略したときにヨーロッパで使われました。

　火薬によって石や弾丸を飛ばす原始的な大砲（回フイ々フイ砲ほうと呼ばれています）の攻撃を受けたヨーロッパの軍隊は、その轟ごう音おんと威力に対抗できず、逃げ惑うばかりでした。

　その、あまりの戦力差を見たイスラム側の指揮官は、この戦いはフェアではない、という理由で、火薬を使う前に旗を振り、ラッパを吹き鳴らして、事前に敵に向かって、これから火薬を使って攻撃するぞ、という予告を行うように、部下に命じたそうです。そんな記録が残っています。

　誰も逆らうことのできない圧倒的な力。一つの国家や文明すら簡単に滅亡に追いやることのできる、強大な力。

　人間が、そんな力なんか持てるわけがない、そんなものは妄想だ、荒こう唐とう無む稽けいな夢物語だ、とお考えの方がいれば、ぜひ歴史を紐ひも解いていただければ、と思います。

　人類の歴史の中には、それに匹敵する力を手に入れた人々の記録が、山のように残っています。人類の歴史というのは、見方を変えれば、そういった力を手に入れた人間による世界征服のトライ＆エラーの歴史かもしれません。

　さて『山やま猫ねこ姫』の物語は、もう少し続きます。

　からくり人形芝居の一座の力や、ミーネたち、シャン族の力を借りて、やっとのことでシムールの包囲を脱した晴せい凛りんたちの前に、新たなる敵が迫ります。

　晴凛たちが揚かかげた世直しの旗がどうなるか、私の頭の中には延えん喜ぎ帝国の興亡がすべてできあがっておりますが、果たしてそれを最後まで描けるかどうか。

　それはすべて、私がその物語を面白くお見せできるかどうか、にかかっています。




　イラストを描いていただいた『春日かすが歩あゆむ』さん。例によって締め切りぎりぎりまで引き伸ばされ、胃に穴を開けてしまいそうな担当の『高たか林ばやし』くん。

　そして、今回も構成やキャラクターの形成に関して協力していただいた『銅あかがね大だい』氏と『椎しい出で啓けい』氏。

　さまざまな方の努力と支えで、この本が出せたことを、心より感謝する次第であります。





（埼玉県北部に製造拠点を持つ、零細物語製造業者）鷹たか見み一かず幸ゆき
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部に営業所を持つ、零細物語製造業者。
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イラスト／春日かすが 歩あゆむ

夢だった挿絵のお仕事で晴れてイラストレーターデビュー。第15回電撃イラスト大賞＜選考委員奨励賞＞受賞。名を伏せて、賞金目当てに再度イラスト大賞応募を目論み中。
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